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日頃より、文化財保護行政に多大のご協力をいただき、誠に感謝にたえません。

仙台市には、旧石器時代から近世に至るまで数多 くの遺跡が存在し、古 くより

人々が生活を営み文化を築き上げてきたことが知られております。とりわけ太白

区には、旧石器時代の森林跡や遺構が発見された宮沢遺跡、我が国最古の地方官

衡で多賀城創建以前の国府と考えられる郡山遺跡など、東北の歴史を大きく見直

すような重要遺跡が数多 く点在しております。

近年、北目城跡の位置する郡山地区においても急速な開発による都市化が進み、

生活環境も大きく変わりつつあります。こうした中、都市計画道路・元寺小路郡

山線の建設が計画されたことから、平成 4年から翌年にかけて発掘調査を実施い

たしました。その結果、慶長 5年 (1600)、 徳川家康の求めに呼応した伊達政宗

が対上杉戦の白石城攻めの拠点とした北目城の堀跡などの遺構が調査区内に縦横

に延びていることがわかり、堀跡の堆積土からは多彩な遺物が発見されました。

また、弥生時代中期から古代にかけての水田跡や、縄文時代後期の竪穴住居跡な

どのほか、大地震による断層や液状化の痕跡など、様々な発見が相次ぎました。

このような先人の残した文化財を保護し活用を図りつつ、後世に継承していく

ことは私たちに課せられた責務であり、ここに報告する成果が研究者のみならず

市民の皆様に広 く活用され、文化財に対するご理解と保護の一助となれば幸いで

す。

最後になりましたが、調査ならびに本報告書の刊行に際しましては多 くの方々

のご協力、ご助言をいただきましたことを深く感謝申し上げます。

平成 7年 3月

仙台市教育委員会

教育長  坪  山 繁
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1.本書は、仙台市都市計画道路元寺小路郡山線の整備工事に伴い、平成 4・ 5年度に実施 した北目城跡の発掘調

査報告書である。

2。 本書の作成・編集・執筆は、金森安孝が担当し、陶磁器については佐藤洋、縄文土器については原河英二、弥

生土器については佐藤甲二、石器については斎野裕彦の助言・協力を得ている。

3.各種の科学的分析や解析を行い、その鑑定結果と考祭については、下記の方々に原稿を頂戴し、本書第Ⅲ章に

掲載した。記して感謝の意を表する。

第 1節 北目城跡の花粉分析……………………………………………………………東北生活文化大学 守田益宗

第 2節 仙台市北目城跡におけるプラント・オパール分析…………………………………………伽古環境研究所

第 3節 北目城のJEBか ら出土した種子類……………………………………東北大学理学部付属植物園 内藤俊彦

第 4節 仙台市北目城跡出土木製品の樹種………………………………………………木工舎「ゆい」 高橋利彦

第 5節 北目城跡出土動物遺存体…………………………………………………東北大学考古学研究室 富岡直人

第 6節 北目城跡出土漆器資料の製作技法……………………………………………………………………北野信彦

第 7節 仙台市北目城跡の中近世石造物……………………………………………………………………石黒伸一朗

第 8節 北目城跡出土人骨……………………東北大学医学部解剖学第一講座 百々幸雄・埴原恒彦・奈良貴史

第 9節 北目城跡出土鉄津の金属学的解析…………………い新日鐵釜石文化財保存処理センター・佐々木 稔

4.陶磁器・木製品の遺物写真撮影は友野写真館友野武、石器写真撮影はシン技術コンサル爛に委託した。

5.出土した木製品の一部については、釜石文化財保存処理センターに委託して、脱鉄処理の上でPGE含浸によ

る保存処理を行った。

6.出土した金属製品の一部については、金石文化財保存処理センターに委託して、X線撮影の上で錆を落とし防

錆の保存処理を行った。

7.発掘調査および本書の作成にあたり、下記の方々に助言指導、協力をいただいた。記して感謝の意を表する。

入間田宣夫、菅野昭一、小林清治、斎藤 賞、佐藤 巧、佐藤建夫、沢口 衛、寒川 旭、高橋圭次、松本秀明

室野秀文、 渡辺信夫、 い鴻池組仙台支店、 仰宮城野観光、 北 日長生クラブ、 北 目婦人部、 郡山小学校

郡山水利組合、東北電力帥、中田市民センター、日本鋪道蜘宮城支店、八本松市民センター、仙台市博物館

(順不同、敬称略)

8。 本書に関わる出土品や遺構実測図面、写真などの記録資料は、仙台市教育委員会が一括 して保管している。
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1.本報告で使用した土色は『新版標準土色帖』 1/1ヽ 山 。竹原 :1976)1こ準拠している。

2.本文・図中で使用した方位の北は、すべて磁北で統一している。

3.図中の座標値は平面座標系Xに よっている。

4.標高値は海抜高 (T.P)を 示している。

5。 遺構略号は次ぎのとお りで、全遺構に通し番号を付 した。

SD:溝跡、SE:井戸跡、SK:土坑、SX:性格不明遺構、Pit:ピ ット・小柱穴

6。 遺物略号は次ぎのとおりで、各々種別毎に番号を付 した。

A:縄 文土器、BI弥 生土器、Ci土 師器 (ロ クロ未使用 )、 D:土師器 (ロ クロ使用 )、 E:須恵器

F:九瓦・軒丸瓦、G:平瓦 。軒平瓦、H:その他の瓦、I:陶器 (Ia:無釉陶器、Ib:施釉陶器)、 」:磁器

K:石器・石製品、L:木製品、M:木簡、N:金属製品、O:骨格製品等、P:土製品、Siガラス製品

7.遺物観祭表の中の法量で ( )内数値は、土器・陶器 。磁器については図上復元値を、その他の遺物は残存値

を示 している。

8,本文中の「擬似畦畔B」 は、水田畦畔の直下層 (自 然堆積層)上面に認められる畦畔状の高まりを指している。

(斎野他 :1987)

9.本文中の「灰白色火山灰」 (庄子・山田 :1980)の降下年代は10世紀前半と考えられている。 (白鳥 :1980)
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I。 調 査 経 過

1.調査 に至 る経過

平成 4年 5月 、仙台市建設局道路部街路課との協議により、翌年度の仙台東道路の開通に合わせて供用開始予定

の都市計画街路元寺小路郡山線の建設工事に伴い、北目城跡の発掘調査を実施することとなった。予定地はこれま

で発掘調査が実施されたことがなかったため、同年 5月 に調査予定地の試掘調査を実施して堆積状況を確認し、中

世から近世にかけての整地面や堀跡、10世紀の灰白色火山灰降下以前の水田跡を検出し、本調査を実施した。

2.調査要項

遺 跡 名 :北 目城跡 (仙台市遺跡番号C-505 宮城県遺跡番号01029)

所 在 地 :仙台市太白区郡山字北目宅地・館ノ内・郡山四丁目地内

調査事由 :仙台市都市計画道路建設 (主管 :仙台市建設局道路部街路課)

調査主体 :仙台市教育委員会

調査担当 :仙台市教育委員会文化財課 課長 白を烏良一

調査第一係 係長 田中則和

主査 木村浩二、主任 金森安孝、主事 長島柴一、主事 佐藤 淳、教諭 格葉俊一

教諭 熊谷裕之

調査第二係 係長 結城慎一、主任 篠原信彦、主事 渡部弘美、主事 荒井 格、主事 中富 洋

教論 竹田幸司

試掘調査 :1992年 5月 19日 ～20日 (結城慎―・金森安孝)

調査期間 :1992年 9月 28日 ～1993年 2月 4日 、 4月 14日 ～12月 14日

調査対象面積 :約4,000だ

調査面積 :約 3,000だ

調査・整理参加者 :

相沢美佐子、赤井沢きすい、赤井沢サダ子、赤井沢千代子、浅野由喜子、阿部ミノル、栗野ちよ子、安斎直子、

伊勢多賀子、伊勢みつ、板橋スエノ、板橋静江、板垣富士子、伊東恵美子、伊藤晋也、伊藤清子、伊藤貞子、

伊藤智子、植野美登子、上野美子、遠藤 清、遠藤徳子、遠藤文子、大内孝子、大内松夫、大友泰子、大友佳

代子、大友節子、大友恒子、大友鶴夫、大友とみ子、大友広美、岡崎一郎、小川良子、小佐野章子、小嶋登喜

子、小沼ちえ子、小野栄子、小野さよ子、小野純也、小野寺圭穂、柏倉憲一、片貝葉子、神坂勝太郎、菅家婦

美子、菅野やゑ子、川村信、菊地和江、菊地京子、草刈昭代、工藤ゑなよ、熊谷キミ子、熊谷きぬ子、小池房

子、小林てる、斎藤喜恵子、斎藤慶子、佐久間幸子、佐々木直子、佐々木陽子、佐藤栄子、佐藤ケイコ、佐藤

忠二郎、佐藤つよし、佐藤紀子、佐藤良正、佐藤優子、佐藤玲子、七宮 清、4~4原良子、柴田徳郎、島津レチ

子、菅井清子、菅井百合子、菅原光子、鈴木恵美、鈴木文平、鈴木きぬ子、鈴木貴美子、鈴木節子、鈴木峰子、

鈴木由美、高橋健寿、高橋 とみ子、高橋弘子、高橋ヨシ子、千田あや子、千葉恭子、永野泰治、芳賀幸子、橋

本ひろみ、蓮沼秀子、早川裕子、針生せつ子、日比野園子、藤田光男、藤田由美子、洞口れい子、牧かね子、

増田瑞枝、松葉美代子、三浦たか子、宮嶋 都、武蔵美代子、森 剛男、吉田りつ子、山田千尋、横尾由記子、

米倉節子、渡辺イチ子、渡辺幸子、渡辺純子
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第 2図 遺跡範囲と調査区配置図

3.遺跡 の位置 と環境

【遺跡の概要】

北目城跡は、仙台市街の南東部、太白区郡山字北目宅地から仙台バイパスをはさんで郡山四丁目にかけて、広瀬

川の自然堤防の上に立地する室町時代から江戸時代初期にかけての平城跡とされている。

現在、北目城跡周辺は都市化の影響で古来の姿は完全に失われているが、昭和20年代頃までは、東西方向の自然

堤防上にブロック風に屋敷林で囲まれた列状の集村形態が看取され、遺跡西側には土塁や堀などの地形を利用した

田畑や条里形の土地割も見られた。標高は 9～ 12m前後で、地形的にはほぼ平坦面であるがやや南東側へ緩 く傾斜

する。

江戸時代、廷宝年間 (1670年代)に記された史料「仙台領古城書上」によると、北 目城は16世紀後半までは栗野

氏の居城として機能し、その後、伊達政宗が慶長 5年 (1600)、 関ケ原の戦の時から仙台城の完成まで入城 したと

される。

城の規模は、記載内容から東西四十六間 (約370m)、 南北五十六間 (約280m)と 、政宗が晩年に築いた「仙台



ヌ
4ζ

)
イす
第
1到

眩
茄
囲
舟
灰
不

け
Ｆ
戎
野
笠
を

東源兵術河原

嗣

‐

□

宅  地    
羽街道大野岡村境

逹 烙

'W及騰手溜井,3

圏 界

付 界

ミど、_´ ガ/
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屋敷」 (若林城)に匹敵する規模で、四方に幅 8間 (約 15m)の堀があったと記され、現在でも「館ノ内」、「出丸」、

「矢口」、「矢来」など城館に関わるような字名が残っている。

また、調査区の南端の宅地古碑群には、14世紀前半の板碑 4基 と近世の念仏供養塔 3基がまとまっており、この

他、遺跡の周辺には北目古碑群などの板碑群が点在 している。

【地理的環境】

周辺地形を概観すると、旧仙台市域にあたる仙台市東南部の地形は、西半部と東半部の大きく二つに分けられる。

西半部は、奥羽山脈から派生する七北田丘陵、青葉山丘陵、高館丘陵と、名取川支流の広瀬川が形成した段丘地

形からなっている。奥羽山系の面白山地を源とする名取川は、高舘・青葉山丘陵を東流して開析 し、七北田・青葉

山丘陵を東流 して開析する広瀬川と郡山地区で合流 し、太平洋に注いでいる。両河川とも中流域で段丘を発達させ、

段丘は、古期から青葉山段丘、台原段丘、上町段丘、中町段丘、下町段丘と呼ばれている。藩政時代以降、仙台の

市街地は台原段丘～下町段丘の上に形成されてきた。

東半部は、丘陵端から下流域において、両河川により形成され、海岸より幅10kmの広大な面積を有する沖積平

野で、地理的区分で「宮城野海岸平野」と称され、北は宮城郡七ヶ浜から南は亘理郡山元町までの40km程の三日

月形に広がっている。この平野は七北田川、名取川、阿武限川の河川堆積物によって形成され、河川合流地点付近

の河川間が低地となり、流域には扇状地 。自然堤防・後背湿地 。旧河道などの地形が複雑に入 り組み、当地域周辺

諏訪東 1 座頭屋敷
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は「郡山低地」と称されている。周辺には自然堤防・後背湿地・旧河道が観察され、沖積平野上の標高は大部分が

5m以下であるが、広瀬川、名取川の扇状地や内陸では10～15mに 達しているところもある。また現在の海岸線か

ら奥へ 4～ 5列の浜堤が形成されている。

北目城跡の立地は、北東を広瀬川、南を名取川、西を長町―利府構造線で画される郡山低地の東よりで、標高 9

～12mの 自然堤防と後背湿地上である。遺跡内には数条の旧河道が観察されるが、遺跡南端の旧河道は顕著である。

【歴史的環境】

名取川及び広瀬川周辺地域は、北目城跡をはじめとし各時代の遺跡が数多 く分布している。ここでは両河川合流

点付近を中心に代表的な遺跡を概観してみる。

旧石器時代 富沢遺跡がある。第30次調査では地表下 3mの面で約 2万年前の後期旧石器時代の生活跡と当時の

環境を伝える自然遺物が確認されている。焚き火跡と考えられる炭のまとまりが発見され、周囲から100点以上の

石器が出土し、数多 くのグイマツなどの針葉樹林や動物のフンなどが確認されている。針葉樹林を中心とした湿地

林が広がっていたと考えられ、動物の越冬地、狩猟活動の場と推測されている。

旧石器時代の遺跡は、これまで山田上ノ台遺跡と北前遺跡、青葉山B遺跡などが知られている。山田上ノ台遺跡

は 2万数千年前から3万数千年前に降下堆積 した川崎スコリア層の上下から、それぞれ後期旧石器と前期旧石器が

出土している。北前遺跡は山田上ノ台遺跡と200m程 しか離れておらず、同一段丘上に立地し同様の成果を得てい

る。青葉山B遺跡からは、山田上ノ台遺跡の立地する上町段丘が形成される以前に降下した愛島軽石層のさらに下

から石器が出土している。旧石器時代の遺跡は、以上のように丘陵地帯や高位段丘に限られていたが、昭和63年度

の富沢遺跡第30次調査では沖積平野から旧石器が発見された。富沢遺跡からは石器が出土したのに留まらず、樹木、

樹根、毬果、葉、種子などの植物化石、昆虫化石、動物のフンなど後期旧石器時代 (2万 3千年前)の 自然環境を

復元するに足る成果があった。

縄文時代 名取川支流の焦川両岸には六反田 。下ノ内浦 。伊古田・山口 。大野田等の遺跡群が連なっている。標

高10m前後の自然堤防に立地し、重層構造の遺構をもつ。六反田遺跡では地表下 2m地点で中期の住居跡群が確認

され、下ノ内浦遺跡では後期の墓跡が数多 く発見されている。大野田遺跡では後期の環状集石群が確認され、墓域

と祭祀の場であったと考えられている。

早期の遺跡としては、山田上ノ台遺跡、北前遺跡、三神峯遺跡、萩ヶ丘遺跡、山口遺跡、下ノ内浦遺跡、梨野A

遺跡、嶺山B遺跡などがある。このうち山口遺跡からは早期末葉の貝殻条痕文土器が出土し、沖積平野の遺跡でも

早期に遡ることが知られた。さらに下ノ内浦遺跡からも早期前葉の押型文土器が出土し、竪穴遺構や土杭なども検

出されている。これら以外は全て丘陵や段丘上の遺跡に限られている。

前期の遺跡としては、三神峯遺跡、今熊野遺跡、北前遺跡、下ノ内浦遺跡、山口遺跡、梨野A遺跡などがある。

三神峯遺跡からは前期前葉の住居跡が 8軒検出され、北前遺跡からは前期前葉の上坑群が検出されている。また名

取川姑岸の今熊野遺跡からは、前期前葉の住居跡が59軒検出され全国でも稀な例とされている。

中期の遺跡としては、山田上ノ台遺跡、上野遺跡、六反田遺跡、下ノ内遺跡、山口遺跡などがある。山田上ノ台

遺跡からは中期末葉の住居跡が38軒検出されている。早、前期を含め住居跡がまとまって検出されたのは、山田上

ノ台遺跡のような段丘や丘陵上であったが、中期になると六反田遺跡では中期中葉の住居跡が1軒、下ノ内遺跡で

は中期中葉の住居が 3軒検出されている。また山口遺跡からも中期中葉以降の土器片が出土している。

後期の遺跡としては、六反田遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡、山田上ノ台遺跡などである。六反田遺跡からは、

後期初頭から前葉にかけての住居跡が12軒検出され、下ノ内浦遺跡からも後期前葉の配石遺構や土坑群が検出され

ている。また伊古田遺跡からは後期中業の土器とともに土偶が出土している。このように段丘、丘陵上の遺跡から

沖積平野への一層の進出が顕著となる。しかし後期後葉以降になると郡山低地西半では、六反田遺跡、山口遺跡な



どで土器片は出土するものの、明確な遺構を伴うものは少ない。

弥生時代 南小泉遺跡、西台畑遺跡、富沢遺跡、高田B遺跡、中在家南遺跡、下ノ内浦遺跡、下ノ内遺跡、六反

田遺跡、山口遺跡、南小泉遺跡、藤田新田遺跡、今泉遺跡、船渡前遺跡などがある。南小泉・西台畑両遺跡は昭和

初めの飛行場拡張工事 。粘土採掘時に土器類が出土し知られた遺跡である。明確な遺構は確認されていないが中期

の土器棺が検出されている。富沢遺跡は生産遺構が主となり中期 (桝形囲・十三塚式期)の水田跡が重層かつ広範

囲に存在していることが確認されている。高田B。 中在家南両遺跡では河川跡から中期の上器と共に農具などの豊

富な木製品が出上し、東北地方の生活を知るうえで重要な発見となった。

下ノ内浦遺跡からは、弥生時代後期以前の竪穴遺構や土坑などが検出されている。また西台畑遺跡からは、弥生

時代中期の墓坑などが検出される遺構が少なく、遺物のみ出土することが多い。

古墳時代 遠見lrt古墳、大野田古墳群、南小泉遺跡、中在家南遺跡がある。遠見塚古墳は前期末から中期初めの

全長約110mの前方後円墳で市内最大規模をもつ。割竹形木棺が 2基確認され管玉・小玉・竪櫛が出土している。

規模・施設からみて副葬品が少なく、当地域における前期古墳の特徴がみられる。大野田古墳群は 3基の古墳を除

き他はすべて墳丘が削平を受けている。現在まで30基の古墳が調査で確認され、円墳が大半を占めるが前方後円墳

が 1基含まれている。中期後半から後期にかけて築造されたものと考えられている。南小泉遺跡では員数の差はあ

るが古墳時代全般にわたる集落跡が各地点で確認されている。当時期の中心地域の一つと考えられる。中在家南遺

跡では河川跡から土器群と共に多 くの木製農具が出土し、前時代から続 く生業資料が確認された。

郡山遺跡の官行存続期間は古墳時代末の 7世紀後半から奈良時代初めの 8世紀初頭と考えられているが、出土遺

物から当時期の諸様相 。関連が窺わられる遺跡が確認されている。当遺跡北西約 3km地点の大年寺・愛宕山丘陵

面に大きく5群に分かれる向山横穴墓群がある。造営開始時期は 6世紀末頃であるが、多 くは 7世紀後半から8世

紀前半に集中している。横穴墓の築造方法の特徴や副葬品の中に郡山 I・ Ⅱ期官衛出土遺物と共通性が認められる

土器類があり、関東地方からの人の派遣・移動が推察され、同官衛にかかわった人々の集団の墓と考えられる。ま

た、北目城跡東方約 3km地点の下飯田遺跡では集落跡が確認され、関東系の土師器が出土している。六反田遺跡

では竪穴住居跡から上総型暗文土器が出土している。確認例は少ないが関東地方との関わりを示すものと考えられ

る。

古墳時代の遺跡は、弥生時代よりはるかに自然堤防、浜堤を中心に拡大し、数を増 していく。まず方形周溝墓が

戸ノ内遺跡、安久東遺跡、今熊野遺跡などに造られ、そののち高塚古墳 として名取市の宇賀崎一号墳 (方墳)、 高

館山古墳、飯野坂古墳群 (前方後円墳)な どが築かれる。 5世紀初頭前後になって遠見塚古墳、雷神山古墳は全長

168mで東北第 1位、遠見塚古墳は全長110mで東北第 3位の規模であり、大規模な土木工事を可能にする技術 と人

の動員力を有する支配者の存在が認められる。また 5世紀後半から6世紀中頃にかけて鬼塚古墳、裏町古墳、一塚

古墳、二塚古墳、砂押古墳、大野田古墳群、春日社古墳、鳥居塚古墳などの埴輪を有する古墳が郡山低地上に築か

れる。続いて大年寺山周辺に横穴群が造られるようで、愛宕山横穴群、大年寺横穴群、向山横穴群、宗禅寺横穴群、

土手内横穴群などである。これらの横穴群の中には奈良時代まで引き続 くものもある。ただしこの時期までの集落

の分布となると以外に少なく、郡山低地上では六反田遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡、泉崎浦遺跡などで竪穴住居

跡が検出されているにすぎない。郡山低地以外でも南小泉遺跡のように広範囲に及ぶものもあるが、清水遺跡、栗

遺跡、中田畑中遺跡、戸ノ内遺跡などと散在的である。しかし地形的な集落の成立要因を考えると、現在の住宅地

と重複 し未発見の可能性も考えられる。また埴輪や須恵器の需要に応 じるよう富沢窯跡、金山窯跡などが出現する。

奈良時代 陸奥国分寺跡、同尼寺跡、南小泉遺跡、神柵遺跡がある。国分寺跡南方 lkm地点の南小泉遺跡で当

該期の集落跡が確認されている。国分寺建立関連集落の可能性も十分に推察され今後の調査が期待される。神柵遺

跡は遺構・遺物の検討から律令制に関連する遺跡と考えられている。



奈良時代の遺跡としては、郡山遺跡の寺院弥中枢建物に供給した瓦を生産した西台窯跡が、西方 3kmに位置し

ている。郡山遺跡が終末をむかえた時期に仙台平野北端の丘陵上には、多賀城が国府として造られたと考えられる。

多賀城よりやや遅れて仙台平野の中央部には、陸奥国分寺、国分尼寺が造られ、周辺には東郊条里制の実施も見ら

れる。また下ノ内遺跡、伊古田遺跡、下ノ内浦遺跡、六反田遺跡、山口遺跡、元袋Ⅲ遺跡などからは竪穴住居跡が

検出され、集落が営まれていたことが認められる。その他清水遺跡でも竪穴住居跡が検出されている。前時代から

の横穴群への追葬の他に、安久東遺跡の古墳のように横穴式石室への埋葬なども同時に行われている。

平安時代 この時代になると各地域で集落跡が認められるが、当地域周辺では南刻ヽ泉遺跡が中心となるように各

地点で集落跡が確認されている。竪穴住居跡と共に掘立柱建物跡が併設され、石帯が出土する集落もみられ有力層

の存在も窺われる。

集落跡としては下ノ内遺跡、伊古田遺跡、下ノ内浦遺跡、六反田遺跡、山口遺跡、安久遺跡、安久東遺跡、清水

遺跡、中田畑中遺跡、山田上ノ台遺跡では掘立柱建物跡が集落内に出現している。生産跡としては富沢遺跡や山口

遺跡で、水田跡を検出している。また北前遺跡からは半地下式の須恵器窯跡、嶺山C遺跡からは製鉄炉が検出され

ている。

中世 王ノ壇遺跡、富沢遺跡、高田B遺跡がある。王ノ壇遺跡では一辺50m四方と考えられる堀跡に囲まれた鎌

倉時代頃の武士層の屋敷跡が確認されている。屋敷内には数多くの建物跡の柱穴や井戸跡が発見され、多量の遺物

が出土している。また、火葬墓等の各種の墓跡も検出され、信仰に関する遺構・遺物 も発見されている。富沢・高

田B遺跡では堀で区画された建物跡が検出され屋敷跡と考えられている。

なお、起源に関しては不明であるが、郡山地区東部には真北方向を基準とする一町四方の条里型土地割が広い範

囲に観察される。二の坪・三の坪などの地名が残るが、その区画は現在はほぼ煙減 している。

中世の遺跡は、丘陵上の山城と沖積平野上に点在する平城がほとんどである。仙台平野南部で山城は、茂庭と高

館の丘陵地帯に集中している。茂庭地区では茂庭大館跡、けんとう城跡、茂庭西館跡、峯館跡などである。平城と

しては北目城跡以外に、富沢館跡、沖野城跡、今泉遺跡、日辺館跡、長喜城跡、若林城跡などがある。集落として

は安久東遺跡、松木遺跡、南小泉遺跡などで遺構を検出している。また富沢遺跡、山口遺跡、欠ノ上 I遺跡、後河

原遺跡からは、中世の水田跡が検出された。郡山から北目宅地周辺にかけては、郡山三丁目古碑群、諏訪社古碑群、

宅地古碑群、穴田東古碑群など、市内有数の板碑郡が数多 く分布している。

近世以降 近世以降は伊達政宗の仙台城築城と城下町の造営により、この地域の様相は大きく変貌する。慶長 5

年 (1600)関 が原の戦が起こると、石田三成と結ぶ会津の上杉景勝が徳川家康の背後を脅かす動きを見せるに到っ

た。徳川方の有力な大名であった伊達政宗は、同年 7月 、名取郡北目城に入 り、ここを根拠地として上杉勢と対峙

したとされている。政宗は12月 25日 に国分氏の旧城である千代城に赴き、そこに新城の縄張 りを行い、「仙台」と

命名した。慶長 7年 (1602)5月 に仙台城は一応完成し、翌慶長 8年 (1603)8月 に岩出山城より仙台城へ移って

いる。政宗は、宮城郡荒巻、小田原、南 日、小泉、名取郡根岸村など五ヶ村の入会であった原野や谷地である広瀬

川東岸に城下町を建設した。城下には24ケ 町が作 られ、北目衆は北目の地から、特典を付与され、北目町に移住し

たとされている。城下は、四代藩主綱村の治世期に最大の発展をとげ、元禄10年 (1697)イこ大年寺が建立され、名

取郡根岸村まで城下に編入されたのはこの時である。安永元年 (1772)に完成した「封内風土記」によれば、根岸

村に北長町、平岡村に南長町があり、市や店が立ち、駅として機能していたことが知 られている。同時に郡山村 も

存在し、戸日67、 男女375と 記録されている。

北目宅地周辺には、石碑や石仏など、中世以来のる造物が市内でも数多 く分布 している。また、太平洋岸の漁捗

の中心地閑上から名取川を渡って北上し、仙台城下へ連なる「閑上道」を記した道標石は、この地区が当時から海

産物運搬の中継地として賑わっていたことを示している。また、中世粟野氏により磐井郡から宮城郡松森へ奉遷さ



れた後、名取郡北ロヘ遷宮された毘沙門堂に安置されていたとされる昆沙門天に関し、別当寺の荒町満福寺には伊

達政宗の仙台城下町形成のエピソー ドが伝わっている。

江戸時代以降明治初年まで奥州街道沿いの長町と隣接 しながらも、郡山から北目城跡付近は農村的な姿を留めて

いたようである。明治22年 (1889)に 上野―塩釜間に鉄道が開通すると、郡山地区は長町方面と東西に分断される

結果となった。市街地の中心部では踏切を立体交差にするなどして交通の使が計られたが、長町の東側には貨物駅

があったため、交通の便が悪 く、現在でも南北1.8kmに 亘 り車での線路の遮断は出来ない状況にある。国道 4号線

仙台バイパスの開通するまでこの地は交通上不便な地であり、都市化するのが周辺に比べ遅れることになった。遺

跡の範囲が明らかになってきたのは昭和50年代に入ってからのため、宅地化が進んだが、幸うじて遺跡の中枢部に

は畑地や水田を残す状況となっていた。

4.調 査方法 と経過

平成 4年 5月 に郡山字宅地地内 2箇所で実施した試掘調査の結果、現地表面から60cm程度の深さまでは耕作や

境乱が及んでいたが、近世以前の整地層や、堀跡、井戸跡など、撹乱が及ばずに深 く掘 り込まれた遺構を検出した。

また、古代の遺構や、地表下約1.5mの 灰白色火山灰層の下層で水田遺構の可能性がある土壌を確認した。さらに宅

地古碑群の南狽1についても、先行する道路工事の立会い調査で溝跡を発見 し、新たな遺構が南側へ広がることが判

明し、周知の埋蔵文化財包蔵地となる遺跡範囲についても関係各課と協議の上で拡大した。

【調査区の設定】

調査区は、平成 6年春に予定される幅員30mの都市計画道路の供用開始日程に合わせ、建設工事を先行させる必

要のあった仙台バイパス (国道 4号線)と の接続箇所約500だ を I区、調査対象地の中央部分で用水路改修にかか

る箇所約400∬ をⅢ区、民家の移転にかかる宅地古碑群の箇所約100∬ をV区 として調査を先行し、これらの調査区

に挟まれる対象地北側の畑地約1,500だ をΠ区、南側の宅地跡約1,000∬ をⅣ区とした。平成 4年度は I・ Ⅲ・V区

の調査を実施することとし、平成 4年 9月 、北側の国道 4号線バイパス合流部分の I区から発掘調査を開始し、12

月に I区 とV区、平成 5年 2月 にⅢ区の調査を終了した。

平成 5年度はⅡ区とⅣ区の調査を行った。 Ⅱ区は南北約100mに 及ぶ広大な調査区であったため、北から20～30

mほ どの区画に区切って、ⅡA・ ⅡB・ ⅡC・ ⅡD区 とし、発掘調査を開始した。

表土および耕作土、遺物包含層の間で無遺物層 となる土層は重機を用いて掘削し、他の調査区や場外へ搬出した。

Ⅱ区とⅢ・Ⅳ区では遺構の掘 り込みによる残土をベル トコンベアとクローラーダンプで場内の仮置場へ集めた後、

適宜ダンプカーで場外搬出した。雨水等の排水は、水利組合と協議の上、調査区毎に釜場を設けて汚泥を沈殿させ

た後、排水ポンプで用水路へ放流した。各種機器の電気動力確保のため調査区内に発電機を設置し、Ⅱ区とⅣ区に

は遺構への散水や器材洗浄等のために水道施設を設けた。

各調査区には 6m間隔で座標杭を設置 し、遺構測量に備えた。調査区の写真撮影には、組み立て式のローリング

タワーや高所作業車を適宜使用し、調査開始前と遺構検出後の全景写真撮影には無線式小型ヘリコプターを使用し、

東北電力の写真撮影協力を得ている。

【I区の調査】

I区はレス トランとガソリンスタンドの跡地にあたり、コンクリー トの舗装面を重機によって除去し、コンクリ

ー ト・パイルの建物杭基礎を折 り抜いて処分しながら調査を開始した。調査区西側のガソリンスタンド跡地のガソ

リン漕は地中深 く埋設されており、すでに遺構面は削平されているものと判断して調査対象から除外した。

平成 4年 9月 28日 、近年の盛 り土 (1層 )を除去した後、撹乱があまり及んでいない 3カ所 4地点に遺構確認の

トレンチを設定して精査 し、 2層上面、調査区の北側で小畝状を呈する近代の畑作痕跡 と南側で水田の畦畔を確認



した。その後 3層ないしは 4層上面まで掘 り下げてSD-1堀跡、その西側でSD-2溝跡、調査区北部で素掘 りの

SE-1・ 2井戸跡などを検出したため、10月 23日 から調査区を拡大、重機を用いて耕作土 (2層 )を掘削 し土砂

を次年度調査予定のⅡ区へ仮排土した。精査によって中世から近世にかけての整地層もしくは旧表土層となる 3層

の分布が部分的であることが判明したため、SD-1堀 跡の検出は地山層 となる 4層上面で行った。この堀跡は、

調査区内でL字形に折れ山が り、堀底は段差や「工」字状などを呈す塁状の高まりで区画されていることが判明し、

「障子堀」や「畝堀」と呼ばれる、戦国期から近世初頭にかけて特有の堀底形態を確認した。深さのある堀跡から

堆積土を掘 り上げるために11月 11日 からはベル トコンベアを設置し、調査の効率化を図った。他には土坑 4基、ピ

ット20基 を検出し、12月 7日 に高所作業車から調査区の全景写真撮影を行った。

12月 9日 からは 4～ 6層 を除去 しながら精査を行い、 7層上面で焼土面を伴うSI-1竪穴遺構、SK-35～ 39土

坑、SD-24～ 27溝跡、ビット2基など古代の遺構群を検出した。

さらに下層調査では縄文後期から晩期の遺物包含層を検出した。SD-1堀跡堆積上の土壌サンプリングを行い、

12月 24日 に調査を終了した。

【Ⅱ区の調査】

Ⅱ区では、道路両側に設けられる側道部分 (幅4.5m)に 地下埋設管を設置する計画であったために、地盤強度

確探の制約から7層上面の深度までを調査の対象とした。まず、深さ60cmほ どの畑耕作土を重機で除去 した後、

調査区の北側にベルトコンベアを設置し、クローラーダンプで残土を集めダンプカーで場外へ搬出した。平成 5年

3月 25日 から重機を用いて耕作上を掘削し、 4月 14日 からは人力による遺構検出作業を開始 した。 4月 15日 ベル ト

コンベアを設置した。 6月 8日 。9日 の両日、寒川旭氏の調査指導助言により、地震に伴う液状化現象による噴砂

の痕跡を確認し、記録化を行った。 9月 29日 には高所作業車で完掘後の調査区全景写真を撮影した。

I区から連続するSD-1堀跡は、 4層上面で検出した。ⅡA区では南に延びた後に東に小さく折れ、コB区か

らⅡC区にかけては南北方向に直線的に延び、コD区に続き東に直角に屈曲する。ⅡA区では、SD-3～ 7溝跡、

SE-3井戸跡、SK-5・ 6土坑を検出した。ⅡB区では、SD-1堀跡の西側に接 し東西方向のSD-9堀跡、これ

に合流してT字形を呈すSD-10溝跡、これらの遺構に切られる円形のSD-8溝跡を検出した。ⅡC区では、北東

部で南北方向にSD-11・ 12溝跡が延び、SD-1堀跡に切られている。 ⅡD区では、SD-1堀跡の南側に平行 して

東西方向のSD-13。 14溝跡が延びている。

その後、10月 7日 から 5。 6・ 7層の各層上面の精査を実施したが、SD-1堀跡等の溝跡が調査区全体に広が

り、その掘 り方による撹乱で 5～ 6層の遺存状況が悪 く、特にⅡB区 とⅡC区では、 7層以下の推積層が大きく久

失していた。

7層上面では、ⅡA区では、 I区から延びるSD-24・ 25溝跡とSD-28。 29溝跡とピット群を検出した。ⅡB区

では、遺存状態の良好な地点を 3小区に分けて精査 し、 6b層水田、ⅡA区から延びるSD-25溝跡の他、SD-30

～35溝跡、SK-40土坑、ピットを検出した。HC区では、南北方向に延びるSD-36・ 37溝跡とSD-38溝跡を検出

した。ⅡD区では、南北方向に並行する小溝状遺構SD-39～42溝跡を検出した。

さらに10月 7日 からⅡA区約144だ とⅡB区 195∬、HC区 108どの計450笛で下層の調査を行い、17層 と20層 で水

田跡を検出している。23層 から24層 は縄文時代の遺物包含層で、25層上面で河川跡、28層上面でSI-2・ 3竪穴住

居跡 2軒や土坑 3基、配石遺構などを検出した。

【Ⅲ区の調査】

平成 4年 10月 19日 、重機を用いて表土掘削を開始した。Ⅲ区は、道路部分の埋設管等による撹乱が著しく、東側

で遺構確認を行った結果、表土の下には旧畑土があり、旧表土にあたる 3層上面で、HD区で検出した東西方向の

SD-1堀跡から10mほ ど南側、 3層上面で東西方向に並行するSD-15堀 跡を検出した。11月 26日 からは残土搬出



のためにベル トコンベアを設置した。

4層上面で、古銭 7枚が 2枚と5枚ずつに重なった状態で出土した焼土土坑SK-5の 他、土坑数基を検出して

いる。

撹乱坑の壁面観察により、SD-15の下部には溝跡があり、古代に降下 した灰白色火山灰層の下層に水田土壌 と

みられる地層を確認し、12月 21日 に調査を終了した。その後、用水路の改修工事の工程に合わせ、平成 5年 1月 26

日から2月 4日 には調査区の北側にあたる箇所で、工事に伴う発掘調査を再開し、SD-15堀 跡の底面部分を確認

した。

【Ⅳ区の調査】

Ⅳ区は道路敷にかかる個人住宅の跡地で、平成 5年 4月 16日 から表土を重機で除去 した後、 5月 7日 から精査を

開始し、5月 31日 に遺構検出写真を撮影、調査区を北からⅣA・ ⅣB・ ⅣC・ ⅣD・ ⅣE区の 5区画に分け、遺構

の掘 り込みに入った。 7月 5日 には調査区全面に分布する多数のピット群を注記の上で完掘 しつつ、その他の溝跡

や土坑などの遺構精査を行い、 8月 19日 に調査を終了した。 8月 20日 からは7× 7mと 7× 5mの規模の 2つの深

掘 リグリッドで下層調査に着手し、11層 と17層上面で水田遺構を検出し、 9月 29日 に調査を終了した。

【V区の調査】

V区 は宅地古碑群で、個人の敷地内に位置する。調査区の南端に、14世紀前半の板碑 4基、近世の石製供養塔 3

基がまとまっている①12月 13日 から開始した板碑の調査成果については、第Ⅲ章第 7節 に「仙台市北目城跡の中近

世万造物」 (石黒仲一朗)と して詳述した。

板碑を移動した後、12月 1日 から宅地古碑群下層の発掘調査を行った。その結果、全ての石碑は現地表面から

70cmほ どの深さで近代の整地層 (2層 )に種字部分まで埋め込まれ、出土遺物から明治以降にこの地に移設され

ていることが判明した。また、 3・ 4号板碑の前には、「キリーク」の種字と蓮台を有する 8号碑が供物台として

転用されていた。近代の整地層 (2層 )か らは宝筐印塔の塔身部である 9号碑を出土し、合計 9基の板碑や供養碑

を確認した。さらに下層を調査した結果、 4層上面でL字形に屈曲する近世以降の溝跡 1条 とこの溝跡に切られる

土坑 1基を検出し、12月 24日 に調査を終了した。

【関連する試掘調査】

平成 4年 7月 には、遺跡北側で郡山遺跡に近接する個人住宅建設に伴う試掘調査を実施し、底面に畝状の「堀障

子」を伴う南北方向の堀跡を検出している。この堀跡は、字名の「出丸」にあたる地区の西側を区画する堀とみら

れ、調査地点周辺で現在も小高い地形を残す部分が、城館が機能していた時期の生活面である可能性がうかがえた。

【科学的分析】

各種の科学的分析や調査委託を行った。平成 5年度には、SD-1堀跡機能時の植生環境を検討するための花粉

分析を東北生活文化大学の守田益宗氏、SD-1堀跡堀底及び水田土壌中のプラント・オパール分析を伽古環境研

究所に、また、遺物写真図版や実測図作成のための陶磁器・木製品の遺物写真撮影を友野写真館、石器写真撮影を

シン技術コンサルいに委託した。平成 6年度には、SD-1堀跡から出土した種子類の鑑定を東北大学理学部付属

植物園の内藤俊彦氏、木製品の樹種同定を木工舎「ゆい」の高橋利彦氏、動物遺存体の鑑定を東北大学考古学研究

室の富岡直人氏、出土漆器資料の製作技法について北野信彦氏、中近世石造物について石黒伸一朗氏、出土人骨の

鑑定を東北大学医学部解剖学第一講座の百々幸雄・埴原恒彦 。奈良貴史各氏、出土鉄滓の金属学的解析をい新日銭

釜石文化財保存処理センター・佐々木稔氏に依頼し、本書に報告していただいた。

また、縄文時代後期以前の河川等の地理的環境について東北大学理学部の松本秀明氏、SD-1堀跡堀底及び堆

積土中の地震痕跡について通商産業省工業技術院 地質研究所 近畿 。中部地域地質センターの寒川旭氏、出土した

紅梁について東北大学名誉教授佐藤巧氏、出土した漆器について宮城県鳴子町在住の沢口衛・佐藤建夫氏、出土し



た動物遺存体について国立歴史民俗博物館西川豊弘氏の各氏に来跡の上で調査助言 。指導をいただいた。

【普及活動】

発掘調査成果について、平成 4年度は12月 5日 に郡山遺跡の発掘調査成果現地説明会と共同で現地説明会を開催

し、 I・ Ⅲ oV区の遺構を見学 した後、出土遺物の解説を行った。平成 5年度には7月 24日 にⅡoⅣ 区の遺構 と出

土遺物について 2回 目の現地説明会を開催し、450名 の参加を得た。

その他、地元住民および学校への普及活動として、平成 4年 11月 11日 には人本松市民センター主催でSD-1堀

跡で発掘体験を実施し、12名が参加 した。27日 には座学で講話を行った。11月 17日 には郡山小学校の教諭、PTA

役員ら30名 が発掘調査を見学 し、翌18日 には郡山小学校の生徒 5。 6年生119名 が現場見学会を実施した。12月 16

日には河北カルチャーセンターの受講者28名が見学した。12月 22日 と平成 5年 9月 10日 には、人本松市民センター

主催の歴史講座「人本松地域文化考」で調査成果を講演し、出土遺物を展示解説した。 9月 18。 19日 には郡山中学

校文化祭に発掘調査による出土遺物を展示用に貸出した。11月 20日 には郡山小学校文化講演会で調査成果等につい

て講演した。

また、地元住民に対 しての広報活動として、調査区北端にあたる仙台バイパス沿いと中央、南側 3箇所の安全フ

ェンスに調査状況や成果を説明する掲示板を設置し、通行する地元住民への広報に努めた。

5.基本層序

北目城跡の立地は、広瀬川や名取川の自然堤防と後背湿地上に位置しており、標高 9～12mで地形的にはほぼ平

坦であるが広瀬川の流路と並行 して南東側へ緩 く傾斜している。遺跡内には数条の旧河道が観察されるが、遺跡南

端の旧河道は特に顕著である。昭和20年代頃までの調査区付近は、地形図や航空写真によれば、広瀬川右岸の東西

方向の自然堤防上に屋敷林で囲まれた列状の集村が形成され、土塁や堀などの地形に制約された田畑や条里状の土

地割が看取され、字名にも名残がある。

調査区北西の I区から南東のⅣ区へは緩やかに傾斜 し、標高は9。2mか ら8.6mほ どであるが、Ⅱ区にあたる字名

「館ノ内」地区とⅣ区にあたる「宅地」地区では現況の地表面の高さで20～30cmの 高低差が認められる。

基本的な層序関係は、 I区からⅡ区にかけては次のとおりである。

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9層

10層

11層

12層

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

ンル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

現表土、現在の耕作土

旧耕作土

旧表土もしくは整地層

溝跡・水田遺構

灰白色火山灰を含む

小溝状遺構群

現代

近世～近 。現代

中世～近世

中世以前の河川洪水堆積層

ク

古代

古代遺構検出面 (I区～ⅡC区 )



13月雪

14層

15層

16層

17層

18層

19層

20層

21層

22層

23層

24層

25層

26層

27層

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

シル ト質粘土

砂質シル ト

砂質シル ト

砂質シル ト

I区

縄文時代晩期末葉

縄文時代後期後葉

ⅡA区縄文時代後葉～末葉

後期後葉

ⅡB・ C区縄文時代晩期末葉 Ⅳ区縄文時代後期後半

第 5図 基本層序



Ⅲ.検出遺構と出土遺物

1.検 出遺構

発掘調査を実施した結果、中世から江戸期にかけての複雑な構造の堀跡や溝跡、井戸跡、土坑、ピット群を検出

した (3～ 4層 )。 下層の調査では、古代の水田跡、溝跡、土坑、小溝状遺構の他 (6～ 9層 )、 弥生時代中期 (桝

形囲式)か ら後期 (天王山式)の水田跡 (17・ 20層 )、 縄文時代後期から晩期の竪穴住居跡、土坑、河川跡 (23～

25層 )を検出した。また、縄文時代晩期以降と、江戸時代中期に発生したとみられる大規模な地震による波状化現

象の痕跡を調査区北半部で確認した。

1)3・ 4層上面の遺構

SD-1堀跡

SD-1堀跡は、調査区北側の I区からⅡ区にかけて、南北もしくは東西方向に鈎形に屈曲して巡る大規模な堀

である。整地層若しくは旧表土となる 3層上面で遺構の一部を検出したが耕作などの撹乱によって 3層の残存状況

が悪 く、ほぼ 4層上面で検出している。堀の規模は、調査区全体では屈曲して全長160m、 上端の幅は調査区の北

西部で最も狭 く10m、 南側で最も広 く18m、 深さ2.5～ 3.2mを測る。堀底には地山を掘 り残した段差、畦状または

土塁状を呈す障壁が設けられて堀底を区画している。堀の幅や深さなどの規模や、堀底に設けられた段差や障壁の

位置や規模は不規則で、肩部には大走 り状の平場も一部で認められる。しかし、堀跡以外の遺構、井戸跡などの掘

削深度の深い遺構以外の遺構である土塁や礎石、柱穴など、城館を構成する建造物に関わるような遺構はほとんど

検出されていないことから、堀跡の掘 り込み面は近世以降の耕作や埋め立てによってかなり削平されている可能性

が高い。また、堀を築 くために掘 り上げた土砂についても調査区内では整地や盛 り土層としてはⅢ層土以外には確

認されていない。

I区では、JEB跡の規模は幅10～ 13m、 深さは3.2mで ある。堀跡はL字形に折れ曲が り、堀底には段差や、高さ

15～ 60cmで直線または「H」 字状を呈す塁状の高まり10以上の小区画に分けられている。小区画の形状や配置に

企画性は認められない。堀の両肩部の一段下には幅30～ 50cmほ どの大走 り状の平場が巡る。西側の屈曲部、堀跡

の内側肩部には、 4本の杭列が打ち込まれていた。

堆積土は、壁寄 りの最下層は腐植した泥炭質でラミナがはいる互層を形成してお り、底面近 くの下層にはクリや

クルミなどの堅果類の種子や木の葉、小枝の他、淡水性の貝などの自然遺物を多量に含んでおり、自然堆積層とみ

られる。その上部には粘土ブロックを多 く含む、埋め立てとみられる堆積層があり、その堆積層再度、溝状に掘 り

込まれて灰褐色の粘土層、酸化鉄の集積層があって、さらにその上に褐色の粘土質ブロックが堆積 している。

ⅡA区では、幅5.6m以上、深さ2.8mほ どである。堀跡は南に延び、堀底に段差を有 して東に小さく折れ、コB

区からHC区にかけては南北方向 (N-20° 一W)に直線的に80mほ ど延びる。 ⅡB区では、幅14m、 深さ1.7m、

ⅡC区では、幅14.5m、 深さ1.6mほ どである。

ⅡB区からⅡC区にかけての堀底には、南北方向に小高い土塁状の障壁が連なり、障壁で東西に区画された堀は

背の低い畝状の塁でさらに小さく区画され、東に直角に屈曲 (W-20° ―S)し てⅡD区 に続 く。この土塁状の障

壁は、最大で基底部幅1.5m、 高さ1.2m、 長さ40m以上で堀に並行 し、地山を掘 り残 して形成している。

ⅡD区では、幅18m、 長さ25m以上、幅18m、 深さ1.8mほ どである。屈曲部の堀底にはY字に土塁状の障壁が

取 り付いて屈曲し、小段によって一段浅 くなり、東側の堀底は平坦となる。底面から拳大の礫を多 く出土している。

HC区からⅡD区 にかけての堆積土は、グライ化したブロック混入土が堆積土上層にあって、瓦や陶磁器、視な

ど、明治以降に再度掘 り返されてから埋め戻された可能性がある。
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SD-1の堆積土からは、底面から下層にかけては陶磁器、朱塗鞘の脇差や短刀、曲尺、銀銭、伊達氏の家紋で

ある三引両紋やで撓三引両紋のほか三巴文、鶴亀や波千鳥の動物文、南天や桔梗の草花文など各種の絵柄を加飾さ

れた漆器、朱で高台内に伊達氏の御譜代町である「大町四丁目 作左衛門」と押印された椀、木簡、下駄、杓や分

司など各種の木製品の他、16世紀後半代の陶磁器、クリ、クルミ、ヒシなどの植物遺体や巻貝などの動物遺体が出

土している。堆積土の中間層からは元禄時代以前の特徴を有する建築材の一部朱塗 りの虹梁、18世紀前半の肥前磁

器、火縄銃 (4匁銃)の弾丸が、上層からは19世紀代の陶磁器や木刀、下駄などの木製品などが多量に出土した。

また、 I区の堀底と壁面では、大規模な地震による地割れと噴砂が認められた。

I区の遺構

I区でSD-1堀跡以外に検出した遺構は、堀・溝跡各 1条、井戸跡 2基、土坑 4基、ピットなどで、SD-2溝

跡、SE-1・ 2井戸跡と、SK-1え 4土坑を検出した。これらの遺構のうち、SK-1土坑以外の土坑とピットは

SD-1堀跡の内側、東西 6m、 南北10mの範囲でまとまって検出しており、遺構分布に偏 りが認められる。また、

井戸跡 2基 とSK-1土坑は、SD-1堀跡の内側で検出しているが、堀の肩部に近接 してお り、SD-1堀跡と同時

に機能していたものとは認めがたく、堀の機能が停止し堀埋没以降に構築された可能性が高いものと考えられる。

SD-2清跡 SD-1堀 跡の西側に並行 し、 3層上面で検出した南北方向の溝跡である。幅2.8m、 長さ4.8m以

上で、深さは浅 く0.23m、 方向はN-0° ―Eである。

SE-1井戸跡 調査区北端で一部を検出した。直径0.8m以上の素掘 りの井戸とみられるが、深さは不明である。

SE-2井戸跡 調査区北端で検出した。平面形は直径1.2mの円形で、壁がほぼ垂直に立ち上が り、深さ2m、

素掘 りの井戸である。推積土に拳大から人頭大の礫を50個以上含む。SD-1堀跡に近接 しており、堀跡が埋没し

てから掘 り込まれた遺構である可能性が高い。

SK-1土坑 調査区北端で検出した。平面形が略円形で1.2× 1.12m、 深さ0,15mである。

SK-2土坑 調査区東よりで検出した。平面形が円形で直径0.9m、 深さ0.15mである。

SK-3土坑 調査区東よりで検出した。平面形が円形で直径0.8m、 深さ0.2mである。

SK-4土坑 調査区東よりで検出した。平面形が不整形で0。92× 0.48m、 深さ0。lmである。

‖A区の遺構

ⅡA区で検出した遺構は、lTB・ 溝跡 6条、井戸跡 1基、土坑 2基、ピットなどで、SD-1堀跡の西側でSD-3
～ 7溝跡、SE-3井戸跡、SK-5。 6土坑を検出した。

SD-3溝跡 調査区北狽Iで、SD-l lIB跡 に並行 して検出した。方向はW-20° 一S、 幅1.15m、 長さ20.15m以

上で調査区の西側に延び、深さ0。12mである。SD-4溝跡を切っている。

SD-4清跡 調査区中央西よりで検出した。方向はE-10° 一S、 幅0.8m、 長さ5.5m以上で調査区の西側に延

び、深さ0.16mである。SD-3溝跡に切られる。

SD-5溝跡 調査区東から中央で検出した。方向はW-20° 一S、 幅1.15m、 長さ8.2mで 調査区の中央で途切

れ、深さ0.33mである。

SD-6溝跡 調査区中央で検出した。方向はW-0° 一E、 幅0.6m、 長さ5.5mで調査区の中央で途切れ、深さ

0.2mで ある。

SD-7溝跡 調査区南よりで検出した。方向はW-20° 一S、 幅6.5m、 長さ22.5m以上で調査区の西側に延び、

深さ0。9mである。南半部分がSD-1堀跡に切 られる東西方向の溝で、北側は浅 くSD-1堀跡の手前で壁が立ち上

が り、北西角に柱穴を 1基有している。南側の溝は北側よりも一段深 く3本の畝状の障壁で区画されている。
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SE-3井戸跡 調査区中央西より、SD-7溝跡に直近して検出した。平面形が略円形で直径2.5～ 2.8m、 深さ

3.2m、 壁面は凹凸がある素掘 りの井戸である。

SK-5土坑 調査区西側で検出した。平面形が不整形で、1.5× 1.25m、 深さ0.43mである。

SK-6土坑 調査区中央で検出した。平面形が略楕円形で、0.5× 0.7m深 さ0,31mである。

‖B区の遺構

ⅡB区で検出した遺構は、堀・溝跡 4条、ピットなどで、SD-1堀跡の西側でSD-8～ 10溝跡を検出した。

SD-8溝跡 調査区北側で検出した。直径13mほ どの半円形を呈する周溝で、幅0.8m、 長さ17、 深さ0.22mで

SD-9。 10溝跡に切 られる。

SD-9溝跡 調査区中央、SD-1堀跡の西側に接 し、方向はW-0° 一Eで、幅 6m、 長さ20m以上で調査区

の西側に延び、深さは0.62m、 北半は北側に幅が広がる平面形を呈し、浅 く底面に段差をもち、南側は 4本の畝状

の塁で区画されている。SD-8溝跡を切っている。

SD-10溝跡 調査区西南部で検出し、SD-9堀跡に合流 してT字形を呈す。方向はN-5° 一Wで、幅 4m、

長さ22m以上で調査区の南側に伸び、深さは北偵Iが浅く、中央で段を有して深 くなり0.76mである。SD-8溝跡を

切っている。

HC区の遺構

HC区で検出した遺構は、堀・溝跡 3条、ピットなどで、調査区の北東部、SD-1堀跡の内側で南】ヒ方向に延

びるSD-11,12溝跡を検出した。

SD-11溝跡 調査区東側で検出した。方向はN-5° 一W、 幅2.5m、 長さ18m以上で調査区の北側に延び、深

さは0.74mで、畝状の塁で南北に区画されている。南端がSD-1堀跡に切 られる。

SD-12溝跡 調査区東側で検出した。方向はSD-11溝跡と並行 しN-5° 一W、 幅0.8m、 長さ19m以上で調査

区の北側に延び、深さは0.2mである。南端がSD-1堀跡に切 られる。

‖D区の遺構

ⅡD区で検出した遺構は、堀・溝跡 3条、ピットなどで、SD-1堀跡の南側に並行して東西方向に延びるSD―

13・ 14溝跡を検出した。

SD-13溝跡 調査区南側、SD-1堀跡に近接 して検出した。方向はW-5° 一S、 幅3.6m、 長さ8.4m以上で

調査区外へ延び、深さは0.45mである。

SD-14溝跡 調査区南端、SD-13溝跡の南側で並行 して検出した。方向はW-0° 一E、 幅1.2m、 長さ5m以

上で調査区外へ延び、深さは0.34mである。遺構を掘 りぬいてから確認し、規模は断面観察による。

1,I区 の遺構

Ⅲ区で検出した遺構は、堀・溝跡 2条、土坑 9基、ピットなどで、SD-15。 16溝跡、SK-7～ 15土坑を検出し

た。

Ш区は、道路部分の埋設管等による撹乱が著しく、東側で遺構確認を行った結果、ⅡD区で検出した東西方向の

SD-1堀跡から10mほ ど南側でSD-15堀跡を検出した。

SD-15堀跡 調査区西側を南北に横断する用水路の下部、調査区北辺の 3層上面でSD-1堀跡の南側に並行し

て検出した。幅 9m、 長さ26m以上で調査区外に延び、深さ1.5～ 2.lm、 方向はN-0° 一Eである。堀は西側で
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幅が狭まり途切れる可能性があり、底面には2な いし3段の複雑な段差や畦状の障壁が築かれている。堆積土から

は漆器、草雑、杓文字、包丁など各種の木製品、中世陶器 (常滑)の他、ヒトの頭蓋骨、ウマ、シカ、イノシシ、

イヌ、ネコ、マグロ、巻貝などの動物遺体を出土している。Ⅲ区付近で「途切れる」堀の形状と、明治初年に描か

れた「郡山村絵図」にみえる道路の屈曲から、この部分に「桝形」や土橋状の遺構が存在していたことが推定でき

る。

SD―刊6清跡 調査区北西部、SD-15堀 跡に直交して南側に分岐し、幅4.4m、 長さ7.6m以上で調査区南側に伸

び、方向はN-0° 一Eである。深さ1.7m、 断面形はV字状を呈する。このSD-16溝跡のSD-15堀跡との合流部

分には80cm程 の段差が築かれ、木抗や萱を組んだ板状の構造物が設置されており、水量を調節するために堀の水

を堰止める「堰」などの水利施設とみられ、堀内には塁状に高い土橋状の障壁が掘 り残されて築かれている。この

溝跡はSD-15堀跡の埋没以前に埋没しており、堀の機能していた時期に時間差が認められる。

SK-7土坑 調査区中央、SD-16溝跡を切って検出した。平面形が東西方向に長方形を呈し、幅0.6m、 長さ2.8

m、 深さ0,39mである。

SK-8土坑 調査区中央、SD-15溝跡の南肩に近接 して検出した焼土土坑で、平面形は略円形で、0.8× 0,9m、

深さ0.23m、 焼土や灰、骨片、古銭を出上している。SK-16溝跡に切られている。

SK-9土坑 調査区中央、SD-16溝 跡の東側、SK-10土坑に挟まれて検出した。長軸2.8m、 短軸 2mの隅丸

方形で、深さ0,75m、 断面形は逆台形を呈する。SK-15堀跡に切られている。

SK-10土坑 調査区中央、SD-15堀跡の南側、SK-9土坑の東側で検出した。長軸3.6m、 短軸1.6mの 不整形

で、深さ0,7m、 断面形はV字形を呈する。SK-15堀跡を切っている。

SK―刊1土坑 調査区西よりで検出した。平面形は円形で、1.2× 1.4m、 深さは1.27mである。素掘 りの井戸とな

る可能性があるが不明である。

SK-12土坑 調査区南寄 りで検出した。長軸1.8m× 短軸1.2～ 1.8mと 不整形で、東側が一段浅 く、深さは0。7m

で底面に凹凸がある。壁面が堅く焼け締まり、多量の焼土塊や灰を含む焼土土坑で、政和通宝 (北朱銭 。1111年初

鋳)や宣徳通宝 (明銭・1433年初鋳)な どの古銭 7枚が 2枚と5枚ずつに重なった状態で出土している。攪乱坑に

南側が切られている。

SK―刊3土坑 調査区南側で検出した。1.2× 0.8m、 深さ0.2mである。

SK―刊4土坑 調査区北東部で検出した。平面形は不整形で1.6× 3m、 深さ0,3m、 断面形は舟底形を呈す。

SK-15土坑 調査区南側で検出した。平面形は略円形で直径1.6～1.7m深さ0.7mである。

Ⅳ区の遺構

Ⅳ区で検出した遺構は、溝跡 6条、井戸跡 5基、土坑18基、ピットなどで、SD-17～ 22溝跡、SE-4～ 8井戸

跡、SK-16～ 33土坑、ピット180余 を検出した。

Ⅳ区の調査区内を南北ないし東西方向に走る溝跡 6条は、溝の間隔や切 り合い関係と、一群は堆積土が砂層で、

一群は埋め戻 し土からなるという堆積土の特性から大別して 2群に分けられる。溝跡の断面形はV字形ないし逆台

形を呈し、SD-21溝跡の堆積土からヒトの下顎骨、ウマなどを出土している。

Ⅳ区では 5基の素掘 りの井戸を検出しているが、出土遺物から近世後期以降の遺構とみられる。堆積土から桶、

井戸枠材、若千の陶磁器を出土している。その他ピット180余を検出しているが建物跡となる柱穴の組合せは確認

できていない。

SD-17溝跡 調査区北側、Ⅲ区との境界にあたる溝跡で、幅2.6m、 長さ16m以上、調査区東側から緩 く弧を描

いて調査区西方へ延び、方向は概ねE-25° 一N、 深さ0.83m、 断面形は舟底形を呈する。



SD-18清跡 調査区北側で検出した。幅3.6m、 長さ23m以上で調査区外へ延び、方向はW-5° 一N、 深さ0,8

m、 断面形は舟底形を呈し、途中で段差を有する。

SD-19溝跡 調査区中央で検出した。幅2.6m、 長さ17m以上、調査区南側からN-0° 一Eの方向で北に延び、

緩 く弧を描いて屈曲し、N-45° 一Eの方向に曲がって調査区北側へ廷びる。深さ0.54m、 断面形は舟底形を呈す

る。SK-30。 31土坑、SE-4井戸跡に切られる。

SD-20清跡 調査区東側で検出した。幅1.4m、 長さ11.6m以上、N-0° 一Sの方向で調査区外へ延びる。深

さ0,48m、 断面形は逆台形を呈する。

SD-21清跡 調査区南側で検出した。幅4.4m、 長さ10.2m以上、方向はW-0° 一Eで調査区外へ延び、深さ

1.8m、 断面形はV字形を呈し、堆積土は砂である。埋没後にSE-8井戸跡に切られ、SD-22溝跡を切っている。

SD-22清跡 調査区南端で検出した。幅2.5m、 長さ10.4m以上、方向はE-5° 一Nで調査区外へ延び、深さ

1.5m、 断面形はV字形を呈し、堆積土は埋め戻 し土である。埋没後にSD-21溝跡に切られる。

SE-4井戸跡 調査区中央で検出した。平面形が略円形、直径2.2mの素掘 りの井戸で、深さ3.8m、 壁は下方ヘ

すぼまり、SD-19溝跡を切っている。

SE-5井戸跡 調査区中央で検出した。平面形が円形、直径1.6mの 素掘 りの井戸で、深さ3.4m、 壁は直立する。

SE-6井戸跡 調査区東よりで検出した。平面形が円形、直径 2～ 1.8mの素掘 りの井戸で、深さ3.64m、 壁は

中段から底面にかけてすぼまる。

SE-7井戸跡 調査区東よりで検出した。平面形が不整円形、直径1.8～ 1.6mの 素掘 りの井戸で、深さ3.8m、 壁

は下方へ次第にすぼまる。

SE-8井戸跡 調査区南より出検出した。平面形が略円形、直径1.8～ 2mの素掘 りの井戸で、深さ3.2m、 壁は

下方へ次第にすぼまる。SD-21溝跡が埋没した後に、切っている。

SK-16土坑 調査区北西部で検出した。平面形は略円形で直径0.4～ 0.8m、 深さ0.34m、 断面形は逆台形で、

SD-18溝跡を切っている。

SK-17土坑 調査区北よりで検出した。平面形は不整形で 1× 0.8m、 深さ0.51m、 SD-18溝跡を切っている。

SK-18土坑 調査区北よりで検出した。平面形は不整形で 1× 0.8m、 深さ0.24m、 断面形は舟底形でSD-18溝

跡を切っている。

SK-19土坑 調査区北よりで検出した。平面形は楕円形で2.7× 2.lm、 深さ0.42m、 断面形は舟底形でSD-18溝

跡を切っている。

SK-20土坑 調査区北よりで検出した。平面形は略円形で直径0.6m、 深さ0.44m、 断面形は逆台形でSD-18溝

跡、SK-21土坑を切っている。

SK-21土坑 調査区北よりで検出した。平面形は略円形で直径0.4～ 0.6m、 深さ0,36m、 断面形は逆台形でSD―

18溝跡を切っており、SK-20土坑に切られている。

SK-22土坑 調査区東よりで検出した。平面形は不整形で0,6× 0,8m、 深さ0.15m、 断面形は舟底形である。

SK-23土坑 調査区東よりで検出した。平面形は長円形で0.8× 0.6m、 深さ0.35mで、SD-18溝跡を切っており、

SK-24土坑に切 られている。

SK-24土坑 調査区東よりで検出した。平面形は不整形で0.5× lm、 深さ0,3m、 SD-18溝跡、SK-23土坑を

切っている。

SK-25土坑 調査区東よりで検出した。平面形は円形で直径0.5m、 深さ0.46m、 SD-18溝跡を切っている。

SK-26土坑 調査区東よりで検出した。平面形は円形で直径0.8m、 深さ0.33m、 SD-18溝跡、SK-27土坑を切

っている。



SK-27土坑 調査区東よりで検出した。平面形は不整形で0,6× 0,7m、 深さ0.51m、 SD-18溝跡を切っており、

SK-26土坑に切られている。

SK-28土坑 調査区東よりで検出した。平面形は1.1× 0.75m、 深さ0.38m、 断面形は逆台形でSD-18溝跡を切

っている。

SK-29土坑 調査区西よりで一部を検出した。平面形は半円形で1,6× 1.2m、 深さ0,48m、 断面形は舟底形を呈

している。

SK-30土坑 調査区南よりで検出した。平面形は不整形 1× 1.4m、 深さ0。15m、 断面形は浅い舟底形を呈し、

SD-19溝跡を切っている。

SK-31土坑 調査区南よりで検出した。平面形は略円形で 1× 1.2m、 深さ0.3m、 断面形は舟底形を呈 し、

SD-19溝跡を切っている。

SK-32土坑 調査区南よりで検出した。平面形は楕円形で1.4× lm、 深さ0.15m、 断面形は浅い舟底形を呈して

いる。

SK-33土坑 調査区東よりで検出した。平面形は不整形で1.4× 0.6m、 深さ0.5m、 断面形は逆台形を呈している。

V区 (宅地古碑群)の遺構

5層上面で検出した遺構は、溝跡 1条、土坑 1基、ピットなどである。V区  5層上面で近世以降の溝跡 1条 と

土坑 1基を検出した。

SD-23溝跡 調査区北半部で検出した。北から東へ L字形に屈曲し、調査区外へ延びている。幅1.2m、 長さ3.5

m以上、深さ0.7mで、断面形は舟底形を呈している。

SK-34土坑 調査区南辺で一部を検出した。平面形は半円形で径は0.7m以上、深さ0.3mである。

ノ
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第 9図  I区表土出土遺物実測図

図 # 種 別 登録h 種 別 器種 区 遺構 トレンチ 層位 石  質 H同径cr 底径 cm 厚 cm 璽さFr 産 地 年  代 偏   考 写具 凶倣

I 施釉陶器 土 瓶 I 表土 (26) 相 馬
口縁部に蓋の受口

木灰釉 (土灰釉 )

2 磁器 鉢 I 表土 (32) 明治以降 二次力H熱  貫入

3 磁器 3 青磁 角皿 I 表土 (20) 折縁 内外面緑灰色

4 磁 器 11 柴付 筒茶碗 I 表土 肥前 紅菜文

5 磁 器 十う 青磁 碗 I 表土 中 国 15-16c 14繰蓮弁文

6 石製品 Ka92 硯 I B2 1 幅 (75) 貫 (67, 線刻あ り

7 石製品 Ka32 石盤円盤 I 1 凝灰質買岩 長 36 幅 36 06
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HAtt SDマ l⑦

層位 土 色 上   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 10Y R4/3 鈍い黄褐色 砂 鉦
ヽ

やや有り 層状に堆積し10YR4/1褐 灰色粘土を層状 にはさむ (明治期以降の堀の堆積土もしくは洪水による土砂とみられる)

2 10YR4/1 褐灰色 粘 土 有 り 有 り

3 ЮYR5/2 灰黄褐色 ル ト質粘土 やや有り 有 り 10YR4/2灰 黄褐色砂が斑状に含まれて下層 との境に凹凸がみ られるため、ある時期の堀底 と推定 される

10YR4/2 灰黄褐色 やや有 り 有 り 2層 に類似 し、loYR3/3暗褐色砂 を多 く含む。2～ 4b層 までは、サ ン ドパイプが多 くみ られる

10YR5/2 灰黄褐色 シル ト質粘土 有 り 3層 に類似 し2～ 4層 までは、第2段 階の堀内の堆積土 と考えられる

4c 5Y4/2  灰オリープ色 粘 土 有 り 有 り 層中に75Y4/1灰 色粘土を含み若干の円礫がみ られる (堀 障子の崩落上の混入層 )

5GRク 1  灰色 シル ト質粘土 有 り やや有 り
2 5GY5/1オ リーブ灰色粘土を斑点状に含み 2～ 5cm大 に全体的に砂っぽい骨片が多 くみとめられる、堀陸
子の大規模な崩落時期

25Y4/2  暗灰褐色 ンル ト質粘土 有 り やや有 り
2 5GY4/ユ 暗オリーブ灰色粘土を縞状に部分的含む、植物遺体を多 く含み堀障子崩落のおだやかな段階と考
えられる

75Y72  灰オリーブ色 粘 土 有 り やや有 り 5層 に類似 しているが幾分明るく堀障子のゆるやかな崩落段階 と考えられる

75Y4/2  灰オリープ色 粘 土 やや有 り やや有 り 植物遺体を多く壁崩落土層である

5 75Y3/2  オリープ黒色 粘 土 有 り 有 り
遺物、植物遺体、骨を多 く含み、層中に10Y5/1灰、砂質 シル トの層 (厚 さ 2～ 3cm)を はさむ、これ も堀
障子の崩落土 とみ られる

10YR3/3 R旨褐色 粘土 有 り 有 り 壁崩落土層

6 25Y3/1  黒褐色 粘 土 有 り 有 り 堀の下層に 2～ 15cmの厚 さで水平に堆積 してお り、未分解の植物遺体の堆積層

7 25Y4/1  黄灰色 粘 土 有 り 有 り 植物遺体を多く含み、一部では層状に堆積 しており、堀内雄積土
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第11図  SD‐ 1堀跡断面図 (2)
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HDtt SD‐ 1-〇

層 位 備 考

8b層 より粘性 も強 く暗 く炭化物を含む

8a層 よ りも8b層 が明る く砂質 シル トを互層なす。下層 に砂のブロ

ックを含む

拳大 の円礫 を多 く含 み特 に堀 の北側

で多 く検 出、ただ し礫 は 5層 か ら下

で出土 している

8b 8d層 よ り暗 く、黒色粘土層 (植物遺体)が堆積、鍬 を出土

グライ化 した粘土質シル ト8a 8c共 に大量に植物遺体を含み掘 り最
下層 (刀 を出土)

Ⅱb区 の南東ベル トでのみ検出、グライ化 した粘土質 シル トと砂の

混合土 (堀の壁の崩落土 )

HCtt SD¬ (D

層 位 備 考

ユ 近世後期以降の堆積土で植物遺体を多く含む、幕末から明治期の堆積層

2 グライ化 した粘土質で中間に灰自色 シル トを層状に含む

3 2層 よりも暗い粘質上で植物遺体を多 く含む

3層 よりもやや甥るい粘土質で凹凸のある自然堆積層。植物遺体を多 く含み中間に灰自色シルト層が見られる

6 グライ化 した粘質土と砂層の水平に堆積土。植物遺体を多 く含む、まばらに灰自色シルトが見られる

6a 砂質土。堀障子の崩落土 と見 られる

粘質土。 7層 より明るく 6層 に類似

7 グライ化 した粘質土層 と黒褐色砂層 とないし、粘土層が互層になっている

7層 よりも明る く同用の水平堆積上層

8層 よりも明る く堀内の最下層土



2)7層 上面の遺構

I区の遺構

I区では、 7層上面でSD-24～ 27溝跡、SK-35～ 39土坑、焼土面を伴うSI-1竪穴遺構、ピットなどの遺構群

を検出した。これらの遺構は、10世紀に降下した灰白色火山灰を含む基本層 層の下層であり、古代に属する遺構

群とみられる。

SD-24溝跡 I区からΠA区までSD-25溝跡と芯々間隔約 6mで並行して延びる溝跡で、方向はN-5° 一E

で、幅 lm、 深さ0,18m、 I区で22.7mを 検出し、ⅡA区に延び、全長は46m以上となる。SK-39土坑に切られる。

SD-25清跡 I区からⅡB区 までSD-26溝跡と並行して廷びる溝跡で、方向はN-5° 一Eで、幅0,7m、 深さ

0.26m、  I区で15mを検出し、HA区 に延びて13mを検出、ⅡB区で 8mを検出し、全長は62m以上となる。SD―

24溝跡 とともに企画性があるが、その他の遺構 との組合わせが不明であり、評価できない。SD-26。 27溝跡、

SK-35土坑を切 り、SK-36土坑に切られる。

SD-26溝跡 調査区中央北よりで検出した。方向はE-25° 一Nで、SD-27溝跡と4～ 5m間隔で並走し、幅

0.8m、 長さ28.5m以上で調査区外へ延び、深さ0。16mである。SD-25溝跡に切られる。

SD-27溝跡 調査区中央で検出した。方向はE-15° 一Nで、SD-26溝跡と並走し、幅0.3m、 長さ22m以上で

調査区外へ延び、深さ0.06mである。SD-25滞跡に切られる。

SK-35土坑 調査区中央東よりで検出した。平面形は不整形で、2.6× 5.2m、 深さは0.ユ ～0,3mと 浅く、SD-25

溝跡、SK-36土坑に切られる。

SK-36土坑 調査区中央東よりで検出した。平面形は不整形で、1.3× 0.8m、 深さは0.12mと 浅く、SD-25溝跡、

SK-36土坑を切っている。

SK-37土坑 調査区中央東よりで検出した。平面形は不整形で0.5× 1.4m、 深さは浅く0.05mである。

SK-38土坑 調査区中央東よりで検出した。平面形は不整形で0.8× 0.6m、 深さは浅く0.05mである。

SK-39土坑 調査区中央東よりで検出した。平面形は不整形で0.5× lm、 深さは浅く0.05mである。

SI-1竪穴遺構 調査区西辺で検出した。平面形は隅九方形で 2× 2.lm、 深さは0.2mである。南東角部に焼土

や炭化物が集中し、炎熱を受けた炉跡である可能性があるが、床面や柱穴などを確認しておらず、住居跡とは認め

られない。

‖A区の遺構

ⅡA区では、 I区から南北方向に延びるSD-24・ 25溝跡と並行するSD-29溝跡とSD-28溝跡、調査区全面に分

布するピットを検出した。

SD-24清跡 I区からSD-25溝跡と並行 して延びる溝跡で、方向はN-5° 一Eで、 I区よりも幅が幾分広が

り■5m、 深さ0.23m、 ⅡA区で14.5mを検出し、調査区外に延びる。

SD-25溝跡 I区からSD-26溝跡と並行 して延びる溝跡で、方向はN-5° 一Eで、幅 lm、 深さ0.4m、 ⅡA

区で16.5mを検出し、調査区外へ延びている。SD-26・ 27溝跡、SK-35土坑を切 り、SD-28溝跡に切られる。

SD-28溝跡 調査区北辺で検出した。幅0.6m、 長さ6.4m、 深さ0。13m、 方向はW-10° 一Sである。

SD-29溝跡 調査区東よりでSD-25溝跡の東側 4～ 5mの間隔で並行して検出した。幅0.5m、 長さ15.9m以上

で調査区外へ延び、深さ0。12m、 方向はN-0° 一SでSD-28溝跡に切 られる。

‖B区の遺構

ⅡB区では、 I区から南北方向に延びるSD-25溝跡と並行するSD-29溝跡とSD-28溝跡、畦畔状遺構、ピット
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‖B区 SD-9

‖Btt SD¬ 0(2)

SD-5‖A区

層位 土 色 土  質
土 性

備 考
粘  性

コ 10YR4/4 褐色 ンル ト やや有 り 有 り 10YR4 3鈍い黄掲色シル トをブロック状に含み炭化物 と焼土粒 を少量含む。酸化鉄 も多量に含む

ta 10YR5/2 灰貢褐色 粘土質ンル ト 有 り 有 り 10Y馳 /1褐 灰色粘土質シル トを少プロック状に含み酸化鉄 も多 く含む。炭化物を少量含む

10YRν 3 鈍い黄橙色 粘 土 右 り やや有 り 10YRν 3、 鈍い黄褐色 シル ト質粘上をブロック状に含み酸化鉄 を多量に含む

lc 10YR5/2 灰黄褐色 粘土 有 り 有 り
10YR5/4、 鈍い黄褐色砂質シルトをブロック状に含む。10YR4/1褐灰色、粘土質シル トを少量含む。酸化鉄

を多く含む

10YR4/3 鈍い黄褐色 シ,レ ト 無 し やや有 り 10YR3/1、 黒褐色ンル ト質粘土をブロック状に含み酸化鉄もブロック状に含む。炭化物も少量含む

10YR5/2 灰黄掲色 シル ト質粘土 儀
一

やや有 り
10YRワ 1褐灰色粘土質シル トを少プロック状に含み酸化鉄も多 く含む。炭化物を少量含む褐灰色粘土質シル

トをプロック状に含む。酸化鉄もブロック状に含みマンガン粒も多量に含む

10YR5/1 褐灰色 粘 土 有 り 有 り
10YR5れ 、鈍い黄褐色砂質シル トをブロック状に含む。10Y馳/2灰 黄褐色粘土質ンルトをp帯】夫に含む。酸

化鉄を多く含む

10YR3/1 黒褐色 粘 土 有 り 有 り
10YR5/4、 鈍い黄褐色砂質シルトをブロック状に含む10YR4/1褐灰色粘土質ンルトを少量含む。酸化鉄を多
く含む

10YR4/3 鈍い黄褐色 ル ト 無 し やや有 り 10YR3/1、 黒褐色 シル ト質粘上をプロック状に含み酸化鉄 もブロック状に含む。濃化物 も少量含む

10YR5/2 灰黄褐色 鉦
〔

やや有 り 10YR4/1、 褐灰色粘土質シル トをプロック状に含む。酸化鉄 もプロック状に含み、マ ンガン粒 も多量に含む

10YR5/1 褐灰色 粘 土 有 り 有 り
10YR5/4、 鈍い黄褐色砂質シル トをブロック状に含む10YRワ 2灰黄褐色粘土質シル トを帯状に含む。酸化鉄

を多 く含む

10YR3/1 黒褐色 粘 土 右 り 有 り 10YR6/4、 鈍い責橙色粘土をブロック状に含み酸化鉄 を少量含む

層位 色土 土  質
土 性

備 考
粘  性 しまり

ЮYR5/3 鈍い黄褐色 粘 土 有 り 有 り 25YR6/4鈍 い黄色粘土 と25Y3/2黒 褐色粘土 をブロック状に含む

25YR5/3 貢褐色 砂質シル ト 有 り 有 り la層 と比べ均質な層であるが「lじ土をブロック状に含み埋め戻 し上である

25YR3/3 暗オリーブ褐色 粘土 シル ト 有 り やや有 り 水性堆積層

2 25YR3ん  暗オリーブ褐色 砂質シル ト 有 り やや有 り 黒褐色粘土質シル ト黄褐色砂賀シル トの混合層で埋め戻 した土

75YR3/1 オリーブ黒色 粘 土 有 り 有 り
水性堆積層で層の下の灰オリーブ色の粘土層が厚 さ 5m～ lmで層状に堆積 している溝の西側には、鈍い黄

褐色砂層が見 られ層の下半分、砂っぽい、陶器小壷 を出土

10YR4//2 灰黄褐色 砂質シル ト やや有 り やや有 り 鈍い黄褐色が多く含まれる。水性堆積層と壁崩落土霜との混合層。瓦を出土

10Y馳/2 灰貢褐色 砂賀 シル ト 有 り 有 り 3b層同 じ土質であるが層上に水性堆積 している

5YR4/1   灰色 粘土 有 り 有 り 堀底部堆積土

4 25YR5/2 暗灰黄色 粘土 有 り 有 り 壁崩落層 もしくは、築造時の産出土で黒褐色粘土質シル トや黄褐色砂質シル トをプロック状 に含む

層位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘  性

la 25Y4/2  暗灰黄色 粘土 有 り 有 り
埋戻 し上

25Y5/3  責褐色 粘土 有 り 有 り オリーブ褐色砂質シル トと黒褐色粘土質シル トを斑状に含み、わずかに炭化物を含む

l〔 25Y4/4  オリーブ褐色 砂質シル ト やや有 り 有 り 均質な堆積土層 水性堆積層

2 10YR5/4 鈍い黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 灰黄色砂質シル トを壁際に斑状に含む 埋戻 し土

3 10YR5/8 黄褐色 細 砂 やや右 り 有 り 西壁側に10YR4/3、 鈍い黄褐色粘土質 シル トの崩落層あ り。水性堆積層だが壁崩語土 も混入

10YR5/3 鈍い責褐色 粘 土 有 り 有 り 黄灰色粘土をブロックない し斑状 に含む 崩落土

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

ユ 75YR73 褐色 シル ト質砂 征
ヽ

やや有 り 75YR3胞黒褐色粘土質シル トをブロック状に含む

2 75YR4/1 褐灰色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 1層 のシル ト質砂 と75YR6/8橙 色のシル ト (基本層のV)を ブロック状に含む

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘 性 しまり

1 ЮY馳/6 褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 灰黄褐色粘土 と黒掲色粘土をプロック状に含む

2 10YR4/3 鈍い黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 暗褐色粘土質シル トを溝の東側に含む (壁 の崩落土 )

3 10R/2  極赤褐色 粘 土 有 り 有 り 焼上で黒色のわ ら状の炭化層

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 75YR3/4 暗褐色 やや有 り やや有り 75YR5/2灰 褐色砂質シル トや75YR3/4暗 褐色粘土

2 75YRν l 褐灰色 砂 銀
〔

やや有 り 滞全体に堆積し酸化鉄を多く含む。一時期に流入 した物と考えられる

3 75YR72 灰褐色 鉦
小

やや有 り 上層に75YR4/2灰 褐色粘上、下層に10YR6/4、 鈍い黄橙色粘土 (こ の 2つは基本層の崩落土)を 含む

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

l ЮY勲/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 10YR6/8明黄褐色をブロックに含む。10YR5/8黄褐色、砂質シル トをプロックに含む

2 10YR3洛  贈褐色 シルト やや有 り 有 り

層位 土 色 土   質
土 性

楕 考
粘  性 しまり

10YR4/4  褐色 ンル ト 征
ヽ

無 し 耕作土

9YRワ4  褐色 ンル ト 征
【

儀
¨

ЮYR5/2灰黄褐 シル ト質粘土を含む。耕作土

la 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト質粘土 やや有 り やや有 り 酸化鉄を含む (堀 の堆積土 )

10Y踊 /2 灰黄褐色 ル ト質粘土 やや有 り 無 し マ ンガン粒を含む (堀の堆積土 )

lc 10YR5/2 灰黄褐色 ンル ト質粘土 やや有 り やや有 り 10YRν3シ ルト質粘土をプロック状に含む (埋 め戻しの上)

10YR5/3 鈍い黄褐色 砂質シル ト 鉦
【

鉦
ヽ

(堀の堆橋土 )

le 10YRワ 3 鈍い黄褐色 砂質シル ト 鉦
小

征
ヽ

10YR2/3ン ル ト質粘土をブロック状に含む。堀障子の崩落土

10YR4/2 灰黄褐色 粘土 有 り 有 り マンガン粒 を含む (堀の堆積土 )

10Y馳泡  灰黄褐色 粘土 有 り 有 り 10YR6/3、 鈍い黄橙色 をす じ状に含む。10YR2泡黒褐色 シル ト粘上を少量含む (壁の崩落土 )

10YR4/3 鈍い黄褐色 砂質シル ト 鈍
ヽ

無 し 10YR2/2、 黒褐色 シル ト質粘土をプロック状に多量に含む (壁の崩落土 )

3 10YR5/4 鈍い黄褐色 砂質シル ト 鉦
ヽ

征
ヽ

10YR4/2、 灰黄褐色粘土質シル トをブロック状に含む (堀障子上面への盛土 |

層位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘  性 しまり

1 25Y4/4  オリープ褐色 砂質ンル ト 鉦
ヽ

有 り マンガン粒を多く含み 2層 との境に酸化鉄が集積

2 25Y4/1  黄灰色 砂質シル ト 無 し 有 り 溝の南側肩 よりに黄褐色粘上の層状堆積

3 25Y72  暗灰黄色 粘土質ンル ト やや有 り 有 り 浅黄色 シル トを上層に含む

4 10YR5カ  灰黄褐 シルト質粘土 やや右 り 有 り 黄褐色 シル トと黒褐質粘土質シル トを斑状に含む (堀 肩、地山の崩落土 )
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層伐 土 色 土   質
上 性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR5/4 鈍い黄褐色 粘性 シル ト 有 り 有 り マンガン斑 をまばらに含む灰自色小プロックを多 く含む

SD-37

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 10YRν l 褐灰色 シル ト 有 り 有 り 酸化鉄池 マンガン粒 を少量含む。黄褐色小プロックを下半に多 く含む

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1
10YR5れ  鈍い黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 上面に多く含む

25Y5/2  暗灰黄色 粘土質シル ト 有 り 右 り 下層に含む

75YR3/1 黒褐色 粘土質 シル ト 有 り 有 り

10YR3/3 暗褐色 砂質シル ト やや有り やや有り 多 く含む

25Y6/3  tIEい 貢橙色 シル ト 強 わすか

ЮYR2/1 黒色 粘土質シル ト 有 り 有 り 枢物遺体をh.l状 に含む

25YR3/1 黒掲色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 10YR4/4、 褐色粘土質シルト、粘性やや有 り、しまりありを含む。

25Y3/1  黒褐色 粘土質シル ト 有 り やや有り 25Y5/4、 黄褐色 を粒状に含む

5GY4/1  暗オリーブ灰色 粘 土 右 り 有 り

SD司 2

層位 土 色 土  質
土 牲

備 考
粘  性 しまり

1

ЮYR6/2 灰 貢褐 色 砂質シル ト わずオ 石 り 酸化鉄斑を少壁含む

25Y6/6  明黄褐色 砂質土 無 し 有 り

第13図  SD-11～ 16溝跡断面図



‖D厄こ SD-37

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

ユ 10YR5/1 鈍い黄褐色 ン,レ ト やや有 り 有 り 明黄褐色 l‐ を多量含む。マ ンガ ン斑 を含む

2 10YR3/3 明褐色 シ,レ ト 有 り 有 り 明貢褐色粒を多量含む。マ ンガ ン斑 を含む

層 位 土 色 土   質
土 陛

備 考
粘  性 しまり

1 25Y6/2  灰黄色 粘性 シル ト 強 有 り マ ンガン粒。酸化鉄粒 を少量含む

層 ft 土 色 土   質
圭 性

備 考
枯 性 しまり

10YR4/2 灰黄褐 粘土質ンル ト やや有 り 右 り 酸化鉄を多量に含む。炭化物をブロック状に少量含む
10YR3/2 黒褐色 粘土質 シル ト 有 り やや有 り 10YR4/2灰黄褐色の粘土質シル トを層状 に入る。骨 (リ ン)を まば らに含む。お椀出土。炭化物 を少量含む

10Y71  灰色 粘 土 有 り やや有 り 骨 (リ ン)を 多量に含む。loY5/1灰色の粘土を上層部に層状に含む
10YR3/1 黒褐色 粘 土 有 り 酸化鉄をまばらに含む。炭化物 を少量含む

25Y4/ 黄灰色 粘 土 有 り 有 り 骨 (リ ン)を粒状に少量含む。炭化物をまばらに多 く合む。植物遺体を含む。酸化鉄を少量含む
5Y71  灰色 粘 土 右 り やや有 り 炭化粒 をまば らに少最含 む。骨 (リ ン)を少量含む

75Y4/1  灰色 粘 土 有 り やや有 り 炭化粒 をまば らに多 く含む。酸化鉄 を上層部 に含む。75GY6/1緑 灰色の粘土粒 をまばらに含む

25Yク1  黄灰色 粘 土 有 り やや有 り 炭化粒をまばらに多く含む。植物遺体を含む。漆器杭出土
10Y4/1  灰色 粘 土 有 り 有 り 炭化粒と骨 (リ ン)粒をまばらに多 く含む。植物遺体を含む

b7 10Y4/1  灰色 粘 土 右 り 有 り
骨 (リ ン)を粒状に多 く含む。植物遺体 を含む。火化物を含む。10YR4/3、 鈍い黄褐色 とloYR3/3暗 褐色 の

粘土 を層状に入る (混 った層 )

10Y71  灰色 粘 土 有 り 有 り
炭化粒を多量に含む75GY6/1緑灰色の粘土粒を多量に含む。loYR5/3、 鈍い黄褐色の粘土粒をまばらに含
む。骨 (リ ン)をブロック状に少見含む

5Yツ3  灰 オリーブ色 ンルト質粘土 銀
ヽ

やや有 り 炭化粒 と骨 (リ ン)粒をごく少量含む

10Y4/ 灰 色 粘 土 やや有 り やや有り 下層部に骨出土。炭化粒 をまば らに多 く含む。植物遺体を下層部に含む。馬骨出土

10Y4/ 灰 色 粘 土 やや有 り やや有 り 炭化物 をまばらに含む。植物遺体 を含む。酸化鉄 を若干含む。漆器椀出土

10Y3/ オ ,― ブ黒色 粘 土 石 り やや有 り 植物遺体をブロック状に含む。骨 (リ ン)を 粒状に含む。中央に10Y5/ユ灰色の層が入る

10Y5/ 灰 色 粘土 有 り やや有 り 骨 (リ ン)を まばらに含む。5Y4/3暗 オリーブ色粘土粒をまばらに多く含む
10Y4/ 灰色 粘土 有 り やや有 り 骨 (リ ン)を粒状に含む

75GY5/1 緑灰色 粘土 有 り やや有 り ЮY5/ユ 灰色の粘上を50%含 む

10GY5/1 緑灰色 粘土 有 り 有 り 酸化鉄 を若干含む

b17 10GY71 暗緑色 粘 土 有 り やや有 り 骨 (リ ン)を粒状に多 く含む。75Y6/1、 緑灰色粘土をブロック状に多く含む。炭化物を含む
10Y4/1  灰色 粘 土 有 り やや有 り 粘土粒 (75Y6/1)を 少量ブロック状 に含 む。炭化物 と骨 (リ ン)の粒 をまばらに少量含む

10Y5/ユ  灰色 粘 土 有 り 鉦
”

10GYν l緑灰色の粘土をブロック状 に少量含も

層 位 土 色 土   質
土 性

備 考
枯 性 しまり

la 10YR4/3 鈍い黄褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り
25Y6/3、 鈍い黄色シル ト質粘土を大ブロック状に全体的に多 く含む。10YR3/2黒褐色の粘土
質シルトをブロック状に含む。酸化鉄と炭化物を全体的に多 く含む ブロックか

らなる層人
工的に埋め
られた土

10YR5/2 灰黄褐色 粘土質 シル ト やや若 り 有 り
25Y6/3、 鈍い黄色シル ト質粘土を大ブロック状に全体的に多 く含む (25%)。 層全体に酸化鉄
と炭化物を全体的に多く含む。植物遺体を若干含む

lc 10YR4/2 灰黄褐色 粘 土 有 り 有 り
25Y6/3、 鈍い黄色 ンル ト質粘土 を大 ブロックに多 く含む。下層部は弱遺元層。植物遺体 と酸
化鉄を小プロック状に含む。ЮYR2/2、 黒褐色の粘土質シル トをブロック状に少量含む

2 10YR4/1 灰色 粘 土 やや有 り やや有 り
植物遺体を層全体に多 く含む。10YR3/ユ、黒褐色粘土質シル トのプロックを少量含む。5Yワ 21

灰オリーブ色の砂を板状に含む

10YR4/4 褐色 シル ト質粘土 征
小

やや有 り
10YR5/3、 鈍い黄褐色のシルト質粘上をブロック状に多く含む (50%)。 酸化鉄を全体的に多
く含む。炭化物をごく少量含む

ЮYR74 褐色 粘 土 征
ヽ

やや有り 酸化鉄 と炭化物をまばらに少量含む

10YR4/3 鈍い黄褐色 粘上質シル ト 有 り やや有 り
下層部は10Y4/1、 灰色粘土、粘上の弱還元層。酸化鉄 を上層部に多 く含む。骨 (リ ン)を 少
量含む。loYR3/1、 黒褐色の粘土 を下層部にブロック状に若千含む。骨片出土

4 10Y3/1  オリープ黒色 粘 土 有 り やや有 り 反化物をブロック状に少量含む。下層都に骨 (リ ン)を 若干含む 弱逮元層

10YR5/2 灰黄褐色 粘土質 シル ト やや有 り 有 り
酸化鉄を多く含む。10YR5れ 、ftい黄褐色の粘土質ンルトをブロック状に若干含む。炭化物を
少量含む

10Y馳/2 灰黄掲色 粘土 有 り 有 り 酸化鉄を多 く含む。炭化物と植物遺体を若干含む。下層部に10Y7/2、 灰白色粘土を板状に含む

10Y4/1  灰色 粘土 有 り やや有 り
5GY5/1、 オリーブ灰色粘土質 シル トが ご く厚い層状に入る。骨 (リ ン)を 若千含む。炭化物
をブロック状に少量含む

弱遺元層

ЮGY4/1 暗緑灰色 粘土 有 り やや有 り 炭化物の少ブロックを含む

SD-13

層位 土 色 土  質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 ЮYR5/6 黄褐色 砂質土 (粗砂 )
征
＾ 有 り 層下面に厚 さ3cm程 の10YRγ 2灰 黄褐色 ンル ト層がみ られる (部分的に掲灰色を底する)

2 10YR5/2 灰褐色 粘性 シル ト 有 り 有 り 酸化鉄粒 をまばらに含む

3 10YR6/4 鈍い黄橙色 粘 質 土 強 有 り 50cm内の黄灰色粘性 シル トプロックをまばらに含む

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘 性 しまI

1 10YR5/3 黄褐色 シルト やや有 り 有 り
マンガン斑、酸化鉄粒。層の上半分に5cmの 黒褐色 灰自色シル トブロックを多く含む。層下面に酸化鉄層
が集積 (層 上半は、人為堆積か)

2 10YRク 2 灰黄褐色 粘質土 強 有 り 中間に灰白色粘質土層を一本はさむ。マンガン斑を少量含む。自然堆積層
3 10Y6/1  褐灰色 粘質土 有 り やや有 り 全体にマ ンガン斑、層下半に灰 白色粘質土層 をはさむ
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層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

I 10YR4/4 褐色 ンル ト質粘土 やや右 り 有 り 10YRV3鈍い責褐色粘上質シルトと10YR3/2早 褐色絶土質シルトを小ブロック状に含み、酸化鉄を多く炭化物をを少量含tF。

2 10YR4/3 鈍い黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 酸化鉄を多 く含む一部グライ化 している。

層 位 土 色 土   質
土

′
陛

備 考
粘  性 しまり

| 10YR4/3 灰 貢褐 色 砂 やや有 り 純
【

10YR4/2灰黄褐色 シル ト質粘上を部分的に含む。マ ンガン粒 を多 く含む。

2 10YR5/6 黄褐色 砂 無 し 征
ト

75YR3/3暗 褐色砂を行状に含む。

3 75YR4/3 褐色 砂 航
一

征
＾

10YR4/2灰黄褐色 シル ト質粘上を少丘含む。酸化鉄 とマ ンガン粒 を含む。

10YR4/3 鈍い黄褐色 シルト やや有 り やや有 り 酸化鉄 とマ ンガン粒を含む。 10YR4/2灰黄褐色を少量含む。

10YR4/6 褐色 ンル ト質粘土 やや有 り やや有 り マンガン粒を少工含む。

4c 75YR4/6 褐色 砂 やや有 り 飢
〔

ЮYR5/2灰 黄褐色 シル ト酸化鉄マ ンガン粒を少量含む。

5 10YR3/1 黒褐色 やや有 り やや有 り 75YR4/6褐 色 ンル トを塊状 に含む。マ ンガン粒を多量に含み、酸化鉄 を少量含む。

層 位 土 色 土   質
土 性

備 考
帖  性 しまり

l 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 鉦
ヽ

有 り 酸化鉄 と炭化物をまばらに含む

2 10YR4/3 鈍い責褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り シル ト質粘土を含む。10YR3/4を 部分的に含む

3 10YR5/6 黄褐色 粗 砂 延
〔

皿
¨

酸化鉄を多量に粒状に含む

4 10YR5/4 鈍い黄褐色 ルト質細砂 征
一

征
い

酸化鉄を多量に含む。灰黄褐色シルト小プロック土を部分的に含む

5 ЮYR5/6 黄褐色 砂質シル ト 征
＾

航
【

灰黄褐色の粒土層を縞状に含む。酸化鉄を含む

ЮYR5/3 鈍い黄褐色 粗 砂 征
【

無 し 酸化鉄を粒状に合む。層下面に粒の大 きい砂 を多 く含む

ЮYR5/3 鈍い黄褐色 砂質シル ト 純
一

伍
一

細砂を全徳的に均―に含む

8 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り 酸化鉄を粒状に含む

10UR5/3 鈍い黄褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り 下面に粗砂を含む。マ ンガン粒 をわずかに含む

10YR4/6 褐色 粗 砂 征
ヽ

dJし 他の堆積土より大 きめの粗砂を多見に含む。酸化鉄を縞状に含む

11 10YR4/3 鈍い黄褐色 やや有 り やや有 り 酸化鉄を粒状に含む。マ ンガン粒を全体に均―に含む

10YR4/2 灰黄褐色 シル ト質粘土 やや有 り 有 り 酸化鉄を粒状に含み、マ ンガン粒を全体に多量に含む

層 位 色土 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 25Y〃ユ  黄灰色 シルト 鉦
【

やや有り 酸化物 を多量に含む。黄褐色土粒 まばらに含む

10YR4/1 褐灰色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り マ ンガン粒 をまば らに含む

3 10YR3/1 黒褐色 ル ト質粘土 やや有 り やや有 り 灰 自色火山灰 を下面に多 く含む

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

〕 10YR5/3 鈍い黄褐色 シル ト質粘土 やや有 り 有 り 下面に黄褐色ブロック上、炭化物を含む

10YRク 2 灰黄褐色 粘土質 シル ト 鉦
小

やや有り 黄褐色土ブロック、炭化物を全体に多量に含む。
人為的堆積層

lc 10YR4/1 褐灰色 粘土質シル ト 鉦
一

やや有 り 黄褐色ブロック土を多量、植物遺体をまばらに含む。以下グライ層

2 25Y3/1  黒褐色 ンル ト質粘土 やや有 り 無 し 植物遺体 をまばらに含み、マ ンガン粒を多量に含む
この間に、 また堀 として使わ

れた可能性有 り
3 75Y5/1  灰色 粘土質シル ト 有 り 征

ヽ
黄褐色小ブロックを多 く含み、マンガン粒を多く含む

4 5Y4/1  灰色 ンル ト質粘土 やや有 り やや有 り やや明るい細砂 と黒褐色粘上の互層。植物遺体 を多 く含む

5 75Y4/1  灰色 ンル ト質粘土 やや有 り やや有 り 灰 白色火山灰 と見 られる小粒 を全体に含む 自然堆積層
自然堆積層

6 10Y4/2  オリープ灰色 粘土 有 り 有 り 炭化物 を縞状に含む。黄褐色小ブロツクを壁向で多 く含む

第14図 SD-17～20溝跡断面図
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層 位 土 色 土  質
土    性

備 考
粘  性 しまり

1 25Y4/2  暗灰黄色 粘土質ンル ト やや有 り やや有 り 酸化鉄多量、マ ンガン粒わずかに含む

自然堆積層
2 25Y5/3  黄褐色 粘土質シル ト 鉦

【
やや有 り 黄掲色の細砂 を下面で縞状に含む

3 75Y5/1  灰色 シル ト質粘土 有 り やや有 り 黒褐色の粘土 を縞状に含む。グライ層

4 75Y4/1  灰色 砂質ンル ト 鉦
”

征
ヽ

堆積±3層 よ り砂質で、やや明るいグライ層

5 75Y3/1  オリーブ黒 シル ト質粘土 やや有 り 征
ヽ

酸化鉄 を粒状 に含む

北側壁面の崩落土
6 灰 色5Y5/1 粘土質 シル ト 鉦

小
鍵
ヽ

黄褐色の粗砂 を縞状 に含む。マ ンガン粒 わずか。灰 白色火山灰 の小粒 を全

体に含む

25Yン2  暗灰黄色 シル ト質粘土 やや有 り 有 り
基本層灰 白色火山灰下のやや明るい灰色上の崩落土。下面に灰 自色火山灰

粒、黄褐色の細砂 ブロック含む

以下、南側壁面の基本層が何

回かまとまって崩れ落ちたも

のと考え られる

8 25Y3/1  黒褐色 粘 土 有 り 有 り
基本層位の灰 白色火山灰層 より2枚下層の黒上層がややグライ化。壁面基本

層位の崩落土

9 25Y5/3  黄褐色 細 砂 銀
〔

無 し 責灰色粘土、イヽ ブロックを少量含む

25Y3/1  黒褐色 粘 土 有 り 有 り 堆8層 に同 じ

11 25Y5/2  暗灰黄色 シル ト質粘土 やや有 り 有 り 堆7層 に同 じ

12 25Y5/1  黄灰色 粘 土 有 り 有 り
7層 と同じく、基本層 (や や明るい灰色土)の崩落土。上面に灰白色火山灰
ブロック上を多く含む

13 25Yプ 1  黄灰色 粘 土 有 り 有 り 堆 12層 と同 じ

14 25Yνユ  黒褐色 粘 土 有 り 有 り 堆8層 に同 じ

15 25Y5/1  黄灰色 粘 土 有 り 有 り 堆7層 1 同 じ

16 7∝V71 緑灰色 シルト質粘土 やや有り 有 り マンガン粒、酸化鉄粒をわすかに含む

17 75C.Y4/1 暗緑灰色 シル ト質粘上 やや有 り 有 り 酸化鉄を粒状に含む。黄褐色土ブロックを壁面で少量含む

を検出した。ⅡB区では、遺存状態の良好な地点を 3小区に分けて精査 したが、コA区から延びるSD-25溝跡の

他、SD-30～ 35溝跡、SK-40土坑を検出した。

SD-25清跡 調査区西よりで検出した。 I区から廷びる溝跡で、方向はN-5° 一E、 幅1.3m、 深さ0,2m、 Ⅱ

B区で8mを検出し、調査区外へ延びている。SD-30溝跡に切られる。

SD-30清跡 調査区北西部で検出した。方向はW-30° 一N、 幅0.4m、 長さ4m以上で調査区外へ延び、深さ

0.12m、 SD-25溝 跡を切っている。

SD-31清跡 調査区中央で検出した。方向はN-35° 一E、 幅1.5m、 長さ8m以上で調査区外へ廷び、深さ

0。25mで ある。

SD-32清跡 調査区中央で検出した。方向はN-40° 一E、 幅0.8m、 長さ10m以上で調査区外へ延び、深さ0.1

mである。

SD-33溝跡 調査区西辺で検出した。方向はN-35° 一W、 幅0.4m、 長さ21m以上で調査区タトヘ廷び、深さ

0.23m、 SD-34溝跡を切 り、SD-35溝跡に切 られる。

SD-34清跡 調査区南よりで検出した。方向はN-40° 一E、 幅0.6m、 長さ5m以上で調査区外へ廷び、深さ

0.16m、 SD-33溝跡に切 られる。

SD-35溝跡 調査区南端で検出した。方向はW-5° 一S、 幅0.9m、 長さ4.7m以上で調査区外へ延び、深さ

0.32m、 SD-33溝跡を切っている。

SK-40土坑 調査区北東部で検出した。平面形は不整形で2.64× 3.2m、 深さ0.31m、 断面形は舟底形を呈する。

畦畔状遺構 調査区中央で、N-35° 一Eと E-35° 一Sの方向で直交する畦畔状の高まりを 2条検出した。幅

04m、 高さ0.lm、 長さは東西 6m以上、南北 3m以上で調査区外へ延びている。

HC区の遺構

ⅡC区では、南北方向に延びるSD-36・ 37溝跡を検出した。

SD-36清跡 調査区中央で検出した。方向はN-0° 一S、 幅0.8m、 長さ10m以上で調査区外へ延び、深さ

0。14mである。

SD-37清跡 調査区東よりで検出した。方向はN-0° 一S、 幅0.6m、 長さ5m以上で調査区外へ延び、深さ
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0.37mである。

HD区の遺構

ⅡD区では、SD-1堀跡の北側でSD-38溝跡と、南側で南北方向に並行する小溝状遺構SD-39～42溝跡を検出

した。

SD-38溝跡 調査区北側で検出した。方向はN-25° 一E、 幅0.4m、 長さ4m以上で調査区外へ延び、深さ

0.18mである。

SD-39清跡 調査区南側西よりで検出した。方向はN― O° ―S、 幅0.3m、 長さ1.3m以上で調査区外へ延び、

深さ0.06mである。

SD-40溝跡 調査区南側で検出した。方向はN-0° 一S、 幅0.3m、 長さ2.2m以上で調査区外へ延び、深さ

o                        2m



I区

層 位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 25Yν3  鈍い黄色 ンル ト やや右 り
有り

非常に強い

層中に浅黄色の粘土小ブロックを多量に含む。酸化鉄の斑紋をまだらに含む。拳大の礫を多 く含む。黒色
の灰をブロックで含む

10YR5/3 鈍い黄褐色 シル ト やや有 り 有 り 層中に茂黄色の粘土小ブロツクを含む。黒色の炭化上を含む

3 10YRν 3 鈍い黄掲色 シル ト やや有 り 有 り 層中に炭化物のブロックを含む。31ヶ の礫 を含む

10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 右 り 有 り 1lヶ の礫 を含む

5 ЮYR5/1 褐灰色 粘 土 有 り 右 り 酸化鉄 をブロック状に含んでいる。 10夕 の礫 を含む

6 75YR6/6 橙色 粘土 有 り 有 り 酸化鉄 を多量 に含む

7 25YジI  責褐色 粘 土 有 り 有 り 酸化鉄 を層状に含む

マ ンガンを少量含む

層 位 土 色 土   質
土 性

考備
粘  性 ま り

1 10YRδ /2 砂質シル ト 有 り 有 り マ ンガン酸化欽をII● 状に含む。一部に黒褐色粘上 をプロックに含む

2 10YR4/3 シル ト質粘上 有 り 有 り
酸化鉄 を 1層 よ り少な く含み、黒褐色粘土 と黄褐色粘土をやや大 きめのブロ

ック状 に含む。須恵器の高郭、炭含む

3 10YR4/3 ンル ト質粘土 有 り 有 り
酸化鉄 を含み、鈍い黄橙色砂質 シル トを層状 (厚 さ1～2cm)に 含む均質な

土、拳大の礫混入

10YR4/3 粘土 有 り 有 り
黒褐色粘土 と黄褐色粘上が大 きなブロック状 に (拳大)に含む。直径 15cm
大の円礫有 り

5 25Y4/2 粘土 有 り やや有 り 灰化物 と黒4FJ色 粘土及び灰褐色粘上を含みボサつ く

6 25Y4/2 シル ト質粘土 有 り やや有 り 未分解の木質部と考えられる堆積層。礫有 り

7 75Y4/2 粘土質シル ト 有 り やや有 り 明黄褐色粘土 と黒色粘土を層ブロック状に (2～ 3cm)に含む

8 10YR2/1 粘土質シル ト 有 り 有 り
75BY5/1、 緑灰色粘土質 シル ト、 グライ化 した粘土 ブロック層。右す ぎみ

酸化鉄のかたまりが一部ある

75Y4/1  灰色 ンル ト質粘土 やや有り やや有 り 75Y5/3灰 オリーブ色砂 と黒褐色粘土をまだらに含む。木片を含 む

10GY5/1  緑灰色 ンル ト質粘土 やや有 り やや有 り 壁の崩落土か

25GY5/1 2暗 オリーブ灰色 ンル ト質粘土 やや有 り 延
〔

黒色の砂質 シル トをlcmの厚 さで層状に含む

12 5GY4/1  暗オリーブ灰色 砂質 シル ト やや有 り 無 し 黒色粘土 をプロック状に含み若干の植物いたいが見 られる
卜
層

ク
本

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR5/6  責褐 砂質シル ト やや有 り 有 り マンガンを少量含む

10Y馳/3 にぶい黄褐色 粘土質シル ト
大きい物で長さlcm～ 5mぐらいの炭片および極少の炭粒まばらに多く含みゆlcm未満の鉄砕なども若干含む。上層から中層部に

かけて10YRV41こがい黄橙色シルト大小プロックまばらに多く含む。loYR5/6黄褐色粘土質小ブロック下層部に極わずかに合む。

層位 土 色 土   質
土 性

楠 考
粘  性 しまり

l 5Y73  暗オリーブ色 砂質シル ト やや有 り 有 り 5Y3/2オ リーブ黒色粘上をブロック状に含む

2 5Y3/2  オリーブ黒色 粘土質 有 り やや有 り 5Y4/3暗オリーブ色を斑状に含む

3 10YR5/3 黄褐色 枯土質シル ト やや有 り 艇
い

10YR3/4暗掲色シルトを班状に含む

層 位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR5/6 黄褐色 シル ト 有 り 有 り 10YR2/3黒褐色 シル トとЮYR6/6明 黄褐色 シル ト (地 山土 をブロック状に含む )

2 10YR2/3 黒褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 10YR5/6責褐色 シル トと10YR6/6明黄褐色 を縞状に含む

0.06mである。

SD-41清跡 調査区南側で検出した。方向はN-0° 一S、 幅0.3m、 長さ2.9m以 上で調査区外へ延び、深さ

0.25mである。

SD-42清跡 調査区南側東よりで検出した。方向はN-0° 一S、 幅0.2m、 長さ1.5m以上で調査区外へ延び、

深さ0.07mである。

3)下層調査

7層上面での遺構検出を行った後、各地点で下層調査を実施し、ⅡA区 とⅡC区、Ⅳ区 2地点の深掘 り調査区で

遺構を検出した。
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層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  牲

1 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 層中央部に焼土有。古銭出土 (7枚)層全体に炭化物をまば らに含む

2 10YR3/4  暗褐色 粘土質 ンル ト やや有 り 有 り 全体に炭化物を含み焼土 をブロック状に含む

3 10YR4/6 褐色 結 十 暫 シル ト やや有 り 征
ヽ

10YR4/2、 灰黄褐色の粘上を中プロック状 に多 く入る。酸化鉄 と炭化物の大粒を多量に含む

4a 10YR4/3 鈍い黄褐色 粘土質 ンル ト やや右 り やや有 り 酸化鉄 と粘土粒 を多量に含む。炭化物紅 を若干含む。壁の崩落層

10YR5/3 鈍い黄褐色 粘土 右 り 右 り 酸化鉄を多 く含む。 シル ト粒 を若干含む

5a 10YR4/3 鈍い黄褐色 粘土質 シル ト やや有 り やや有 り 酸化鉄 と粘土粒 を多量に含む。 シル ト粒 と砂を上層部に含む

10YRν 3 鈍い黄褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有り 酸化鉄粒と炭化物粒を全体的に多 く含む。10YR5/4、 黄褐色のシル トを小ブロック状に含む

5c 10YR4/3 αtい黄褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り 庚化物粒と酸化鉄粒を全体的に多く含む。10YR5/4、 鈍い黄褐色のシルトを小ブロック状に含む。リンを若干含む

6 10YR4/2 灰責褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り 炭化物粒、 シル ト粒、酸化鉄粒それぞれを全体的に多 く含む。骨片出土

7 10YR4れ  褐色 粘土質 ンル ト 有 り やや有 り 酸化鉄粒 と炭化物粒 を全体的に多 く含む

10YR3/4  暗褐色 粘 土 有 り 有 り 炭化物をプロック状に少量含む。酸化鉄紅 と皮化物粒 を全体的に多 く含む。焼土、遺物出土

10YR5れ  鈍い黄掲色 粘 土 有 り やや有 り 酸化鉄を多量に含む。酸化物 を少量含む

層 位 色土 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR4/4 褐色 粘土質 シル ト やや有 り 有 り 酸化鉄及び炭化物 を若干 まだ らに含む

ЮYR3/3 暗褐色 粘上質 シル ト やや有 り 有 り 層全体に炭化物のプロックを多 く含む。酸化鉄を着干まだらに含む

SK 15

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘 性 しまり

la 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質 シル ト 有 り 有 り 層全体に酸化鉄をまばらに含む

lb ЮYR4/1 褐灰色 帖土 有 り 有 り 層全体に酸化物を多 く含む

2 75Y4/1  灰色 粘土 有 り 有 り 酸化鉄 と炭化物 を看千 まばらに含む

第16図  SK‐ 7～ 15土拡平面図・断面図



層位 土 色 土   蜜
土    性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR4/2 灰黄褐色 粘 土 有 り 有 り 上層部に石質土。10YR3/1、 黒褐色の炭化物 を層中央部にブロック状に含む

2 10YR3/1 黒褐色 粘 土 やや有 り 有 り
25Y5/3、 黄褐色の火山灰 を上層部に層状に含む。炭化粒 を全体的にまば らに若干含む。酸化鉄 を下層部に

若干含む

SK-7

層位 色土 土   質
土    性

備 考
粘  性

10YR4/4 褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 炭 と5/8黄 褐色の粘土質シル トをまばらに含む

10YR5/4 鈍い黄褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 黄褐色 と灰色が まだらに混っている

2 10YR4/2 灰黄褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り 酸化鉄 をまばらに含む

Ⅲ区 SK‐ 11

層 位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘  性 しまり

75Y4/1  灰色 粘土質 シル ト やや有 り 有 り
上層部に酸化鉄をまばらに含む。上層部に石出土。5Y5/2灰 オリープ色のシル トを上層部に多量に含む。下

層部に10BG4/1R音 青灰色の燐 (骨 P)の粒を若干含む

2 5Y4/2  灰オリープ色 粘 土 やや有 り 有 り
10Y4/1灰色の粘上 を上層部に板状 にlヶ 所入 る。10Y6/2、 オ リーブ灰色の粘土質 シル トを全体的に小 ブロ

ック状に含む。炭化物 を全体的にまばらに含む

3 5G4/1   暗緑灰色 粘 土 有 り 有 り 10YR4 4、 褐色 (粘性有 り、 しまり有 り)粘土を多量に含む。75Y〃 1、 黒 (粘性有 り、 しまり有 り)少量含む

4 5G4/1   暗緑灰色 粘 土 有 り 有 り ЮYR4/4、 褐、粘上、粘性有 り、 しまり有 り、少量含む。炭化物を少量含む。25Y〃二、黒の粘土を縞状に含む

5 10GY4/1 暗緑灰色 粘土質 シル ト やや有 り やや有 り 炭化物 を少量含む

6 75GY5/1 緑灰色 粘 土 有 り 有 り 炭化物 を少量含む。25Y2/1、 黒色粘土を縞状に含む (粘性有 り、 しまり有 り)

7 75GY4/1 暗緑灰色 粘 土 右 り 有 り 炭化物 を少量含む。25Y2/1、 黒の粘土を編状に含む (粘性有 り、 しまり有 り)

8 25GYグ ユ 黒色 粘 土 有 り 有 り 底部に庚化物を多 く含む

層位 色土 土  質
土    ′

隆
備 考

粘  性 しまり

1 ЮYMれ  褐色 な し やや有 り 酸化鉄 と酸化物を粒状 に含む。粘土粒 を下層部に多 く含む

2 10YR4/3 鎚 い貢褐 色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 炭化物のブロックと酸化鉄粒を全体的に多 く含む。10YR5/3、 鈍い黄褐色の粘土粒 を多 く含む

3 10YR4/4 褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 酸化鉄 と炭化物のプロックを多 く含む

10YR6/6 明黄褐色 粘土質シル ト やや有 り やや有 り 酸化鉄 と炭化物を多 く含む

10YR4/4 褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 酸化鉄を多 く含み庚化物粒 を若千含む

25Y5/1  責灰色 粘土質シル ト 有 り やや有 り 酸化鉄を多量に合み炭化物を小ブロック状に含む。10YR7/3、 鈍い黄栓色の粘上を小プロック状に含む

層位 土 色 土   質
土    性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR4/3 鈍い黄褐色 粘土質 シル ト やや有 り 有 り 酸化鉄 と炭化物粒 を全体的に多 く含む。10YR2/3、 黒褐色の粘土を大プロック状 1こ 若十含む

2 ЮYR4/3 鈍い黄褐色 粘土質シル ト やや有 り 有 り
酸化鉄 と炭化物粒 を全体的含む。10YR2/3、 黒褐色の粘上 を大ブロック状に若千含む。 10YR73、 鈍い黄橙

色のシル トをまばらに含む

3 10YR4/6  褐色 粘 土 やや有 り 有 り 酸化鉄と炭化物粒を全体的に多く含み、10YR7/3に 部位黄橙色の粘上を多量に含む

4 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 やや有 り 有 り 全体的に酸化鉄を多量に含み、炭化物を若干含む

5 10YR4/2 灰黄褐色 粘土 有 り 有 り 酸化鉄 を全体的に多 く含み10YR2/2黒褐色の粘上 を板状 に含 む。炭化物粒を若千含む

6 10YR3/1 黒褐色 粘 土 有 り 有 り 酸化鉄 を多量に含み、炭化物を若干含む

‖A区の遺構

ⅡA区では、24× 23mほ どの方形の トレンチで深掘 り区の下層調査を行い、17層及び20層 で水田の可能性のある

畦畔状の遺構を検出した。

17層上面 南北方向に鉤形に折れながら延びる、幅1.7m、 高さ5cmほ どの畦畔状の高まりを 1条検出した。

20層上面 幅1.5～ 2.2m、 高さ5cmほ どでN-40° 一Eの方向に延び、北または南側にほぼ直角に分岐して延び

る畦畔状の高まり3条を検出した。

28層上面 深掘 り調査区で、SD-1堀跡に切られるSI-2・ 3竪穴住居跡と溝状の落ち込みを検出した。

SI-2竪穴住居跡 調査区北側でSD-1堀跡に切 られ、南半部を検出した。平面形は略円形、直径4.3m以上で、

壁は緩やかに立ち上がり、深さ40cmほ どで、壁際に直径20～ 35cmの ピットが不規則に廻 り、柱穴の可能性がある。

床面上に炭化物が多く分布し、中央に直径70cmほ どの石組炉が配されている。

SI-3竪穴住居跡 調査区北側でSD-1堀跡に切 られ、SI-2竪穴住居跡の 2m東側で南半部を検出した。平

面形は略円形、直径2.6m以上で、壁は緩やかに立ち上が り、深さ20cmほ どで、床面上に多量の炭化物が分布 して

いる。

‖B区の遺構

ⅡB区では、4.3× 31mの 台形の トレンチで深掘 り区の下層調査を行い、20層 及び25層 で土坑や配石遺構、河川
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Ⅳ区 SE 4

層位 土 色 土  質
土   性

備 考
粘  性 しまり

10Y酸/3 鈍い責褐 シル ト質粘土 有 り 有 り
10YR5/4、 鈍い黄褐色粘土をブロック状に含む。埋戻土。酸化鉄を多 く含む。灰を部分的

に含む
人為的堆積層

10YR4/1 褐灰 粘土 有 り 有 り 埋土。グライ化 している

5Y3/1   オリーブ黒 ンル ト質粘土 有 り 有 り 埋土。植物遺体 を多量に含む。グライ化 している

2 25Y3/1  黒褐 砂質シル ト 鉦
ヽ

有 り 25Y4/2、 暗灰黄色粘土質 ンル トー部に含む。炭化物 と焼上を含む。
以下自然堆積層

3 10Y4/1  灰 粘上 有 り 有 り 5Y2/1、 黒色粘土をプロック状に含む。グライ4

SE-6

層位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘 性

1 101rR4//2 灰黄褐 粘土質シル ト 有 り 基
【

酸化鉄、炭化物を含む。10Y馳 /1、 自灰色粘土質シル ト、帝状 に含む

2 10Y馳ノ1 白灰 粘土質シル ト 有 り 有 り 10YR5/2、 灰黄褐色 シル ト質粘上を部分的に含む

3 10Y勲ノ1 褐灰 粘土質シル ト 有 り やや有り 砂 を含む

4 25Y3/2  黒褐色 砂質シル ト 無 し 鉦
（

植物遺体、炭化物粗砂を編状に含 t」

5 75Y4/1  灰 粘土質ンル ト 有 り 有 り 酸化鉄、炭化物 を含む。マ ンガン粒

6 10Y71  灰 色 砂質シル ト 征
【

無 し 植物遺体、炭化物を縞状に含み下面に黄褐色土をブロック状に含む

7 10YR4/1 鈍い黄褐色 砂質ンルト 無 し 無 し 植物遺体粗砂の互層

8 10Y3/1  オリーブ黒 シル ト質粘土 やや右 り やや有 り 植物遺体 を多量に含む

9 75YR3/1 黒 シル ト質粘土 やや有 り 征
ヽ

酸化鉄、粗砂 をプロック状 に含む

10YR73 鈍い黄褐色 シルト質粘土 やや有り やや有り 植物遺体、粗砂 を多量に含む

SK-33

層位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘  性 しまり

1 10Y郎/2 灰黄褐 ンル ト質粘土 やや有 り 有 り 10YR5/2、 灰黄褐色シル トをブロック状に含み、酸化鉄を含む

2 25Y3/1  黒褐 シルト 征
い

やや有 り 炭化物 を多 く含む。焼土を含む

3 25Y3/2  黒褐 シルト やや有り 有 り 焼土 と炭化物 を含む

4 25Y71  黄灰 粘土質シル ト 有 り 石 り 焼土を含む。10Y7/2、 灰白色粘土質シル トをまだらに含む。

SE‐7

層位 土 色 土   質
土   性

偏 考
枯 性 しまり

1 25Y3/2  黒褐 粘土質シル ト 有 り 有 り 25Y5/3、 黄褐色砂質ンル トをプロック状に含む。理戻土。全面的にグライ化

SE-8

層位 土 色 土   質
上    性

備 考
粘 性 しまり

5Y4/1 灰 粘土質シル ト 有 り 有 り
25GY4/1、 暗オリーブ灰色シル ト質粘土を斑点状に下層部に含む。全体にグライ化している。10YR6/6、

明黄褐砂を上層部に含む。炭化物と酸化鉄を少量含む

SK-32

層位 土 色 土   質
土    性

備 考
粘 性 しまり

1 ЮYR4/3 鈍い黄褐 粘土質シル ト 有 り 有 り 10YR6/4、 鈍い黄橙色シルト質粘上を部分的に含む。酸化鉄、炭化物を少量含む

層位 土 色 土  質
土    性

備 考
粘  性 しまり

10YR4/3 鈍い黄褐色 ンル ト 征
ヽ

右 り 焼上、え化物、マンガン粒を含み酸化鉄を多く含む

ЮY郎/3 暗褐色 シルト 征
ヽ

有 り 10YM/3、 鈍い黄褐色 シル ト質粘土をプロック状に含み、焼土酸化鉄、マ ンガン粒、灰化物を含む

2a ЮYR3カ  黒褐色 粘土質 シル ト 有 り 有 り 10YR3ん、暗褐色粘土質シル トをまだらに含み焼上、炭化物、マ ンガン粒、酸化鉄 を含む

10YR4/3 鈍い貢褐色 シ,レ ト 鉦
ヽ

有 り マ ンガン粒、酸化鉄を多 く含む

3a 10YR4れ  褐色 シル ト質粘土 やや有 り 有 り 酸化鉄を多 く含む。炭化物、マンガン粒を少し含む

10YR5/3 鈍い黄褐色 シル ト質粘土 艇
ヽ

有 り 酸化鉄を含む

10YR4/3 鈍い黄褐色 シル ト質粘土 やや有 り 右 り 酸化鋲を多 く合む

跡、地震痕跡などの遺構を検出した。

20層上面 調査区の北側で、SK-41～ 43土坑 3基 と、配石遺構 1基、地震による地割れ痕跡を検出した。

SK-41土坑 調査区北西角部で検出した。平面形は略円形で直径1.lm、 深さ0.5m、 断面形は略半円形を呈する。

SK-42土坑 調査区北部中央で検出した。平面形は円形で直径1.4m、 深さ0.55m、 断面形は舟底形を呈する。

SK-43土坑 調査区北東角部で検出した。平面形は略円形で直径1.4m、 深さ0.5m、 断面形は逆台形を呈する。

配石遺構 調査区中央で、10～25cm大 の自然石が 3石、縦に並んで折 り重なるような状態で検出した。掘 り方

は確認できなかったが、人工的な遺構と考えられる。

25層上面 調査区の南東部で、河川跡の西岸部分を検出した。

河川跡 概ねN-30° 一Eの方向で南流し、堆積土中に大量の流木を確認している。



Y三

42:!=_197859

引

&5町

Y=6068

脂

Υ 控 _i芦

58
片

SK 21

iV匝【 SK 16

引

Y=6074

Y=6081

十々-197860

IVtt SK‐ 28

洋   84町 Ⅳ区 SK¬ 8
IVtt SK‐ 20 SK-21

84町
  SK:20  sK‐21  卜_

Y=(

SK‐26

十X=197857

&4町
Ⅳ区SK手2卜 IV厘豆 SK-23 SK-24

IVEtt SK‐ 29

1 ォ 、 _

さ＼乙がツτ互5/

叱7Ω
片

盈4犠    卜

2以 4

引

引

Y=008ユ

850m
名

IV区豆 SK‐ 30
840m

卜   引

+瀑-19路巧

84蝸  
Ⅳ区 SK‐Ы

3

X⌒  2 ン

Y‐6073

SK 16

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR〃2 灰黄褐色 粘土質 シル ト 有 り 有 り 酸化鉄を多 く含む

2 10YR73 鈍い黄褐色 シルト 鉦
【

有 り ЮYR6/3、 鈍い黄色 シル ト質粘上を小ブロック状に含み酸化鉄 と炭化物 を含む

3 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 鉦
ヽ

有 り 10Y R5/3、 鈍い黄褐色 シル ト質砂 を小プロツク状 に含み、酸化鉄、炭化物 を含む

4 10YR5/2 灰黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り ЮYR5/3、 鈍い黄褐色 シル ト質砂 を小ブロック状に含み、酸化鉄を含む。一部に砂を含む

5 10YRワ 3 鈍い黄褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 酸化鉄を多 く含む

SK 17

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

I 10YR4/4 褐色 シ,レ ト 鉦
ヽ

有 り 10Y R4/3鈍い黄褐色粘土質シル トをブロック状に含み、駿化鉄を多 く含む、炭化物少量含む

2 10YR5お  鈍い黄福色 ンル ト質粘土 やや有 り 有 り 10Y R5/4鈍い黄褐色 ンル トをプロック状に含み、焼土、炭化物を少量含み、酸化欽を多 く含む

3 10YR3/2 黒褐色 粘土質シル ト 有 り 有 り 酸化欽 を部分的に含む。マ ンガン粒、庚化物 を少量含む

層位 土 色 土   質
土 性

偏 考
粘  性 しまり

I 10YRク 3 鈍い黄褐色 シルト 鉦
ト

有 り 全体的に酸化鉄を少量含むか部分的に多量に含んでいる。炭化物を少量含む

2 ЮYR5/3 鈍い黄掲色 シル ト質粘土 やや有 り 有 り
10YR5/42_い 黄褐色シル ト質粘土をブロック状に含む。10YR4/3鈍い黄掲色シル ト質粘土をプロック状に含
む酸化鉄を多く含む

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR4/4 褐色 ル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄、マ ンガン粒、え化物を含む

2 10YR4/3 鈍い黄褐色 ル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄、炭化物を含む。10YR3/3暗褐色土を一部含む

3 10YR4/3 鈍い黄褐色 ンル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄、炭化物、マ ンガン粒 を含む。炭 ?部分的に含む

4 10YR4/3 鈍い黄褐色 ンル ト質粘土 有 り やや有 り 酸化鉄、炭化物を含む

層位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

10YR4/4 褐色 ンル ト質粘土 やや有 り 有 り

2 10YR3/4 暗褐色 ルト質粘土 やや有 り やや有 り ЮYR5/6黄 褐色 シル ト質粘上、酸化鉄をまだらに含む

第18図  SK‐ 16～ 31土砿平面図・断面図



SK‐23・ SK-24

層位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘  性 しまり

la 10YR4/4 褐色 ンルト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄を部分的に含む

10YR4れ  褐色 シル ト質粘土 有 り 有 り 10Y R5/4鈍 い黄褐色 ンル トを部分的に含む

2 10YR   鈍い黄褐色 シル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄、災化物、灰をまだらに含む

3 10YR3/2  黒褐色 粘土質シル ト やや有り 有 り 酸化鉄、炭化物、灰 をまだらに含む

4 10YR3/3 暗褐色 シル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄、、灰 をまだらに含む

層位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘  性 しまり

l 101財2 灰黄褐色 ンル ト質粘土 右 り 有 り 酸化鉄、炭化物 を含む

2 10YR3れ  暗褐色 ンル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄を多量に含む

3 10YR3泡 1 黒褐色 ンル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄、炭化物を少量含 t・

4 10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト質粘土 やや有 り 有 り

5 10YR4/2 灰責綺色 シル ト質粘土 やや有 り やや有 り 酸化鉄を少量含む、砂 を少 し含む

10Y R5/2、 灰黄褐色シル ト質粘土と10Y R6/4、 鈍い黄橙色シル ト質砂を小プロック状に含み、酸化鉄も

多く含み、炭化物も少量含む

層位 土 色 土   質
土    性

備 考
粘  性 しまり

10YR4ん  鈍い黄褐色 シル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄、炭化物 を多量に含む。10YR3/2黒褐色粘土質シル ト、10YR72灰 黄褐色粘土質シル トを含む

2 10YR3/3 暗褐色 粘土質シル ト 有 り やや有り 10YR4/3、 鈍い黄褐砂を部分的に含む

3 10YR4泡  灰黄褐色 シル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄を部分的に含む

[OYR3/4 暗褐色
10YR3/2、 黒褐色粘土質シルト。10YR5/3、 鈍い責褐色粘土質シル トをプロック状に含み酸化鉄と炭化物を

含む

粘土質シル ト
10YRν 2、 灰黄褐色粘土質シルト。10YR7/3、 鈍い黄橙色シル トをプロック状に含む酸化鉄を多 く、炭化物

を少量含む

ЮYR74、 鈍い黄橙色シル ト質砂を少ブロック状に含み炭化物を多 く含む

層位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘 性

1 10YR3/2 黒褐 粘土質シル ト 有 り 有 り 10YR4/3、 鈍い黄褐粘土質シル トを少量含む。庚化物を少量含む

2 ЮYR6/3 黄橙 粘土質シル ト 有 り 有 り 10YR3/2、 黒褐色粘上質シル トを部分的に含む

層位 土 色 土  質
土    性

備 考
粘  性 しまり

1 10YR4れ  褐色 シル ト質粘土 やや有 り 右 り 10YR5/4、 鈍い黄褐色粘土質シル トを部分的に含む

2 10YR4/2 灰黄褐 粘土質シル ト 有 り 右 り 炭化物 を少量含む。中・小、数個の小石 を含む

3 10YR6/4  責澄 粘土質シル ト 有 り 有 り 10YR3/3、 暗褐色粘土質ンル トを含む

‖C区の遺構

ⅡC区では、 8× 16mほ どの台形の トレンチで深掘 り区の下層調査を行い、17層及び20層、23層 で水田の可能性

のある畦畔状の遺構、溝などを検出した。

17層上面 調査区をN-30° 一Eの方向で幅50～ 80cm、 高さ10～20cmほ どの畦畔状の高まり3条が走向し、水

田遺構の可能性がある。

20層上面 調査区をN-20～ 30° 一Eの方向で延びる溝状の落ち込みとピットを検出した。水田耕作土壌とみ

られるが不明である。

Ⅳ区の調査

Ⅳ区では、南側の 7× 6mの深掘 り調査区No.1と 北側の 7× 6.5mの 深掘 り調査区No.2の 2箇所で下層調査を行

い、深掘 り調査区No.2では、調査区壁面で確認した畦畔遺構検出のためにトレンチ南側に接 し、 5× 4mの調査

トレンチを設定した。
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5層上

いI

石碑列

3号板碑

土  色 土質 慌 考
粘性

'5CYVl暗
オリープ色 粘 土 有 り 有 り

書体的に細砂と酸化鉄を含む。石

と植物遺体を含む。選元婦である

4号板碑

土   色 土質
土  性

備 警
絡性 しまり

10Y4/1 灰色 粘 ■ 有 り
細砂を若干含む。酸化鉄を台
む。4号板碑と接着していた層

15GYVl暗 オリーブ灰色 粘 土 有 り
酸化鉄を上層部に多く含む

砂が若干混じる

層位 土 色 土  質
土 性

備 考
粘  性 しまり

1 ЮYR5/3 鈍い黄褐色 延
ヽ

やや石 り 若十粗めの粗砂 を多登に含む。 (b icm～ 5mm未満)な どもまばらに多 く含む

2 ЮYR4/2 灰黄褐色 シル ト質粘土 やや有 り やや有 り 1層 に比べ炭粒 を多 く含み焼土粒 は少な くなる

3 10YR3/2 黒褐色 ル ト質粘土 銀
い

有 り
鈍い黄橙色、橙色、明黄褐色シル ト質粘土粒 (φ lcm未満)を 上層部に多く含む低層部には炭化物 (炭 )を
まばらに多く含む所によっては横縞状に含むところもある

4 25GY6/1 オリープ灰色 シル ト質粘土 有 り やや有 り
25Y5/1黄 灰色粘土小ブロックと5Y7/2灰 自色粘土小ブロックを上層部にまばらに若干含む。極小の炭粒

(φ 5mm未満)を 若干含む。粗砂を細長ラミナ状に含む全体としては極小細砂の均質ある弱還元層である

25Y72  灰貢褐色 シル ト質粘土 有 り 有 り 酸化鉄を斑状 に含む

25Y3/2  黒褐 色 粘 土 有 り 有 り 25Y6/2灰 黄色 シル トを小ブロック状に若干含む

6 ЮYRν2 灰黄褐色 粘 土 有 り 有 り 5層起源の25Y3/2黒褐色の粘土粒若千上層部に含む

ЮYR3/1 黒褐色 粘 土 有 り 有 り 酸化鉄の管状班をまばらに多く含む。10YR6/1褐灰色の粘土を小ブロック状に含む

ЮY馳/1 褐灰白色 粘 土 有 り 有 り 7a層 と基本的には同じであるが掲灰色粘土小ブロック中層部から下層部にかけて多 く含む

1 5Yワ 1  灰色 粘 土 有 り 有 り
φ5mm未満の炭粒をまばらに多く含む。5Y73オ リーブ黄色小ブロック (細砂)若干まばらに含む。南壁に

おいては5Y5/3、 灰オリープ色粗砂多量にいい見られる水成堆積か ?

2 ЮY5/1  灰色 粘 土 有 り 有 り
φ lcm未 満の炭粒をまばらに若干含む。25Y6/1黄 灰色粘土小ブロック及び10YR4/1褐 灰色の粘土を小プロ

ックに若干含む

25Yν2  灰黄色 粘 土 有 り 有 り 25Y5/11黄灰色粘土小ブロックをまばらに若千含む、炭粒5mm未満極わすか含む

25Y5/2  暗灰黄色 粘 土 有 り 有 り 5Y6/3、 オリープ黄色粘土粒 (b lcm未 満)を 中層部か ら下層部にかけてまばらに着干含む。木製品出土

ЮY5/1  灰色 粘 土 有 り 有 り 左上層部に75GY5/1緑 灰色粘土小ブロック若干含む。馬骨出上

第19図  V区遺構・板碑実測図
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層   位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘 性 しまり

よ 10GY4/1 暗緑灰色 粘土 水団耕作土 (現代 )

2 5BG6/1  青灰色 粘 土 水田耕作土で酸化鉄の集積層が水平に2枚間層 として入る

3 5BG6/1  青灰色 シル ト質粘土 酸化鉄の小斑点粒子が多 く混入。少量のマ ンガン粒 を混入 (埋戻 しの層 ?)

4 10YRν4 鈍い貢橙色 粘 土 中に10YR3/2黒褐色粘土、5BG6/1青灰色 シル ト質粘上 をブロック】大にFFL入 (埋 め戻 された層 )

5 75Y5/1  灰 色 粘 主 中に10YRν 4鈍 い黄橙色粘土 と10GY7/1明緑灰色粘土をプロック状に混入

6 10GY5/1 緑灰色 細 砂 75Y灰色の粘土を大 きなプロック状 に混ス

7 ЮGY7/1 明緑灰色 粘 土

8 75Y5/1  灰色 粘 土 中に10YR6/4灰 色シルトと10GY7/1明 緑灰色粘上、植物遺体少量混入、全体的に斑点状に混じる (埋 め戻し層)

9 25Y3/2  黒褐色 植物遺体層、 クル ミ、木片、枝混入

75Y5/1  灰色 ルト質粘土 75Y8/1灰 白うすい層。バームクーヘン状1こ なっている

11 75Y5/1  灰色 粘 土 25Y3泡 黒褐色粘土 と、75Y5/1灰 色粘上がバームクーヘ ン状に堆積 している

12 10GY7/1 明緑灰色 ル ト質粘土 75Y5/1灰 色粘土と斑点状 に混 じり合 う

13 25GYν l オリーブ灰色 シル ト質粘土 25Y7/31売 貢粘上をプロック状に含み酸化鉄 を多量に含む

第20図 試掘調査区実測図
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凶 # 種 別 登 録恥 種 着] 器種 区 遺構 トレンチ 層 位 石  質 日径cm 胴径cm 器高cm 厚cm 重さFr 産 地 年  代 備  考 写真図版

8 磁 器 染付 皿 I E 1 (19) 43 月巴前 17～ 18c
染付底部に渦福

山水画か

9 瓦質土器 Ia-47 悟鉢 SD] A 4 ll 17～ 18c おろし目穴

無釉陶器 I缶3 蓬 SD] 4 在地 13～ 14c 整 摺 りIItに 転用か
"

11 瓦質土器 Iょ44 冨鉢 A 4

臨釉陶器 た目茶碗 SD■ 東A 4 (33) 中 国 黒釉 建姦窯か 27

磁 器 J‐ 22 青花 皿 I SD■ 4 中 国
呉須手 端反 り

内面に墨付着

磁 器 J‐ 23 青花 皿 Ⅱ SD■ 5 (22) 中 国
16c後 半～

17c初
万暦方式

磁 器 青花 皿 I SD■ 中 国
16c後 半～

17c初
万暦方式

磁器 来付 皿 I SD■

17 磁 器 青花 皿 I 5 60 中 国
16cれそ半～

17c初
万暦様式

磁 器 染付 宛 I SD■ 7 108 54 肥 前
勺面 氷裂文  目

亦 外面 亀甲文

磁 器 白磁 皿 SD■ C 126 (23) 中 国 15～ 16c 端反 り皿

磁 器 青 花 皿 I SD■ 76 中 国
16c後 半～

17c初

高台内に字? 砂高

台  万暦様式

21 無釉胸器 菱か壷 SD■ (45) 11 常 滑 中世 甲印あ り

無釉陶器 Iaも 羹 7 長 (7と

石製品 Ka4 砥石 SD■ 石莫安山岩貿 ,2(幅 : 長 (75! 5308

石製品 KⅢ ll 氏石 ] SD■ 勝
ｄ７

石英安山岩質

摩灰井
幅 20 長 98 100 31

石製品 K「3 入形 I SD■ d3 幅 33 長 45
(物像 根状の石材二頃部を

‖り出し、女頚状の線刻あり

第21図  I区SD‐1堀跡出土遺物実測図 (1)



イ

ー

ー

＝

＝

――

――

″

図 # 種 別 登録配 器種 区 遺構 トレンチ 層 位 高 さcm 厚cm 備 考 図香号 写具凶版

石製品 Kュ12 百日 I d6 302 ∫分画 3～ 4溝一単位 第22凶

〃 石製品 K″ユ FT鉢 SD■ 820 4(底都厚 ) 第22図

第22図  I区 SD‐1堀跡出土遺物実測図 (2)
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図 平 種】U 登 StNQ 種 別 器種 区 遺構 トレンチ 層位 器高cm 底径cm 厚cm 備 考 写具 図版

木製品 レ体5 漆器 腕 I SD■ 3 (34) 朱漆で植物文か

29 木製品 漆器 腕 I S}ユ d5 (68)
内外面共に黒色ない し暗赤色漆地 底部に暗赤色

漆で絵柄 意匠不明

30 木製品 ユ争11 黍器 椀 I SD-1 10お (44)

木製品 チを56 黍恭 腕 I SD‐ 1 5 8 内 外面朱漆地 高台内黒漆
べ製品 チb-2 11? I SD■ 内外面ロクロ挽き 32

木製品 下駄 I SD■ 幅α8 長 (192)

木製品 vIワ 4t簡
～
4L I S}1 5 幅 (30) 長 (245) 長方形の材の一端を尖 らせ、他の端は祈損

製ヽ品 院 I d5 幅 (63) 長 (364) BO(未瑞部|

第23区  I区SD-1堀跡出土遺物実測図 (3)
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第24図  I区SD‐1堀跡出土遺物実測図 (4)

深掘り調査区No.1

8層上面 灰白色火山灰を含む 9層 の上層で、ピット3基を検出した。上層の 6層及び 7b層 とともに耕作土 と

なる可能性はあるが、詳細は不明である。

11層上面 調査区をN-0° 一Eの方向で 6m以上調査区外に延びる、幅0.8m、 高さ5～ 10cmほ どの畦畔状の

高まりを検出した。東側にほぼ直角に分岐する。

12層上面 N-40° 一Eの方向で約 4m延びる、幅0,4m、 高さ 5cmほ どの畦畔状の高まりを検出した。東側に

分岐する可能性のある高まりも検出している。調査区南西角部で、不整形の落ち込みを検出したが不明である。

深掘
',調

査区No.2

12層上面 調査区内で 4基のピットを検出した。ピット3基はほぼN-0° 一Eの方向で一直線に並び、その

間隔は約2.2m、 中央のピットの南側約3.5mの距離にはピット1基が位置している。これらのピットが柱列を成す

ものと仮定すれば、T字形を呈しているが、不明である。

17a層上面 追加 トレンチで、幅1.8m、 方向E-50° 一S、 長さ4.2m以上で調査区外に延び、高さ0.3mほ どの

図 # 種 別 登録Nα 器種 区 遺補 トレンチ 層位 器径cm 高cm 醒
厚ｃｍ

径cm 厚cm 長cm

柄

幅ｃｍ

柄

厚ｃｍ
備 考 写真 図版

木製品 じょ7 柄 杓 I SD] A 5 9 08 525

桶部は桜皮で側板外側 1列 2段、 内側 1

列 2段 に綴 じ戻 あ り 柄先端が あたる

位置に固定のための桜度が残存
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〇 0                       10cm

種 翡] 登録 No 種 別 器 種 区 遺構 層位 日径cm 頭部径cm 器高cm 底径cm 厚cm 備 考 写真図版

木製品 漆器 椀 I SD■ (104)
肉面 朱漆 地、外 面黒漆 地 に朱漆 で三 ,

両 波千鳥文

木製品 Laお 漆器 椀 I C (136) (72) 6
内面底部中央 に朱漆で三 巴文、周囲に波

千鳥文

木製品 じa-13 漆器 椀 I
内面黒漆地に極暗赤褐漆、外面黒漆地 に

赤漆で文様

木製品 L‐aお 漆 器 椀 I SD] B 9 104 (35) 5
内外面 ともに朱漆が剥落 して下層の黒漆

地が露出

木製品 じa‐7 漆 器 椀 I SD■ C 9 59
内面朱漆、外面黒漆地に朱深で「南天」植物

文様、高台内「大町四丁目 作左衛問」銘

木製品 じ16 下駄 I SD■ B 9 幅 (44) 長 (70) 鼻緒穴 1穴

木製品 じkl 建材 ? SD■ 6 幅 (15) 長 (215) 03(穴径 ) 穿孔あ り

木製品 じn‐2 建材 ? I SD■ C 7 幅 (22) 18(長 ) 06～09(孔径) 38 穿孔2孔あり

木製品 L」■ 木錘 I SD■ B 9 長 (95) 21(頭 部径) 31(柄 部径)

円形 に整形 された頭部  肖Jり 出された頚

部の棒状 片側欠損

木製品 木錘 I SD■ C 9 長 (95) ケ1(頭部径) 24(柄 部径)

未加工の頭部に向かつて削 り出された霧

部をもつ棒状 片端欠損

48

第25図  1区SD引 堀跡出土遺物実測図 (5)
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図 学 種 別 登録No 種 別 器種 区 遺穂 トレンチ 層位 口径 cm 胴径cm 器高cm 厚cm 備 考 写具 図淑

守 木製品 L a57 漆 器 皿 I SD■ C (27) 69
内外面黒漆地に朱漆で文様「亀」 と草れ

文か

48 木製品 とaつ 漆 器 椀 I SD■ C (141)
外面黒漆地 に朱漆で三引両文  高台 内に

線刻「廿」か

49 木製品 La4 漆 器 椀 I SD■ B 5 高台内線刻

木製品 L‐ a‐ 10 漆 器 椀 I SD■ E (123) 外面黒漆地に朱漆で植物文 高台内墨書

木製品 lヽJ 木簡 木札 I SD■ E 幅 (25) 長 (99) 文字痕か 欠禎部分が多 く用途不明

木製品 Liも 院 I 5(胴体長 : 44(未端長 ; 109 (長 ) 北本の先端部を向取 り

木製品 L‐n‐ 1

台
I SD■ B 幅62 長 132

台部のみ 断面台形に面取 り 装飾なし 押

見の差込孔は方形 (長 さ56・ 幅10深 さ1 2cm)

割 木製品 折敷 I SD■ B 幅 17お 長 (112) 打欠あ り

第26図  1区SD引 堀跡出土遺物実測図 (6)
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第27図  I区SD-1堀跡出土遺物実測図 (7)

水田畦畔を検出した。畦畔の東西で水田面の高さに差があり、東側が高く西側が低い。疑似畦畔Aの高まりを13層

上面まで確認している。

17b層上面 追加 トレンチで、幅ユ。3m、 方向E-50° 一S、 長さ4.2m以上で調査区外に延び、高さ0.lmほ どの

水田畦畔を検出した。畦畔の東西で水田面の高さに差があり、東側が高く西側が低い。17b層水田の疑似畦畔Bで

ある可能性がある。

20層上面 追加 トレンチで、幅1.5m、 方向E-50° 一S、 長さ4.2m以上で調査区外に延び、高さ0.lmほ どの水

田畦畔を検出した

懲 |

図 草 種 別 登鰤 a 器 種 区 選構 トレンチ 層位 長cm 幅cm
長cm

柄

幅ｃｍ

柄

厚cm 鞠長ｃｍ
ヘラ部

幅ｃｍ

ヘラ部

厚ｃｍ
備   考 写真図版

木製品 じと2 分 司 I SD■ B 9 803 243 504 15～ 16 299 243 08～17
ヘ ラ部分 にケズリ痕  福

部方形 一本作 り
35

木製品 じo2 此敷 I SD■ C 35Ю 02～ 05(厚 ) 竹釘残存



60

図 1 器種 登XNo 静種 区 遺構 トレンサ 層位 口径cm 胴径cm 器高cm 底径 cln 器厚cm 重 さ g 備 考 写真図版

金属製品 ヽ 2 短刀 I SD■ D &5(刃 の長 }6(重ね峰部厚j 267(長 ) &3(箋径 ) 17(茎幅 ) 目釘子し1穴  鋼製の縁環

金属製品 N5 陣丸 I SD■ dl 105(直径 )

金属製品 N31 クサビ SIl‐ 1 2 25(幅 ) ヱ7 (長 )

611 金属製品 N3 曲尺 I SD■ 15～ d 248(横手長) 17(長手幅) 4G7(長手長) 17(浅手幅) αあ (長手厚) l125(横 手長)

表 .長手 1尺 5寸 2分 横手

寸の目盛 裏長手 横手に日盛

金属製品 さヤ32 古銭 I SD■ 23(直径 ) 07(孔径 ) □元通費

金属製品 望ヾ7 古銭 I SD■ 4 直径 (23) 了し径 (10 llB 皇□□賓

儀属製品 単33 き銭 Ⅱ SD■ 6 23(直径 ) 07(子し径 ) ¬元通奮

第28図  I ttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (3)
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図 # 種房J 登録血 器種 区 遺構 層 位 石 質 口径 cm 胴径cm 器高cm 底径cm 厚cm 重さg 産 地 年 代 捕 考 写具 凶倣

歯器 丁167 手塩 皿 表土

施釉陶器 Ib‐ 21 小 壷 ⅡA 2 瀬戸美濃
内面 飴釉渦巻 き模様糸切 り

上みせ 茶入れ

磁器 皿 ■A SD■ 2 98 27 5 瀬戸 ? 型押菊皿

施釉陶器 Ib‐ 20 燈明皿 ⅡA SD■ 2 38 18～ 19c 志台

瓦質土器 Iaワ3 信 鉢 ⅡA SD■ 16～ 17c 折りれ飛

無釉陶器 I「26 養 ⅡA SD■ 3 常 滑
口縁部外側に白粘土付着 折

り重ねの空洞
石製品 Ka‐ 13 F製円報 ⅡA SD■ 2 40(幅 ) 51(長 ) 中央に径5mmの有孔

71 石製品 Kaも 石 鉢 ⅡA SD l I

石英安山岩

質凝灰岩
293(幅 ) 56(長 )

外面に幅約Ocmで 間隔14～

17cmの 工具痕

石製品 Ka‐6 不 明 ⅡA SDユ 4
石英安山岩

質凝灰岩
6(幅 ) ■9(長 ) 1224

割面が磨 られ、平坦面が銚利

な角 をなす

寄 厄質土器 I争22 火鉢 ⅡA SD■ 2 2&8(幅 ) 2112(長 ) 1

Й 瓦質土器 吾炉 EA SD 2 ユ 香炉 磨き

施釉陶器 橋 鉢 ⅡA SD■ 2 ユ 堤 ?
鉄釉 摺 目磨滅底部 回転糸

切 り痕

瓦 H8 軒桟瓦 ⅡA 表土 小巴部径η 軒平部幅&7 Jヽ 巴三巴文 30

第29図  II A区 出土遺物実測図 (1)
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第30図  II A区出土遺物実測図 (2)

22層上面 調査区北西角付近で、幅0.4～ 0.5m、 深さは0.05m、 長さ4.5m以上で調査区外へ弧を描いて延びる溝

状遺構を検出した。

4)地震痕跡

縄文時代晩期以降の大規模な地震による液状化現象による噴砂・地割れ・断層と、江戸時代中期の波状化現象に

よる噴砂が調査区の北半部で確認された。

縄文時代の液状化現象を示す砂脈は、 I ttSD-1堀 跡の底面より下層に位置する砂層 (32層)か ら連続して立

ち上が り、洪水堆積物である砂混じリシル ト層 (26～31層 )を 5～10cmの幅で帯状に貫き、 I区からⅡB区 にか

千__、工三エユンxr//

笠 ＼   ヽ1埒
iチ ＼

、
_人 ＼ 夕

よ

|＼常生 く ‐`‐‐‐て_ふ＼

凶 イ 種 別 登 録 NQ 種
"U

器 揮 区 遺構 層位 日径 cm 器高cm 底径cm 翻厚cm 傭 考 写真図版

77 木製品 L a16 奈器 塊 ⅡA SD■ 5
内面黒地に朱漆 外面黒地に朱漆で植物文 高台「一」

字墨書
32

78 木製品 漆器 皿 ⅡA SD■ 5 (60, 内面ロクロ 外面黒漆地で字か文様

79 木製品 L‐を17 漆器 兎 ⅡA SD■ 6 33

80 木製品 Li2 下駄 ⅡA SD■ Vえ 3 幅 (67) 96(長 ) 歯

木製品 じに2 ⅡA SD■ 9 341(幅 ) 644(長 ) 阪状で全面に面取 り痕 36
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図 # 種 別 登録聴 器種 区 遺 構 層位 石 質 日 経 cm 底径cm 厚cm 重 さcm 産 地 年代 備 考 写具 凶版
上師質上器 7 /1ヽ 壷 表採 手づ くね

瓦質土器 Ia 28 橋鉢 SD■ 表採 (62) おろし目有 り

瓦質土器 【a‐27 霊 表採 (78) 17 顕部 壷 ?

誘 施釉陶器 /1ヽ 味 SD■ 表採 相馬 18c´ψ 24
施釉陶器 碗 SD■ 表採 (52) 相馬大堀 18c― 外面灰釉流掛け 貫入

随釉陶器 皿 SD■ 表採 肥 前 17c後 半 蛇の目釉ハギ 高台露胎

施釉陶器 Ib‐ 53 皿 SD‐ J 表採 (22) 唐 津
17c後 半^
18c前 半

青緑釉 蛇の 目釉ハギ

無釉

高 泊

89 施釉陶器 Ib‐ 42 鉢 表採 174 13 堤 19c後半 ナマコ釉 貫入 胎土 目 26

施釉陶器 Ib-43 鉢 表採 (74) 06 堤 19c後 半
ナマ コ釉 重ね積み痕外部体

部下半～高台内無釉

91 施釉陶器 鉢 表採 232 (82) 瀬戸美濃 18c後半～ 山水鉢 (半銅奏 )

施釉陶器 Ib‐ 40 橋 鉢 SD■ 表採 岸窯系 17c々-18c
7本 1単位の放射状摺 目 下半

部磨滅

石製品 Kと7 砥石 SD■ 表採
石英安山岩

質凝灰岩
6(中畠) 長 (73) 2

94 ガラス製品 S弔 撹舌し 78 01^,02 ランプのホヤ状
ガラス製品 S7 鉢 撹舌し 190 36 折縁のある鉢
ガラス製品 壊 SD■ 2 276 68
ガラス製品 S4 瓶 SD■ 撹 乱 6 38
ガラス製品 瓶 撹 乱

Sう 瓶 SD■ 撹 乱

第31図  II BttSD-1堀 跡出土遺物実測図 (1)
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図 学 種 別 登録詭 種 別 器 種 区 遺構 層位 器 高 cm 瓜径 cm 産 地 年代 備 考 写真図版

施釉陶器 Jヽ壷 i4作土 4 4 28 瀬戸美濃 江戸後期 茶入れ小壺 系切 り上みせ

た釉陶器 b30 売 耕作土 36 相 馬 19c後 半 灰/11系 釉流 し 高台内無釉 21

滋器 ‐
149 染 付 宛 1 28 瀬戸 ? 原氏香文

磁器 染 付 蓋 ,4(蓋径) 肥 莉 焼継

磁器 白磁 手塩皿 表採 36 平清水 ? 目跡 菊皿

磁 器 ‐156 白磁 皿 表採 瀬 戸 19c中 端反皿 寿字文

106 磁 器 ‐153 自磁 皿 表採 21 瀬 戸 20c中 端反皿 寿字文

107 磁 器 42 漿付 皿 2 32 17c後 半 見込み蛇の 目釉ハギ

108 照釉陶器 b‐75 壺 SD‐2 (26) 美 濃 映釉

109 磁器
「
109 柴付 皿 I (■ 6) 肥 前 電水文 ハ リ支え

磁器
「■1 染付 皿 2 肥 前 18c前 半 佗唐草文

1 無釉胸器 [b37 碗 SD 2 2 瀬戸美濃 天目 墨痕 ?

2 磁 器 白磁 皿 SD‐ 8 2 (22) 瀬 戸 19c中 期 端反 り

113 無釉陶器 [b74 皿 SD‐ 3
上 面

(114) (20) 瀬戸美濃

土製品 Pお 入形 表採 頭 部

5 石製品 暁 2 62(幅 ) (長 ) 06～19

16 石製品 Kaお 石 鉢 SD 3 仮 2 (92) 日端部

第32図  lI B区 表土・SD-1堀跡以外の遺構出土遺物実測図
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図 イ 種 別 登録血 種 別 器種 区 遺橋 層位 器高cm 日径 cm 底径cm 厚 cコ 産地 年 代 傭 考 写真図版

施釉陶器 碗 SD■ la 相馬 18c後 半 高台高い 砂 目跡

距釉陶器 Ib‐ 32 腕 2 6 18c 決釉掛分け 18c

地釉陶器 Ib‐ 157 鉢 SD■ 2 堤 幕末～明治 対面ナマコ 胎土 目

磁器 」■04 染付 皿 2 肥 前
内面龍花文 外面唐革文 見込五弁花文 コン

ニャクE口 判 高台内「大明年製」 界線

磁器 」■06 染付 輪花ll SD■ 2 37 肥 前
17c後 半～

18c初

内面竹梅笹文 外面 唐草文 見込五弁花文コンエャ

クllF判 高台内「夫明年製」 界線 J‐105と 揃い

磁器 子‐43 果付 皿 3 肥 前 内面昆虫花文

施釉陶器 Ib-36 碗 SD■ 瀬 戸
17c後 半～

18c初
21

施釉胸器 Ib‐ 91 鍋 S'1 2 97 198 堤 18～ 19c

磁器 青磁 春炉 P SD■ 2 (65) 肥 前 17c後 半 軍花文

磁器 青磁 皿 SD■ 5 09 中 国 15～ 16後半 鏑文 貫入

磁器 白磁 紅 皿 6・ 8 7 中 国 15～ 16後半 蛇の日釉剥 ぎ 漆継 ぎ 21

128 土師質土器 Hlか鉢 6

129 施釉陶器 碗 6 5 不 明 18c? 灰釉 畳付 を摺っている

130 照釉阿器 Iを30 層鉢 SD■ 2 (127) 岸窯系 18c? 摺 日間隔が広 , 26

第33図  II BttSD-1堀 跡出土遺物実測図
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第34図  II B区 表土出土遺物実測図

けての縄文時代晩期から後期の遺物包含層である砂混じりのシル ト層 (23～ 25層)内で水平にレンズ状に広がって

いる。これらの各層上面では、数ミリ程度の管状を呈す、砂が噴出した痕跡を無数に確認した。

I ttSD-1堀跡の底面で検出した地割れは、幅20～40cm、 長さ10m以上で、北から南に緩 く弧を描いて延び、

深掘 りしたBト レンチでは、32層 上面で東西に20～ 30cmの段差をなす「断層」が認められる。さらに上昇する砂

層の中には帯状の砂脈が日視で確認され、2A区縄文時代後期のSI-2竪 穴住居跡の堆積土を切って延びている。

ⅡB区でも黒褐色粘土層 (23層 )上面で南北方向に廷びる地割れ痕跡を断続的に約10m分検出している。

江戸時代中期の液状化現象は、SD-1堀跡堆積土最下層となる泥炭質粘土層 (8層 )が17世紀後半から18世紀

前半の遺物を包含する埋め戻 し上 (3b～ 6a層)を切って上方に貫入している。

この時期の地震被害に関する記事を「義山公治家記録」や「大統院実紀」、「有徳院実紀」などの史料からみてみ

ると、享保16年 (1731)9月 7日 に発生した地震は岩代付近を推定震源に発生しマグニチュー ドM≒ 6.5相当と推

定されてお り、現在の福島県北から宮城県南まで甚大な被害を及ぼしていることから、検出した液状化現象を残 し

た地震と想定できる。

図 # 種 別 登録NQ 器種 区 層 位 用 途 器高c打 底 径 cm 産 地 年代 備 考 写真図版

施釉陶器 Ibつ 5 層鉢 V 表 採 調理具 18c ,々紬 回転糸切り Ib 87と 同一個体か

132 施釉陶器 〔b-39 据鉢 表 採 調理臭 堤 19c
決釉  口縁都に注 目・ 1条 の縁帯 摺 目は級密 で底部磨

成 回転糸切 り底
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第35図  lI BttSD―刊堀跡出土遺物実測図 (1)

寒川旭氏によれば、平成 5年 6月 に採取 した砂脈の砂 (I ttBト レンチ32層)の粒度分析 (1994年 5月 に結果報

告)か ら、サンプリングした砂は特に液状化 し易い粒度組成であり、砂粒は中粒から粗粒で洵汰不良であることか

ら、供給源は確認できないが河床砂起源の堆積物である深部の砂が液状化 して上昇した可能性が高 く、約3,000年

前においてM6程度の直下型地震が想定されるとの指摘をいただいている。また、「粘土層の上昇」についても、

京都府長岡京などで確認されているとのご教示を得ている。

また、調査現場を視祭いただいた松本秀明氏のこれまでの調査研究、特に「河川跡出土流木の C14年代測定」

(松本秀明 1993)や 「仙台平野の決積層中に記録された長町―利府線の活動を暗示する2-3の地形的証拠」 (松

本 1994)に よって提示された、予想される宮城県沖地震への問題提起に対する喚起や、発掘調査によって検出し

た地震痕跡のさらなる調査研究が必要であると思われる。

ど智【、ミ

図 4 種 別 登録No 種
"1

器 種 区 還橋 トレンテ 層位 口径cm 器高cm 底径 cm 備 考 写真図版
木製品 L― a‐ 19 漆 器 椀 SD■ ユ 3 60 高台関墨書

木製品 L‐と20 漆 器 椀 SDユ 2 4 59
135 木製品 L‐a21 漆 器 椀 2 4 高台内「うちつし」押印
136 木製品 baワ 3 漆器 免 SD I (260) 外面黒漆地に朱漆で三ッ引両・松文
137 木製品 レa‐24 漆器 宛 (143) 内面黒漆地に朱赤漆 外面黒漆地に朱赤漆で竹文 高台内墨書

木製品 L―a‐27 漆器 兎 7 内面黒漆地 外面黒漆地に朱漆文様、樹脂Pが付着
木製品 テと25 漆器 蒐 SD■ 7 (55) 勺外面朱漆 黒漆で九文
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140 木製品 A4 下駄 SD■ 8 267 166

木製品 チ13 下駄 SD■ l 6 (120) (104) 34

142 1製品 チエ5 阪軍矮 SD■ 5 b20 21И 34

第36図  II BttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (3)

5)小結

今回の調査で検出したSD-1堀跡は、近世初期に開削され19世紀まで開日しており、文献の記載 とは差異があ

ることを確認できた。北目戎跡は、複雑な構造を有する堀や溝を中心とする遺構群で構成される近世初期の城館で、

障子堀で防御に力点をおいている。

北目城跡は、近世の城館跡であるのみならず、縄文時代後期～晩期、弥生時代中期、古代の遺構を有する複合遺
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図 イ 種別 登 鎌配 種
"H

静 樫 区 選穏 トレンチ 層伍 長cm 幅cm 板厚cm 柄嘱cm 柄厚cm 厚cm 傭 考 写具 凶傲

木製品 レd‐1 曲物 底板 SD■ ,3 35

144 木製品 ♭d'ワ 曲物 柄杓 SD‐〕 1 6 00(観坂高) 1&0(柄長) 1 H3は板径
践皮 で2枚 と3枚の側板 2列 が連続 して綴

ら/t2組並ぶ

145 木製品 L‐ dワ 由物 柄杓 SDユ l 6 147
カープを持つ淳い板状 3点で2点 に孔石

り

146 木製品 LttИ 由物 柄 杓 SD l 6 76(器高) 名6(底根径) α6は輝 )

妾皮で柄の差込み穴近くで3列 に1列 戦 、真ヰ

こ1列 1段、そのとなりに1列鍛 綴じている

147 卜製品 Lk-3 由物 柄 杓 SD‐ 1 4

第37図  II BttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (4)
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図 イ 種 別 登録血 種 別 器種 区 遺構 トレンチ 音位 長cm 甲目cm 打阿径 cm 瓜 径 cm 厚cm 重 さg 柄部幅 柄部厚 捕 考 写具図版

木製品 じk‐7 製ヽ品 SD■ 6 (25) 02(穴径) 有孔2穴 板材 36

149 木製品 Lfl 木製品 箸 SD‐1 2 6 (178)
中 間折 れ、頭部 に欠損 、

加工痕

1511 木製品 M望 木製品 木札 SD―ユ 7 03

任日板‖を折牧法により長方形に成形、

と,右に切り嶺き。他の端が析損 奈

良目立則と財研究所分類 (03理 剣

39

木製品 L―卜1 木製品 獅 SD-1 7 115(標 長) 43(高 ) 12(標厚
'

14(棟幅) 塗 り有 り 38

152 木製品 じk‐6 製ヽ品 建材 SD■ 6 (263) 65(径 ) 34X争 1(A穴0 24(深 ) あX昴 (B穴9 19 (深 ) 継 ぎ手 36

153 作製品 じ匹 2 木製
『

rr簡 SD■ 8 233 45(径 ) 38

154 竹製品 Lg5 木製品 杓子 SD■ 6 (691) 65(皿 部長) 10(皿部幅) お～閉 IL部厚 柄部長 (526 23～3: 19～ 3
握 り部は九 く、端都欠芋

ヘラ先端焼焦げ欠失
35

第38図  lI BttSD引 堀跡出土遺物実測図 (5)
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第40図  II C区 出土遺物実沢」図 (1)

跡であることが明らかになり、さらに遺跡範囲は南側に拡大することを確認 した。

2.出土遺物

出土遺物には縄文土器、弥生土器、土師器、土師質土器、須恵器、瓦、陶器、磁器、石器、木製品、木簡、金属

製品、骨角製品、土製品、ガラス製品などがある。 (本章で記述する遺物の番号は、実測図番号に対応)

1)縄文土器 (遺物略号 :A)

I区・ ⅡA区・ⅡB区・ⅡC・ Ⅳ区において、近世の堀・溝跡、竪穴住居跡 。遺物包含層・河川跡が検出され、

縄文時代後期後葉から晩期にかけての上器が出土した。遺構及び包含層から出土した縄文土器について、記述する。

(1)遺構出土の土器

SD-1堀跡

431・ 432・ 434は 、後期後葉の土器である。これらは、いずれも沈線が施され、盲孔のある、または縦に害!れる

瘤状突起が付 く。437は 無文の壼形土器で、438は 口縁部が内傾する深鉢形土器である。

SD-12溝跡

436は 底部の一部に網代痕がある。

SI-2竪穴住居跡

537～ 540は 、後期後葉の上器である。537・ 538は 、沈線が施され、瘤状突起がある。539。 540は 、条線又は櫛歯

条線が施される。540は 、SI-2竪穴住居跡の掘 り方から出土している。

SI-3竪穴住居跡

541は 、後期後葉の土器である。日縁部に平行沈線が施され、瘤状突起がある。5421よ 、SI-3竪穴住居跡の床面

から出土した台付鉢形土器である。

(2)I区出土の土器

図 # 種 別 登録配 種 7」 器種 区 層 位 器高cm 日径cm 底径cm 厚cm 産地 年 代 師 考 与具 凶版

156 磁器 染 付 碗 表採 106 単副 18c後 半代
呉須で雪輪梅文 高台内「大明年製J崩れ銘 梅樹

文 くらわんか手
20

157 海釉陶器 自磁 碗 2 対面漆付着

158 瓦 ■7 軒平瓦 2 42(幅 ) 魚瓦 江戸式

159 竜釉陶器 橋 鉢 2 326 堤
=手

か
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図 草 種別 登録 No 種
"1

器 種 区 選 儒 層 包 石 質 器高cm 重 さ貿 産地 年代 備 考 写具凶版

施釉陶器 Ib‐ 162 Il SD■ 撹 乱 07 瀬戸 美 濃 16c前半 トナン

施釉陶器 Ib-161 浅 鉢 不 明 (37) 07 志野
HI志野  大窯5期  目跡 底 音|

回転糸切 り

碓釉陶塙 Ib 151 小 壷 SD■ 撹 乱 07 瀬戸美濃 茶入れ 糸切 り底 25

鼈釉陶器 Ib-168 宛 撹 乱 76 31 05 相馬 19c後 半 え釉流掛け 高台無釉

164 磁 器 75 青磁 香炉 肥前 17c後 半 25

施釉陶器 Ib‐ 169 鍋 SD■ 撹舌し
外面下半部に素地部分 一部燥刊

着 外面下半部に円錘 ピン2カ 所

磁 器 染付 浅 鉢 SD■ 撹 乱 平清水か切込 宅の目凹高台 J‐47の皿 と揃い

167 磁器 J■52 青花 碗 SD■ 撹 乱 中国 16c後 半 菊花文 漆継 ぎ痕

168 磁器 155 青花 皿 SD■ 撹 乱 57 中国 16c後 半 雪台内故射状 ロクロロ

169 電釉胸器 Ib‐204 皿 2 相 馬 決絵

170 施釉陶器 Ib‐ 167 宛 SD■ 磁がり部8c 相馬 旬器

施釉陶器 Ib‐ 163 皿 6 (33) 肥前 17c後 半
蛇の 目釉ハギ 高台露胎   I
b51と 同 じ

172 石製品 Ka 30 石 鉢 IC 2 凝灰質砂岩 182 外向に工具涙

173 石製品 Kaお4 砥 石 5
石英安山岩

質 凝灰岩
34(市冨) 91(長 ) 3 955

174 石製品 Ka 31 砥石 ⅡC SD■ 5
石英安山岩

質 凝灰岩
幅 (67) 長 (■8) 13-19 1387

175 石製品 Kと 33 虫石 SD■ 5 石英安山岩 47(幅 ) 106(長

第4刊 図 II CttSD-1堀 跡出土遺物実測図 (1)
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第42図  II CttSD-1堀 跡出土遺物実測図 (2)

13a ・ 13b層

446は 、晩期末葉の深鉢形土器である。変形工宇文が描かれる。441は 、なだらかに隆起する波状口縁 をもつ。

442は、袖珍土器である。4441よ、平行沈線が日縁部に施される。445は、斜縄文が施 され、内面に災化物が付着 し

ている。

15層

454-1～ 4は、後期後葉の上器である。胴部に 4本の櫛歯状の交差条線が施される。同一個体であ り、大型の

深鉢形土器である。450及び451は 、平行沈線が口縁部に施される。447～449は 、無文の日縁部である。

17層

452-1～ 3・ 453・ 456は、後期後葉の深鉢形土器である。452-1～ 3は、同一個体で、数条の横位平行沈線が

胴部に施され、横長の大瘤及び小瘤が隔付 される。453は、日縁部に平行沈線及び瘤状突起がそれぞれ施 される。

ｎ
Ｈ
日
Ｈ
＝

Ｈ
Ｈ
Ｈ
日

一

凶 イ 種
"]

登録 No 種別 器種 区 遺構 層位 器高cm 日径cna 幅cm 底径cm 厚cm 備 考 写夏図版

176 木製品 L‐ a望6 漆 器 椀 SD■ 撹 乱 (99) 内面黒漆地に朱赤漆 外面黒漆地に金で九にオモダカ文

177 木製品 L a37 漆 器 椀 SD■ 2 71・面黒漆地に朱漆の文様 高台内墨書

178 木製品 ba‐38 漆 器 椀 SD■ 3 6 高台内黒漆地に朱で九に文字

179 木製品 La-47 漆 器 腕 SD■ 撹乱 内面黒漆地に朱漆 外面黒漆地に朱赤漆で丸桔梗文

180 製ヽ品 じa-39 祭器 開 SD〕 内面 外面黒漆地に朱漆

木製品 L‐Ⅲ59 漆 器 皿 SD■ 114 内面黒漆地に漆 (2色)で動物文 外面黒漆 (一部朱漆 )

182 止製品 じm上 1] SD■ 6 51 43(復元) 63 容器か

183 木製品 Le-8 析致 SD■ 底面 幅 192 長 97 阿板 を綴 じる桜皮残存
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図 サ 種 別 登録No 器 種 凶 遺 穏 層 位 口径cm 器高cm 底径cm 厚cm 産地 年代 偏 考 写真図版

土師質土器 皿 SD■ 3

施釉陶器 Ib-144 仏飯器 1 相馬大堀 長井屋窯跡参考

施釉陶器 Ib-209 碗 SD■ 瀬戸美濃 18c 腰銹碗

施釉陶器 Ib‐ 184 碗 1 大堀相馬 高台脇か ら丸みをもって外傾する鋭碗

188 施釉陶器 Ib-109 碗 3 36 相馬 19c後半 瑞反 り 内面格 自釉掛分け Ib-110と 揃セ

189 施釉陶器 【b‐110 宛 SD■ 3 相 馬 19c後半 瑞反 り 内面糖 自釉掛分け Ib 109と 揃 ψ

190 施釉陶器 Ib‐ 107 筒茶碗 SD■ 1 3 相 馬 冊日釉 畳付け 高台内無釉 貫入

施釉陶器 Ib■ 16 碗 SD■ 1 3 (84) 相 馬 19c後半 端反り 外面藁灰釉鉄釉掛分け 内面飴油 J l14と 同じ絵柄
192 施釉陶器 Ib‐ 105 碗 SD■ 3 46 05(高台高) 相 馬 19c 端反 り

193 施釉陶器 Ib‐ 106 碗 SD■ 3 相馬 19c後半 湯飲み 灰釉系青釉流し掛け 高台内無釉
194 施釉陶器 Ib-189 碗 SD■ 3 06(高台高) 大堀相馬 略c後～19c前 外面灰釉掛分け 貫入 高台内無釉

195 lt釉 陶器 Ib‐ 114 宛 SD■ 3 相 馬 端反り 外面飴釉 内面糖自釉掛分け 」ユi6と 同じ絵柄

施釉陶器 Ib-117 死 SD■ 瑞反 り 内外面飴釉

施釉陶器 【b‐108 宛 SD l 3 5 46 05(高台高) 相馬 19c後 半 端反 り 橋 自釉流掛 し 高台内無釉

施釉陶器 [b‐188 鉢 SDユ 4 (126) 57 1(高 台高) 瀬戸美濃 え釉 畳付研 ぎ出 し

施釉陶器 [b‐152 宛 SD l 6 05(高台高) 相馬 18c後 半 高台内ちぢれ 砂 目跡

200 鼈釉陶器 [b‐ 17ユ 唸花鉢 3 相馬大堀 綸花鉢 外面飴釉 内面糖白釉

鼈釉陶器 b-156 3 姦花文 火入れ 上面六角形

第43図  II DttSD― 刊堀跡出土遺物実測図 (1)
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凶 # 種が可 登傷酬α 器 種 区 逮棒 層 位 回径cm 胴径cm 産 地 年代 備 考 写具凶檄

202 施釉陶器 Ib-100 蓋 SD■ 3 l19(つ まみ径) 相馬大堀 急須蓋 鉄絵

203 施釉陶器 Ib‐98 霊 SD■ 1 2 l18(つ まみ径) 相馬大堀 18c～ 急須蓋 藁灰釉

施釉陶器 Ib‐ 101 蓋 ⅡD SD■ 3 27 13(つまみ径) 相馬P 上瓶の蓋 鉄釉梅花文

施釉陶器 Ibつ9 霊 ⅡD SD■ 1 (25) 63 相馬 ? 快絵山水文土瓶 とセ ッ ト

206 施釉陶器 皿 ⅡD SD■ 3 275 42 相 馬 内面灰釉 鉄絵山水文 23

施釉陶器 皿 ⅡD SD■ 3 (30) (27) 相馬 ? 18c-19c 鉄絵 23

208 施釉陶器 皿 1 07 相 馬 瀬戸美濃? 灰釉 鉄絵 山本文?

2119 施釉陶器 皿 8 (17) 54 唐 津 17c後 半～18cttH 長石釉か 蛇の 目釉剥 ぎ

施釉陶器 皿 3 33 相 馬 瑞反り 描分け灰釉 鉄絵山水文

施釉陶器 皿 ⅡD 3 相馬 ? 瑞反 り 鉄絵山水文

施釉陶器 皿 SD■ 3 06(高台高) 相 馬 18c～ 厚手 鉄絵山水文 内面灰釉 23

施釉陶器 Ib-102 土 瓶 ⅡD SD■ 3 相 馬 鉄絵 24

施釉 10器 Ib-104 土 瓶 ⅡD SD l 13 相馬大堀 鉄絵山水文 24

施釉陶器 Ib-103 土 瓶 3 相 馬 灰 釉 上手 全面貫入

第44図  lI DttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (2)
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図 # 種 別 登録詭 器 傾 区 越 橋 層 位 厚cm 産 地 年代 備 考 写真図版

無釉陶器 Ia 45 贋消し火重の蓋 ID SD■ 1 (1鵠 ) (■ 4, 議側面に有子L6欠 28

臨釉陶器 灯明皿 SD■ 54 195 26 堤 18c々ψ19c 始釉 25

臨釉陶器 Ib‐166 灯明皿 SD‐ 1 3 6 堤 18c-19c 踏TIH 25

聴釉胸器 Iじ97 灯火具 SD‐ 1 3 相馬大堀 P 議か灰 落 し 25

肥釉倒器 照明具 SD■ 3 44 相馬 P 飴 釉

聴釉陶器 ib‐ 136 手括 り S'1 (127) (126) 相 馬 ,18c-19c 外面灰釉 25

222‐1 施釉陶器 Ib-192 火入 ll D SD■ 3 04 相 馬 18c～ 19c Ib 190と 同一固体 25

222‐ 2 施釉陶器 〔b‐ 190 火入 ⅡD SD■ 1 04 相 馬 18c～ 19c Ib‐ 192と 同一固体

施釉陶器 [b-147 焙 烙 ⅡD SD■ 3 堤 琳面飴釉・スス付着

臨TII陶 器 b‐ 118 焙 烙 ID SD■ l 124 80(IEl手 :

鮨釉陶器 ib 124 艦烙 ⅡD SD■ 3 46 80(把手 ) 扁は中笑

施釉陶器 [b-148 焙 烙 ⅡD SD■ 2 250(長 ) ■ 7(把手長)

門H上部全体に焦げ 盤子部と―制とした作り luC矮 部の

外面に竜文.言 海波 菊唐革文と「ちや可うし」の型押し

第45図  II DttSD-1堀跡出土遺物実測図 (3)
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453及び4561ま、 地文と

である。

26層

443は 、波状日縁で、

y

▽

して胴部に交差条線文がみられる。455は、無文の浅鉢形土器である。いずれも大型の土器

凶 イ 種
"U

登 録 No 種 別 器種 区 置構 層 位 口径 cm 器高cm 底径cm 高台高cm 産 地 年 代 備 考 写真図版

227 磁 器 」η 染付 筒茶碗 1 7J 08 肥 前 19c前 半 格子文 J-65 126と 同 じ絵柄

228 磁 器 」ИЭ 染付 簡茶碗 SD■ 3 72 月巴前 19c前 半 連続雷文 山水文 」69'71・
‐
9と 同じ絵柄?

229 磁 器 来付 碗 SD■ 1 8 肥 前 19c前 半 端反 り J‐73・ Й と揃い 20

230 磁 器 T-73 来付 碗 13 肥 前 19c前 半 瑞反 リ ゴ‐72 黎 と揃い

磁器 洞青確 碗 3 8 31 相 馬 19c後 半 瑞反り 糠白釉掛分け J‐ 122碗 と揃し

磁 器 J122 鋼言磁 碗 ⅡD 3 相 馬 幕末～明治 端反 り 糠 白Tt掛分け J-120碗 と揃い

磁器 J150 碗 19c明 治 摺 り絵 菊花文

磁器 染付 腕 ⅡD SD■ 13 瀬 戸 孫末～明治 1髄 端反 草花文

235 臨器 」お7 染付 兎 SD■ 3 瀬 戸 19c 」66と 同じ絵柄 外面 見込みに亀文

236 磁 器 」お3 染付 亮 SD■ 3 5 瀬 戸 19c 草花文 21

磁 器 T124 死 東壁〔 (■ 2) 肥 前 18c後 半 くらわんか手 梅樹文 20

磁器
「‐97 柴付 坂碗 SD■ 3 肥 前 18c後 半 駐鎖線蔓草文 見込み昆虫文  J96と 揃ヤ 20

239 監器
「96 染 付 飯碗 SD l 3 49 肥 前 18c後 半 縦鎖線葵車文 見込み昆虫文 J-96と 揃し

240 磁 器 「‐90 染付 飯碗 SD■ 3 106 66 肥前 ? 草花文? 見込み蝶文 J91 92と 同 じ絵柄 20

第46図  lI DttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (4)

斜縄文を地文とし、横位沈線が口縁部に施される。
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第47図  II DttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (5)

(3)Ⅱ 区出上の土器 (第91～97P図 )

①ⅡA区

17層

458は 、無節の縄文を地文とした小型土器である。

20層

460は 、斜縄文を地文とした土器である。

25層

470は 、無文の大型の深鉢形土器である。

25a ・25b層

481・ 471・ 472・ 483・ 484は 、後期後葉か ら晩期前葉の土器である。481・ 472・ 4841よ、回縁部に瘤状突起がみら

れる。471は、日縁部に入組三叉文が描かれる。483は、条線が施される。473は、底部に網代痕をもつ深鉢形土器

である。482は 、貫通孔をもつ。

26層

486・ 488～491。 493-1～ 2・ 494-1～ 2は、後期後葉の上器である。489は、瘤状突起をもち、486・ 493-

1～ 2。 494-1～ 2は、条線が施される。490・ 491は、瘤状突起 と条線の両方が施 される。474～478は、無文の

平日縁、487～ 489は 、突起付口縁である。

27層

479・ 480・ 50卜 503・ 506・ 507・ 509・ 511・ 512・ 513・ 514～ 516・ 518～ 5211よ 、後期後葉の土器である。479・

尋

図 # 種 別 登8NQ れ彗

"U

器 種 区 遺梧 層位 日径 cm 器高cm 底径cm 産地 年代 備 考 写真図版
241 磁 器

「‐88 染付 声東碗 II D SD■ 1 5つ 肥 前 19c前半 草文 砂目足付 きハマ

242 磁器 「87 染付 広東碗 SD■ 1 ll1 4 肥 前 19c前半 草文 砂目足付きハマ 20
243 磁器 J84 雅付 碗 SD■ 3 62 肥 苛 19c前半 Ъ・86と 同じ絵柄 朝顔一葉花 20

244 磁 器
「つ3 染付 飯 碗 SD■ 3 6 肥 前 19c前半

碗内面日縁部に界繰2本  内底部に界線ユ本 見込みに捻雅

文 J9495と 同じ
20

245 磁 器 子→4 染付 飯 碗 ⅡD SD■ 3 6 肥 前 19c前 半
碗内面口縁部に界線2本  内面底部に界線1本 見込みに捻

花文 J93と 同じ
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図 ↑ 種 別 登aRNo 種 別 器種 区 遺襦 層位 日径cm 器高cm 底径cm 厚cm 産 地 年 代 傭 考 写真図版

2/46 磁器 卜114 刊ヽ不 ⅡD 3 295 19c～

247 磁器 言磁 皿 ⅡD SD■ 3 (29) 中国 13´-14c 鏑文 折縁中皿

臨器 「99 染付 猪 日 ⅡD SD■ 1 57 肥 前 17c後半 ? 花牡丹文 高台内「大明成化年製」

磁器 卜100 染付 猪 口 ⅡD SD■ 3 57 単副 18c後半
口縁部に鉄銹  山水文柳下一屋図 蛇の 目凹宿

台

250 磁器 「86 染付 広東碗 ⅡD SD■ 1 (22) 5(稿み径) 肥 前 19c前半 広東碗打‐84 85と 同 じ絵柄

磁 器 染付 蓋 ⅡD 3 夙4(稲み径) 肥 前 18c～ 19c
内面に界線・四弁花文 外面に漢詩山水文「止

頂戴夜月□愉」

磁器
「117 架1寸 皿 ⅡD SD■ 3 (28) 肥前 山水文 高台内に界線1本 高台に界線2本

磁器 染付 皿 ⅡD SD■ 3 一削 山水文 蛇の 目凹高台

磁 器 J■03 染付 皿 HD SD■ 3 肥前
外面蔦葵文 内面菊花文 見込五弁花文 コンニ

ャク印判 高台内渦福銘

255 磁 器 染付 皿 ⅡD SD■ 3 133 肥前 内面竹梅笹文 外面唐草文 高台内界線

磁 器 染付 皿 SD■ 3 相馬 ?
見込みに漢詩 1桐落露Ш□□秋 ?」  高台内に歩

線1本 外面高台部分に界線2本

臨器 お9 来付 円肌 車 ⅡD SD■ 1・ 3 42 牡丹文

第48図  II DttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (6)
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501 ・503・ 506・ 507・ 509・ 511 ・516・

519は 、日縁や胴部に条線が施 される。

521～523は 、底部に台をもつ。

② ⅡB区

6d層

461-1～ 4は、斜縄文を地文 とし、

ひ

第49図  lI DttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (7)

520・ 521は 、日縁部や台部に瘤状突起をもつ。480・ 512

514は 、瘤状突起と条線の両方が施される。498～ 500は 、

0                         10cm

・513・ 515。 518・

無文の回縁である。

図 # 種 別 登録血 種 別 器 種 区 遺構 層 位 日径cm 胴 径 cm 器高cm 底径cm 厚cm 産地 年代 備 考 写真図版

258 施釉陶器 Ib‐ 138 一堕 ID 3 29 126 相馬? 鉄釉 黒釉

259 範釉阿器 Ib‐ 159 ⅡD SD■ 3 (76) 相馬 19c 鉄釉 飛飽

施釉陶器 Ib‐ 193 徳利 ID SD■ 3 (75) 相馬 19c

施釉陶器 Ib‐ 146 徳利 SD■ 3 1925 窓絵 につなぎ駒

262 磁 器 J■ 08 染付 徳利 ⅡD SD■ 3 平清水 山水文爛徳利 底部に釜書 |へ さ」

磁 器 」123 染付 徳利 SD■ 3 相馬大堀 101と 一個体か?

磁器 」■01 染付 徳利 3 (170) 肥 前 17c後半
三ヶ所に丸紋 網目文  高台は幅広 染付徳

利」123と 同一個体か

磁器 来付 SD■ 1^-3 (1865) 肥 前 網 目支 瓶か

磁 器 染付 徳利 SD■ 3 (100) 90 一副 17c後 半 底面に墨書 瓶か

461-2は外面に炭化物が付着している。
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第50図  lI DttSD-1堀 跡出土遺物実測図 (3)

20層

462・ 463は、日縁部付近に横位平行沈線が施 される。465は 、胴下部に斜縄文 と綾絡文が施され、底部に木葉痕

がある。

23層

526・ 527は 、晩期末葉の土器である。5261よ、口縁部に平行沈線が施され、彫去による盲孔をもつ台付浅鉢であ

る。527は 、日縁部に変形工学文が描かれる。

24層

529は 、平行沈線が施された口縁である。

密
ェン蒻 r石´
笙夕

/ち′ク

図 イ 種 別 登録AIc 静 種 区 還禰 層 位 口径 cm l同径cm 器高cコ 底径cn 厚cm 産地 年代 備     考 写真図版

267 殴釉陶器 Iと43 壺 ID SD■ 3 上師質の短頚二耳壷か

268 照釉阿器 I卜48 鉢 ⅡD S}1 3 (85) 09 瓦 質

269 無釉陶器 Ia 49 ⅡD SD■ 3 ∞ 暖房具か 内面全体にすす付着

270 施釉陶器 Ib‐ 153 片 口 ⅡD SD■ 168 6 相 馬 内面白濁釉

施釉陶器 Ib‐ 158 琵 ⅡD SD■ 3 (58) 岸窯系 広日墾か 内外面鉄釉  底部釉ハゲ

272 施釉陶器 [b206 壺 SD‐ 1 155 (10■ ) 蜘 三度掛け 漆継 25

273 臨釉陶器 ib 164 奏 SD■ 3 (77) 堤 肉面ナマ コ釉

臨釉陶器 fb■ 81 階鉢 ⅡD SD■ 3 な5(残 ) 堤 値木鉢 底部有孔 飴釉流掛け 26



ゴ緯:

0                         10cm

図 芋 種 別 登録 NQ 器種 区 遺襦 層 位 回径cm 器高cI 産 地 年 代 備 考 写真図版
275 施釉陶器 Ib‐ 133 播鉢 ⅡD IB 3層 耕作土 堤 ? 口縁部に縁帯 内外面稲籾付着
276 施釉陶器 Ib-180 橋 鉢 SD■ 3 17-18c 日縁部に縁帯 内面鉄釉に灰釉 8本1単位の橋目 底部回転ヘラ切り
277 施釉陶器 播鉢 ⅡD 2 (88) 堤 ? 鉄釉

278 施釉陶器 Ibワ07 橋 鉢 SD J 3 堤

279 臨釉陶器 糖鉢 2 堤

第51図  lI DttSD-1堀 跡等出土遺物実測図 (9)
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第52図  II DttSD-1堀 跡等出土遺物実測図 (10)

凶 イ 榎
"」

登XNQ 器 種 区 遭 裕 層 位 回径 Cコ 詩高cI 畷径 cm 産 地 年代 偏 考 写員凶倣

280 施釉陶器 Xb‐ 134 片 日 ⅡD SD■ 2 3 14 堤 蹟密な信 目 回縁部3段の縁帯 底部に回転糸切 り

施釉陶器 Ib-126 播鉢 ⅡD 3 堤 主ロ ロ縁部2段 の縁帯 26

282 碓釉陶器 籍鉢 ⅡD SD■ 3 356 堤 19c 回縁部2条 の縁希
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図 サ 種 別 登録聴 器種 区 遺構 層位 石   質 長 幅 厚cm 重さЯ 備 考 写 真 凶倣

283 石製品 Kaワ 8 砥 石 SDユ 3 石英安 山岩質屍灰岩 2 708

石製品 Kaワ 0 硯 石 SD‐ 3 47 察痕

石製品 Kと26 ⅡD SD― 3 有孔

軒平見 SD‐ 3 三巴文 雲形

丸瓦 SD― 3 布 目痕

木製品 じOnl 箸 SD‐ 3 一部破損

土製品

「

8 土人形 ⅡD SD― 3 ニワトリ 土笛 ?

土製品 μ 5 土人形 ■D SD― 3 3 即部

土製品 μ 7 土人形 SD― 3 豪配 布袋 ?

292 土製品 μ16 土人形 ID 3 土鈴 ?

主製品 μ21 土人形 ⅡD SD― 3 争御前 ?

土製品 μll 土人形 SD― 3

土製品 P‐6 土人形 3 5 人形体部

土製品 P‐25 土人形 SD‐ 3 人形体部

297 ガラス製品 瓶 ⅡD SD‐

298 ガラス製品 瓶 ⅡD SD― 3

第53図  II DttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (11)
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第54図  lI DttSD引 堀跡等出土遺物実測図 (12)

③ⅡC区

20層

468は 、晩期末葉以降の土器である。沈線による変形工字文風の文様が描かれる。467は 、日縁部に横位沈線をも

つ浅鉢形土器で、外面に炭化物が付着している。

23層

530は 、胴部が内湾 し丸みをもち、大 きく屈曲して、日縁部が立ち上がる浅鉢形土器である。532～5341ま、斜縄

文が施された深鉢形土器である。534は、底部外面に災化物が付着 している。

(4)Ⅳ 区出上の土器

23層

536は、後期後葉の上器である。日縁部に沈線及び瘤状突起をもつ。

＼

)              10cna

図 平 種 別 登 録 恥 種 別 器 檀 区 遺構 層 位 口径cm 器高cm 底径cm 備 考 写真図版

299 木製品 L‐a望3 漆器 ■D SD-1 5 貢部の一部

31111 木製品 L―}60 漆 器 圧D (23) 氏部

木製品 じa44 漆器 皿 ЦD 17 6 勺外面黒地に朱漆文様

木製品 じ体40 漆 器 椀 ⅡD SD‐ 3 (35) 5 内面黒漆地に朱赤漆塗

木製品 じaうユ 簗器 魔 圧D SD‐ 3 (22) 内面黒漆地に朱赤漆 外面黒漆塗

木製品 じa‐61 漆 器 ⅡD SD‐ 3 (37) 内外面黒地に赤褐色漆

305 木製品 じa-41 蔭器 SD‐ 3 勺面朱漆塗 外面黒漆地に朱漆文様

306 木製 品 し‐a望9 漆 器 魔 ⅡD SD‐ 3 (43) A面黒漆地に朱赤漆 外面黒漆

307 木製品 助 望2 漆 器 虎 SD■ 3 (55) 対面朱漆 外面黒漆地に朱漆文様

308 木製品 Lね 52 漆器 鹿 SD‐ 4 (60) 内外面黒漆地

309 木製品 レ争45 漆 器 腕 5 (22) 内面朱漆 外面黒漆地

4t製品 レょ53 飛器 虎 ⅡD SD‐ 6 (123) 内外面黒漆

製ヽ品 じb‐1 腕 ⅡD 3 105 69 内面茶地 クト面茶地にロクロ挽 き
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登 aNQ 器種 区 遺構 層位 長cm 幅cm 備 考 写冥 凶倣

木製品 下駄 ⅡD SD 3

“

34

木製品 井 14 下駄 ⅡD SI) 4 34

木製品 下 駄 ⅡD SD 3 &9 34

木製品 E19 下 駄 SD‐ 3 20 87 34

木製品 L i13 下 駄 3D‐ 3

第55図  II DttSD-1堀 跡出土遺物実測図 (13)
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図 # 種 別 登SNQ 器 笹 区 遺構 層位 長cm 幅cm 歯最大幅cm 備   考 写真図版

製ヽ品 と′と12 下駄 ⅡD SD■ 3

木製品 隣 11 下駄 ID SD■ 3 60

製ヽ品 二′と15 F駄 ⅡD SD■ 7 222

第56図  1l DttSD― 刊堀跡出土遺物実測図 (14)

79
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0                                  20cm

第57図  II DttSD」 堀跡出土遺物実測図 (15)

(5)上製品

土製円盤は、13点出土している。

SI-2竪穴住居跡から1点、 I区 15層 から1点、ⅡA区26層から7点、 ⅡA区 27層 から4点である。543。 544・

553・ 554・ 549。 547・ 551は 、無文である。548。 546・ 552・ 555は、条線がみられる。543・ 545・ 551は、破損品で

図 学 種 別 登録m 器 種 区 還構 層 位

珈

　

ｃｍ

最大厚 柄部長 柄部幅

峙　Ｃｍ
備      考 写真図版

320 木製品 LttB 鍬 ⅡD SD■ 7 27 39
Iは完形て風呂部の一部欠損 桶は握り部で析れ、断面方形 風日部へ互

:西部の木クサど残存歯部は薄く割,出し全卒蜘
=痕

湖策に残存
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0                               20cm

守身　ぶ留す

凶 # 41"] 全 鍬配 器 4H 区 遺te
'雷

イ立 風呂長cm 風呂幅cm 風呂厚cm 備 考 写真図版

木製品 L Jt5 鍬 先 SD■ 3 方形の柄穴は表推定12cm X 38cm・ 裏約 13cm X 4cm

木製品 LJ望 鍬先 3 34 2 方形の柄穴は表約10 7cm× 3 5cm・ 裏約 105cm X 35cm

323 木製品 LJ[11 鉄 先 3 324 77 27 方形の柄穴は表約9 6cm× 2 9cm 裏約77cm× 2 9cm

木製品 be上 2・ 4 膳 3 幅 320 長 (228) 表面黒漆地に朱漆、裏面黒漆地、2条 の溝に台脚が接続か

第58図  1l DttSD‐ 1堀跡出土遺物実淑J図 (16)

ある。

(6)/1ヽ 結

①遺構出土の土器

出土した縄文土器についてみてみると、 I ttSD-1堀 跡の堆積土層から、平行沈線及び瘤状突起が施された土

器が出土している他、日縁部が無文の壼形土器と深鉢形土器がある。また、SI-2竪穴住居跡 の堆積土層から平

行沈線及び瘤状突起が施された土器、他に、堆積土層及び掘 り方から条線が施された土器が出土している。また、

SI-3竪穴住居跡の堆積土層からも平行沈線及び瘤状突起をもつ土器がみられる。

これらの堀跡及び竪穴住居跡から出上した土器群は、所謂瘤付き土器様式のものが主体をなしてお り、東北地方
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第61図  II DttSD‐ 1堀跡出土遺物実測図 (19)

における縄文時代後期後葉に位置づけられる。

② I区出上の上器

I区13a層 。36層 については出土資料数が少ないため、比較的出土数の多い13b。 15'17層 について述べる。

13b層 の土器は、胴上半部に変形工字文が描かれた深鉢形土器がある。他に、日縁部に数条の平行沈線が施され

たものなどがある。15層の上器は、胴部に櫛歯条線が施された深鉢形土器がある。また、日縁部に沈線が施された

もの、無文のものある。17層の土器は、日縁部に平行沈線と瘤状突起が施され、地文として胴部に格子目文がみら

|

十1

図 孝 種 別 登録� 静 腱 区 遺構 層位 長さcm 聘cm 胴径cm 氏 俗覧ぬ 厚 cm 備 考 写真図版

330 製ヽ品 Lh2 画 ⅡD SD‐ 1 3 卑 (棟長) 26(高 ) α6(樹駆阜) OB C檬Ⅲ目) 然  (歯効 塗りが有り 38

庁製品 ID SD-1 3 157 38

332 木製品 Lギつ 井戸の自在駒 ΠD SD■ 3 248 2ワ 両面磨減し乱はほぼ円形 両端の_は不揃い

333 製ヽ品 レiiマ ⅡD SD l 3 49` 1お 危瑞 より1/5程の孔 に釘が貫通

85
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0                         10crn

れる。他に、胴部に平行沈線と大小の瘤状突起が施されたものなどがある。いずれも深鉢形土器である。瘤付き土

器様式の土器が主体である。

したがって、出土土器からI区における13b層は縄文時代晩期末葉大洞だ 式期に、15。 17層 は縄文時代後期後葉

に位置づけられる。

図 # 極
"J

登録 NQ 器 種 区 遁穂 盾 位 日径cm 胴径cm 器高cm 底径cm 厚cm その他cm 備   考 写真図版

335 木製品 L16 貰槌 EC・ II 126(槌部 ) 150(柄部長) 254(長 ) 4(柄部径)

―材より円筒形の槌部と柄部を作世

断面隅丸方形 高支面中央部磨耗

336 木製品 17 it10 木槌 SD] 3 65(小槌径) (122)柄 長 143(小 槌幅) 23(柄幅 ) 15(柄厚 ) 22X17(小 組の穴)

槌部丸型、柄部方形 槌部両側 に

高支痕、片方の磨耗著 しい

木製品 SD■ 3 59(幅 ) 453(長 ) 43(厚 )

した願部を有し、背面は割り面のままで頭部に加工痕

第62図  ‖DttSD-1堀跡等出土遺物実測図 (20)
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③ⅢA区出上の土器

ⅡA区 17・ 20。 25。 25aの各層については、出土資料数が少ないため、ここでは比較的出土数の多い25b。 26・

27の各層について述べる。

25b層 の上器は、日縁部に突起または瘤状突起が付き、胴部に平行沈線と弧線文が描かれるなど、装飾性が高い

ものがある。他に、日縁部に平行沈線や入組み三え文が描かれるもの、胴部に条線が施されるものなどもある。26

層の土器は、日縁部に瘤状突起が付き、胴部に格子目状の条線が施されている。他に、肥厚した山突起付き口縁、

無文の日縁などがみられる。27層の土器は、日縁部に数条の平行沈線と瘤状突起が施されるもの、日縁部に瘤状突

図 # 種 別 登TNo 器種 区 遺構 層位 √詩crn 隅cm 阻部長clr 阻部鴨cH 厚cコ 柄長c= 蘭鴨 cm trJttcrD 爾 考 写真図版

338 本製品 チJF 2 ⅡD S} 1 3 44 232 165 17～ 21(皿部厚) 17～ 2 35

木製品 塔婆 ⅡD SD l 3 932 槻材を加工し両側面、裏面欠損、表面に塁書痕 39

340 木製品 とも'9 ID SD■ 3 923 形で棒状、頭部より1/3の 所に墨書「三 36

第63図  II DttSD-1堀跡出土遺物実測図 (21)
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図 # 種 別 登録 No 区 遺構 層位 器種 器高cm 備 考 写真図版

342
缶属製品

N■ SD■ 8
脇 刀 640(長 ) D身部 つ【山～江戸初期 (寛永)「生ぶ」な刀 (造 り替えなし)、 日釘穴1ケ 「生茎」

39
木製品 朱 鞘 555(長 )

第65図 脇差 (342)出 土状況図

'蛛
塩

a01                  10cm

第66図 草軽 (374・ 375)出土状況図

図 草 種冴U 登録NQ 器種 区 遺穂 層 llj 備考 写真図版

ワラ製品 0-1 軍聴 ll

375 ワラ製品 車 雑 ll SD■
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第68図  III ttSD-1堀跡等出土遺物実測図 (1)

起が付 くもの、胴部に格子目状条線や櫛歯状条線が施されるもの、胴部に釣の手状区画文が描かれるもの、台付き

鉢の括れ部に瘤状突起が付 くものなどが出上している。他に無文の口縁がみられる。瘤付き土器様式の上器が主体

である。

したがって、出土した土器などからⅡA区 における25b層 は縄文時代後期後葉から晩期前葉、26・ 27層 は縄文時

代後期後葉に位置づけられる。
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図 イ 種 別 登劇 α 種別 器 種 区 遠 穂 層4立 日 径 cln 器高cr 胴径cm 底径cm 厚cm 産地 年代 備 考 写興凶倣

鼈釉阿器 Ia-35 糖鉢 Ⅲ 表 土 (46) 1 内面鉄化粧 ?

348 に釉陶器 [b-55 菊 皿 Ⅲ 表採 (22) 瀬戸芙濃 17c後 半 天釉 )高 台内に墨書? 京焼風?

349 無釉胸器 [b‐149 皿 lll 喪土 志野 灰釉丸皿 輪 トチ ン

350 無釉胸器 〕堕 Ⅲ 貢土 124 堤 18～ 19c 小型壺 灰釉系 回転糸切 り

無釉陶器 【b‐ 1‐0 土鍋 皿 表土 17 19c― 鉄釉 外面下羊部無釉 円錘ビンlヶ所

352 磁 器 果付 仏飯器 Ⅲ 表 土 78 肥前 ? 見込み山形文

磁器 染付 小鉢 Ⅲ 表採 95 肥 葡 19c前 半 革花文 焼継痕

354 照釉陶器 Ibお5 香 炉 Hl 1 頭戸美濃 鉄釉掛分け

磁 器 「-49 染付 碗 Ⅱ 表 採 ]じ前 18c後 半 丸文 やや端反 り

磁 器 染付 /1ヽ 鉢 Ⅱ 表採 (35) 平清水ば切込 た文 蛇の目凹高台 〕■1の皿と揃い

磁 器 J57 青花 Ill Ⅲ (13) (112) 中国 1“後半～1■初 瓶か 獅子文または竜文 焼継ぎ

土製品 玉 Ⅲ 天上 17(幅 ) 18(長 ) ■7

359 應器 60 ヨ磁 器 Ⅱ 17 瀬 戸 幕末～

360 酸器 44 青花 碗皿 ? Ⅲ SD2 μl (20) ■国 端反 り 獅子文

361 【釉陶器 Ib-66 皿 Ⅲ SD 2 (09) 07 頼戸表濃 1“末～17c初 灰釉 高台内に輪 トチ

362 餞器 」58 染付 碗 Ⅱ SD 2 照色層の灰色庭 (20) 03 把前 ?

無釉陶器 皿 ll 頼戸美濃 折縁皿

無釉陶器 Ib‐ 70 天目茶碗 ll SDワ 【色層の下灰色足 堤 19c

確釉陶器 Ib‐ 7] 】璽 ll SDワ 照色層の下灰色樋 相馬? 帥

施釉陶器 Ib-155 皿 ll SD■ 5 相馬 18c～ 灰釉 鉄絵山本文

lt釉 陶器 |ょ37 土師質土善 積鉢 ll (59) 15 16´ 1゙7c

施私陶器 la‐38 瓦質土器 橋鉢 II SD 2 1 15c後 半～1“ 死成悪し

石製品 (a‐ 19 覺 SD 2 幅 (52) 長 (38) 1

④ⅡB区出上の上器

ⅡB区6d・ 20。 24層 の各層については、出土資料数が少ない。ここでは比較的残存状況の良好な土器が出土し

ている23層 について述べる。

23層 の上器は、口縁部に変形工字文が描かれた浅鉢形土器がある。また、日縁部に平行沈線と盲子とが施された台

付浅鉢がある。

したがって、出土土器からⅡB区の23層 は縄文時代晩期末葉の大洞だ 式期に位置づけられる。

③ ⅡC区出上の土器

ⅡC区 20層 。23層から残存状況の良好な土器が出土している。

20層の土器は、胴上半部に変形工字文風の文様が描かれた鉢形土器がある。また、日縁部に沈線が巡る浅鉢形土

器がある。23層から出土した浅鉢形土器は、日縁部に沈線が巡り、胴部中央に段があり、丸底である。

したがって、20層 は出土土器などから縄文時代晩期末葉の大洞だ 式期以降であると考えられる。23層 の浅鉢形

土器は、晩期末葉に類例が求められる。

③Ⅳ区出土の土器

Ⅳ区深堀 2区の23層から、瘤付き土器様式の土器が出上しており、縄文時代後期後半に位置づけられる。

2)弥生土器 (B)

弥生土器は、 6点を図化した。

457及び528は 、共に口縁部が外反し、体部上半に最大径をもつ器形の奏形土器である。体部には全面縄文が施文

され、その上端に列点刺突 (457)や綾絡文 (528)に よる地文の区画文が巡る。また、両者とも口頸部の外面には

横ナデが施されている。このような特徴をもつ甕形土器は、中期中葉の枡形囲式に比定される。535は 、体部上半

以上を欠失するが、外面に細節の縄文、内面にはヘラミガキが施されていることより、この資料も枡形囲式の奏形

土器と考えられる。

435及び492は 、共に口縁部が肥厚し、その下端に連続する押圧圧痕や刺突を加え交互刺突文的な文様が配されて

いる。466は日縁部が内湾、やや肥厚し、体部の最大径を中位にもつ器形の奏形土器である。外面の口縁部、体部

には粗い縄文が施されている。また、いずれも内面の調整は粗雑である。このような特徴をもつ土器は、後期の天
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図 # 種 別 登録No 種 別 器種 区 遺構 トレンチ 層位 口径cm 長cm 高 さcm 胴径cm 底径cm 厚cm 重 さg
柄都厚 穴部長

備   考 写真図版

370

^製
品 L a30 漆 器 腕 Ⅲ SD■

371 へ製品 L‐ k上4 建材 Ⅲ SD】 78(幅 ) 12(厚 ) 釘 穴

372 木製品 し‐宮‐3 句子 Ⅲ SD] B 6 139(皿部長 259 63(幅 ) 63(皿部幅) 15～ 09(皿 部厚 12(柄部長) 5(柄都幅 07-1 12(穴部幅 )

373 木製品 L-1 l] 杭 Hl 53(径 ! 長 (588) 95(末端部) 先端部の削り力Π工4方 向

376 金属製品 N‐34 古銭 Ⅲ SK 5 07(孔径) 21(置笹, 政和通費

377 金属製品 N35 古銭 Ⅲ SK 5 06(孔 径) 2ユ (直径) 永楽通賓

378 金属製品 N36 古 銭 Ⅲ 06(孔 径) 245(直径) 宣徳適質

379 寇属製品 N38 古銭 Ⅲ SK 5 l16(孔 径) 245(直径) 宣徳通宝

380 毎属製品 N39 古 銭 皿 06(孔 径) 235(直径)

381 金属製品 N40 古 銭 Ⅲ SK 5 065(孔径) 24(直径)

瞼 筑82 夏
 ゝ     ″

  387

死

守 383

0                         10cm

図 イ 種 別 登録No 種 別 器種 区 遺構 層 位 口径cm 器高cm 底径cm 厚cm 産地 年  代 備 考 写真図版

382 無釉陶器 皿 Ⅳ 2 瀬戸美濃 16c 灰釉 九 ノシ彫菊花文

無釉陶器 Ib‐85 皿 2 瀬戸美濃 17 灰釉 削出 し高台

無釉陶器 土 瓶 Ⅳ 表採 相馬

無釉陶器 皿 Ⅳ 2 瀬戸 占瀬戸  ヒダ皿

無釉陶器 皿 Ⅳ 表採 瀬戸 16c前 半 天釉丸皿

磁 器 漿付 碗 3 (32) 肥前 雨降 り文

388 磁器 自磁 仏飯臭 V 2 18c― 底面回転糸切 りのちケズリ 24

弛釉陶器 [ょ53 片口鉢 Ⅳ 2 06 常滑 13c 山茶碗系

磁器 果 付 ll Ⅳ P-98 (72) 中国産 16c後半～17c初 め 玉抱獅子文 高合に砂付着

無釉陶器 Ib905 菱 Ⅳ (165) 堤 18c～ 決釉

392 地釉陶器 播 鉢 Ⅳ 378 岸系 17c´ヽ 映釉

第70図  Ⅳ区出土遺物実測図 (1)
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凶 ユ 樫
"U

登録睫 器4E 区 遭 樽

'膏

1立 /1蜜 口径 cm 器百 cm 畷径 cロ 重さg 産 地 年 代 備    考 写具 凶版

無釉陶器 Ib‐63 坂碗 S【 6 ユ 18c
飯碗 灰釉 被熟痕 高台

脇から丸みをもって外傾

無釉陶器 Ib‐60 売 (鉢 ) Ⅳ S【 6 96 佃馬 18c後 半 灰釉 貫入

395 無釉陶器 Ib‐ 61 売 Ⅳ SK‐ 6 75 相馬 18c後半～19c 医釉 高台部露胎 貫ス

396 無TIl阿 器 Ib‐64 SKお 唐津 P 18c～ 刷毛 目文 高台無釉

397 無釉陶器 Ibお8 宛 Ⅳ SK■ 9 96 相 馬 灰釉 貫入

398 無釉陶器 Ib‐ 172 宛 Ⅳ (104) 相馬系
18c後 半～

19c前

外部体部下半 に粗 い糸 目

灰釉 と鉄釉掛分け

399 磁 器 J‐165 沈 Ⅳ SK■ 7 (60) 瀬戸美濃
17c中 ～

後半

磁部丸挽 灰釉に銅緑釉流掛け

2組以上のセットで保有したもの

“

00 無釉陶器 Ib‐89 lA花 瓶 Ⅳ (71) 児

無釉陶器 Ib-87 信鉢 2 (272) (1■3)
ヨ縁部に縁帯一条 日縁部に注

ヨ 級密な橋目 磨滅著しい
26

石製品 Ka 15 砥石 Ⅳ SK97 IH夫安山岩質凝灰岩 48(横 ) (長 ) 24(厚 ) 1844 焦t,長

403 石製品 Kと 23 砥石 SKワ ] 石英安山七質凝灰培 355(横 ) 101(長 ) 17(厚 ) 782 焦げ痕 31

404 瓦

「

2 軒丸瓦 Ⅳ 2 095(珠文径) 17(面 径) 珠文三巴文

405 瓦 拘機伏問顔 179 2 言投

王山式に比定される。

以上のように弥生土器に関しては、弥生時代中期中葉に属するもの、後期に属するものの 2時期のものが認めら

れる。

3)土師器 (C)

土師器は15点 を登録 し、 2点 を図化 した。

422・ 423は 、イでいずれもロクロ未使用で内面黒色処理される。

4)土師質土器 (D)

土師質土器は4点 を図化した。

74は三脚の香炉で、外面ミガキである。82は手捏ねの小重である。128は大形の皿か鉢である。1841ま 皿である。

5)須恵器 (E)

須恵器は 8点登録し、 2点を図化した。

424は 、ロクロ整形の必で底部は回転ヘラ切 り調整である。425奏 は、体部破片で青海波文叩き目がある。

6)瓦 (F・ GoH)

瓦は11点登録し、図化 した。

29は、軒桟瓦の燻瓦で小巴部が三巴文、平瓦部の文様は不明である。401よ、軒平瓦で江戸式の瓦当文様である。

286は、軒平瓦で瓦当中心文様が三巴文で雲形が左右に展開する。287は 、九瓦で凹面に布日、凸面がヘラ調整され

る。404は、珠文三巴文軒丸瓦である。405は、角伏間瓦で凸面がヘラ調整される。427は 、桟瓦か平瓦で凸面に粗

い格子目状の叩き目が、429は 、平瓦で凸面がヘラ調整される。426。 428・ 430は 、平瓦で凸面に縄叩き日、凹面に

布目が残 り、古代瓦の可能性がある。

7)陶器 (la・ Ib)

陶器は無釉陶器と瓦質土器、施鵜陶器に分類 し、  点を図化した。

①無釉陶器・瓦質土器 (Ia)
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406 石製品 Kと16 ξ臼(秦臼) Ⅳ M16 底 面 窓 1(直径 ) 表面 に焦げ跡

407 製ヽ品 La3ユ 漆 器 Ⅳ SD 7 5 外面黒漆地に朱漆文様

408 竹製品 Mも S器 Ⅳ S【 21 堆積土 径 (29) 長 (1■0 28(栓長 ) OB(栓径 ) 縦刻で に のた・ 39

409 卜製品 Lc7 肝敷 Ⅳ SK 33 幅 (261 長 (儀6) lII目 36

卜製品 L℃お 折敷 Ⅳ SD 21 幅 (7も ) 長 (1■5) 38

木製品 し+18 杭 Ⅳ SD 22 37(幅 ) 長 (燃3) &5(末瑞部) 加工4方 向

第72図  Ⅳ区出土遺物実測図 (3)
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⑬
凶 イ 種房U 登録 hlo 区 遺構 層 位 器種 巨径 cr 子Lttcr 克 さ富 備 考

412 金属製品 N望4 Ⅳ 深堀 古銭 至大通Ft

金属製品 N■5 lV 表採 古銭 永楽通宝

金属製品 N_49 IV 2 古銭 コロ通費

金属製品 N4] W 堆積土中 吉銭 宣徳通費

金属製品 N42 IV Pつ 2 古銭 24 29 コロ通要
金属製品 N43 hl 古銭 穿孔

第73図 Ⅳ区出土遺物実測図 (4)
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図 # 種 別 登録 hlo 器種 区 遺構 層位 日径cm 器高cm 底径cm 重さ宣 備 考 写真図版

施釉陶器 Ia-31 植木鉢 表採 底面に径4 3cmの穿孔  口縁部外面に禍灰色の付着物

石製品 表採 (長 )

石製品 V 表上下 6(横 ) 縦 (94) 44～40 3983 錐状の工具による穿孔多数 31

金属製品 N‐46 古 銭 V lb 06(fし 4壬 , 24(直径) 21 永楽通質

第74図 V区出土遺物実浪」図
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■   質

75YR3/3暗褐色 粘土質シル
loVRcれ、艶い女上色ンルトと密YW6、 明褐色猫■質ンルトとの

混合屈である。全II的 に長さ5m「 l～tl小 の秩さいをまばらになと

“

YRi/1B黄褐色シルト、大小ツ9ッ クとmVwl縛灰色佑上質シル 大ヽ小アロック、

まばらに合と。中焉部に球働り炭粒(,飾 米済)、 又は慎笛よけす)(を干含も

第79図  7層上面遺構平面図
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第80図  7層 出土遺物

相馬

11よ 土瓶で、 851よ /1ヽ郭で、 861ま碗、

瀬戸

113は皿である。

常滑

21は奏で押印がある。691よ折縁の奏である。389は 山茶碗系の片口鉢である。

在地

10は奏で、橋鉢に転用されている。91・ 130は岸窯系の情鉢で、間隔を空けて放射状に摺目がつく。271は岸窯系

の広口奏とみられる。392は 岸窯系の鉄釉悟鉢である。

瓦質土器

9・ 11・ 83。 は情鉢、73は火鉢で、四脚である。841よ奏である。

②施釉陶器 (Ib)

図 # 種 別 登録 No 器種 区 遺構 層位 回径 cm 器高cm 胴径cm 底径cm 傭 考 写具凶族

±lW器 郭 SDう (126) 胎上の砂粒に石英粒を含む

423 土師器 郭 I 表 土 内面黒色処理 ヘラケズリ 外面 ナデ 29

424 須恵器 E6 郭 SD■ 3 44 回転ヘラ切 り 29

須恵器 E7 菱 IV SK 28 11 青梅波文叩 き目 29

瓦 }2 平瓦 ⅡA SD■ 3 幅 (■ 3) 長 (107) 23 布日・I.B口「き目
瓦 甍瓦 ? I 表土 幅 (66) 長 (47) 30

428 瓦 3つ 平瓦 ⅡD 3 幅 (77) 長 (50) 布目 縄叩 き目

429 瓦 M 平瓦 ? IV 2 幅 (■ 8) 長 (811) 布ロ ヘラケズリ

430 瓦 3も 平瓦 Ⅳ 2 幅 (98) 長 (51, 17 布目 縄叩き目



瀬戸美濃

65。 100。 162は飴釉の小壺で、渦巻状の糸切 り底を土見せし、茶入の可能性がある。91は鉢で山水鉢か半銅奏で

ある。102は 源氏香文染付碗、1081よ 鉄釉壼、1111よ天目茶碗で、漆継痕跡が残 り、墨書が認められる。1231ま 碗、

160は皿で、 トチン痕がある。161は鼠志野の浅鉢で、大窯5期 の製品とみられる。186は腰銹碗、198は灰釉鉢、348

は京焼風の灰釉菊皿、349は志野の灰釉丸皿で輪 トチン痕が残る。354は 鉄釉香炉、3821よ 丸ノシ彫菊花文皿、385は

古瀬戸のヒダ皿、386は灰釉丸皿、399は織部丸碗である。

相馬

101 ・ 1631よう〔釉彬竜、 117・ 1701ま 彬竜、 1691ま 鉄雅冬」と、 1851ま イムn見器、 187は飯碗、 188。 189・ 191 ・ 192・ 195。 196・

197は掛分釉の端反碗で、1901ま筒茶碗、1931ま湯呑茶碗、1941よ大振 りの碗、1991ま 内湾する碗、2001よ 輪花鉢、

202・ 203。 204・ 205は急須または土瓶の蓋で、鉄絵で山水文や梅花文が描かれる。206・ 207・ 210・ 211。 212。 366

は鉄絵山水文皿、213。 214・ 215。 384は鉄絵山水文土瓶で薄手である。219。 2201ま 灰器か蓋とみられる。221。 222

は手焙か火入で、258は鉄釉壺、259は鉄釉徳利、260は徳利、261は鉄絵窓絵繁ぎ駒徳利、270は 白濁釉片日、394は

腰折碗、395。 397・ 398は碗で、398は釉を掛け分け、体部下半に糸目がつ く。

堤

67は灯明皿で芯を受ける台がつく。75。 132・ 159'275。 277・ 278・ 279・ 280。 28卜 282は鉄釉の悟鉢で、1591よ

古手となる可能性がある。89・ 90・ 119はナマコ釉の鉢、124は捉手付の土鍋、217・ 218は鉛釉の灯明皿、223・

224・ 225は焙烙で、225は柄が中実である。226は 産地不明の焙烙であるが、焙烙部の外面に竜・青海波 。菊唐草文

と「ちや可うし」の型押があって茶焙烙で、堤の可能性がある。273は マナコ釉の発、274は 飴釉の植木鉢、3501ま

鉄釉小型重、391は鉄釉奏、400は鉄釉仏花瓶である。

】巴前

87・ 88。 171・ 209は 皿で、青緑釉や長石釉で見込が蛇の目釉ハギされる。396は刷毛目文壼である。

中国産

12は黒釉の天目茶碗で、15世紀以前に福建省建窯で焼かれた優品である建壷窯製品の可能性がある。

8)磁器

瀬戸

105。 106は 白磁寿字文端反皿、1121よ 白磁端反皿、234・ 235・ 236は端反染付碗、257は牡丹文染付円形段重、359

は白磁蓋である。

月巴前

4は紅葉文筒茶碗、 8は山水文染付皿、18は亀甲・氷裂文染付碗、1031ま染付蓋で焼継されている。109は竜水文

染付皿で、ハリ支え痕がある。1101ま 花唐草文染付皿、1201ま 竜花唐草文染付皿、121は竹梅笹唐草文染付輪花皿、

122は昆虫文染付皿で、共に見込に五弁花コンニャク印判、高台内に「大明年製」や「福」字 (渦福文)があり、17世

紀末から18世紀に盛行した中皿である。125は草花文青磁香炉、156は雪輪梅文染付碗、237は梅樹文碗、238。 239

は縦鎖線蔓草昆虫文飯碗で、共にくらわんか手である。1641よ 青磁香炉、2271ま格子文染付筒茶碗、2281ま 山水文染

付筒茶碗、229。 2301ま端反染付碗、240は草花文染付碗、241。 242・ 243・ 244・ 245は 草花文の染付広東碗である。

248。 249は草花文染付猪日、2501よ 染付蓋、2511ま 漢詩山水文染付蓋、252。 253は 山水文染付皿、2541よ 蔓草菊花文

染付皿、2551ま 笹竹梅文染付輪花皿、264・ 265。 266は 染付徳利で、前2点 は網目文である。352は 染付仏飯器、353

は草花文染付蓋で焼継痕がある。355は九文染付碗、356は九文染付皿、387は 雨降文染付碗である。
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第81図 下層・深掘調査区配置図

相馬

231・ 232は端反銅青磁碗、263は網目文染付徳利である。

平清水

104は 白磁の手塩皿で、菊花型押である。166は染付皿で蛇ノロ高台である。2621よ 山水文徳利で底部に「へ (山 )

」の墨書がある。
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HC区 仮17層  水田跡

HC区 東壁下層 (1図 )

‖C区 南壁下層 (‖ 図)

層位 土 色 土  質
土 性

備 考
粘 性 しまり

10YR6/2 灰黄褐色 粘質土 強 有 り
3cm内 の褐灰プロック (20層 ?)を まばらに含む。マンガン粒を多 く含む (南東コ‐ナー畦畔中に灰自色ン
ル トの自然層が見られ層が三分されるが、作上部分ではみとめられず作上がいずれの時期かは不明)

25Y7/3  浅黄色 ンル ト 有 り 有 り マ ンガン粒 を多 く含む。部分的に残存

10Y尉71 褐灰色 粘質土 強 有 り 23層 をブロック状 にまばらに含む。一部に浅黄橙色プロック (22層 ?)を ブロック状 に含む

10YR6/1 褐灰色 粘質土 強 有 り 庚化物粒 をわずかに含む。畦畔の下ごく一部に残存

10YR4/1 褐灰色 粘質土 強 有 り 炭化物粒を多く含み、25層 が層下半に見られる

10YR6/1 褐灰色 粘質土 強 有 り 炭化物粒マンガン粒を少量含む。23層 、2FD層 の間の漸移層と見られる

10YR7/2 鈍い黄桃色 粘質土 強 有 り マ ンガン粒 を少量含む

第33図  EC区 17・ 20・ 23層実測図
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Ⅳ区深掘No1 8層

iV区深掘Nol 12層上面

0                          2m

|

Ⅳ区深掘Nol ll層

Ⅳ区深掘Nol 南壁 水田

Ⅳ区深掘Nαl 上段西壁 (C― B)

層 位 土 色 土  質
土 性

備 考
粘 性 しまり

25Y5れ   黄褐色 砂質シル ト わずか 有 り 炭化物泣、マ ンガン斑、酸化鉄荘 をまば らに含む

10YR5/3 鈍い黄褐色 シ,レ ト やや有 り 有 り 炭化物粒、マ ンガン班、酸化鉄池 をまば らに含む。5aよ り色は暗め

6 25Y71  黄灰色 粘性 シル ト 有 り 有 り 炭化物粒、マンガン斑、酸化鉄粒をまばらに含む。 (水 田作上の可能性は 7)

7a ICIYRV4 鈍い黄褐色 ンルト 有 り 有 り 炭化物粒、マンガシ斑、酸化鉄粒をまばらに含む

10YR4/3 鈍い黄褐色 粘性 シル ト 有 り 有 り 炭化物粒、マンガン斑、酸化鉄粒をまばらに含む。 (水 日作上の可能性は ?)

7 lCIYR5/4 鈍い黄褐色 シル ト 有 り 炭化物粒、マ ンガン斑、酸化鉄粒 をまば らに含む。7aよ り黄褐色プロックを多 く含む

8 10YR3/1 黒褐色 粘性 シル ト 強 有 り
マンガン斑10YR5/2灰 黄色シル ト (9層 を層下半に割 りとプロック状に含みその成因は

定かではない〉8層 は作上の可能性あるか ?

9 10YR7/3 鈍い責橙色 砂質シル ト 征
小

有 り
灰白色火山灰でおそらくは一次堆積と見られるが断続的に層状 に見られるのみで8層 の

成因に問題有 り

25Y5/1  責灰色 粘質土 強 有 り マ ンガン斑、酸化鉄斑

2うY5/2  明灰責色 粘質土 強 有 り 自然堆積かある時期の作土かは判別で きない ?

10YR2/1 黒色 粘質土 強 有 り

10YR3/1 黒褐色 粘質土 強 右 り 酸化鉄班が下面に見 られる

10YR4/71 褐灰色 粘質土 強 有 り 酸化鉄斑、11層 よりやや明るめで下層の12層 をかなリカクハンしている

南西 コーサープランSX 10YR5/4 鈍 い貢 4B色 粘質土 有 り 右 り 灰白色、黒褐色プロックを多量含む。上層 (1la、 10層 プロック色)層 上半に含む

第34図 V区 8。 11・ 刊2層実測図
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Ⅳ区深掘2区

22

北壁

20層畦畔

BI
卜

8Юゞ

Ⅳ区深掘No2 22層 清状遺構

iV区深掘2区 17att T Ⅳ区深掘2区  17b層

Ⅳ区深掘2区 南壁
上段北壁

層 位 土 色 土  質
土 性

備 考
粘 性 しまり

25Y72  灰黄色 ル ト 有 り 層上半に酸化鉄、集積層、層全体に酸化鉄粒 を多 く含む

13 5Y6/3   オリーブ黄色 粘性 シル ト 強 有 り 酸化鉄粒、炭化物粒 を少量含む、層下半に互層明瞭

14 75Y   灰 白色色 砂質 シル ト 有 り 有 り 層全体に砂質シル トの細層が幾層 も見 られる

15C 5BG5/1  青灰色 粘性ンル ト 強 有 り
二層の互層

15‐ ЮYワ 1  灰色 粘性 シル ト 強 有 り 炭化物粒 を少量全体に含む

16 10GYν l 緑灰色 粘質土 強 有 り 炭化物粒 をわずかに含む

5GYνl  オリープ灰色 粘質土 強 有 り (上下面にみだれ、水田の作土 ?)

25Y2/1  黒色 粘質土 強 有 り 炭化物粒 を少量含む
二層の互層25Y7/2  灰黄色 粘質土 強 有 り

10GY5/1 緑灰色 粘性 ンル ト 強 有 り 層下面に砂質シル ト層有 り

250r4/1 暗オリープ灰色 粘性 ンル ト 強 有 り
炭化物 を少量含 む (上 下面にみだれ、水日の作土 ?)畦 畔 よ り東側では

層下半で20層 がかな リプロック状に巻 き上げ られている

21む 10YR17/1 黒色 粘質土 強 有 り 灰化物を多 く含む
二層の互層 (①層が主体)21H∪ 5GY6/1  オリーブ灰色 粘性 シル ト 強 有 り

220 10YRユ ″1 黒色 粘性土 強 右 り
三層の互層 (2層 が主体 )22@ 5GY6/1  オリーブ灰色 粘性 シル ト 強 右 り

23‐C 10YR/2 黒褐色 粘質土 強 有 り 炭化物、少木片を多く含む
二層の互層

23‐ ② 5GY6/1  オリーブ灰色 粘性 シル ト 強 有 り

10YR3/1 黒掲色 粘質土 強 有 り 5mm以内の炭化物粒を全体に多く含む

第85図 Ⅳ区12・ 17・ 20・ 22層 実測図
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凶 ■ 種
"1

登 録恥 地 区 遺 格 層 位 器 揮 罰
'位

娠 存 度 回往 cm 蜃径 cm 器局cm 日縁形廠 外   向 四   血 傭   考 写具 凶放

528 弥生土器
ヽ

半
疏
綺

a/4 325 平
日要部 :ヨ ヨナデ→LR網

文 (横位)十 綾絡文峨

1～林部Iヘラナデ(横 斜位)・日:

,ヨ コナデ→日縁部ミガキ帳0
43

435 弥生土為 A74 SDお
穴日壷

メ羹

口縁～

頭
平

日唇～口縁部 lR縄文は位)・日縁i

下璃交互欄突類傲文帖nt・押D
巴いナデ

457 弥生土器 A22 ⅡA 発
一

半唖
仕

平
日鎮部 :ヨ コナデ→LR潤

文 (横位)→列点刺突

部

キ

縁

ガ

ナデ→

(横位 )

492 弥生土器 卜101 IA
キ璽口

襲
口縁 波 状

LR穏文(横住)→下端:交互刺突類

似文候位沈線→下1押[→上1刺刻

粗い ナ デ→ LR組 文

(横位 )

回唇部摩滅

535 弥生土器 A37 菱
半下

底

体

一
4/5

体部 :LR縄文 (横 斜位)

→体部下靖～底部 :ミ ガキ
ミガキ (縦・横位 ) 内外面鉄分付着

弥生土器 Aお4 甕
一
半

豚

上

口

体
190 平

回縁・体部 :LR縄文

(横位)

阻いナデ 口唇部摩滅

樋
"1

登 録配 必 鷺 構 層 1立 器 種 石   材 傭   考 写 具 図倣

439 石 器 Kb 105 I 尻状石器 1662 安山岩 両側縁折損、刃部光沢有

469 石 器 榎状石器 106 2373 安山岩 刃部折損、受熱痕有

440 石 器 Kb‐ 102 I 板状石器 139 2640 安山岩
刃部 側縁 折 損 、た

面受熱剥離痕
44

中国産

5は細線蓮弁文青磁碗で15～16世紀代、13は呉州手皿で16世紀代、14・ 15・ 17・ 20は万暦様式の青花皿、19は 白

磁端反 り皿で15～ 16世紀代、126は 錦文青磁皿、1271ま蛇ノロ釉ハギの白磁紅皿で、共に15世紀～16世紀後半代、

167は菊化文青花碗で、漆継ぎ痕が残る。1681ま竜文とみられる青花皿で、167と 共に16世紀後半代、247は偏文青磁

折縁皿で13～ 14世紀代、357は獅子または竜文の青花皿もしくは瓶で、16世紀後半から17世紀初め、360・ 390は端

反の玉抱獅子文青花皿である。

9)石製品 (Ka)

石製品は、26点 を図化した。

6。 115。 284・ 369は硯で、115は完形に近い残存である。26は石臼で、 3本ないし4本の溝を単位としている。

406は 茶臼で、橋目が細かく受皿と捉手が両側に付き、火を受けて割れ、表面が焦げている。27・ 71・ 116。 1721ま

石鉢の破片である。172は 日縁から底部まで残存 している。23・ 24・ 93。 173・ 174。 175。 283・ 402・ 403は砥石で

ある。

25は 人形で、板状の石を細工 して頭部から体部を描出している。7・ 70。 285'4191ま看製円盤で、70は盤面の中

央が有孔で縁部が面取 りされている。285は 有子とで石錘の可能性がある。721ま丁寧に 2面を磨 り出して鋭角の角を

作 り出している。791よ厚い板状の肩材の両狽Iか らドリル状の工具で穿孔されている。共に不明である。

図化 しなかったが、Ⅱ D ttSD-1堀跡底面からは拳大程度の大量の礫が出土しており、石飛礫であった可能性

がある。

10)死]器 (Kb)

石器は、板状石器 3点 と剥片石器類38点、礫石器44点、礫4点 を図化 した。

439。 469。 440は 安山岩製の板状石器で、439の刃部には光沢が認められ、469。 440は 受熱痕がある。

556・ 557・ 558・ 560は石鏃で、558の基部にはアスファル トが付着している。559・ 590は 尖頭器、561・ 562・ 568

は石錐、563・ 564・ 635・ 636・ 637・ 638は 石匙、589は ノッチ、575・ 578・ 585・ 587・ 592は スクレーパー、573・

577は ピエス・エスキーユ、593は石核である。572・ 574・ 579・ 580・ 581・ 582・ 584・ 586は 二次力H工 のある剥片、

569・ 571・ 576は微細剥離痕のある剥片、570・ 583・ 591は剥片である。

594・ 595。 596・ 597・ 598・ 599・ 6001ま揚挙牙ζ¬0、  598。 6001よ Sを棄9貫がある。 601 ・602・ 603・ 604・ 605・ 606・

607・ 608・ 609。 610。 611・ 612・ 613・ 632・ 633・ 634・ 635は 磨石かつ敲石で、605。 6321よ受熱痕がある。614・

112
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層位 土 色 土   質
土   ″

陛
備 考

粘  性 しまり

1 25Y4/3  オリープ掲色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 炭化物を粒状に含み石器、剥片、土器を含む

2 25Yプ3  黄褐色 粘土質シル ト やや右 り やや有 り 1層 よりも砂っぼ く、多量の災化物が床面に層状に堆積する

25Y5れ   黄掲色 砂質シル ト 有 り やや有 り

25Y4/3  オリーブ褐色 粘 土 有 り やや有り 炭化物の泣子 を含み東か ら西、北か ら南へ傾斜。層の中間に灰自色粘上の薄い層を含む

10G4/1  暗緑灰色 粘 土 有 り やや有 り 若千の炭化物粒子を含み始層 と同様に傾斜する

層位 土 色 土   質
土    催

備 考
粘 性 しまり

ユ 25GY5/1 オリーブ灰色 粘土質ンル ト 有 り やや有 り わずかな炭化物と石器を含む。2層 とも層離面に25GYν lオ リーブ灰色の粘上のプロックを含む

2 25GYク 1 暗いオリーブ灰色 粘 土 有 り やや有 り オリーブ灰粘上の小プロックと、多量の炭化物を含む

3 25GY4/1 暗オリーブ灰色 粘 土 有 り 有 り 2層 よりも砂っぽ く炭化物、遺物を含む、底面か ら炭化 した木片4点 出土

4 25GY4/1 暗緑灰色 砂質 シル ト 有 り やや有 り 多量の炭化物を含む

炉屯 75YR72 灰褐色 無 し やや有 り 炭化物 と若干の骨 を含む。2層 との層離面に地震跡の噴砂が横に走る

炉@ 75YR3/3 暗褐色 砂質シル ト 有 り 有 り ユ層 との層理面に炭化物が層状に堆積 し、75YR6/6F●H色 のシル トが焼土面を形成 している

層位 土 色 土  質
土    性

備 考
粘  性 しまり

Pワ 75Y4/1  灰色 粘土質シル ト やや有 り 有 り 柾状の庚化物を含む

Pお 10Y4/1 灰 色 砂質シルト 征
ヽ

有 り 多量の炭化物と剥片を含む。堆積土サンプリング

10Y5/1  灰色 粘土質ンル ト 有 り やや有 り 多量の炭化物を含む

615・ 616。 617・ 618・ 619・ 620・ 621 ・622・ 623・ 624・ 625・ 626。 627・ 628・ 629・ 630。 631・ 636・ 6371よ 塀挙牙]か

つ凹石で、638。 6391よ 磨石かつ台石である。

640。 641・ 642・ 643は礫で、642は 受熱痕がある。

11)木製品 (L)

木製品は、114点 を図化した。

【食膳具】

漆器は、43点 を図化した。

28・ 29。 30・ 31・ 37・ 38・ 39・ 40。 41 '48・ 49。 50。 77。 79。 133。 134・ 135。  137・  138・  139。 176・ 177・

178・ 179。 180・ 302。 303・ 304。 305。 306。 307・ 308。 309。 310。 3701ま 力を¬|、  28・ 49。 50・ 771よ培語オとぢと、 291ま 層筆

台に押印、37は携三引両文に波千鳥文、381よ三巴文、41は南天文で高台内に「大町四丁目 作左衛門」の押 E「、48

は携三引両文、137は竹文、176は オモダカ文、1791よ桔梗文、305は藻草文である。

47'78。 181・ 301は皿で、471よ亀と草花文、181は亀と松文である。136は鉢で、携三引両文に松文である。

沢口衛氏から、38・ 48・ 49。 50。 77。 78。 133。 137・ 177。 などの漆器枕の高台につけられた線形の「刻印」や

墨書は、所有者や用途を示すものと考えられ、29・ 40・ 41・ 135。 178。 299な どの高台に押された印影は、板状の

「型」に朱などで描いた文字や図形を、コンニャク状のスタンプにいったん写して押印された可能性が高いとのご

教示を得ている。

32は素木のロクロ挽きの皿である。1491よ箸である。

54・ 56。 183・ 409・ 410は折敷で、561こ は竹釘が残る。1831こ は側板を綴じる樹皮が残る。折敷は、側板を四方に

折 りまわし底板をつけた盆で、隅切盆や平折敷・角切折敷・足打折敷などがある。1471ま 底板で、釘穴が認められ

る。

321は塗 り膳で、底部には台脚を据付けるための溝が切ってある。

153・ 331は 竹製の筒で端部が先細に加工される。182・ 408は 竹製の容器で、408は 有孔で木の栓が詰められ、液

体や薬味などを入れる容器の可能性がある。

【調理・炊事具】

曲物に柄を接続した柄杓がSD-1堀跡から4点出土している。
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層  位 土 色 土   質
土 性

備 考
粘  性 しまり

25Yν2  灰黄色 粘性 シル ト 強 有 り 暗灰黄色プロックをまばらに含む

25Y6/2  灰黄色 粘性 ンル ト 強 有 り 灰 白色 と灰黄色層の細層の互層だが不明瞭

5Y8/2  灰自色 粘性 シル ト 有 り 有 り

25Y7/1  灰自色 粘性 ンル ト 強 有 り (13層 と同じ)層上面に炭化物を含む

25Y″2  灰責色 粘質土 強 有 り

25Y6/2  灰黄色 粘質土 強 有 り

171 25Y6/2  灰黄色 粘質土 強 有 り (17層が作土化 されず河川内に増積 したものか P)

25Y7/2  灰責色 粘質土 強 有 り 部分的に残存

20 10YR5/2 灰責褐色 粘質土 強 有 り 炭化物粒 を微量に含む

25Y7/2  灰責色 粘質土 強 有 り 部分的に残存。河川部には落ち込まなW

22'(境部 ) 26Y4/1  黄灰色 粘質土 強 有 り 河川の落ち込みぎわのみに見られ、不明瞭だが細層の互層と見られる

22(河川部) 10YR3/1  黒褐色 粘質土 有 り やや有 り 層中位に10YR17/1黒 色炭化物層を含む、植物遺体を多量含む

10YR3/1  黒褐色 粘質土 強 有 り 災化物粒を微量に含む

23' 10YR5/1 褐灰色 粘質土 強 有 り 灰自色粒を微量含む、層中に灰黄褐色土層を含む (23層 が河川に落ち込み自然流入層が明瞭となる)

ЮYК72 灰黄褐色 シルト 強 有 り 23層 と25層 との漸移層 と見 られる

24 ЮYR5/1 褐灰色 粘質土 強 有 り 炭化物粒を少量含む、河川内のみの堆積で閉層 とは性格がことなる

25Y″2  灰黄色 砂質シル ト 有 り 有 り

第88図  EB区 20層平面図
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第39図  E区遺構実測図

もっとも遺存状態の良かった36は、 1区 Aト レンチ 5層からの出土で、杓、柄ともほぼ完形である。杓は、直径

約10cm、 高さ10cmほ どの曲物で、厚さ3.5mmの薄板が筒状に二重に重ねられ、綴じ合わせ部分のみ 3重に巻かれ、

5段の切れ日を幅 5mmの樹皮で縫い止めている。柄を差し込む方形の穴と、その姑称位置に柄の先端を差 し込む

孔が穿たれ、樹皮で補強している。底板は、直径 9cm程の円板で、釘穴は認められない。柄は、全長52.5cmほ ど

の方形で先細 りの棒材で、先端から18～21cm程のところに焼け焦げ 状の変色部分が認められる。また、杓、柄 と

もにオ市渋を全面に塗布している。

146は 、ⅡB区 6層から出土 した、杓の部分である。直径約 8cm、 器高7.6cmを測る。厚さ3mmの側板を二重

に重ね、綴じ合わせ部分のみ 3重にし、 9段 と4段の 2列の切れ目を樹皮で綴 じる。側板に方形の穴を有し、その

対称位置に柄先端を差 し込む穿孔と、それを補強する樹皮がある。底板は厚さ6mm、 側板の下線から2mmほ ど

IIBtt SK-41

89図   口Btt sK-41

層  位 土 色 土   質
土    性

備 考
粘  性 しまり

1 10Y R4/2 灰黄褐色 粘質土 強 有 り 5/2灰 黄褐色プロックを含む

2 10Y R5/1 褐灰色 強 有 り 10Y R7/2、 鈍い黄土色粘質土ブロックを含む

3 YR5/21 灰黄褐色 強 有 り e2に 同 じ、層下半の一部に自然流入層が認められる

4 10Y R2/2 黒褐色 ンルト 有 り 有 り

層  位 土 色 土   質
土   性

備 考
粘  性 しまり

1 10Y R4/2 灰黄褐色 粘質土 強 有 り 鈍い黄土色、微細ブロック多 く含む。炭化物片を全体 に含む

2 10Y R7/2 鈍い黄土色 強 有 り 璧の崩落土 と見 られる

3 10Y R6/2 灰黄褐色 強 有 り 層下部に細砂層が見 られる、炭化物粒 を少量含む

4(層上半 ) 10Y R3/1 黒色 強 有 り 炭化物多量に含む

4(層下半 ) 10Y R3/1 黒褐色 砂質シル ト 有 り 有 り 灰 自色ブロックを少量含む

層  位 上 色 土   質
土   性

偏 考
粘  性 しまり

1 25Y4/1  黄灰 粘質土 強 有 り 炭化物粒少量合む

2 26Y6/1  黄灰 粘質土 強 有 り 炭化物粒を多 く含む又層状に含む。灰白色粘土粒を多量に含む

3 25Y7/2  黄灰色 粘質土 強 有 り 褐灰色粘質土層を層状 に含む

ЮY17/1 黒 シ,レ ト 有 り 有 り え化物粒を多 く含む。層下半は褐灰色砂層となる
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縄文土器 A-67 SD‐ 1 深鉢 日縁
RL(?)縄 文→斜行光線‐丸コブ ,

盲子とボタンコブ…平行沈楡→ミガキ
ミガキ (斜位 )

縄文土器 A-41 4
型

つ

小

鉢
口縁 平日縁

平行沈Y7R→ 丸剖コブ→斜行連

続沈線→口縁部ミガキ
ミガキ (横位 )

縄文土器 A69 SD■ 8
ナデ→害I大 コブ→弧線区画沈

線― ミガキ (区国内の一部)

ミガキ (横位 ) 41

縄文土器 A49 6 照/Fl重 日縁 平日縁 LRJ縄 文 (横位 ) ナ デ (横位 ) 輪積痕 厚手

436 縄文土拳 A■ 25 5 底 1・ 4 9
底部無文、一部網代痕、

立ち上り部ナデ
ケズリ

437 縄文土暑 Aお8 8 一霊 顕 1 6 平回縁 無文、 ミガキ (横位 ) ミガキ (横位 )

438 電文土基 A望5 SD l 断面 深鉢 口縁 1 10 平回縁 無文、ナデ (横位 )

日縁上部ナデ、口縁下封

ミガキ

第87図 縄文時代の遺物 (1)

上げ底ではめ込み式である。

145は、大型の柄杓でⅡB区 6層から出上し、遺存状態は悪い。直径14 3cm、 厚さlcmの底板と、側板には2カ

所の釘穴が残る。樹皮による綴じ合わせは 3列で、しっかりしており、残存長13cmの方形の柄が残る。

143は、底板でⅡb区 la層からの出土である。直径9.5cm、 厚さ7mmの 円板で、直径2mmの木釘が 3箇所に打

たれている。

杓類では、55は分司、154。 3381よ 大型の杓子で、共に一木作 りである。分司は、味噌や醤油等の食品を撹拌する

ときに使用したとみられる大型のヘラ状の木製品で、一木造 りで握 り部は四角く面取 りされ、匙部分は掌状に面取

りされている。372は杓子で、柄に穴が開けられている。

334は木鉢で、内面は使い込んで磨耗している。81は板状製品で、まな板などの可能性がある。

【装身具】

151・ 330は櫛で、共に塗 りが一部に残る。歯の密度はいずれも14～18本/寸と粗いことから解き櫛である。

33・ 42・ 80。 140。 141'312・ 313・ 314。 315・ 316。 317・ 318。 319は 下駄で、1401ま大型の下駄である。316は半

裁した割 り竹に鼻緒穴を開けている。318・ 3191よ 差し歯下駄で、その他は露卯下駄である。3191ま 前端と前歯の間

の顎が長く、弥穴 (鼻緒の後ろの孔)か ら踵までが短い。歯は間が広 く、台形をしており安定がよく、足を乗せる

台の幅が狭 く、歯の厚みは均一となっているため、水汲みや洗濯、つ1便の時に履 く足台ではなく、歩 くためのもの

とみられる。801よ下駄の歯部分である。

142は板草履で、芯板のみの出土である。芯板は左右対称の 2枚の薄い板材からなり、先端部には小孔、側縁部



には方形の切 り取 り部分が左右対称の位置に設けられている。

374・ 375は草牲である。374は一対で連結している。全長で28,7cm(9寸 6分)、 幅10.8cmの大きさがあり、大形

で成人男子用のものである。375は、一部欠損しているが、全長25,7cm以上である。

【道具類】

152は有孔の材で、接 ぎ手とみられる。糸巻きの横木に形状的には類似するが、中央部の相欠きや小孔が認めら

れず、釣瓶の接ぎ手とみられる。長方形の板材を紡錘形に削 り、中央に直径35～40mmの ほぼ円形の孔を穿ち、両

端に釣瓶に差し込むホゾが認められる。中央の穴は竿 (ま たは棒)に よって一方の縁が磨滅している。

320・ 321・ 322・ 323は鍬で、320は ほIぎ完形の鍬で、柄まで残存 している。その他は風呂部のみである。

335は横槌で、3361よ 木槌である。横槌は、円柱状の身と棒状の柄からなる工具で、心持ち丸太材を削 り細めて一

木作 りである。太くて短い敲打部に使用痕が認められ、ワラ打ち用などに用いられたものである。木槌は、頭部と

柄部が組み合わせ式で、頭部は九材で面取 りされ、一側面の中央から長方形の孔を貫通させ、柄を挿入している。

頭部の両端の木口には敲打による窪みや平滑面が認められる。柄部は方形の断面で折損している。

45。 46は木錘である。

325は 、長柄の汲み桶で、台形の狽I板 4枚と、方形の底板からなる汲み桶部分と、残存長68cmの方形の棒状の柄

からなる。桶板の接合には直径 3～ 4mmの 木釘が打たれている。

326。 327・ 328・ 329は 結桶で、樋反 りの短冊形の博板を並べて竹籠で締めたものとみられる。328の捉手には竹

製で筒状の管が重ねられて回転するため、井戸の釣瓶とみられる。

332は井戸の自在駒である。3371ま桶などの捉手で、両端に袂 りを入れている。

333は柄で、釘が残存 している。340は柄で、「三」の墨書が認められる。

【建材・建具など】

35'52'373。 411は杭である。431ま有孔の角材、44・ 148・ 371は有孔の板材である。53は位牌台の台部である。

紅染1551よ 、建物の入 り口部分に使用する建材である。全長298cm、 幅24cm、 厚さ10cmで、両端は長さ29cmの

木鼻部分と25cmの ホゾ部分からなる。柱間寸法が約 8尺 (244cm)と 広 く、かつ、柱幅が 8～ 9寸 (25～ 27cm)

と太く、木鼻と梁の一部に朱塗、梁の一部に黒漆塗の痕跡が残っている。反 りが小さく、梁の上下に彫られた溝は、

幅 2cm、 深さ2cmほ どで錫杖彫またはホゾ穴とみられ、ホゾ穴である場合には、板壁か欄間に取 り付 く。材質が

ケヤキで、木鼻は渦文で彫 りが浅く、線が細 く素朴で整っており、佐藤巧氏のご教示から、戦国時代以降、元禄年

間以前の特徴を有し、朱塗の門や堂等の梁材であった可能性がある。

【遊具】

64は木刀で、九 く湾曲した材を使って、刃部を削 り出している。柄端部の加工が粗 く未成品である可能性がある。

12)木簡 (M)

木簡の可能性のある木製品は、 4点を図イとした。

34・ 51は板材で木簡の可能性がある。150は荷札で、墨書が両面に残る。

339は墨書の残る板材で、碁婆や墓標の可能性がある。

13)金属製品 (N)

金属製品 5点 と古銭16点 を図化した。

57は、 I ttSD-1堀跡の底面付近で出土した短刀で、日釘孔 1穴が穿たれ、銅製の縁環が付着 している。58は

弾丸で、直径 lcm程度の火縄銃弾とみられる。591ま クサビで、頭部に打撃による変形が認められる。601よ、 I区



SD-1堀跡の底面付近で出土した山尺で、表の長手が 1尺 5寸 2分で、横手に 8寸の目盛が、裏の長手と横手に

目盛が刻まれている。

342は 、Ⅱ D ttSD-1堀跡の南西角部で出土した脇差で、朱塗の鞘に納まったままの状態で、343鍔 。344切羽・

345縁金具・346小柄などを伴っていた。

61 ・62。 63'376。 377・ 378・ 379'380・ 381・ 412。 413・ 414・ 415'416・ 417・ 4211よ ゼFαttЧO、  形覚Trl貰邑摂霊・刀Кジ誕

通費・宣徳通費・至大通費や銀銭などである。417は穿孔されている。

14)骨 角製品 (0)

288は 箸である。

15)土製品 (P)

土製品は、10点 を図化した。

114・ 289。 290。 291・ 292・ 293・ 294・ 295。 296は土人形である。m4は、頭部から肩部にかけての人形で、中空

の型押である。289は 、ニワトリの上笛である。291は、軍配と突き出た腹部から布袋の可能性がある。292は 土鈴

である。293は、着物姿で踊る女性像で静午前の可能性がある。294・ 295・ 2961ま 、人形の体部である。358は 、土

玉で、土鈴の中に入れた土玉かもしれない。土人形の製作技法は型作 りであり、原型 =タ ネの二枚型で、抜き型を

接合して製作する。

16)ガラス製品 (S)

ガラス製品は、 8点を図化した。

94は 薄手でランプのホヤ状で、95は 薄手で縁折れの鉢状で、96は ワインやビールなどの瓶、97。 98・ 99・ 297は

小形の瓶で薬瓶などである。298は瓶である。



Ｖ
ＩＩ
ｌｔ
亀

士

川

L´一―
― ♪

441

ガ
449

巽司
45]

∝ 詔

日
‐―

娩
�

ｎ
‐Ｉ

‐Ｉ

開

【

４４８

∩
ｆ ｒ
日
Ｈ

ＩＩ
日
Ｈ
日
Ｈ
四

衛

Ｖ
″
〃
４５３

0                            10cn

¬

鰤
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1521 縄文土器 I 17 深鉢 ヨ縁 平口縁
平行沈繰一人  小 コブ→

ミガキ (横位 )

口縁部ナデ、胴部 ミガキ

452‐ 2 縄文土器 A26 I 17 深鉢 伺
平行沈線→小 コブ→ ミガ

キ (横位 )

ミガキ

45多 3 縄文土器 A96 I 17 深鉢 臓 大コブー ミガキ (横位 ) ミガキ

4盟 1 縄文土器 I ヨ縁 波状日縁 ミガキ ミガキ

443 縄文土器 A20 I ヨ縁胴 波状日縁 R縄文→横位沈線→ミガキ ガキ (横位 )

ヨ縁部わずかに外反、

ll面 に炭化物付着

縄文土器 AB I ヨ縁 波状日縁
しR縄 文、横 位 平 行沈線

(4条 )、 日唇部沈線
日縁部横位沈線

447 縄文土器 I ヨ縁 子口縁 ガキ (横位 , ガキ (積位)

健文土器 A■ 18 I 15 ヨ縁 平口縁 無文、ナデ (横位 ) ナ デ

449 縄文土器 A■ 02 I 15 ヨ縁 平口縁 無文、ナデ ナ デ Ⅲ面に輪積痕 ?

450 縄文土器 I ヨ縁 平日縁 黄位沈線、 ミガキ (横位 ) ガキ (横位 )

享手 ,断面 に輪

蛍痕

餡文土器 I ヨ縁 平口縁 貰位沈線、 ガキ (横位 ) ナデ (横位 )

442 縄文土器 A42 I 氏 3 4 フR縄文 (横位 ) ナデ? 電珍上器

445 縄文土器 A望0 I 隔 フR縄文 (横位 ) ミガキ

446 縄文土器 I 深鉢
ヨ稼

層 底
ユ 3 7 169 平口縁

尺縄文 (斜位)→変形■7文

ヨ曇部沈線→日縁部ミガキ (横位)

日縁部横位沈練→ミガキ (横位)

胴部 底部ミガキ (横位 斜位)

453 縄文土器 I 17 深鉢 ヨ縁胴 1 4 平口縁
各子目文→横位平行沈線‐売コブ‐

ミガキ (構t 上位2案 の北縦間)

ミガキ (横位 )

小面 に一部炭イt

第38図 縄支時代の遺物 (2)
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4541 縄文土器 A24 X 深鉢 口縁 平口縁
節歯格子目状条線文 (縦位→

群位)→日縁部ミガキや横位)

ミガキ (横位 ) 無線は 4本

4542 縄文上器 A24 I 果鉢 阿
条線文 (縦位)→条線文

(斜位・ 4本 )

ミガキ
斜位条線文 は 4

本

454-3 隠文土器 AセИ I 粂鉢 阿 売差櫛歯条線文 (斜位 ) ミガキ (縦位 ) 柴線は 4本

4544 隠文土器 AラИ I 梁鉢 臓 吏差櫛歯粂繰文 (斜位 ) ミガキ (積位 ) 条線は 4本

455 縄文土器 A76 I 曳鉢 ヨ縁 1 3 平口縁 口縁部ナデ、胴部ケズリ ナ デ
内面 に炭化物若

干付着
40

456 縄文土器 A95 I 朱鉢 ヨ縁 2 43 平口縁
日縁部ミガキ (横 位)、 1同習

ナデ・ ミガキ→格子日条線技

ヨ縁部ミガキ (横 位)、 胴酎

ミガキ (横位) 一部ナデ

条線 は九棒扶エ

具で施文
40

第89図 縄文時代の遺物 (3)
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460 縄文土器 A87 ユA 口縁 平日縁
LR縄 文 (横位 )一連続刺

突文―ナデ (回 縁部 横位 )

ミガキ

458‐ 1 偲文土器 A21 1 3 L縄文 (無節 横位 ) ナ デ 卜型土器
健文土器 Ap〕 17 3 L縄文 (無節・横位 ) ナ デ 小 型 土 器

461■ 縄文土器 A65 LR縄文 (斜位 横位 ) ナ デ 胎上に砂粒多ヤ

461ワ 縄文土器 A65 LR縄文 (斜位 横位 )

外面に炭化物付着

胎上に砂粒多い
461‐ 3 罷文土器 Aお5 jR縄文 (斜位・横位 ) ナ デ 胎上 に砂粒多セ

461‐ 4 健文土器 胴 Ŕ縄文 (斜位 横位 ) ナ デ 胎土に砂粒多ヤ

462 電文土器 ハぃ92 胴 (上半) 平行沈線 (4条 )→ナデ

463 電文土器 日縁 平口縁
憤位平行沈線→下半部 ミ

ガキ
回縁部横位沈線→ ミガキ

内外面入念なミ

ガキ
464 電文土器 Aお9 口縁 平日縁 ナデ (横位 ) ナデ (横位 ) 治土は細密

465 縄文土器 A23 浅鉢 底 1 4 29 平日縁 LR縄 文 綾絡文―ケズ リ ガキ (横位 )

底部に木葉痕、お

面丁寧なミガキ

縄文土器 A56 ⅡA 仮17 底 木葉痕 剥離疾
底部 に木葉痕

内面に剥離痕

467 縄文土器 A■ 4 HC 20 浅 鉢 口縁胴 平日縁
LR縄 文 (斜位)→横位沈

線

ミガキ上部 (横 位) 下

部 (斜位 )

日縁部わずかに内湾、

外面に炭化物付着

468 縄文土器 A■ 5 20 鉢 回縁胴 ユ 3 平日縁
先線による変形工字文→

ミガキ ナデ
ミガキ

第90図 縄文時代の遺物 (4)
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縄文土器 A88 ⅡA 深鉢 回縁 平日縁 κ文、 ミガキ、剥離 ミガキ (横 4立 )、 一部剥離

縫文土器 た75 ⅡA 口縁 平日縁 無文、ナデ ガキ (横位 )

縄文土器 A■ 16 IA 回縁 平回縁 無文、ナデ (横位 ) ナデ (横位 )

縄文土器 A71 ⅡA 回縁 平口縁 無文、 ミガキ (横位 ) ミガキ (横位 ) 享手

縄文土器 A■ 14 ⅡA 口縁 平回縁 無文、 ミガキ ミガキ ヨ縁部は肥厚

縄文土器 A■2 深鉢 口縁
小波状

口縁

LR RL羽 状縄文→ナデ→

入組三叉文・横位平行沈線
ミガキ 内麗に炭化物付着

縄文土器 A■ 8 日縁
突起付き

波状日縁

日縁部突起→斜位平行沈繰‐九コブ

日縁部平行沈線…弧線…LR充填縄文
ガキ (横位 )

縄文土器 A4 胴 底 9 9 ミガキ (縦位 ) ナデ
底部網令痕 (練 :一本越―

本溝,横 |一本魃一本音)

縄文土器 深鉢 口縁胴 267 平口縁 胴部ナデー日縁部ナデ ミガキ 40

縄文土器 A珍8 浅鉢
口縁

月同 底
1 2 205 104

突起付き

平日縁

横位平行沈 llR→ 山形突運

→丸コブ→ナデ ケズリ
ナデ (横位 )

突起部水平方F
に張出す

40

縄文土器 A99 深鉢
月同 底

7・ 1 262 平口縁
条線 (縦 位)→口縁部ナ

デ 胴下部 ミガキ (横位 )

回縁部ナデ (横 位)、 胴部ミ

ガキ (横位)、 低部ナデ

貫通孔有 り、日縁

部に炭化物付着
40

第91図 縄文時代の遺物 (5)
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図 十 種 別 登録配 地 区 層位 器種 部イ立 残存度 民径 cm 器百 cr 日雛 憩 外 内 面 備   考 写員図版

48予 ] 隠文土器 Aお6 江A 深 鉢 日縁 平日縁
横位沈線、口唇部連続刻

日→ナデ
ナデ (横位 ) 舛面に炭化物付着

485‐ 2 縄文土器 A66 深 鉢 ナデ→横位沈線 デ (横位 )
rl面 に炭化物付着

486 縄文土器 A84 % 日縁 平口縁
口縁部ナデ (横 位)→欄

歯条線文

日縁上半部ナデ (横 位 )

下半部 ミガキ ?
薄手

縄文土器 A60 ■A 日縁 平回縁
口縁上部一部 ミガキ、下

部条線 (斜位)格子目文
ミガキ (横位 )

貫通孔有 り、内

面を削 り穿子し

縄文土器 A62 肛A 日縁
山突起

付日縁

山突起→ナデ→横位平行沈練 (3

条)→ ミガキ (上位平行沈繍間)

ミガキ (横位 )

娼 ユ 縄文土器 A■ 05 ⅡA 口縁 平口縁 丸コブー ミガキ ミガキ

488 縄文土器 A‐82 IA 日縁
付日縁

盲孔ボタンコブ ミガキ (横位)

内面に突起頂部か

ら縦長の窪み有り
42

484 縄文土器 ′単100 ⅡA 口縁 平日縁 横位平行沈線→丸コプ ミガキ 内面黒色 42

489 縄文土器 A■06 ⅡA 口縁
突起付

平口縁

横位平行沈線→丸 コブ→

日縁下部 ミガキ
ミガキ (横位 ) 沈線間に丸コブ 42

495 縄文土器 A‐272 ⅡA 一霊 口縁 2 5 8 平口縁 睡文, ミガキ (縦位 ) ナデ (横位 ) 42

490 縄文土器 A■ 04 ⅡA 深鉢
ナデ‐格子日文→丸コブ→ミガ

キ (格子目文 丸コブ文の間)

ミガキ

縄文土器 A■03 ⅡA 同 (上半)

ナデー格子目文→平行沈線

→丸コプ→丸コブ周囲ナデ
ガキ (横位 )

篭文土器 A63 25a 駅 縄文 (横位 ) ナデ 賞通fし有 り

493‐ 1 電文土器 A■27 深 鉢
交差櫛歯条線文 (左 下が

り条線→右下が り条線 )

ナデ (縦位 )

493‐ 2 健文土器 A-127 深 鉢
交差櫛歯条繰文 (左 下 /J

り条線→右下が り条線)

ナデ (縦位 )

1941 隠文土器 深鉢
交差櫛歯条線文 (上半 )

→ミガキ (下半)

ガキ (斜位 )

4942 縄文土器 A望3 深鉢
交差櫛 歯条線文 (上 半 )

‐ミガキ (下半 )

ミガキ (横位 ) 42

496 縄文土器 A62 回縁 平日縁
ナデ→横位平行沈線→日

縁下部ミガキ
ミガキ 貫通孔有 り

497 縄文土器 A72 ⅡA 日縁 平口縁
浅い横位平行沈線→ ミガ

キ (横位 )

ミガキ (横位 )

498 鶴文土器 A■ 12 ⅡA 野 口縁 平口縁 無文、 ミガキ 享手,外面に炭化物付着

縄文土器 A■ 15 ⅡA 27 口縁 平日縁 無支、ナデ (横位 ) ナデ (横位)

51111 縄文土器 A73 ⅡA 27 日縁 平日縁 無文、 ミガキ (横位 ) ミガキ (横位 )

縄文土器 A32 ⅡA 日縁
ア状突適 無文 、 九 コ ブ→ ミガ キ

(横位 )

無 文 、 丸 コブ→ ミガ キ

(横位 )

内面 口縁 直下 t

段有 り

縄文土器 A33 ЦA 27 霊 日稼 1 5 5 平口縁 無文、 ミガキ (横位 ) ミガキ (横位 )

IЭ3‐ 1 縄文土器 A-99 ⅡA 27 深 鎌 日縁 平口縁
丸 コブ→弧線 区画沈線→

横位沈線
ミガキ (横位 ) 42

503つ 縄文土器 A99 ⅡA 深鉢 日縁 平口縁
丸 コブ→弧線 区画沈線

横位沈線
ミガキ (横位 )

50>3 縄文土器 Aつ9 HA 深鉢 日縁 平口縁
丸コプ→弧繰区画沈線

横位沈線
ミガキ (横位)
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図 # 種 別 登録 NQ 地 区 ナ曽4ヱ 器 揮 療 T●
‐反 ほ径cm FFttCE 日緑形悪 外 画 内 向 備  考 写真図版

縄文土器 A81 EA 深 鉢 口縁

起

縁

突

日

形

状

山

波

山形突起…横位平行lt線 (5粂 )

→丸コブ‐ミガキ (沈線岡無文帯)

ミガキ (横位 ) 42

縄文土器 A44 Ⅱ A 平日縁
横位平行沈線 (3条 )→
丸コブ→ナデ

ミガキ (横位 )

縄文土器 A■ 09 口縁 平口縁 横位平行沈線

縄文土器 A53 日縁 平日縁
横位平行沈線 (4条 )→
丸コブー日縁下部 ミガキ

ミガキ (横位 ) 鬱

縄文土器 A86 口縁 平日縁
浅い横位沈線  弧線→

ガキ (沈線間 )

ミガキ (横位 )

511 縄文土器 A39 Ⅱ A 27 日縁 平日縁
横位平行洸線 (4粂 )→縦長コア…ミ

オキ (lt稼 間無文帯 日唇部、横位)

ミガキ (横位 )

512‐ 1 縄文土器 A48 深 鉢 日縁 平日縁
交差条線文 (左下がり→右

下がり)→ 日縁部ミガキ
口縁部ナデ (横位 )

薄手、 1本 の工具

を繰り返し使用 ?

512ワ 縄文土器 A48 Ⅱ A 深 鉢
交差条線文 (左下がり→右

下がり)→ 日縁部ミガキ
ミガキ (横位 )

薄手、 1本 の工具

を繰り返し使用 ?

縄文土器 Aつ3 Ⅱ A
ナデ (綻 位 )→格子 目攻

(右下が り→左下が り)

ミガキ 内面黒色

縄文土器 Aつ5 Ⅱ A
格子目文→浅い幅広横位平行濱

線 (3条)→ LR縄文‐丸コブ
ミガキ (横位 )

縄文土器 A‐50 Ⅱ A 27 格子 目文 ミガキ又はナデ (横位 )

薄手、胎土砂粒

多い

縄文土器 A68 Ⅱ A 同 (上部)

浅い幅広横位平行沈線 (6

条 ?)→縦割コブ→ナデ
ナ デ

517 縫文土器 A■ 10 Ⅱ A 口縁 平口縁 無文、ナデ ? ナデ ?

縄文土器 A54 Ⅱ A 深 鉢
櫛 歯 条緑 文 (4～ 5本 ,

→横位平行沈線
ミガキ

51岳 2 縄文土器 A54 Ⅱ A 深 鉢
櫛歯条線格子日文 (約 10本 の

櫛歯条線→3本の櫛歯条線)

ミガキ

縄文土器 A54 Ⅱ A 深 鉢
樹歯条様文 (4～ 5本 )→横位平

行沈線 lt状沈線→上部ミガキ
ミガキ

縄文土器 A51 Ⅱ A
ナデ又はミガキ (積位)→

交差櫛歯条線文 (4～ 7本 )

ミガキ (横位 斜位 ) 碇成硬質

519‐ 2 縄文上器 Aもユ Ⅱ A
ナデえはミガキ (横位)→

交差櫛歯条線文 (4～ 7本 )

ミガキ
焼成硬質外面に

若干炭化物

縄文土器 A36 Ⅱ A 深鉢 国縁 平日縁
カギ状沈繰→区画内刷毛目→

日縁部横位沈練→縦長コブ

ミガキ (横 位 )、 日唇下

部に綾

縄文土器 A‐36 Ⅱ A 深 鎌
カギ状沈線→区画内 ミガ

キ
ミガキ (横位 )

縄文土器 A‐30 Ⅱ A 台
積位沈線一丸 コブ・百 ft

平 コブ
中心都ナデ

522 縄文土器 A-55 Ⅱ A 台付鉢 P 台 無文、ナ デ (側 面 底面 ) ナ デ

523 縄文土器 A‐57 IA 台付鉢 ? 台 1 2 6 無文、ナデ ミガキ

524 縄文土器 A31 Ⅱ A 皿 回縁底 36 平口縁 無文、 ガ キ 整形痕
卜型皿、外面に剥離痕、

勺面に指頭整形痕

504 縄文土器 A61 Ⅱ A 25b 台付鉢 ? 台 2・ 5 76 ミガキ (一部剥離 )

505 縄文土器 A‐77 Ⅱ A 底 1 5 29 無文、 ガ キ ミガキ

525 縄文土器 A‐58 Ⅱ A 浅鉢 ? 底 1 64 28
無 文 、 ミガ キ (横 位 )

底部網代痕
ミガキ (横位 )

網代晨(横 :一本越一本港

り、縦:一本越一本簿り)

盤又29

プ

〃
５２７

0                        10cm

図 ■ 種 朋] 登録 hlQ 地 区 層 位 器 種 音トイ立 残存 度 回径 c憂 器 高cコ 日縁形思 外 向 内 薗 傭   考 写真図版

526 縄文土器 A■ 0 台付浅鉢 浅鉢 l 4・ 6
山形突起

付平日縁

山形突超→積位平行lt線 (I～

`本

)

bP縄文→横位平行沈線→盲llH芸 (1カ 所)

山形突起→ 日縁部横位沈

線→ ミガキ

突起 は 4個 、台

部は欠損
40

529 縄文上器 日縁 平日縁 横位平行沈線 ミガキ ?

縄文土器 A9 浅 鉢 口縁胴 1・ 5
山形突起

付平日縁

山形突起→日唇V/1目

LR縄文 (横位)一変形工字文

ミガキ (横 位)一 日唇部

横位沈線 彫状、薄手、胎土黒色

第94図 縄支時代の遺物 (3)
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図 平 種別 登録吼 地区 層位 器種 部位 残存度 日径 cm 底径cm 辟高cm 口縁形態 外 向 内 面 備   考 図版写真

縄文土器 A2 浅鉢
打同 底

1 3 平口縁
日縁部横位沈練 LR縄文→

ミガキ (日縁無文帯 底部)

日縁都横位沈線― ミガキ
回縁 外湾 、外面

中央 に段、丸底

縄文土器 A整6 日縁
/1ヽ 波状

日縁

日唇頂部刻み一日縁 円形

押捺一口縁下部 ミガキ

日縁 上 部 ナ デ (横 位 )

下部 ミガキ
日唇部肥厚

縄文土器 A■ 07
深

区
回縁 平口縁 幅広い横位沈線→丸コブ ミガキ (横位 )

縄文土器 Aも 深鉄 胴 底 1
LR縄 文 (斜位)→ ミガキ

(下 部 )

ミガキ、底部ナデ 43

縄文土器 HC 深 鉢 胴 底 1 3 76 13
LR縄 文 (斜位 横位)→
ミガキ (下部 )

丁寧な ミガキ 厚 手 43

組文土器 深 鉢 胴 底 4 5 62
LR縄 文 (横位・斜位)→
ミガキ (下部 )

ミガキ (ヘ ラ状工具 )

底部外面 に炭 ll

物付着

第95図 縄文時代の遺物 (9)

図 イ 種 別 登録配 地 区 遺 襦 層 llI 器 種 郡イ立 残存度 口径cm 器高cm 口縁形態 外 面 内 面 備   考 写真図版

縄文土器 A‐6 ⅡA SI‐3 ] 深 鉢 日縁 1・ 5 平口縁
横位平行注線(回緑部l染 、扁部1条 〕

・ 日縁沈線間に売コア→無文帯ミナキ
ミガキ (横位 )

日縁訃丸コブ剥落痕、

内面下部炭化物付着

538 縄文土器 A■ 31 ⅡA SI‐2 ユ
廣位平行泥線→九コブ→

ナデ又はミガキ (横位)

ミガキ

縄文土器 A■30 ⅡA S12 1
幅広横位沈線 ?→ 九

コブー ミガキ

幅広横位沈線 ?→ ミ

ガキ

縄文土器 A■35 ΠA SI-2 3
ナデ又 は ミガキ→条

線文
ミガキ (横位 )

内面に炭化物付

着
43

縄文土器 A■ 28 HA SI‐2 掘方 深鉢
ケズリ又はナデ (斜位 )

→条線文 (縦位平行 )

ミガキ 43

縄文土器 A7 ⅡA S13
面

０

床

３

台付 き

笠*?
台 1 4 無文、ケズリ ナデ

上 部 ミガキ、下郡ナ

デ (横位 )

台部下端 に指ナ

デ痕有 り

図 十 種 別 登 録 No 地 送 遺構 層位 器種 残存度 長cm 幅cm 厚cm 外 面 内 面 備   考

543 土製品 圧A S12 1
土製円

盤
1 3 無 文 無 文 44

第96図 縄文時代の遺物 (10)
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図 ヰ 種別 登arTo 地 区 層 位 器 種 残存度 長cm 厚 cm 外 回 内 面 備 考 写真図版

544 土 製 品 }22 I 土製円盤 l 6 0506 無 文 無文

545 土製品 Pワ 9 ⅡA 26 土製円盤 0■05 無 文 44

548 土製品 P以 ⅡA 26 土製円盤 48 05‐ 06 交差条線 無 文 44

549 土製品 PBI 圧A 26 土製円盤 46 04‐ 05 無 文 照文 44

553 土製品 Pワ 3 圧A 27 土製円盤 35 05‐ 07 艇文 照文 44

土製品 Pワ 3 ⅡA 土製円盤 4 4 05‐ 06 離文 無文 44

546 土製 品 P-28 ⅡA 土裂 円醒 25 03‐ OИ 交差条線 無 文 44

547 土製品 P27 ⅡA 土製円盤 27 05116 無 文 無 文 44

552 土製品 P‐34 ⅡA 土製円盤 条繰 無 文 44

550 土製品 P-30 ⅡA 土製円盤 1 25 0406 無 文 44

555 土製品 P‐32 ⅡA 土製円盤 3 条線 無 文 44

土製品 P26 ⅡA 土製円盤 1 3 離文 無 文 44

第97図 縄文時代の遺物 (11)

図 # 登aNo 種 別 区 還穂 層  位 鴨cm 重さ宮 石  材 備 考 写真図版

556 Kb‐ 10 石 鏃 ⅡA 〕工2 1 23 碧玉 基部一部折損 45

557 Kb 22 石鏃 ⅡA 27 10 玉縫 基部一部折損

558 Kb‐ 13 石鏃 ⅡA SIワ 3 25 珪質頁岩 側縁一部折損、基部アスファル ト付着

559 Kbl 尖頭器 I SD‐ 1 遊質頁岩

5611 Kbワ0 石鏃 ⅡA 碧 玉

石 錐 ⅡA 30 玉髄 先端部を折損

562 Kb 17 石錐 ⅡA S1 2 4 珪質貢岩

563 Kb‐ 3 石 匙 I 155 玉 髄 基部を一部折損

Kb-35 石 匙 珪質岩 刃部を一部折損

石 匙 地 145 珪質頁岩

566 Kb■ 8 石 匙 ■A 邊質頁岩

567 (b‐23 石匙 09 1■5 陛質貢岩

568 Kb‐ 15 石匙 工 2 3 350 審玉

“

図 イ 種 登録h 区 遺  構 層  位 長cm 幅cm 厚cm 重さ宜 石  材 備   考 写具凶版

569 救綱剥離痕のある剥片 Kbお8 ⅡA α9 125 衝英安山岩 45

5約 剥片 Kb 28 ⅡD SD■ 1 07 105 流紋岩 末端折損

571 救細剥離痕のある剥片 Kb‐ 36 ⅡA 〃 125 石英安山岩

572 二次加工のある剥片 Kb 12 EA S12 3 07 95 石英安山岩

573 ピエス エスキーュ Kb‐V ⅡA 91 05 60 珪質頁岩

574 二次力H工のある剥片 Kb2 I SD■ 5 51 陛質頁岩

575 スクレイパー Kb‐ 4 X 17 玉髄

576 鮒 剥離痕のある剥片 Kb 26 ⅡA S13 1 12 235 百英安出岩

577 ピエス エスキーユ ⅡA 13 365 碧 玉

図 # 種 登34Q 区 遺  構 層  位 長cm 幅cm 重さ Fr 石  材 幅   考 与 冥 凶倣

578 スクレイパー Kb39 X 09 100 墜質頁岩

579 二次力B工 のある剥片 Kb31 9Ю 流紋岩

580 二次加工のある剥片 Kb‐ 8 I SD■ 5 11 玉 髄

二次加工のある剥片 Kb 19 ⅡA 13 碧 玉 末端祈損 46

582 二人加工のある剥片 Kbつ I SD■ 00 玉 髄

583 剥 片 Kbお SD■ 6層下 17 冗紋岩 46

584 二次力H工のある剥片 Kb毛 3 ⅡA ■5 玉髄 下部折損 守

585 スクレイパー Kb 14 ⅡA S12 3 12 睦質貢岩 守

586 二次加工のある剥片 Kb‐ 30 12 355 流紋岩 則縁一部折損 T

図 イ 種 登録NQ 区 遺  橋 層 位 長cm 幅cr 厚cm 重さ宜 石 材 備  考 写真 凶倣

587 スクレイパー Kb‐ 5 〔 SD‐ 1 御Э 珪質買岩 47

588 石 錐 Kb 24 ⅡA 25a 28 玉髄 守

589 Kb‐ 7 I SD■ 2 22 玉髄 守

590 尖頭器 Kb 25 碧 玉

剥 片 Kb‐ 29 ⅡD SD■ ユ 80 1コ 冗紋岩 47

スクレイパー Kb‐27 S13 ユ 98 畦質頁岩

石核 K♭ 11 渕『 2 2 85 流紋岩



鯵

５６０

ｈ
＝
Ⅲ
ＩＩＩ
Ｍ
Ｖ

＜

ヽ

』

◇
応
織
『
世

◇毯
亙
舞

０
鑑

鯵
５５６
違

５７

ぃ
‐５８
穐
∵

◇
¨

≦

ご

鯵

◇

〇

◇

ヽ

為

幾
ハ
ーーー
凧
∪

測

６



_       572

573

→

_            576

0            77 10cn

第99図 縄文時代の遺物 (13)



<【【〔:::::::ニユ】ゝ       578

へ        579

５８

昼
皿

卜
~~F~~「 ~~F~=「 ~引

C皿   く
く

正三正三正三Ξ

===コ

第 100図 縄文時代の遺物 (14)



臥
粘
牌
〆Ⅷ

◆

0                                 10Cm

第101図 縄文時代の遺物 (15)



1                            594

③
I

第102図 縄文時代の遺物 (16)



H001                         0



―

喩

―

鰺

―

③

1              608

|

606

l

⑤

|

〔〔::gg:3)611 _

0                       10clll

①

図 イ 種 別 登録配 区 遺 構 層  位 長cm 幅cm 厚cm 重さg 石 材 偏 考 写興図版

(bも7 25b &0 〕9併0 石英安山岩質凝灰岩 48

6117 Kb73 ЦA 24 舒 1100 石英安山岩質凝灰岩 48

6118 磨 敵石 Kbも6 ⅡA 25b 40 石英安山岩 48

6k19 警・散石 Kbお 0 ⅡA 26 46011 百英安山岩 48

審 敲石 Kbう8 ⅡA ψ 6800 石英安山岩 48

警・磁石 Kbお 3 IA 2300 石英安山岩 訴損有 48

昏・敢石 Kbお1 IA 27 44 2500 百栗安山君 脈損有 48

Kb 63 IA 62 4100 石英安山岩質凝灰岩 48
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凶 # 種  別 登録h 区 還  構 層 位 声きcm 鴨cm 厚cm 重さ g 石   材 捕    考 写真劇版
640 礫 Kb 96 IA 25b 22 解 Ю

641 礫 Kb 97 23 幻
・

511

642 礫 K卜 104 凱 )‐ 1 20ね FT英安山岩 残化物付着、受熱痕有
643 礫 (b95 表 採 雅 6 232 11珍 50
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第 3章 科学 1的分析





第 1節 北目城跡の花粉分析

東北生活文化大学 守田 益宗

はじめに

北 日城跡は、仙台市太白区郡山地内の国道 4号線仙台バイパ スに隣接する広瀬川の自然堤防上 に位置 している。

この城跡は、室町時代から江戸時代にかけての平城跡と考 えられてきた。仙台市の都市計画道路建設 に伴 う発掘調

査が平成 4年度に実施された結果、江戸時代始めの堀 で囲まれた城館跡のほか、下層からは縄文時代後期～晩期、

弥生時代中期や古代の遺構が検出された。また、堀跡か らは【泄紀～ I泄紀にわたる陶磁器片とともに、クリ、ク

ルミ、ヒシな どの植物遺体が多量 に出土 している。

ここでは、城跡周辺の植生や環境の変遷ならびに人々が どのような植物を生活に利用 していたか を明 らかにする

目的で行なわれた花粉分析 の結果を報告する。

試 料 お よび方 法

花粉分析に用 いた試料 は、ID区の堀跡 SD lの 堀端 より20試料、それ より約20m北 側の IE区の堀跡SD lの 堀中

ほどより17試料 と I区の土手にあたる所より9試料、また、I区 の東壁断面より9試料、さらに、ⅡC区の堀跡SD

-1の 中央部より12試料 とⅡD区 の堀跡 SD lよ り13試料 の計80試料 を採取 した。これ らの試料の採取地点 とその層

位を図 1に示す。

試料は、KOH― ZnC12~AcetoけSiS法 を用いて処理 した。なお、 I区の堀跡 SD-1の 土手部分お よび I区の東壁断面

の試料では花粉 。胞子含量が極端に少 ないため、処理する堆積物量を多 くして、再度、KOH ZnC12~A∝toけ s為 処

理を行 なった。各試料 について高水花粉 (Tree Pollen)が 200粒以上 に達するまで同定することを目標 と し、その

間に出現する全ての花粉・胞子を記録 した。

イヌシデ (CarpFnus tsn on岱 たD花粉の区別は Yamanaka(1988)、 ブナ属 (Fagus)花洛の区別は内山 (1980、

ハンノキ亜属 (Ahus)と ヤシヤブシ亜属 (Ahasttrlの 区別は Morita&Miytthi(1鋸 81に それぞれしたがった。

花粉・胞子の出現率は、高木花粉では高木花粉総数を、その他の花粉・胞子は高木花粉を除いた花粉 ・胞子の総

数をそれぞれ基本数として百分率で求めた。高木花沿に含めた花粉は、表 1に示したマツ属 (Pれ us)～ シナノキ属

(TirDま での分類群であ り、以下同様に、低木花粉はマオウ属 (EphedrD～ タニウツギ属 (VeFgera)、 草本花粉

はイネ科 (GrarnineaO～ タンポポ亜科 (CichoriOd eae)、 シダ胞子は単条溝型シダ胞子 (1-lete type FS)～ サ

ンショウモ属 (Satt vれ Falである。

結 果お よび考察

各試料について検出された花粉・胞子を表 1に示す。

堀跡以外の試料、すなわち、 I区土手および東壁断面の試料は、花粉・胞子数が極端に少なく、ほとん ど花粉 。

胞子は含まれていないと言える。これらの試料では、仮に、処理する試料の量を多くして、花粉・胞子数 を2CXl粒 以

上としても、試料の採取 。処理時の混入や試料となった堆積物が堆積するときに取り込んだ二次的な花粉や胞子を

多く読み取る可能性が高くなるので、その分析結果か ら当時の植生環境を推定することはあまり意味が ない。しか

し、当時の堆積環境 をある程度知る手がかりは与えてくれる。 I区土手および東壁断面の試料では他地点の試料に

比べ腐植が少な く、検出した花粉 。胞子のほとんどは破損した ものであった。Fngri&Iversen(1975)|こ よると



堆積物 中の花粉・胞子含量の少ない原因は、 (1)元来、付近の植生の花粉生産量が少なかった。 (2)何 らかの原

因によって堆積 した花粉・胞子が分解 した。(3)花粉の供給量に比べ堆積物の堆積速度が大であった場合が考えら

れるという。我国の ような国土では、花粉生産量の少 ない植生は考えにくい。また、堀跡の堆積物中には花粉・胞

子が比較的多 く残されているので (3)の原因 も考えに くい。花粉が分解された場合、相対的に分解されにくいヨ

モギ属 (Artt129る Fa)花粉や シダ胞子 (FS)の比率が多 くなる傾向がある。本分析結果でも、そのような傾向が認め

られるので、この場所が、 自然堤防上でも比較的乾燥 した立地 に位置 していたため、花粉・胞子が分解・消失 した

と考え られる。

図 2～ 5に は、堀跡 SD-1に ついて I ttD、  Eの 両地点、 ⅡC区、ⅡD区の花粉ダイアグラムを示した。図中、

網かけになっている試料番号の層準 は、出現率計算に用 いた基本数が1開に満たないことを示 してお り、統計的に十

分な信頼がおけないため、遺跡周辺の植生環境を考察することはできない。通常、基本数 は2∞以上であることが望

ましいが、前述 した試料に限らず今回の分析試料では、花粉・胞子含量が少な く基本数が2CXlに 満たない試料が多 く

みられるため、統計的な信頼はやや低下す るが1酌 を一応の区切 りとした。

I ttD、 E両地点の花粉 ダイアグラムは、その土層断面と同様に複雑である。ID区では (図 2)、 高木花粉のコナ

ラ亜属 (Quercus)、 クリ属 (Casを ar2∽)が、低木・草本花粉では、ガマズミ属 (7ibum ur/2)が 高率で、出現率は

やや低 くなるがクルミ属 l」 ug′ans)も 激 しく変動 している。これ らは分析地点付近 に生育 していた と見てよいであ

ろう。マツ属 も 1層準だけであるが高率で見られることから、付近に植栽されていた可能性がある。堀の土手部分

より崩落したように堆積した層準では (試料番号 5、 7、  9、 11、 1よ 1夙 lk 19では、そうではない層準と比

較し、花粉 。胞子含量あるいは組成に変化があるのではないかと期待された。しかし、実際には、花粉 。胞子をほ

とんど含まない層準は、最下層にあたる試料番号20を 除き試料番号 7、 H、 15の崩落部分に限 られるが、試料番号

9、 13、 19で は多量に花粉・胞子を含んでお り、逆に、崩落部以外でも試料番号 6、 20で は花枡・胞子が少ない。

また、花粉・胞子の組成も変動が大きく、一般的な傾向は見いだせない。むしろ、花粉・胞子の堆積の多い時期で

は崩落部でもそうでない部分でも花粉・胞子が多く、少ない時期には土層に関係なく花粉・胞子も少ないと見た方

がよいと思われる。すなわち、各層準が堆積 した当時、その地点がどのような植生 。堆積環境におかれていたかの

方が重要と考えられる。ヌマミズキ属 (N)/ssか 、フウ属 (Ltt uだ ar/2berlな どの第三紅花粉も見いだされることか

ら、堀に水 を引く際、あるいは、水が入ってきた際、これらの花粉が運ぱれてきたものと考えられる。ある場合に

は、運ばれてきた土砂などが急速に堆積 した結果、花粉・胞子をほとんど含まないことになったのか もしれない。

図 3に 示した IE区の花粉ダイアグラムも、コナラ亜属、クリ属、ガマズ ミ属が高率で激しく変動しており、ID区

と同様な変化の激しい堆積環境であったと考えられる。 この地点でも、堀跡の下層部ではクリ属やコナラ亜属、ク

ルミ属が高い出現率を示 してお り、他の花粉・胞子の消長 も、おおよそID区の花粉ダイアグラムに類似する。ID区・

IE区から導き出される周辺の植生環境は、 EC区 のものと同様であり、以下に述べる。

IC区の試料は、全層にわたって花粉・胞子が比較的よく残されており、植生環境の変遷が比較的よく推定でき

る(図 4)。 堀底の堆積物か らは、16世紀後半代の、最上層からは19世紀代の陶磁器片などが見いだされていること

から、 これらの試料はこの期間の堆積物といってよい。各層準の正確な年代決定は、今後の研究に待たねばならな

いので、ここではおおよその年代にしたがって述べてゆくこととする。

高木花粉をみると、【世紀後半代と推定される最下層の 8層 (試料番号64～ 6の では、コナラ亜属、クリ属が多

く検出され、他にクルミ属、クマシデ属 (CarpFnu s)、 ブナ属も比較的よく認められる。これ らの樹種 は現在丘陵地

～山地にかけて多く見られるが、オニグルミは川沿いの土手などにも生育し、コナラもかつては同様な場所に生育

していたと考えられている。本居か らは、クリ、クルミなどの植物遺体も多量に検出されているので、これらの樹

種が付近にあったことは間違いなく、おそらく、食料源 として植栽あるいは保護したものであろう。堀の周辺には、
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クリ、コナラ、オニグルミなどが生育していたと言ってよい。高木花粉以外では、イネ科やヨモギ属の出現率が高

いが、ヤナギ属 (Salx)、 ブドウ属 (Иとる)、 ウコギ科 (Ardiace誕)な どの低木花粉やクワ科 (Moraceao、 イラ

クサ科 (Urtた aceae)、 アカザ科―ヒユ科 (Chtt opOdiactte Amaralath誕 銘c)な ども比較的多く検出される。これ

らは、堀周辺の土手などに生育 していた植物から由来したと考えられる。抽水植物のガマ属 (T〃 ねa)、 浮葉植物の

ヒシ属 (TrapD、 サンショウモ属などもわずかではあるが認められ、堀内の水域に生育していた。また、栽培植物

ではソバ属 (Fagopyrurm)が 連続して、さらに、ヘチマ属 (Lだり 、ゴマ属 (Sesamun)も 検出され注 目される。

これらは、城内あるいは自然堤防など沖積地内の標高の高い所などで畑作が行われていたことを物語っている。

江戸時代中頃と推定される 7～ 5層 (試料番号63～ 5の では、クルミ属、クリ属の出現率が低下し、かわつてブ

ナ属が増加する。クマシデ属やコナラ亜属の出現率も前時代に比べ若干増加する。 これは、堀周辺のオニグルミや

クリが減少し、丘陵部以高から飛来してきたブナ属、クマシデ属花粉が見かけ上増加した結果と考えられる。堀周

辺のオニグルミやクリの減少といっても、広範囲にわたって減少したと見るよりも、これらの花粉は散布力が小さ

いとされるので、局所的な減少と考えたほうがよい。 5層上部になると、それまで微々たる増加傾向を示していた

マツ属が急増を始める。仙台平野におけるアカマツ林の増加開始は場所によって多少の違いが見られ、宮城県多賀

城跡鴻の他地区の資料によれば、約1,OCXl年前の火山灰が降下するすこし前からマツ属がかなりたくさん現れるよう

になる。これは多賀城造営に伴う人間活動の結果、周囲の森林が破壊されたためと考えられている。しかし、仙台

市富沢遺跡では約6∞～7∞年前ごろからじわじわと増加を始めるが、多量に見られるようになるのは江戸時代にな

ってか らのことと考えられている (守 H。 日比野、1∞ 41。 北日城跡の結果から判断すると、丘陵部にアカマツ林が

目立つ ようになるのは古くとも18世紀以降のことである。この年代は、房総半島北西部の村田川流域で示された年

代とほぼ一致しており注目される (辻
。他、 1鋸 9。 イネ科、ヨモギ属は前時代同様多いが、ヤナギ属、ウヨギ科、

クワ科、イラクサ科は減少する。水生植物では浮稟性のヒシ属やサンショウモ属が増加す ることか ら、前時代 より

も停滞 した水域環境になったと判断される。本時代の終わり頃にはガマ属が急増 し、また、接合藻類の胞子 も多く

なって、それにともないヒシ属が減少を始める。堀の埋積がすすみ水深が浅 くなって、よどんだ緑色の水域になっ

たことが推定される。ソバ属は引き続き検出される。

江戸時代末～明治時代にかけての堆積物とみ られる3～ 1層 (試料番号58～ 501こ なると、マツ属がさらに増加

し、クリ属 も増加傾向を示す。また、スギ属 億vpto/nerDは緩やかに増加 を始める。かわって、クマシデ属、ブ

ナ属は減少するが、ヨナラ亜属はわずかに減少するにす ぎない。出現率の高さか ら判断して、クリ属花粉の大部分

は掘周辺の木々から由来したとみられる。したがって、丘陵部では前時代に比べ落葉樹林が減少し、アカマツ林が

さらに拡大したと判断される。その他では、最上層でハンノキ亜属が高率を示すが、この地点だけの局所的な現象

であろう。イネ科、ヨモギ属等にも変化が見られるが、これは、ガマ属、サンショウモ属の変化によって、相対的

に変動 した結果と見られ、堀跡周辺では水域の植生がやや変化した以外、それほど変化がなかったと考えられる。

以上述べてきたような傾向は、図 5に 示したⅡD区の高木花粉ダイアグラムでもほぼ同様に認められる。
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第 2節 仙台市、北 目城跡におけるプラント・オパ ール分析

古環境研究所

1. はじめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸 (Si02)が植物の細胞 内に蓄積 したものであり、植物が枯死 した後も

激化石 (プ ラン ト。オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。 この激化石は植物によりそれぞれ固有の

形態的特長を持 っていることから、これを土壌中よ り検出してその組成や量を明 らかにすることで過去の植住環境

の復元 に役立てることがで きる。 プラン ト・オパール (植物珪酸体)分析 と呼ばれるこの方法は、とくに埋蔵水田

跡確認や探査において極めて有効であ り、これまでに多 くの実績をあげている。

さて、北日城跡の発掘調査では、近世初期の堀跡 と弥生時代 中期の水田跡が検 出された。この調査は、プラン ト・

オパール分析を用 いて同遺構における稲作跡の検証およびその他の層 における稲作跡の探査を試みた ものである。

2. 言式    米斗

調査地点は、 I区 SD-1、 ⅡA区、 ⅡC区、Ⅳ区探掘 1区 、Ⅳ区探掘 2区の 5地 点である。調査 区の土層は 1

層から既層に分属された。このうち、水田遺構が検出されていたのはW層 と顔層 であ る。試料は、いずれ も遺跡の

調査担 当者によって容量50c♂ の採土管を用いて採取され、当研究所に送付 されてきたものである。図 1に 土層断図

と分析試料の採取箇所を示す。

3.分 析 法

プラン ト・オパールの抽出 と定量は、「プラン ト・オパール定量分析法 (藤原 ,lγ 61」 をもとに、次の手順で行

った。

1)試料土の絶乾 (1∞℃ 。24時間)、 仮比重測定

2)試料土約 lgを葎量、ガラスビーズ添加 (直径約40μ m、 約0.02g)

※電子分析天秤により1万 分の lgの 精度で秤量

3)電気炉灰化法による脱有機物処理

4)超音波 による分散 (300W。 4ЖHz。 1扮間)

5)沈底法 による微粒子 (豹μm以下)除去、乾燥

6)封入剤 (オ イキ ット)中 に分散、プレパ ラー ト作成

7)検鏡・計数

検鏡は、おもに機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール (以下、 プラン ト・オパールと略す)を同定の対

象 とし、400倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が4CXl以 上になるまで行った。これはほぼプレ

パラー ト1枚分の精査に相 当する。

検鏡結果は、計数値 を試料 lg中のプラント・オパール個数 (試料 lgあたりのガラスビーズ個数 に、計数され

たプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗 じて求める)に換算 して示 した。また、この値 に試料の仮

比重 と各植物 の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重、単位 :105)を 乗 じて、単位面積で層厚 lcm

あたりの植物体生産量を算出し図示 した。換算係数は、イネは赤米、ヨシ属 はヨシ、タケ亜科については数種の平

均値を用いた。その値 は、それぞれ2.94(種実車は1.031、 6.31、 0.48で ある (杉山 。藤原、1鋸 71。
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4.分 析結果

稲作跡の探査が主目的であるため、同定および定量は、イネ、 ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族 (ス スキやチガヤ

などが含まれる)、 キビ族 (ヒ エなどが含まれる)の主要な5分類群を基本に行った。分析の結果、これらのうちキ

ビ族を除く各分類群のプラント・オパールが検出された。

試料 lg中のプラント・オパール個数ならびに稲籾総量を表 1に 示す。なお、イネに関してはダイアグラムにし

て図 2に示したcま た、各植物の推定生産量と変遷について図3に示 した。巻末に主な分類群の顕微鏡写真を示 し

た。

5,考   察

水田跡 (稲作跡)の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料 lgあた りおよそ3,0∞個以

上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。また、その層にプラ

ント・オパール密度のピークが認め られれば、上層か ら後代のものが混入 した危険性は考えにくくなり、その層で

稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の判断基準にもとづいて、各地点ごとに稲作の可能性に

ついて検討を行った。

Ⅱ A区
0

万 個 /筵

1      2

Ⅱ C区   万 個 /g
0      1      2

20

23

hF区深掘2区 -1万 個 /g
0      1      2

IV区深掘2区 -2万 個 /ど

0      1      z

イネのプラン ト・ オパールの検出状況

(注)く Fpは 511mの スケール、●印は分析試料の採取箇所

Ⅳ区深掘1区  万個 /8
0      1      2

図 2
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(1)Itt SD-1地点

本地点では、SD-1堀 跡内の d7層 とd8層 よ り試料が採取された。分析 の結果、両層からイネのプラ ント・オパ

ールが検出された。プラン ト・オパール密度は3,000～ 3,6CXl個 /gと 高い値である。 したが って、これ らの層が堆

積 した時期に、本遣構 の近傍において稲作が行われていた可能性が考えられる。

(2)‖ A区

本地点では、X層、1ね 層、17b層、門層、狐層 、力層、愛層 よ り試料が採取された。分析 の結果、17a層、17b層 、

"層
および20層においてイネのプラント・オパールが検出 されたことから、これらの層で稲作が行われていた可能

性が考 えられる。このうち、1ね 層と動層ではプラント・オパール密度が 3,OCXl個 /g以 上と高い値であ り、それぞ

れ明瞭なピークが認められる。したがって、これら両層については稲作跡である可能性が高い と考えられる。なお、

門層では密度が7∞個/gと 低いことから、上層か らの混入の危険性 も否定できない。

(3)HC区

本地点では、К娼 、17層、19層 、狐層、22層 、囲層 、241e、 25層 より試料が採取された。分析の結果 、17層 と20

層からイネのプラント・オパールが検出 された。プラン ト・オパール密度はそれぞれ1,3CXl個 /g、 1,4∝個/gと や

や低 い値であるものの、いずれも直上層では検出 されていないことから、上層からの混入の危険性 は考えに くい。

したがって、これらの層で稲作が行われていた可能性が高いと考えられる。

(4)Ⅳ 区探掘 1区

本地点では、 1 la層 、 Hb層、12層、16層、17a層、17b層 、貿層 、円層、20層 、
"層

よ り試料が採取 された。分

析の結果、1 la層 、Hb層 、17a層 、17b層、狐層の各層においてイネのプラント・オパールが検出されたことから、

これ らの層で稲作が行われていた可能性が考え られる。この うち、 1 la層 と1ね 層ではプラント・ オパール密度が

5,000個 /g以 上と非常に高い値である。したが って、これら両層では稲作が行われていた可能性が極めて高いと考

えられる。なお、笈層では密度は 1,4∞個/gと やや低い ものの、直上の岬層からはまったく検出されないことか ら、

上層か らの混入 の危険性は考えにくい。したがって、同層においても稲作が行われていた可能性が高いと考え られ

る。

(5)Ⅳ 区探掘 2区

本地点では、 X層、17a層、憂層、門層、20層 、21層 、22層、買層、列層 より試料が採取された。分析の結果、16

層、 17a層 、18層、20層 の各層においてイネのプラント・オパールが検出された。このうち、 1ね 層で はプラン ト・

オパール密度が 5,2CXl個/gと 高い値であり、明瞭な ピークが認められる。したがって、同層において稲 作が行われ

ていた可能性が高いと考え られる。

その他の層では、密度が 1,OCXl個 /g未 満と低いことか ら、稲作が行われていた可能性は考え られるものの、他所

からの混入の危険性 も否定できない。

6.ま と め

北目城跡において採取された試料 についてプラント・オパール分析 を行い、稲作跡の検証および探査 を試みた。

その結果、水田遺構が検出 されていた
"層

と駆層では、分析を行ったほぼすべての地点においてイネのプラント・

オパールが高い密度あるいは比較的高い密度で検出されたことか ら、これらの層で稲作が行われていたことが、分

析的に も検証された。これら以外では、1la層 およびHb層 においても稲作が行われていた可能性が高いと判断され

た。
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仙台市 、北目城跡
I区 SD-1地 点

試料名  深さ
C■n

層厚
Clll

仮比重

表 I プラン ト・オパール分析結果

イネ   (概 総量)  ヨシ属   タケ亜科
個/g   t/10a   個/g   個/g

ウシクサ族   キビ族
個/g 個/g

一　

一

ｄ

ｄ

0.68

0.69

3,000
3,600

7,900
13.900

HA区地点
試料名  深さ

Cm
層厚   仮比重
CIll

イネ  (概総量)  ヨシ属  タケ亜科  ウシクサ族  キビ族
個/g      t/10a       個/g       個/g         個/g        個/g

８

４

５

２

５

２

５

６

７ａ
ん

９

０

２

３

HC区地点
試料名

1.00
1.00
1.00

0,99
0.98
1.00

0。 93

仮比重

0

5,200
2,200

700
3,500

0

0

イネ

0.00
2.15
1.13

0.15
1.79

0.00
0.00

(概総量 )

0

1,400
2,900

700
2,100

600

600

ヨシ属

12,900
14,900

19,800
16,900
21,200

25,700
20,100

タケ亜科

個/g個/寅   t/10a   個/g

0           0

0         0
1,400          0

0           0

0         0
0         0

600          0

ウシクサ族   キビ族

個/g 個/g
終
ｃｍ

層厚
Cm

８

・５

５

３

５

３

８

一

1.06

1.02
1.01
1.10

1.08
1.17
1.14

1.16

仮比重

0

1,300

0

1,400

0

0.00
2.17

0.00
0.51
0.00

600
3,400

700
1,400

0

13,900
15,100
18,200

23,900
24,800
25,200

56,400
25,600

0

0

0

0

0

0

0

0

ⅣA区深掘 1区地点
試料名  深さ  層厚

cコn       cm

0         0.00
0         0.00
0      -

イネ   (粗 総量 ) ヨシ属   タケ亜科   ウシクサ族   キビ族

個/g      t/10a       個/g       個/g         個/g        個/g
ｌａ
ｌｂ

２

６

７ａ
狗

８

９

０

２

0.99
1.00
1.07

0,96

0.93

0.85
0.89

0。 96

0。 71

0.73

仮比重

8,600
3,400

0

0

6,300
1,400

0

0

1,400

0

イネ

個/質

0.00
0.00
1.83

0.52

0.00
0.00

0.63
0.00

(粗総量 )

t/10a

2,900

0

1,400

700
700

0

2,100

600

ヨシ属

個/Я

12,300

5,500

6,700
13,500

9,100
11,000

13,700
11,900
10,700

13,700

タケ亜科

個/g

1,400

0

0

600

0

0

0

0

1,400

0

5.34      7,200
2.49     11,000

Ⅳ区深掘 2区-1地 点
試料名  深さ  層厚

cコn       clll

ウシクサ族   キビ族
個/冨     個/貿

６

３

４

４

７

３

一

ａ

1.03
1.02

1.03

0。 98

0.90

0.60
0。 86

仮比重

0.46
1.65

0.28

0.00

0.41
0.00

(粗総量)

t/10a

700
700
600

2,100

600
5,600

1,400

14,400
15,000
12,600
11,300

11,900

14,900
29,500

７００
５，２００６００

０
６００
０
０
　
　
梯
随

Ⅳ区深掘 2区-2地 点
試料名  深さ  層厚

cm      cln

ヨシ属  タケ亜科
個/g   個/g

ウシクサ族   キビ族

個/g 個/g

1.06

0.82
0。 99

0.00

0,00
0.00

1,400
2,900

700

10,400

5,900
8,000



NO. 分  類  群

5

植物珪酸体 (プラント・オパール)の頭微鏡写真

(倍率はすべて400倍 )

地点   試料名

1

2

3

4

5

6

イネ

イネ

イネ

ヨン属

タケ亜科

ウンクサ族 (ス スキ属など)

ⅡA区    20

Ⅳ区深掘 1区  ■ a

Ⅳ区深掘 1区  ■ b

IC区    24

Ⅳ区深掘 1区 1l a

ⅡA区 17a

写真 プラン ト・ オパールの顔微鏡写真



第 3節 北目城の堀から出土した種子類

東北大学理学部附属植物園 内藤  俊 彦

北目城の堀から出土 した植物種子で種類を判定で きたものは表 1に示 した。クルミ科のオニグルミ、ヒメグルミ、

ミクリ科のミクリ、アカバ ナ科 (ヒ シ科)の オニ ビシ、ヒシ、ヒメビシ、 タデ科 のイヌタデ、 カバノキ科のハ ンノ

キ、スギ科のスギ、ブナ科 のクリ、ミズナ ラ、バラ科 のウメ、モモ、ヒユ科 のヒカゲイノコヅチ、ブ ドウ科のノブ

ドウ、ウコギ科のヤマウコギ、クロウメモ ドキ科のクマヤナギ、 ウリ科のスズメウリ、キカラスウリ、ホオノキ科

のホオノキ、ウルシ科のヌルデ、 ミズアオイ科の ミズアオイ、 トチノキ科の トチノキのその他カヤツリグサ科の種

子が多 く認められたが種の同定は出来なかった。出土 した植物種子のうち種類を同定できたものは受科 23種 (種以

下の区分を含む)であった。

これらの植物の うちミクリ、オニビシ、ヒシ、ヒメビシ、 ミズアオイは水生植物で、ミクリ、ミズアオイ抽水植

物であ り、オニビシ、ヒシ、ヒメビシは浮葉植物である。 ミクリは大滝 (1鋸0に よると、水深約 lm以内に生育

する抽水植物であり、オニビシ、 ヒシお よびヒメビシは水深約 2m以 内に生育する浮葉植物である。ハンノキは水

深2∝mか ら陸上まで生育できる木本の水生植物である。オニグルミ、ヒメグルミは低地か ら海抜3醐 mあ たりまで

生育 しており、河川に沿った谷底平地、斜面下部や崖錐地形のやや湿った土地に森林 を形成 している。 トチノキは

普通山地帯の谷底平地、斜面下部や崖錐地形などのやや湿った土地に生育 し、仙台地方の山地帯渓流の土地的極相

林を形成する植物である。 しか し、現在でも海抜 6(れほどの所を流れる広瀬川支流網木川や魚川の辺に も僅かに生

育していることか ら、北目城が成立 していた時代 には、この当た りにも自然状態で生育していた可能性は大きい。

従って、お城の土手などに生育 していたものと推定できる。

イヌタデ、ヒカゲイノコヅチ、 ノブ ドウ、ヤマウコギ、クマヤナギ、スズメウリ、キカラスウリな どはやや湿 っ

たところに生育する植物である。 ノブ ドウ、 クマヤナギ、スズメウリ、キカラスウリは蔓植物で、林縁や道端など

に藪を作っていることがある。イヌタデは畑な どの雑草としても生育 している。ヌルデは平地か ら丘陵地の 日の当

たる林縁、道端などに生育する植物で藪を形成することが多い。ホオノキは丘陵地などの森林の構成種で、仙台付

近でも普通にみ られる高木 になる植物である。また、種の同定はできなかったがカヤツリグサ科の植物も多 く出現

しているようである。これらのことか ら北目城の堀の周辺には、現在の仙台地方に見られる低地の植物が生育 して

いたものと推定される。

ブナ科 のクリ、 ミズナ ラの果実が検出されているが、クリはいがも同時に検出されている。 クリの果実は水 中に

落下す るとそのまま沈んで、堀の底 まで到達するので、北目城の堀の土手から堀の上に枝が伸びていたものと推定

される。 ミズナラの果実 もクリと同様に水面 に落下す ると、そのまま水底に沈んでしまうので、北目城の堀の上 に

枝を伸 ばしていた ものと推定される。

種類が同定できたもののうちでクル ミ類は580個 で最 も多量であった。このうち561個 はオニグルミで、他の
"個

はヒメグルミであった。出土したオニグルミのうち13.6%に 当たる褒組 は核 果の縫合線から分離した半分の核の状

態で出土 した。この核 はホンドリスが採食 したものと推定 した。また、ヒメグルミは出土 した核 の17.8%が分離 し

た半分の核の状態であった。このヒメグルミもホンドリスの採食 によるものと推定 した。さらに、オニグルミの核

には直径 1.5(�前後の穴が開いているものが認められた。これはアカネズ ミが採食 したものであると推定 した。出

土したオニグルミおよびヒメグルミについて核果の大きさを測定 した。その結果、出土 したオニグルミのうち正常

な状態の482個 の核果について、核の長 さと直径の関係は図 1の 様であった。これに よると出土 したオニグルミの核



果は変異が大きいことがうかがえる (写真 1)。 出土 したオニグルミのうち、 133よ 1378、 1418か ら抽出したオニグ

ルミの核果の変異を写真 1に示 した。 19朗年 10月 に仙台城二の九跡に生育するオニグルミ 1個体の核果 を計測 した

結果は図 2の ようであった。二の九のオニグル ミの核果 は変異が小 さいことがわかる。

そこで、出土 したオニグル ミと二の九のオニグルミの核果 について、その核 の形状の変異を明らかにするために、

核の長 さを核の直径で除した値で表 し、その出現頻度を図 3に示 した。この結果、北目城から出土 したオニグルミ

の核は長さを直径で除した値が0.9～ 2.2と 変異が大きかった。 また、北目城 の堀から出土 したオニグル ミの核果に

ついて、多数の核果が出土した地点 ごとの核果の形状 を比較 してみると図 4の ようであった。すなわち、 いずれの

地点のオニグル ミも核の変異が大 きく、特に1366香では核の長さを核の直径で割った値が2.2を 示 して、他のものよ

り大きくかけ離れた値を示したものが見 られた。一方、二の丸跡で採集 されたオニグルミの核のそれは1.6～ 1,7で

あり、変異は小さかった。

北村。村田 (1979)|ま オニグル ミの核 は円形から長楕円形で、大きさや長 さも2.5～ 4cmま で色々と変化がある

としている。また、この核 の変異は個体 による変異であり、従って、オニグルミの核果の変異の大きさは、生育 し

ているオニグルミの個体数の多さを示すものといえる。

以上のことから、北目城の堀から出土 したオニグルミの核果は、多数の個体から散布された ものであると推定 さ

れた。従って、北目城 の堀の周囲には、多 くの オニグルミの個体が生育 していたものと推定される。

オニグルミの核果は内部に空室を持 ち、水に浮 くので水散布種子に類型されてお り、河川な どの流水 によって散

布されるといわれている。北目城 の堀の水が他の場所から引き水をすることによって涵養されていたとすれば、ど

こか供給先の地か ら水によって運ばれてきたものであり、また、他の場所から引き水がされていなかったとすると、

堀から出土したオニグルミの核果は堀の近 くから供給されたことが推測される。そこで、オニグルミの樹高、技張

りについて見てみると、表 2の ようであった。 オニグルミは種子から発芽 して、11年 目の団体では結実が見られな

かった。そして、 17年 を経過した団体で結実が認められた。このことからオニグルミは種子から発芽 して、約巧年

目頃か ら結実が開始されるものと思われる。また、枝張 りは結実が見られた 17年生の個体では 4mであり、3(岸生

の個体では1lmで あった。

表 2.オ ニグル ミの樹齢、樹高、枝張 りおよび結実

樹齢 (年) 樹高 (m)

1     0.4

枝張 り(m) 結実

0   無 し

3.0   無 し

40   有 り

11.0 有 り

11

17

30

3.0

7.0

12 0

オニグルミの核果が供給されたオニグルミの所在を推定する仮定 として、次のことを条件 とする。 1、 堀の法面

には少 なくとも草本植物あるいは低木類が生育 しており、オニグルミの核 果は落下後 に堀の法面を転が って水面に

は届かない。 2、 出土 したオニグルミの核果 にアカネズミの食痕が見られたことか ら、 このオニグルミの核果は堀

の法面から転が って水没 した。 3、 ホンドリスの食痕の見られた核果が出土 した ことから、アカネズミの場合と同

様に、堀の法面から落下 し、水没した。あるいは、ホンドリスは樹上で採食す ることが あることから、樹上で採食

した時の殻が水没 したかの何れかである。 4、 堀の法面と水面 との境には土壌が露出していなかった。この仮定と

前述のオニグル ミの枝張 りと結実状態からオニグルミの樹木の成育位置は、堀の法面と水面の境から北 目城の城郭

内に約10Hl入 った所より堀側の所 にあった と考えられる。また、逆に城郭と反対側の堀 の外側で堀の法面 と水面と
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の境から約1(れ 以内の所に生育していたかの何れかであると推定.さ れる。すなわち、写真 2-は仙台市青葉
―
区川内の       I

三の丸 に|あ る、長沼の法面に生育しているオニグル ミの状況であるが、このような状態で生育していたであろうと       |

思われる。                                                      I

しかし、オエグルミの核果は水に浮 くとされるが、どのようにして堀の堆積土の中に埋蔵されたがは不明である。

出土したスギの種子はどこか北目城の周辺に植栽されていた木から飛来したものであるう。ウメ、モモの核果につ

いては植えられていた樹木から落下したのか誰かが投げ捨てたかは不明である。
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Nc 鑑定 調査区  トレンチ 遺

表 1 ,ヒ ロ城の堀から出土した植物種子

構   層 位  遺物 #   種  別 個体数 備考 遺物 #

1301
1302
1303
1304  *
1305
1306  *
1307
1308
1309
1310
1312  キ

1314  *
1315  *
1316
1317
1318
1319
1320  *
1321
1322  *
1323
1324
1325
1326
1327
1328
1329  *
1330
1331  *

1332 *
1333
1334
1335  *

1351
1352
1353
1354 *
1355
1356
1357
1358
1359
1360  *
1361
1362 *
1363
1364
1365
1366
1367
1368
1369
1370
1371
1372
1373
1374
1375
1376
1377

＊
　
　
　
　
　
＊

＊
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
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SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1

SD-1
SE-2
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1

SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1

SD-1
SD-1
SD-1
SD-1

SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1

天地返 し a層
基本層 I層

2層中
3層
5層
5層
5層
5層
5層
5層
5層

5層
5層
5層
5,言
5層

仮 6層
仮 6層中

7層
7層
7層
7'吾

7層

種子
オニグル ミ
オニグル ミ
種子 ミクリ
ヒメグル ミ

ヒシ
ヒメグル ミ

クリ
オニグル ミ

クリ
イヌタデ

カヤツ リグサ科 SP
タデ
タデ

オニグル ミ
クリ

オニグル 笙
ヒシ

ハ ンノキ球果軸
スギ

ハ ンノキ球果
クリ

オニグル ミ
オニグル ミ

ヒメグル ミ
オニグル ミ

モモ
ヒメグル ミ

ヒカゲイノコヅチ
ヤマウコギ

ミクリ
スギ
クリ
クリ

オニビシ
ヒシ

オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
ノブ ドウ

ヤマウコギ
ヒシ
ヒシ

ヒメグル ミ
ク リ

オニグル ミ
果実

クマヤナギ
ノブ ドウ

スズメウリ
ヌルデ

ヤマウコギ
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ

ヒシとオニビシ
クリ

オニグル ミ
オニ ビシ

クリ
ク リ
ウメ

オニ ビシ

種子 (カ ヤツリグサ湖
オニ ビシ

クリとオニグル ミ
クリ

オニグル ミ
ヒメグル ミ

モモ

ウ リ類種 子 (カ ボチ ャ)

1

4

0.5
2.5
0.5
1ヒ メグル ミ&ク リ

52
7いが付 き

数種

欠番

l

6大型 山 ク リス ケ ッチ復元
10
2
3

15
45
1
2

2
3
2
2
1

2

14
2
1

1

4
24.5
9.5

5
10
1

12
15
5
2
4

18
8
5

74
4
1ア カネズ ミか じ り有 り

欠番

D
A
A
A
A

A
A

A

C
A

B
C
C
C
D
D

層
層
層
層
層
　
層
層
層
層
　
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層
層

７

９

９

９

９

　

９

９

９

９

　

９

１０

１０

１０

・０

・０

・０

・０

・０

・０

・０

・０

Ｄ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

　

Ｃ

Ｃ

∽

∽

　

∽

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

ＣＢ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

刀刻〕ヵニグルメグ，レっ列

ヒ
オ

ヒ
オ
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425SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1

SD-1
SD-1

東 A    SD-1
B      SD-1
B      SD-1
C      SD-1
C      SD-1

CDベ タレト   SD-1

C
C
C
CD
CD
CD
CD
CD
CD
CD
CD
CD
E
E
E
E
E
E

10層
10層
10膚
10層
10層
10層
10層
10層
10層
10層
10層
10層
10層
10層
10帰雪
10帰雪
10層
10層

77

198

中

層
層
層
層
層
層
層
層

１０
１０
２
１２
・２
・２
・２
・２

仮



No 鑑定 調査区  トレンチ 遺 構 層 位 遺物 # 種 月U 個体数 備考 遅謝勿
十

＊
　
　
　
　
＊

＊

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＳＤ

ＣＤ
ω
∽
∽
Ｅ
Ｅ
Ｅ
　
Ｂ
　
Ａ

SD-1
SD-1

SD-1
SD-1

SD-1
SD-1
耕作土
SD-1
SD-1
SD-1

SD-1
SK-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SK-6

SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-15
表土
SD-16
SD-16
SD-15
SD-15
P161
SK-33
SD-21
SD-21
SK-11

深掘 り 2区

SK-2
SD l底面
SD l底面

SD-1底面
SD-1底面
SD-1底面
SD-1底面
SD-1底面
SD-1底面
SD-1底面
SD-1底面

SD-1
SD-1
SD-1
SD-1
SD-1

12提雪
12月ヨ
12層
12層
12層
12月雪
12帰雪
13帰ヨ
13層
13層

底面 d8層
仮 3層
仮 3層

3層
4層
4層
4層
4層
6層
6層
6膚
6層
6層
6層
6層
6層
6層
8層
9層

茶色砂
砂の上
砂の中
砂の中
4層

仮 2層

3層
3'膏
4層
2層

下層の灰色層
下層の灰色層

b10,冒
b10月霊

オニグル ミ
モモ

ヒメグル ミ
ヒメビシ

クリ
ヒシ
クリ

オニグル ミ
クリ

種子 (ミ ズアオイ)

とメグル ミ
オニグル ミ
ミズアオイ
ノブ ドウ

カヤツ リグサ科 SP
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
ヒメビシ

オニグル ミ
オニグル ミ
ヒメビシ

オニグル ミ
クリ

オニグル ミ
オニグル ミ

モモ

トチノキ
オニグル ミ
ヒメグル ミ
オニビシ
ヒメグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
オニグル ミ
ドングリ

オニグル ミ
ヒメグル ミ
オオウメ

オニグル ミ
ヒメグル ミ
オニグル ミ

モモ
オニグル ミ

モモ
ウメ
ウメ

オニグル ミ
種子

オニグル ミ
モモ

オニグル ミ
カラスウリ

種子
種子

ホオノキ
ノブ ドウ
種子
クリ
クリ

ヒメビシ
ヒシ
クリ
クリ
クリ
クリ
クリ
クリ
クリ
クリ

オニグル ミ

トチノキ
ヒメグル ミ
ミズナラ
モモ

ヒメグル ミ
クリ

Ａ

　

Ａ
Ａ

Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ｂ

Ｃ

・Ｃ

‐Ｃ

・Ｃ

・Ｃ

・Ｃ

ｍ
ｍ
Ⅲ

Ш
Ⅲ
Ш
Ⅳ

Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

Ｖ

‐

．
．
．
　

Ｈ

　

Ｈ
Ｈ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｈ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｈ
Ｈ
Ⅱ

Ⅱ
Ｈ

Ｈ
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｈ
Ⅱ
Ⅱ
ＩＩ

Ⅱ
Ｈ
Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

＊

＊

いが付 き

層位不明

1394
1395
1396
1397
1398
1899
1400
1401
1402
1403
1404
1405
1406
1407
1408
1409
1410
1411
1412
1413
1414
1415
1416
1417
1418
1419
1420
1421
1422
1423
1424
1425
1426
1427
1428
1429
1430
1431
1432
1433
1434
1435
1436
1437
1438
1439
1440
1441
1442
1443

1444
1445
1446
1446
1448
1449
1450
1451
1452

1454
1455
1456
1457
1459

2ト レ

D
D
D
D
D
D
D
D

2

0.5

5

層
層

韓
霧
襲
襲
蠣
蠣
　
　
媚
蠣
蠣
鵡
蠣
蠣
蠣
塘
紳
　
蠣
卵
蠣
蠣
罐

Ｄ

Ｄ

き

き
付
付

拘

カ

いがイ寸き
いカミイ甘き
しゝがイ寸き
いが付き
いが付き
彰ゝがイ寸き
彰ゝがイ寸き
Vゝ がイ寸き

Ｂ

　

Ｂ

Ａ

Ｂ

HB
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.華 著・
°

o          10          20          30          40          50 mm

核果の直径

北目城の堀から出土 したオニグルミの核果の大きさ

o          10         20         30        40         50

核果の直径

図2 仙台市青葉区川内二の丸のオニグルミの核果の大きさ

核
果
の
長
さ

図 1

頻
　
　
度

（％
）

1.2 1,3 14  1.5 1.6  17 1.8 19

核果の形状 (高 さ/直径)

図 3 オニグルミの核果の形状

北目城

二の九

0_9   1o  l.ュ 21 2.2



核
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高
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写真 1 北 目城堀 から出土 したオニグル ミの核果

(/J下 からH↓ :十れJり に3個 が1418番 、 31固 が1338番

右下が1374番 の出土品)

写真 2 三の丸長沼法面に生育するオニグルミ



第 4節 仙台市北目城跡出土木製品の樹種

木工舎 「ゆい」高橋 利彦

1 . 壽式    米半

試料はЫ点で江戸時代初期 (17世紀前半代)の もの とされる城跡から検 出された木製品 。加工材である。試料の

大半は城を鍵形 に囲んでいたとみられる堀 (I区お よびⅡA・ BoC・ D tt SD-1)の 覆土中から検出された もので

ある。この堀 は岡世紀末から17世紀初 めに造 られたものとされるが、その埋積時期は底面～10層 が17世紀前半、 9

～ 4層 が憂世紀後半、 3～ 1層がヽ世紀後半の 3時 期に分かれると考え られている。試料の所属時代 もこの年代観

にしたがってお くが、建築史の観点か ら元禄時代以前の ものとされる虹梁 (No.1)が 1世紀ほど後 に堆積 したとみ

られる 6層 から出土 していることか ら、遺物の製作 。使用時期はそれぞれの時期を下限とするととらえてお く方が

よいようである。このほか試料数 は少ないが、 1区 SD-1と 同時期に造営された とされる堀 (Ⅲ 区 SD-15)や 近世

以前のもの とされる溝 (Ⅳ 区 SD-21・ 22)、 近世以降の ものとされる井戸 (Ⅱ A tt SE-3)、 時期不確定の土娠 (Ⅳ

区SE-4、 SK-33)か ら検出された ものもそれぞれ 1、 2点 含まれてい る。試料 は下駄や柄杓・折敷・曲物な ど

の日用 品や農具 。杭・建築材など種々の用途が推定されている (表 1)。

2.方  法

剃刀の刃を用いて遣物の比較的目立たない部分からできるだけ小 さな材片を採取 し、この材片から木回 。柾 目・

板目の 3面の徒手切片を作製、ガム・クロラール (Gum chloral)で 封入 し、生物顕微鏡で観察・同定 した。同時に

顕微鏡写真図版 (図版 1～ 7)も 作製 した。ただ、試料の制約もあ り図版の仕上が りは十分ではないことをお断 り

してお く。なお作製したプレパラー トはすべて木工舎「ゆいJに保管 されている。

3.結   果

試料の中には劣化や変形が進み同定できなかったものや、確実な同定がで きず類似種 としたものもあったが、類

似種 とした ものを含めて82点が以下の20Tax a(分 類群。 ここでは科 。属 。亜属・節・種の異なった階級の分類単位

を総称 している)に 同定 された。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一般的な性質 は次のようなものである。なお、

( )のついた試料番号は類似種とした ものを示 している。また、各 TaxOnの科名・学名 。和名およびその配列は

「日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」 (19891こ したがい、一般的性質などについては「木の事典 第 1巻～第17巻」

(1%9-1982)も 参考にした。

・マツ属複維管東亜属の一種 (Pれ us subgen,Dゎ fOズガOn sp.)マ ツ科 No6、 66、 7よ 79.

早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩材部の幅は広く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はなく樹脂道が認められる。

放射組織は仮道管、柔細胞 とエピセリウム細胞 よりなり、仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。分野

壁孔は窓状。放射組織は単列、 1～ I細胞高のものと樹脂道をもつ紡錘形の ものがある。

複維管束亜属 (い わゆる二葉松類)には、クロマツ (Phus thunb∞剪)。 アカマツ (P,dens』Ora)と 琉球列島

特産の リュウキュウマツ (2/yれ uensる)の 3種がある.ア カマツは北海道南部から九州に、クロマツは本州から

琉球に分布するが暖地の海沿いに多 く生育し、また古 くから砂防林として植栽されてきた。材は重硬で強度が大き

く、保存性は中程度であるが耐水性に優れる。建築・土木・建具・器具 。家具材など広い用途が知られている。



・モ ミ属の一種 (Abんs sp)マ ツ科  No5、 1臥 6風 75。

早材部 か ら晩材 部への移行 はやや急 で、晩材部 の幅は狭 く、年輪界 は明瞭。樹脂細 胞、樹脂道 はない。 放射仮 道

管はな く、放射柔細胞の末端壁には じゅず状の肥厚が認 め られる。 分野壁 孔はスギ型 (Taxodio述 )で 1～ 4個。放

射組織 は単列、 1～ Ⅸ� 胞高。

モミ属にはウラジロモミ (Abお sねοmοfepO・ トドマツ (A.s achalね ensる)。 モミ (A.Firma)。 シラビソ (A

veF士ぬFD。 オオシラビソ (A rlaγたsDの 5種 があり、 トドマツを除く4種はいずれも日本特産種である。モミは

本州 (秋田・岩手県以耐 。四回 。九州の低地～山地に、ウラジロモミは本州中部 (福 島県以南)。 紀伊半島 。四国

の山地～亜高山帯に、オオシラビソは本州 (中部地方以北)の亜高山帯に、シラビソは本州中部 (福 島県以南)・ 奈

良県 。四国に、 トドマツは北海道に分布する常緑高木である。モミを除いては山地～高山・寒冷地に生育する。モ

ミの材はやや軽軟で、強度は小さく、割裂性 は大きい。加工は容易で、保存性 は低い。棺や卒塔婆など葬祭具に用

いられるほか、建具・器具・家具・建築材など各種の用途が知られている。

・スギ (Crypと伽 erね 力pοnF∽)ス ギ科  No.(101、 1(4、 (1認 )、 1&21、 2よ 32、 3釈 34、 3&(41)、 4ム 4欲

6ス (761、 80,

早材部から晩材部への移行 はやや急で、晩材部の幅は比較的広 く、年輪界 は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材部に限っ

て認め られ、樹脂道 はない。放射仮道管はな く、放射柔細胞の壁 は滑 らか、分野壁孔はスギ型で 2～ 4個。放射組

織は単列、 1～ 15細胞高。類似種 とした 4点はいずれ も採取 した材片が年輪界を含 んでいなかったため確定できな

かった ものであるが、スギとしてほぼ間違いない と考えている。

スギは本州・四国 。九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽 。植林される。国内で は現在ヒノキに次 ぐ植林

面積 をもち、長寿 の木としても知 られる。材は軽軟で割裂性は大 きく、加工 は容易、保存性は中程度である。建築・

土木 。樟桶類・舟材など各種の用途がある。

・ ヒノキ属の一種 (Charn窺即 atts sp.)ヒ ノキ科 No2α 3風 3K45、 lCXl、 101.

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急 で、晩材部の幅は狭 く、年輪界 は明瞭。樹脂細胞は晩材部に限って

認められ、樹脂道 はない。放射仮道管はな く、放射柔細胞の壁 は滑らか、分野壁孔はヒノキ型 (Cu pressoid)で 1

～ 4個 。放射組織は単列、 1～ 朽細胞高。

ヒノキ属にはヒノキ (Chttacγ parる οb ttsalと サヮラ(Gpる洗 ralの 2種がある。ヒノキは本州 (福 島県以南 )・

四国 。九州に分布 し、また各地で植栽 される常緑高木で、国内では現在植林面積第 1位の重要樹種である。材はや

や軽軟 で加工は容易、割裂性 は大きいが強度 。保存性は高い。建築・器具材な ど各種の用途が知られている。サワ

ラは本州 (岩手県以南)・ 九州に自生 し、また植栽される高木で多 くの園芸品種がある。材は軽軟で割裂性 は大きく、

加工 も容易、強度的にはヒノキに劣るが、耐水性 が高いため構や桶にするほか各種の用途がある。

・アスナロ類似種 (cf.TF2鰤ψSFsごοねbra修)ヒ ノキ科 No38.

早材部から晩材部への移行 はやや急で、晩材部 の幅は狭 く、年輪界 は明瞭。樹脂細胞はあるが樹脂道はない。放

射仮道管はなく、放射柔細胞の壁 は滑 らか、分野壁孔は小型でヒノキ型～スギ型で 1～ 6個。放射組織は単列、 1

～ 5細胞高。アスナロの解剖学的特徴は上記のヒノキ属の ものと似ており、 ヒノキ属の分野壁孔はヒノキ型で通常

2個であるのに封 して、アスナロではスギ型～ヒノキ型で通常 3～ 4個であることで識別 されている。ただヒノキ

属でも上下縁辺部の分野壁孔は 4～ 6個 となる。試料は放射組織の高さが低いためこの縁辺部の分野壁孔 を観察 し

ている可能性 もあるため類似種とした。



アスナロは本州・四国 。九州に分布する日本特産の常緑高木で、時に植栽される。北海道 (渡 島半 島以南)。 本州

北部には変種ヒノキアスナロ (ヒ バ)(T doFabrata var.ぬ οndか がある。材はやや軽軟で保存性は高い。建築 。

土木 。家具 。器具材など各種の用途が知られている。

・ ヒノキ科の一種 (Cu pressaceae sp.) No.18、 24

上記の ヒノキ属やアスナロ類似種としたものに似るが、さらに劣化が進んでいる。なお、スギもある程度 ヒノキ

属と類似の特徴 をもっているが、筆者の経験ではスギの場合 は劣化によっても分野壁孔が観察され ることからスギ

の可能性は小さい と判断して除外 した。写真図版は割愛 した。

・ カヤ (Tο″γa n uOFera)イ チイ科 No74.

早材部から晩材部への移行 は緩やかで、年輪界 は明瞭。樹脂細胞・樹脂道はない。放射仮道管はな く、放射柔細

胞の壁 は滑 らか、分野壁孔は トウヒ型 (Piceoid)～ ヒノキ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ lC湘胞高。仮道管 内

壁には対をなした らせん肥厚が認められる。

カヤは本州 (岩手・山形県以南)。 四国・九州の常緑広葉樹林中に点生する常緑高木で樹高25～ 3Chlに もなるが生

長は極 めて遅い。庭木として植栽 されることも多 く、 い くつかの変・品種がある。その材 は針葉樹 としては重 い方

で、強度は中程度、割裂性 は大きく、加工は容易、保存性 とくに耐水性に優れる。建築 。各種桶類 ・木地・器具・

家具材 など各種の用途が知 られ、碁盤としては最高級品とされる。

・オニグルミ (」ugFans mandsh urFca var.sacraarnettsる )ク ルミ科 No.(4)、 1欲 3欲 4α (941、 9臥 1∝ .

散孔材で年輪界付近でやや急に管径 を減少させる。管孔は単独および 2～ 4個 が複合、横断面では楕円形、管壁

は薄い。道管は単穿孔をもち、壁孔は密に交互状に配列、放射組織との間では網目状 となる。放射組織は同性 ～異

性Ⅲ型、1～ 4細胞幅、1～ 項�胞高。柔組織 は短接線状、周囲状および散在状。年輪界 は明瞭。No.4は年輪界を

含んでいなかった。No94は組織の変形が著 しい。

オニグルミは北海道から九州までの川沿いな どに生育す る落葉高木である。材の硬 さは中程度、加工は容易で狂

いが少 なく、保存性 は低い。銃床として広 く用 いられるほか、各種器具 。家具材 などの用途も知 られている。

・ヤナギ属の一種 (Sarx sp.)ヤ ナギ科 No83、 (105).

散孔材で道管は年輪全体にほぼ一様 に分布す るが年輪界付近でやや管径を減少させる。道管は横断面では楕円形

～やや角張った楕円形、単独お よび 2～ 3個が複合する。単穿孔 をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間で

は網 目状となる。放射組織は異性、単列、 1～ I刺胞高。柔組織 は随伴散在状およびターミナル状。年輪界 は明瞭

～やや不明瞭。Non∽ は乾燥 によるとみ られる組織の変形・劣化が進んでいた。

ヤナギ属は国内に約35種が知 られ、種間雑種 も多 く分類の困難 な植物群である。属としては全国に分布 し、時に

植栽される落葉低木または高木である。ネコヤナギ (Sarズ gracJると,/Fa)な どの ように水辺 に生育す る種が多いが、

乾燥 した立地や岩場に生育するもの もある。材は一般に軽軟怠 割裂性が大きく、保存性 は低い。大径木が少ない

ため小細工物にする程度で、特に重要な用途は知られていない。

・クマ ンデ属の一種 (働 rpFコ us sp)カ バノキ科 NoB7.

散孔材で管孔は放射方向に 2～ 5個 が複合す る。横断面では楕円形、管壁は薄い。単穿孔 をもつ。放射組織は異

性Ⅲ～ Ⅱ型、 1～ 3細胞幅、 1～ 4C�胞高のものと集合組織よ りなる。柔組織 は短接線状およびターミナル状。年



論界は明瞭。

クマシデ属は、サワシバ (aィpFnus cば datal・ クマ シデ (6」ap伽たか 。イワシデ (G ttrzanFnο 両)・ イヌシデ

(Gをsh ora岱た
')・

アカシデ (O Fax』οralの 5種 が自生する。 このうちサワシバ・クマンデは階段穿孔を持つこと

で後 3種 と区別できる。 イワシデは本州 (中部地力 ・四国。九州の石灰岩地 に成育 し、アカシデは北海道南部 。本

州 。四国 。九州 に、イヌシデは本州 (岩手 。新潟県以南)・ 四国。九州に生育する温帯性落葉高木～低木である。こ

のうちアカシデは山野に普通に見 られ、二次林の構成種で もある。材はやや重硬で、割裂性が小さく、曲木や木地、

薪炭材 などに用い られる。

・ ブナ属の一種 (Fagus sp。 )ブナ科 No46、 4K48.

散孔材で管孔は単独または放射方向に 2～ 3個 が複合、横断面では多角形、管壁 はやや薄 く、分布密度は高い。

道管は単穿孔お よび段 (bar)数が10前後の階段穿孔 をもち、壁孔は大型で対列状～階段状に配列、放射組織との間

では網 目状 となる。放射組織は同性～異性Ⅲ型、単列・数細胞高のものから複合組織 まである。柔組織 は短接線状

および散在状。年輪界 は明瞭。

ブナ属 にはブナ (Fagus crena修)と イヌブナ (n JapoFaF∽)の 2種 がある。ブナは北海道南西部 (黒松内低地帯

以南)。 本州 。四国 。九州に、イヌブナは本州 (岩手県以南)。 四団・九州の主として太平洋側に分布する。イヌブ

ナのほうがブナ より低標高地から生育 し、またブナのような大群落をつ くることはない。ブナは 日本の冷温帯落葉

樹林を代表する樹木で、かつては東日本 の山地に広 く生育していた。材はやや重硬で、強度は大 きいが加工はそれ

ほど困難ではな く、耐朽性 は低い。木地・器具・家具・薪炭材 などの用途があったが、最近では各種の用途に用い

られている。

・コナラ属コナラ亜属コナ ラ節の一種 (Ouercus subgen.Qvercus sect,P電 玉ys sp.)ブナ科 No.14、 1仏 2臥 2α

27、  29、  3CX 31.

環孔材で孔圏部 は 1～ 2列 、孔圏外 で急激に管径を減 じたのち漸減 しなが ら火炎状に配列する。大道管 は横断面

では円形～楕円形、小道管 は管壁はやや薄 く、横断面では多角形矢 ともに単独。単穿孔 をもち、壁孔は交互状に配

列、放射組織との間では柵状～網 目状 となる。放射組織は同性、単列、 1～ X�胞高のものと複合組織よ りなる。

柔組織 は周囲状お よび短接線状。年輪界 は明瞭。

コナラ節は、コナラ亜属 (落葉ナ ラ類)の 中で果実 (い わゆるドングリ)が 1年 目に熟す るグルーブで、カシワ

(overcus deコ 修修)・ ミズナラ (O.γたpuFa)・ コナラ (Q.ser胞をa)。 ナラガシワ (Q.』おmalと いくつかの変・品

種を含む。 ミズナラ・カシワ・コナラは北海道・本州・四国 。九州に、ナラガシワは本州 (岩手・秋田県以南)。 四

国 。九州に分布する。この うち平野部で普通 に見られるのはコナラである。ヨナ ラは樹高 2(れになる高木で、古 く

から薪炭材として利用され、植栽されることも多かった。材は重硬で、加工は困難、器具・機械 。構材などの用途

が知られ、薪炭材 としてはクヌギ (O.acu ttstta)に次ぐ優良材である。

・クリ (Castanea αenaの ブナ科 No.2、  3、 9、 4釈 61、 7家 81、 8ゑ 8α 8a

環孔材で孔圏部は 1～ 4列 またはそれ以上、孔圏外でやや急激に管径を減 じたのち漸減しなが ら火炎状に配列す

る。大道管 は単独、横断面では円形～楕円形、小道管 は単独お よび 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では

角張 った楕 円形～多角形。道管 は単穿孔をもち、壁孔 は交互状に配列、放射組織 との間では柵状～網目状 となる。

放射組織は同性、単列、 1～ I細胞高。柔組織 は周囲状お よび短接線状。年輪界 は明瞭。

クリは北海道南西部・本州・四国 。九州の山野に自生 し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬で、強



度は大 きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高 い。土木・建築 。器具・家具・薪炭材、猾木や海苔粗柔 などの用

途が知 られている。

・ケヤキ 骸」たοva serraと か ニレ科 No.1、 1ス 6駄 8ム 93.

環孔材で孔 圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減、塊状 に複合 し接線～斜方向の紋様 をなす。

大道管 は横断面では円形～楕円形、単独、小道管 は管壁はやや薄 く、横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は

単穿孔 をもち、壁孔は交互状に配列、小道管 内壁には らせん肥厚が認められる。放射組織は異性 Ⅲ型、 1～【�胞

幅、 1～ま�胞高であるが時に∝�胞高 を越える。 しばしば結晶を含む。柔組織 は周囲状。年輪界 は明瞭。

ケヤキは本州・ 四国 。九州の谷沿いの肥浜地 などに自生 し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木で、時

に樹 高項れにも達する。材はやや重硬で、強度 は大きいが加工 は困難でなく、耐朽性が高 く、木理が美 しい。建築・

造作・器具 。家具 。機械・彫刻・薪炭材など各種の用途が知られ、国産広葉樹材の中で最良の ものの一つに上げ ら

れる。

。モクレン属の一種 (Magコ ,ね sp.)モ クレン科 No.7、 8、 m、 1磁、1饂、1餡 .

散孔材で管壁はやや薄く、横断面では角張 った楕円形～多角形、単独お よび 2～ 4個が放射方向に複合する。道

管は単穿孔をもち、壁孔は階段状～対列状に配列、放射組織との間では網目状～階段状 となる。放射組織は異性 Ⅱ

型、 1～ 2細胞幅、 1～40細胞高。柔組織 はター ミナル状。年輪界 は明瞭。

モクレン属はホオノキ (M印 0/Й obo1/aね )・ コブ シ (九生pr誕∽Ossha)な ど5種が自生す る。ホオノキ・コブ

シは北海道から九州の適潤～湿性地 に生育す るが、コブシは西日本にはやや少 ない。ホオノキの材は軽軟で、割裂

性が大 きく、加工は極めて容易で欠点が少ないことから、器具・建築 。家具・建具材 などのほか、指物 。木地・下

駄歯 。刃物斡など特殊な用途が知られている。また木炭は金・銀・銅・漆器の研磨 に用いられた。コブシの材はホ

オノキに似るがやや硬 く、ホオノキより劣る ものとされホオノキに準 じた使 われ方をする。

・ ウ ツ ギ 属 の 一 種 (Deu修ね sp.)ユ キ ノ シ タ科  No2Z

散孔材で管壁は薄く、横断面では多角欣 単独まれに複合する。道管は階段穿孔 をもち、段数は20～ 3銚 放射組

織は大型で異性 Ⅱ型、 1～ 3細胞幅、鞘細胞 (sheath cel)が認め られる。柔組織はほとんど日立たない。年輪界

は不明瞭。試料は髄を含む 1年枝であった。

ウツギ属にはヒメウツギ (Deu修ね grac・irO 。ウツギ (D.crena ta)な ど7種がある。いずれも落葉低木である。

ウツギは北海道南部から九州で普通にみられ、 ヒメウツギ・マルパウツギ (D.s∽ bra)が本州 (関東地方以西 )。 四

国 。九州にみられるほかは産地が限 られる。ウツギは生け垣 として植栽されることもある。材は重硬で割裂性は大

きく、木釘・呑口・楊子などに用いられる。

・サクラ属の一種 (Prunuss sp.)バ ラ科 No28.

散子と材で、横断面では角張った楕円形、単独または2～ 8個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管

は単穿孔をもち、内壁にはらせん肥厚が認め られる。放射組織は異性 Ⅲ型、 1～ 8細胞幅、 1～証�胞高。柔組織

は周囲状および散在状。年輪界はやや明瞭。

サクラ属はヤマザクラ (Prun usヵ m aSaた ura)や ウワミズザクラ (R bOrγ ana)な ど貰種が自生し、多くの変・

品種がある。また、モモ (P,pα si盪)やスモモ (P sarむnDな ど古い時代に伝 えられ栽培されているものもある。

多 くは落葉性の高木～低木である。 このうちヤマザクラは本州 (宮城・新潟県以南)。 四国・九州の山野に分布する



落葉高木で、材は中程度～やや重硬・強靭で、加工は容易、保存性 は高い。各種器具材をは じめ、機械 。家具・楽

器・建築・薪炭材 など様々な用途が知 られている。また樹度は樺皮細工に用い られる。

・ カエデ属の一種 (A∝ r sp.)カ エデ科 No4ス 96

散孔材で管壁は薄 く、横断面では角張 った楕円形、単独お よび 2～ 3個 が複合、晩材部へ向かって管径を漸減さ

せる。道管は単穿孔を もち、壁孔は対列～交互状に配列、内壁にはらせん肥厚が認め られる。放射組織は同性、 1

～I刺胞幅、 1～ 3C�胞高で時に1∞細胞高 を越える。柔組織 はター ミナル状、周囲状 または随伴散在状、接線状。

年輪界 はやや不明瞭。

カエデ属はイロハモミジ (A∝r pabla tllm)や ハウチワカエデ (A.丁apοコたym)な ど26種が自生し、また多 くの

品種があり植栽 されることも多い。属としては琉球 を除くほぼ全土に分布する落葉高木～低木である。一般に材は

やや重硬・強靭で加工はやや困難、保存性 は中程度である。器具・家具 。建築・装飾・旋作 。薪炭材などに用いら

れる。

・イイギリ (rd tta pOFycarpa)イ イギ リ科 No91.

散孔材 で、横断面ではやや角張った楕 円形、単独または 2～ 5個が放射方向に複合、年輪界付近で管径を減少さ

せる。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性 Ⅱ型、 1～ 4細胞幅、 1～預�胞高。柔組

織は目立たない。年輪界 はやや不明瞭。

イイギ リは本州・四国 。九州 。琉球 に自生す る落葉高木で、時に植栽される。材は軽軟で、耐朽性 は低い。キリ

の代用材として下駄に用い られたほかには特別な用途は知 られていない。

・ コシアブラ (A∽ntllopanax scЙ dophyroだ 岱)ゥ コギ科 No90.

環孔材であるが大道管の接線方向への配列が連続せず、間に小道管が分布するため明瞭な孔 圏部として認められ

ない。管壁は薄 く、横断面では角張った楕円形、単独または 2～ 8個が複合、晩材部へ向かって管径を漸減させる。

道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性 コ型、 1～ 4細胞幅、 1～ 3C刑胞高。柔組織 は散

在状。年輪界 は明瞭。

コシアブラは北海道・本州・四国 。九州の山地に普通の落葉高木である。材は軽軟で、割裂しやす く、器具・印

判・旋作 。薪炭材 などの用途が知られている。樹脂か らとる油が金漆 (ごんぜ つ)で塗料・防錆材とした。

以下の 4点 は同定できなかった。

No終 は広葉樹散孔材 で、道管は階段穿孔 をもち、放射組織は異性 Ⅱ型で 1～ 4細胞幅などの特徴をもっていた

が確定できなかった。No.92も 広葉樹散孔材であるが、組織の劣化・変形が著 しい。No.1∞ は年輪幅のごく狭い針

葉樹であるが、柾 目面で放射組織がまったく観察できないほど劣化 していた。樹脂道 は認められない。No.109は広

葉樹環孔材と思われるが、切片を作ることも困難なほ ど劣化 していた。

以上の同定結果を遺物の登録香号・用途 。出土遺構 とともに一覧表で示す (表 1)。

4.考   察

同定対象とされた疑点 の樹種組成をみるとスギが【点で最 も多 く用 いられ、クリ (10点 )、 コナラ節 (8点 )、 オ

ニグル ミ (7点 )、 ヒノキ属 。モク レン属 (各 6点 )、 ケヤキ (5点 )な どが これに次いでいる。主な用途別の樹種



構成を通覧すると、下駄や柄狗のように試料数 とともに用材の種類も多い ものと、鍬や椀のように l Taxonのみが

用いられているものがある (表 2)。 試料の大半を占める I・ Ⅱ区SD l出 土試料は、上記のように出土層位からそ

の所属年代が 3時期に分かれるものと考えられている。そこで試料数の多い下駄と柄杓を例にその用材 を検討した

が、試料数がさらに少なくなってしまうこともあってか出土層位による傾向があるようには見えなかった (表 3-
1、 3-2)。 そこで以下の議論では 2～ 3世紀の幅をもつ可能性のあることは意識しなが らも一括 して検討を加え

ることにする。

下駄は連歯10点、差歯台 2点・歯 3点の計I点が同定対象とされ、用途別の試料数では最多となっている。その

用材 としては、クリ。モクレン属・ケヤキなど不明広葉樹 を含めると10Taxaが認められており、種類数でも最多と

なった (表 2)。 差歯台と歯にはケヤキとモクレン属が使われ、クリや複維管束亜属など残 りの 8 Taxaは すべて連

歯下駄に使われていた。城の構築年代は本遺跡より新しいものの、遺物の所属年代 は重複するものもあると思われ

る仙台城三ノ丸跡出土下駄材で も多数の樹種が認められているが、本試料と共通するのは10Taxa中ケヤキ・ホオノ

キ (モ クレン属)の 2 Taxaの みでありい
(仙 台市教育委員会 1鋸 5)、 当時かなり多 くの樹種が下駄の用材となっ

ていたことが窺える。ところで今回の結果は中世の屋敷跡とされる中田南遺跡出土試料 )(高橋 1994)と は、連歯

と差歯の用材に共通の樹種が認められないという点では一致するもののまったく逆の傾向を示 している。これは試

料数が限られているためなのか、あるいは試料がより新しい時代のものとされることから商品の生産や流通といっ

た経済的な要因が関係しているものなのかはわからないが、今後とも留意すべき課題と言えよう。差歯下駄の台は

2点 ともモクレン属であったが、一方 (L― i-11)が歯 もモクレン属であるのに対 し、他方 (Li 10 1よ ケヤキの歯

をつけていた。L― i15は 歯をつけかえた際に別種材を用いた可能性も否定できないが、通常の使い方であれば歯が

摩耗 。破損する頃には台も傷んでいるはずで歯のみを交換するのではなく新たに作ることになろう。その場合でも

片足分だけ新しくしては履 きにくいであろうから結局一足新調することになると思う。したがって歯のみの交換は

使い初めの短期間を除いては考えにくく、最初か ら別種材の歯をつけて作ったものと思う。L-111がヽ世紀後半と

される 3層からの出土であるのに対 しL― i-15は 18世紀後半とされる7層からの検出であること、上記の中田南遺跡

でも台 とは異なる樹種の歯が認められていること、江戸時代にはそれまでの差歯の足駄にかわり連歯下駄が普及し、

現在では一材か ら一足を作 り出すのが普通であること (潮 田 1%3)な どか ら考えると、この違いは製作・使用年

代の違いを反映 しているのかもしれない。すなわち、異種材による差歯→同種材 による差歯→一木作 り (片足)→

一木作 り (一足)と いう変遷が想像できるが、この点については資料の蓄積をまって検討したい。

柄杓 も下駄と同様に試料数とともに用材の種類数の多いものであった (表 2)。 柄狗を構成する柄・側板・底板の

用材を検討した 3例 [L― gl(No.1∞ ～102)、 Lg7(No 18～ 201、 L― g-8(No 21～241]で はいずれも、側板 と

底板には別種の材が用いられている。このような異種材の組合せについては、手元の資料では類例の報告がごく少

なセヽ (伊東ほか 1987、 伊東 1"Olこ とか ら判断しかねるが、今日的感覚では奇異な感 じを受ける。このうち L―

g8資料は箱組で、上面 (開 日部)よ り底面が小さく、4枚の側板いずれ もが逆台形 (四 方転び)であった。この作

り方は上面と底面が同型で側板・底板がそれぞれ直交する桝型のものよりは加工に手間がかか り、同時により高度

な技能が要求されるものである。ただ、側板同士の接合は一方に段欠きを施 しずれを防いているものの (木)釘に

よる打ちつけ継 ぎであり、底板は側板へ直接下から木釘 (No22)に よる打ちつけて接合され 狽‖板にはあった段欠

きは認められなかった。こうした作 り方では、使っているうちに汲み入れた水などの漏れ出る量が次第に増えてい

ったものと想像する。切片用の材片を採取する際に短時間観察しただけであるため断言はできないが、作り方の不

徹底さと異種材を組み合わせるという材料選びの不徹底さの間には相通ずるものがあるようにも思える。

同定結果を得て筆者が意外に感じたのは、折敷 (底板)の用材がオニグルミ(3点 )・ クリ (2点 )。 カエデ属 (1

点)のいずれも広葉樹であったことである (表 1・ 2)。 ちなみに、側板も対象となった L― e-2は 底板 と同じオニグ



ルミを用いていた。折敷の底板は幅広の薄板であることから、筆者の経験ではスギ 。ヒノキなどの割裂性に優れる

針葉樹 を用いるとの印象があり、出土材でも広葉樹の報告はごくまれである (伊東ほか 前出、伊東 前出)。 しか

もオニグルミは割れにくく、カエデ類は重硬で加工がしにくい材である。こうした材料を用いていることは、当時

の製板法がそれまでの材料の割裂性を利用した割 り・剰 (へ )ぎから鋸 [大鋸 (お が)]や飽 (台飽)と いつた発達

した道具を用いたものへと変化していったこと (吉川 1%6・ 1鋸ム 成田 1"0)の 表れと考える。

鍬は4資料 6点 が射象となったがいずれもコナラ節が用いられていた。L― j3(No 25～ 2の 1ま 柄や襖と鍬先に別

種の材を使っていることも考えられたが、結果は同一TaxOnを 用いていた。時代や遺跡、遺構の特性などを考慮せ

ずごく大ざっぱに出土した鍬や鋤の用材を見たとき、関東南部以西南ではアカガシ亜属 (カ シ類)、 関東北部～東北

南部ではアカガシ亜属十コナラ亜属 クヌギ節、東北北部ではヨナラ節と、周辺の自然植生に応じた樹種選択が行わ

れていたであろうとの推測が成り立つように思うが、今回の結果もそうした見方を支持しているものと考える。コ

ナラ節を代表す る樹種がコナラとミズナラであり、試料もそのどちらかあるいは両者が含まれるものと考える。遺

跡の立地する平野部に自生 していた樹木を材料としていたとすれば試料はコナラと考えられ、 ミズナラの可能性は

きわめて小さい。 しかし、用材として見た場合コナラはミズナラに劣り、現在木材関係でナラ材といえばミズナラ

を指すことが多い。したがって試料がミズナラであれば、それらは遠方の山地域から原木または製品として移入さ

れてきたものといえよう。

曲物の用材も折敷同様やや意外な感を受けたものであるが、今回の試料中では最も多く、種々の用途に用いられ、

また他の遺跡か らの出土報告例も多いスギが認められず、これより加工の しにくい複維管束亜属や広葉樹のオニグ

ルミが用いられていた。これは、試料数が限られていることも影響しているのかも知れないが、折敷の項で触れた

ように当時の加工具の発達 とそれに伴 う製板法の変化も関係しているものと思う。

杭と建材は合わせて 9点 が封象となったが、クリを始め 5 Taxaが認められた。現行の用材 と共通するものも多

く、それぞれの用途に応じた樹種選択があったものと思う。

椀は3点が対象となりいずれもブナ属に同定された。試料は塗装を施していない「素木 (し らき)椀」であるが、

隣接する今泉城跡Ⅲ(木村・内藤 1鋸0や 中田南遺跡5)で はブナ属 (ブナ)製の漆塗枕の出土報告例が多い6,。 椀木

地の用材には古 くから (伊東ほか 前出、伊東 前出)ま た現在力も多くの樹種が用いられているが、仙台市周辺域

ではブナ (属 )に集中する傾向があるように見えることは今後留意すべきであろう。

刀 (Ln-0の鞘 と柄はモクレン属、鍔留はヤナギ属類似種が用いられていた。遣物の用途が特殊であるため近い

時代・地域の報告例はないようであるが (伊東ほか前山、伊東 前出)、 狂いが少なく刃先を痛めないために現在で

も刃物の斡 としてホォノキが賞用されている。

このほかの用途は試料数か少ないため個々には取 り上げなかったが、その用途と用材の材質・特徴からみてそれ

なりの樹種選択が行われていたと想像できるものが多かった。

1)

<注 >

筆者の手元 には同定結果表部分のコピーしかないため連歯・差歯の区別はつかないが、光谷拓美氏 によるヒノキアスナ

ロ12点、ケヤキ10点、ホオノキ 4点、不明広葉樹 (同 一種 とされる)3点、クルミ属・クリ。キハダ ?・ ハ リギ リ?・ ミ

ズキ・ トネリコ属各 1点の10 Taxa35点 の同定結果が得られている。

中田南遺跡試瀞では、連歯下駄 5点はすべてクリ、差歯下駄台はモクレン属、歯はケヤキ 3点、ヤマグワ・ケ ンポナシ

各 1点 が用いられクリは認め られていない。

同様に水に関係 しなが ら異種材 を組みあわせている例として、東京都千代 田区紀尾井町遺跡出土の江戸時代とされる

SE-37井 戸材がある。この井戸は底のない桶を何段か積み重ねて井戸枠としたような構造で、同一段 にスギとヒノキ属が



混 じって使われ、水漏れの心配 も指摘 されているが 営 リヾノ・サーヴェイ株式会社 1988)、 こうした用材 は当時 とし

ては普通のことであったのであろうか。

4)鎌 倉時代か ら江戸時代のもの とされる 8点力＼ブナ (材質と現行の用材か らイヌブナを除外 した とされる)6点とケヤ

キ 2点 に同定されている。

5) 椀14点 に力Hえて皿類 6点の言抱0点全てがブナ属 に同定された。

6) 手元の資料では椀とは確認できないが仙 台城こ ノ九跡で もブナを主 とする漆器の報告がある (仙台市教育委員会 前

出)。

7)椀 には限定 されないが挽物用材として、玉進郡 鳴子町 。刈 田郡七ヶ宿町 。同郡蔵 王町・白石市ではブナ・ケヤキに加 え

てホオノキ・ハ ンノキ・ トチノキ・カツラ・クリ・サクラ・ カエデ類・クワなど合わせて20Taxa以 上があとデられている

鯖 本 1979)。

引 用 文 献

橋本 鉄男 1979 ものと人間の文化朗 1 ろ くろ、法政大学出版局、444pp。

平井 信二 1979～ 1982「木の事典 第 1巻～第17巻」、かなえ書房。

伊東 隆夫・山口 和聴・林 昭三・布谷 知夫・島地 謙 1987 日本の遺跡 か ら出土した木材 の樹種 とその用途、「木材

研究・資料」、第23号、42-210。

………Ⅲ…1990 日本の遺跡から出土 した木材の樹種とその用途 Ⅱ、「木材研究・資料」、第26号、9卜 189。

成田 寿一員呂 1990 日本木工技術史の研気 法政大学出版局、515pp。

パ リノ・サーヴェイ株式会社  1988 木製品の樹種同急 「東京都千代 H区紀尾 井町遺跡調査報告書 本文編」千代田区紀尾

井町遺跡調査会、524-53ち

佐竹 義繭・原 寛・亘理 俊次・冨成 忠夫 (編) 1989 「 日本の野生植物 木本 I・ Ⅱ」、平凡社、321・ 305pp。

仙台市教育委員会 1985 樹種同定結 果について、「仙台市文化野調査報告書第76集 仙台城三ノ丸跡発掘調査報告書」、仙台

市教育委員会、197199。

高橋 利彦 1994 仙台市中田南遺跡出土材の樹低「仙台市文化財調査報告書第182集 仙台市中田南遺跡一古代 。中世の集

落跡の調査 ―」、仙台市教育委員会、406-422。

潮田 鉄雄 1973 ものと人間の文化史 8 はきもの、法政大学出版局、253pp。

吉川 金及 1976 ものと人間の文化史18 鋸、法政大学出版局、347pp。

……………・ 1984 ものと人間の文化螂 1 斧・攀 。釦、法政大学出版局、287pp。



表 I 北 目城跡出上材の樹種

試料番号 登録番号 用  途 出土遺構・ 層位 名種

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13A

13B

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

L― k-8

L-1-1

L―i-4

L― i-7

Li-8

L― i-9

L― i-11

L―ユー11

L-1-12

L― i-14

L― i-15

Li-15

L一d-5

L― d-5

L―g-2

L―g'-2

L―g-3

L―g-5

L―g-7

L―g-7

L―g-7

L―g-8

L―g-8

L―g-8

L―g-8

Li-3

Lj-3

Lj-3

L―j-5

Lj'-4

L―j'-5

Li'-11

L―n-1

L―n-2

L―n-4

L―n42

A/1-1

M-2

WI-4

L―e-2

L―e-2

L―f-1

虹梁

連歯下駄

運歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

差歯下駄

下駄歯

連歯下駄

連歯下駄

差歯下駄

下駄歯

板金斑」

板金剛

箆

箆

杓文字

柄杓

柄杓側板

柄杓底板

柄杓柄

柄杓柄

柄杓木釘

柄杓底板

柄杓側板

鍬楔

鍬柄

鍬先

木槌

鍬先

鍬先

鍬先

位牌台

自在鈎

塔婆

木刀

木札

木札

木簡

折敷側板

折敷底板

箸

H B ttSD-1 6層

I tt SD-1 12層

H B ttSD-1 8層

H D ttSD-1 3層

I D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 4層

H D ttSD-1 7層

H D ttSD-1 7層

H B ttSD-1 6層

I B ttSD-1 6層

I tt SD-1 9層

H D ttSD-1 3層

Шtt SD-15 6層

H B ttSD-1 6層

I tt SD-1 5層

I tt SD-1 5層

I tt SD-1 5層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

II D tt SD-1 3層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 7層

H D ttSD-1 7層

II D tt SD-1 7層

Ⅱ C・ D tt SD-1 3層

Ⅱ D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

I tt SD-1 13層

I tt SD-1 7層

H D ttSD-1 3層

H D ttSD-1 3層

I tt SD-1 lo層

I tt SD-1 5層

H B ttSD-1 7層

I tt SD-1 lo層

I tt SD-1 lo層

H B ttSD-1 6層

ケヤキ

クリ

クリ

オニグル ミ類似種

モミ属の一種

マツ属複維管束亜属の一種

モクレン属の一種

モクレン属の一種

クリ

スギ類似種

モクレン属の一種

ケヤキ

スギ

スギ類似種

ヨナラ属ヨナラ亜属コナラ節の一種

モ ミ属の一種

スギ

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

ヒノキ科の一種

オニグル ミ

ヒノキ属の一種

スギ

ウツギ属の一種

スギ

ヒノキ科の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属コナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

サクラ属の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

ヨナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

コナラ属ヨナラ亜属ヨナラ節の一種

スギ

スギ

スギ

ヒノキ属の一種

スギ

ヒノキ属の一種

アスナロ類似種

オニグル ミ

オニグル ミ

スギ類似種



試料番号 登録番号 用  途 出土遺構 。層位 名種

42

43

44

45

46

47

48

49

61

62

65

66

68

72

73

74

75

76

78

79

80

81

82

83

84

86

87

88

90

91

92

93

94

95

96

100

101

102

103

104

105

106

108

109

Li-1

L― e-8

L司'9

L―d-1

L―b-1

L―b-2

L―b-3

L―f-2

L― k-5

L―k-7

L一 k-14

L―k'1

L―k'5

L―k-2

L―h-1

L―h-2

L―c-4

L― c-29

L―d'2

L― d'-2

L―g-4

L一k'30

L― k'-31

L-1'-1

L-1'3

L-1'-12

L-1'-18

L-1'19

L― i-5

L― i-3

L―i-6

No.65

L―e-1

L―e-6

L―e-7

L―g-1

L―g-1

L―g-1

L―n-5

L―n-5

L―n-5

L―d-2

L―d-3

L司 -4

栓

折敷底板

自在鈎

曲物

椀

椀

椀

箸

折敷底板

不明

不明

建材

鉢

まな板

櫛

櫛

桶

桶

曲物底板

曲物側板

柄杓側板

建材

建材

杭

杭

杭

杭

杭

運歯下駄

連歯下駄

連歯下駄

下駄歯

折敷底板

折敷底板

折敷底板

柄杓柄

柄杓側板

柄杓底板

刀鞘

刀柄

刀鍔留

曲物

由物

栓

I tt SD-1 9層

H C ttSD-1 底面

H D ttSD-1 3層

H B ttSD-1 la層

H D ttSD-1 3層

I tt SD-1 5層

H A ttSD-1 5層
H C ttSD-1

H B ttSD-1 6層

H B ttSD-1 6層

H C ttSD-1 10層

I tt SD-1 10層

I tt SD-1 5層

Ⅱ A ttSE-3 9層

H B ttSD-1 7層

H D ttSD-1 3層

H A ttSD-1 6層
H C ttSD-1 8c層
H B ttSD-1 6層

H B ttSD-1 6層

H B ttSD-1 6層

H C ttSD-1 7層

H C ttSD-1 7層

I tt SD-1 9層

I tt SD-1 10層

Ⅲ区 SD-15 18層

IVtt SD-22

1Vtt SD-21

Шtt SD-15 b20層

I B ttSD-1 6層

I tt SD-1 9層

H C ttSD-1 7層

I tt SD-1 10層

Ⅳ区 SD-21 6層

Ⅳ区 SK-33

1 tt SD-1

1 tt SD-1

1 tt SD-1

H D ttSD-1 8層

H D ttSD-1 8層

H D ttSD-1 8層

H B ttSD-1 6層

H B ttSD-1 6層

Ⅳ区 SE-4

カエデ属の一種

クリ

スギ

ヒノキ属の一種

ブナ属の一種

ブナ属の一種

ブナ属の一種

スギ

クリ

スギ

モ ミ属の一種

マツ属複維管束亜属の一種

ケヤキ

クリ

広葉樹 (散孔材 )

カヤ

モミ属の一種

スギ類似種

マツ属複維管束亜属の一種

マツ属複維管束亜属の一種

スギ

クリ

クリ

ヤナギ属の一種

ケヤキ

クリ

クマシデ属の一種

クリ

コシアプラ

イイギリ

広葉樹 (散孔材)

ケヤキ

オニグル ミ類似種

オニグル ミ

カエデ属の一種

ヒノキ属の一種

ヒノキ属の一種

モクレン属の一種

モクレン属の一種

モクレン属の一種

ヤナギ属類似種

針棄樹

オニグルミ

広葉樹 (環孔材 ?)



譲 β 北目城跡出土覇り鼓 用避剛翻麟鶏麹 頬椒簿としたものも錦 1含め濫

縛  鶴 . 蔭 下 駄 猫 均 折 銃 難 曲 物 椀 建 浦 擁 刀 そつ髄 合 計

蜘

モミ属

スギ

ヒメ■届

アステコ鎮線盤
ヒブ.キ料

常ヤ

抑

iガ14ダ /1/彗

ヤチギ届

クマンヂ感―

ガ手議

コチラ節
‐

タリ

ケヤキ

をク
ー秀 蔵

ツツ轟

サクラ属

薄エデ属

ギイギリ

コンアプラ

不嘲

１

　

・１

　

１

1

a

2

3

1

1

1

８

　
８

　

　

　

２

1

1

4

露

1

d

2

ユ

1

1

1

2

1

1

2

1

3

11

・２

Ｂ

遊

２
．
１

1

1

1

1

2

４
‐１
４

硝

ｅ

・■

２

ュ
…
・ュ
‐
●

２
一
■

・８
・
雹

ｍ

ａ

・‘

■

■

・２
●
■

■

３

合 計 15 12 7 6 S 5 4 3 3 2‐6 86

13・4



表3-1 1・ ‖区SD― l出上下駄材の出上層位男U用材組成。上層 :I～ 3層 (19世紀後半)、

中層 :4～ 9層 (18世紀後半)、 下層 :10層 ～底面 (17世紀前半)」

出 土 層 位 用材 (数字は試料数、記載のないものは1点) 計

上 層

中 層

下 層

複維管東軍属、モミ属、オニーグルミ、クリ、モクレン属 2

スギ、クリ、ケヤキ2、 モタレン属、イイギリ、散孔材

クリ

表 3--2 1・ ‖区SD一 I出土柄杓材の出上層位別用材組成。層位は表 3-1に同じ。

出 土 層 位 用材 (数字は試料数く記載のないものは1点 ) 計

上 層

申 層

不 明

スギ 2、 ヒノキ科、ウツギ属

スギ、ヒノキ属、ヒノキ科、オニグルミ、ョナラ節

ヒノキ属 2、 モクレン属

185
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図版 7

図版 1 1.マ ツ属複維管束亜属の一種 No66
2.モ ミ属の一種 No65
3.ス ギ No80

図版 2 4.
5.

6.

図版 3 7.
8.

9.

ヒノキ属の一種 No20
アスナロ類似種 Nα38

カヤ No74

オニグルミ No40
ヤナギ属の一種 No83
クマシデ属の一種 No87

ブナ属の一種 No47
コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 No14
クリ No81

ケヤキ No l

モクレン属の一種 No1 02

ウツギ属の一種 No22

サクラ属の一種 No28
カエデ属の一種 Nα96

イイギリ No91

コンアブラ No90

図版 4

図版 5

図版 6

図版 7 19.

a.木 口×40 b.柾目×100 c.板目×100

樹木の肥大生長方向は本国では画面下から上へ、柾目では左から右。
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第 5節 北目城跡出土動物遺存体

東北大学考古学研究室 富岡 直人

第 1節 出土遺構の概況

北目城出土動物遺存体は、戦回時代か ら江戸時代にかけて造営、利用 された堀、溝跡から出土 している。SD-1

は大 きな堀 で上層 は的世紀 頃に廃絶 した と考えられる。この遺構の下層は17世紀初頭に形成されたと考 えられる。

本遺構 が最も豊富 に動物遺存体を包含 していた。

SD-17は堀で江戸中期より古 く、SD-21は 同様 に堀で17世紀初頭には形成 されていたと考えられる。

SK-34、 SK-3、 SK-33は土媛で江戸時代 に形成 された と考えられ、出土遺存体 もまとまりが よいうえ、保存

状況が よいことか ら、食料残津などを比較的短時 間のうちに埋めたものであると考えられる。

第 2節 動物 遺存 体 の内 容

出土動物遺存体の種名は第 1表に掲げる。また具体的内容については第 2・ 3表 に基づき、種類別 に述べる。

貝類 貝類 (軟体動物門)は 8科 7種が17世紀初頭に形成 された堀を中心として、幕末明治にいたる間に形成 さ

れた堀 、土媛の覆土から多 く検出された。このうち腹足綱ではアカニシ、マルタニシ、斧足綱 ではイシガイ、 ドブ

ガイが多 くを占める。

アカニシは浅海か ら干潟 に生息す る戯水性貝類 で、エゾアワビ、 イタボガキ科、マルスダレガイ科、ハマグリ、

イガイ科などとともに内湾域で捕獲される貝類である。

淡水性の貝類が多 く、マルタニシをはじめ、 イシガイ科の ドブガイ、イシガイ、カラスガイが検出 されている。

これらには、食用とされたものと堀中で 自然死 したものが両方今まれていると考えられる。特にマルタニシは良好

な保存状況で まとまって土媛SK-15(江戸時代)か ら検出されている。このうち二つの回体は蓋を閉じてお り、そ

の殻内からは多 くの稚只が検出された。マルタニシは卵胎性で、春から夏にかけて稚貝を放 出することから、これ

は春か ら夏にかけて死亡したものが短期間の うちに埋存 したもの と考えられ、遺構の形成季節 を示唆 していると考

えられる。

検出されたシジ ミガイ科はほとんど殻皮のみであり、種の特定は困難であったが、肉眼の観察では汽水性のヤマ

トシジ ミに似ている。

稚貝をともなっていたマルタニシ以外 は全てカル シウムが溶脱 し、保存状況は劣悪である。

魚類 魚類 (急上綱)は 2科 1属が江戸時代に形成された土娠SK-3か ら検出された。

ヒラメ科は比較的大形の腹椎と腹推突起、マグロ属 も比較的大きな尾椎が検出 されている。 この遺構からは切痕

を残す ニホンジカの腰椎 も出土 していることから、かなり賛沢な食事の残滓をまとめて廃棄 した ものである と考え

られる。

哺乳類 哺乳類は 4科 6種 が検出された。

特にウマが圧倒的な多数を占め、戦国時代から江戸時代の長 きにわたつて多量 に廃棄されている。遺存骨 どうし

の大きさや骨端部化骨化の状況を比較すると、ばらつ きがみられることか ら、多 くの個体が散乱骨となったことが



推定できる。ただ し共伴遺物から17世紀初頭に形成されたと考 えられ るSD-1風 b10層 か ら出土 したウマ の上・下

顎骨は、本来同一個体で、 5歳前後のメスのウマと推定される。

イノシシは17世紀初頭に形成されたSD-1の 10層か らわずかに携骨と尺骨が検出されているだけである。この

遺存骨だけか らではニホンイノシシSu s scrofaに ucomystaxか イノシシが家畜化されたブタS,s.dOmestitt sか

不明であったことか ら、イノシシS.scrofaと して分類 した。 それぞれ解体の痕跡がみられる。

ニホンジカ も17世紀初頭に形成された層・遺構 から出土 している。特にSD-1、 貶層か ら出土 した前頭骨の鹿角

はきれいに切 り落 とされている。解体痕がみられる遺存体 もあることか ら食用とされていたのであろう。

ニホンオオカミの下顎骨と第一椎骨が出土 している。大形のイヌとの区別が困難であった力＼ 遺存骨 の形態につ

いて国立歴史民俗博物館西本豊払先生の御教示を頂きオオカミに分類することができた。

イヌは17世紀初頭から江戸時代 中期にかけて形成された SD-1、 SD-la SD-17の 各層から出上 している。特に

SD-1仮 6層 から出土 した第二頸椎は鋭利な刃器で切断されてお り、解体時に頭蓋骨の若干後 ろの部分で切 り放

されたことを示 している。イエネコは 17世紀初頭に形成 された SD-15、 b20層 か ら上肢のみがまとまって 出土 し

ている。切痕な どは一切な く、骨の保存状況も極 めて良いことか ら、解体されたものではないか もしれない。

第 3節 北 目城跡 における家畜 と野生動物のあり方

北目城跡で出土 した動物遺存体のうち一部の淡水性貝類 を除いて、ほとん どが食料・加工品の残淳であ り、意図

的に堀、土墳内に廃棄されたものと考えられる。

魚類のマグロ属やヒラメ科 は少量出土 したのみであるが、内陸の北目城まで搬入された背景には、沿岸部 での漁

扮が活発であった ことがうかがわれる。

哺乳類遺存体は、ウマやイヌ、イエネ コのように家畜として利用されたもの と、ニホンジカ、オオカ ミのように

野生動物として狩猟 。駆除の対象となっていたものとに分けることができる。また、これらの多 くは食用 となった

可能性があるが、一方で膠の原料、生活雑具や刀装具、具足、調度品の部品としても利用 された可能性が考 えられ

る。

遺存骨に残された痕跡について述べる。ウマの四肢骨や椎骨には解体痕が残され それぞれ腱の切断、肉の分離、

枝肉の切 りはずしの際に残されたことが推定される。ニホンジカの前頭骨には鹿角が切 りとられた痕跡がみ られ、

この遺跡内で鹿角の加工がおこなわれたことをうかがわせる。また、腰椎の解体痕は体躯の肉を切除する際に残さ

れたと考えられ、棘突起上に残された非貫通の穿孔は鏃の射入痕である可能性がある。イヌの明確な解体痕がある

ものは第二椎骨の一点だけであるが、江戸時代初頭の仙台城二の丸遺跡で も多量に食用とされていた遺存骨が検出

されており(東北大学埋蔵文化財調査室 19891、 木遣跡でも食用 にされていた可能性が高い。また、オオカ ミには

解体痕は観祭できなかったが、遺存骨は破損し散乱骨となっており、解体された可能性がある。

一方で、仙台市周辺の中近世遺跡か ら出土するウシや鳥類などの遺存体は全く検出されておらず、ウマが多量に

出土していることは北目城が特異であったことを端的に示 していると考えられる。

引 用 文 献

東北大学埋蔵文化財調査室1989「仙台城二の丸遺跡第 5地点の調査」『考古学ジャーナル』312:PP 24-29



アカニシ

斧 足 網

イシガイ科

ドブガイ

イシガイ

軟体動物門    MOLLUSCA

腹  足  綱     CASTROPODA

タニシ科     Viviparidac

マルタニシ  Cわα鍵鞄勉励′力αθカルιηsλ 勿″″α物

ミミガイ科

(Reeve)

Haliotidae

ェゾアワビ  河
"ゲ

οあ げめガο燃)力v夕s力αηηαゲ励ο

アクキガイ科  Muricidae

Rttαηα υθηοM (Valenciennes)

Pelecypoda

Unionidae

4%ο″ο%ル (or/οοプゲαηα)″勿″ NIartens

yηヵ′。縫争テレs力ι ηttθ %ιηdλ Martens

カラスガイ  Cぬ 力滋 沙み%力 (Leach)

シジミガイ科   Corbiculidae

イガイ科 �鉦ytihdae

イタボガキ科  Ostreidae

マルスダンガイ科 Veneridae

ハマグ リ 肋缶ο%力彦形〕ヶso狗ク (Rodding)

表 1 北 目城出土動物遺存体種名表 (I)

脊椎動物門

硬骨魚綱

ヒラメ科

サバ科

マグロ属

哺 乳 綱

ウマロ (奇蹄目)

ウマ科

ウマ

ウシロ (偶蹄目)

イノシシ科

イノシシ

シカ科

ニホンジカ

ネヨロ (食肉目)

イヌ科

イヌ

ニホンオオカミ

ネコ科

イエネコ

VERTEBRATA

OSTEICHTHYES

Scombrldae

Hunnus sp.indet

MAMMALIA

Perissodactyla

Equldae

Ecク%s∽物′′熔

Artiodactyla

Suldae

翫 s sθ物協

Cervidae

の 2熔 ηわクοη

Carnlvora

Canldae

働 %容 力物ゲ腸‰

Gρηた 嚇 傷S力ο

'o,カ

ケテ筋

Felidae

脆 燃 飽″s

Ne 区 遺構 層
重ψ

No
綱 種 名 個数 備 考 No 区 遺 構 層

遺物
No 綱 種 名 L/R 個数 備 考

1 I SD― d5層 腹足綱 アカニシ 1 殻軸 と殻破片 I SD l 腹足綱 アカニシ

2 I SD― 仮6層 中 斧足綱 ドプガイ 2

1

I SD l d7層 腹足綱 アカニシ 1

I SD l d7層 足綱 エゾアフビ 1

3 I SD― 仮6層 中 腹足綱 アカニシ 1 I d7層 61 腹足綱 アカニシ 1

4 I 仮2層 中 斧足綱 イシガイ属 I d7層 腹足綱 腹足綱不明

5 I SD-1 仮2層 斧足綱

斧足綱

ドプガイ
イシガイ

I SD l d7層 斧足綱 ドブガィ?

I SD l d7層 腹足綱 ユ

6 ト 4層 腹足綱 タニシ属
I SD l 最下層 18 斧足綱 不明

7 SD-1 ト 4層 斧足綱 イシガイ 1 SD l 仮3層 47 腹足綱 アカニシ
8 SD-1 ト 4層 腹足綱 アカニシ SD l 6層 斧足綱 イシガイ属 L 1

9 SD-1 仮6層 斧足綱 不 明 SD l 8層 斧足綱 イシガイ属 1

SD-1 5 腹足綱 タニシ属 (蓋 ) 1
SD l 9層 斧足綱 インガイ 6

5SD-1 7層 斧足綱 イシガイ属

9層 斧足綱 イタボガキ科 SD15 b20層 腹足綱 アカニシ

SD-1 ト 10層 腹足綱 アカニシ SD15 斧足綱 アカエシ 1

I SD-1 ト 10層 綱
綱

足

足

斧
腹

ドブガイ

タエシ属
SD16 4層 斧足綱 イシガイ 1

1

! SD-1 5層 斧足綱 イシガイ 3 SK15 la層 綱

綱

足

足

腹

斧

マルタニシ

マルタニシ(蓋 )

ドブガイ

3

2

TrE貝 を1点含む
I SD-1 5層 府足細

斧足綱

イシガイ属
ドブガイ

6

3

17 SD-1 5層 腹足綱 アカニシ SK15 2層 腹足綱 マルタニシ 5 稚貝を伴うもの2点

10層 斧足綱 イシガイ SD23 1層 腹足綱 タニシ属

ト 10層 腹足綱 アカニシ SD21 腹足綱 タニシ属 (蓋 ) 3

I SD-1 Dベル 10層 斧足綱

腹足綱

ドブガイ

タニシ属

IV SD21 57 斧足綱 イシガイ ?

IV SD21 斧足綱 イシガイ 1

I SD-1 Dベル 9層 斧足綱

斧足綱

カラスガイ
ドプガイ

1 幼 貝 SE 5 Dト レ 斧足綱 ンジミガイ利

SD-1 Dベル 10層 斧足綱 ドブガィ IV SK33 84 腹足綱 ェゾアフビ 1 殻高145mm
ト 10層 斧足綱 ドプガイ L 1 IV SK33 腹足綱 アカニシ

SD-1 ト 10層 斧足綱 ドブガイ? カラスガイの可台雛 2層下面 欠番

ト 10層 斧足綱 ドブガイ 腹足綱 ドブガイ L 1

SD-1 ト 12層 斧足綱 インガイ SD l 4層 斧足綱 ハマグリ
マルスダンガイ科

L ユ

1 破 片SD-1 ト 12層 腹足綱 アカニシ

SD-1 d5～d7層 49 腹足綱 腹足綱不明

195



hlo 区 遇 構
レ
チ

ト

ン 層 位
遺物
No 綱 目科属種 部 分 部 分

破損 (sp:スパイラル

状の割れ )

計  測  値

(mm)
備 考

1 I SD-1 哺乳綱 イノシシorシ カ 不明

2 I SD-1 仮 6層 哺乳綱 イ ヌ 第二椎骨 M 後位 金属器 による切断痕 5

3 I SD-1 d8層 哺VL綱 ニホンジカ 上腕骨 L 遠位端 不 明 関節は 359 4

4 I SD-1 Bトレ 7層 哺乳綱 不 明 不明

5 I SD-1 Bトレ 10層 哺乳綱 上腕骨 R 骨幹部

6 I Stl-1 Bトレ 10層 哺乳綱 不 明 不明

7 I SD-1 Bトレ 10層 哺乳綱 ニホンジカ
ニホンジカ
ニホンジカ

基節骨・
2

中節骨
ネ2

中手骨

完形

完形

遠位端

明

明

痕

不

不

切

最大長 :520
最大長 :395
最大幅 :350

4

4

8 I SD-1 Bト レ 10層 哺乳綱 上腕骨 L 骨幹部 激 しい風化

I SD-1 Cトレ 10層 哺乳綱 不 明 不 明 不 明

10 I SD-1 Cト レ 10層 哺乳綱 不 明 不明

11 I SD-1 Cト レ 10層 哺ジL綱 不 明 椎骨 M 骨幹部

12 I SD-1 Cト レ 10層 哺乳綱 不明 不 明

13 I SD-1 Cト レ 10層 哺乳綱 ニホンジカ 肩甲骨 R 近位端 不 明 寓高 :318

I SD-1 Cト レ 10層 哺乳綱 携骨 。尺骨 骨幹部 不 明 残存長 0

15 I SD-1 Cト レ 12層 哺乳綱 前頭骨 L 角突起 切痕、SP 角坐骨幅 :301 若齢オス 4

16 I SD-1 Cト レ 12層 哺乳綱 不明 頸骨 破 片 風 化

17 I SD-1 Cト レ 13層 哺平し綱 不明 不 明

I SD-1 Cト レ 10層 哺乳綱 シカorイ ノシシ 肋骨 L 骨幹部 金属器による切断痕

I もリー 1 Cト レ 10層 哺乳細 オオカミ 下顎骨(CP234M123:歯根のみ) L 下顎体、関節突起 風 化 残存長 :1340 成獣 5

I SD-1 Cト レ 10層 哺乳綱 ウ マ 第 4小臼歯、第 1・ 2大 臼

歯 (上顎 )

L 完形 p4幅 :261 若齢

21 | SD-1 Cト レ 10層 哺乳綱 イノンシ

イノンシ

骨

骨

撓

尺

端

端

位

位

遠

遠 販
ＳＰ

獣

獣

成

若
(化骨化了 )

(化骨化未了 )

4

4

SD-1 哺乳綱 不明 不 明

II 6層 哺乳綱 ニホンジカ 臼歯破片 破 片

H SD-1 6層 哺乳綱 不 明 不 明

II SD― 2ト レ 6層 哺乳綱 不 明 不 明

II SD-1 2ト レ 6層 哺乳綱 不明 不 明

27 I SD-1 2ト レ 6層 34 哺季L綱 ウ マ 上腕看 R 遠位端 切 痕

II SD-1 2ト レ 6層 哺乳綱 不 明 不 明

I 6層 哺乳綱 ニホンジカ 第二大臼鍾 L 破片、後位

I【 SD-1 8層 哺乳綱 不 明 不 明

II 8層 哺乳綱 中～大型哺乳綱 不 明

II SD-1 哺乳綱 不 明 上腕骨 遠位端

II SD-1 4層 哺乳綱 不 明 不 明

II SD-1 5層 哺乳綱 四肢骨

II SD-1 6層 哺季し析『g 不 明 不 明

H SD-1 6層 34 哺孝し綱 不 明 不 明

II 6c層 哺乳綱 ウ マ 第 小臼歯 (上顎 ) L 完形 な し 咬耗面長 :271 咬耗段階 b

II SD-1 7層 哺乳綱 不 明 不 明

II SD-1 7層 哺乳綱 不 明 尺骨

II SD― 〕 7層 哺乳綱 不 明 不 明

H SD-1 7層 哺乳綱 不 明 不 明

II SD― ] 8層 哺乳綱 イ ヌ 下顎骨 下顎体、歯牙欠如

II SD-1 3層 哺乳綱 不 明 四肢骨

II SD-1 3層 哺乳綱 不 明 四肢骨

SD-1〔 哺乳綱 ウマ

ウマ

不明

第 1椎骨

第 2顎椎

四肢骨

Ｍ

Ｍ

？ 部

形

位

幹

完

下

骨

痕

し

切

な

獣

獣

成

成
(化骨化了 )

(化骨化了)

晴乳綱 不 明 不 明

47 SD-1〔 10層 哺乳綱 中～大型 rlq乳 綱 肋骨

b10層 哺乳綱 不 明 不明

Sリ ー l〔 b10層 哺孝L綱 ウマ

ウマ

ウマ 骨

骨

骨

腕

携

尺

上

III D-1〔 b10層 哺乳綱 上腕骨 α123P234M123) LR な し P2歯全高 :616 若齢成獣、 メス

51と 同 個体か ?

SD-1〔 b10層 哺乳綱 ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

下顎骨 (■23P234M123)

第 1椎骨

中手骨

肩甲骨

」Ｒ

　

Ｍ

Ｒ

Ｒ

連合部、下顎体、関

節突起

完形

完形

近位端

な し P2～M3長 :1566

残存長 :872
最大長 :2210
寓高 :416

若齢成獣、メス

獣
獣

獣

成
成

成
(化骨化了 )

lTヒ骨化了 )

b10層 哺乳綱 中～大形哺乳綱 不明

SD-1〔 b10層 哺乳綱

哺乳綱

ウマ

ウマ
睡骨

中足骨

端

端灘
駈

SP
激しい風化

残存長 :2930
残存長 :2600

SD-1〔 b10層 哺乳綱 ウマ

ウマ

ウマ

ウマ

大腿骨

撓骨

尺骨

艇骨

棚
螂
螂
螂

骨

骨

骨

骨

明

明

明

明

不

不

不

不

b10層 哺乳綱 ウ マ 寛骨 関節臼、腸骨 不明

b10層 哺乳綱 不明 肋骨

Sけ -1〔 b10層 哺 乳綱

膊 舅鋼

ウW
イヌ 骨

椎

蓋

胸

頭

Ｍ

」Ｒ

完形

前頭骨、lHl頭骨、鼓室部

明

明

不

不

b19層 226 哺乳綱 ウ マ 上腕骨 L 速位端 切痕 (ナ タ状の刃器 ) 最大幅 :676 1

SD-1〔 b20層 哺乳綱 ニホンジカ
ニホンジカ

骨

骨

距

踵 端

形

位

完

近

明

明

不

不
最大長 :436 骨体 どうしが癒着 4

SD-1〔 b20層 哺乳綱 イエネコ

イエネコ
イエネコ
イエネコ

骨

骨評
帥
締
購

形
形

形

形

↓死
を万
を万
宇

なし

なし

なし

なし

最大長 :641
最大長 :901
最大長 :865
最大長 :1012



No 区 遺構
トレ
ンチ 層位 翻

配
網 目科属種 部 位 部 位

破損(sr:ス パイラル

状の割れ)

値測

ｍｍ

計
備 考

lII SD-15 b20層 哺乳綱 ウ マ 上腕骨 R

SD-16 哺乳綱 桟骨

上腕骨

R

L

端

鶴

位

持

遠

演

明

明

不

不
最大幅 :233
最大幅 :336

大形種 5

5

皿 哺乳綱 不明 四肢骨

哺乳綱 ウマ orシカ 四肢骨

4層 哺乳綱 不明 不 明

SD― ] 6a層 綱

綱

乳

乳

哺

哺

ォォカミ

不明

第 椎骨

側頭骨

Ｍ

Ｍ

形

片

完

破
最大幅 :880 5

哺乳 llm 不明 不 明

[層 哺乳綱 不 明 不 明

IV 2層 哺乳綱 ウ マ 大臼歯 (M123:下 顎 ) R 完形 Ml咬耗面最大長 :242 着齢成獣

SD-14 2層 哺乳綱 ウ マ 下顎骨 (P234M123) L 完形 不 明 Ml咬耗面最大長 :251

SD-17 2層 哺乳綱

哺乳綱

フマ
イヌ

切歯骨

切歯骨・ 臼歯

な し

Ⅳ SD-21 3層 哺乳綱 中～大型哺乳綱 胸 椎 M

Ⅳ SD-21 3層 哺乳綱 ウ マ 肋骨 L 近位端

SD-21 3層 哺乳綱

哺乳綱

ウマ

ウマ
肋骨

中足骨 完形 切 痕

最大長 :2540

SD-21 3層 綱

綱

乳

乳

哺

哺
ウマ

ウマ
骨

椎

寛

胸

Ｒ

Ｍ

完形 (腸・坐・恥骨 ) 切 痕 残存長 :3045

SD-21 3層 哺乳綱 ウ マ 第 1頸椎 M

SD-21 3層 哺乳綱 ウ マ 肋骨

SD-21 3層 哺乳綱 ウマ

ウマ

ウマ

骨

骨

骨

節

節

手

基

中

中

形

形

形

みれ
を万
をす

なし
なし
なし

長

長

長

大

大

大

最

最

最

71 8

46 1

201 0

SD-21 3層 哺乳絹

ウ マ

機骨 1尺骨

上腕骨 端

形
位

をた
こ遅

し

明

な

不
最大長 :3650

SD-21 3層 哺乳綱 睡 骨 速位端 不 明 残存長 :2770 2

Ⅳ SD-21 3層 哺乳綱 フマ

ウマ
骨

椎

肋

胸

Ｌ

Ｍ

迂 厘 琉

完形

なし

なし

SD-21 3層 哺乳綱 中～大型哺乳綱 肋骨 L 骨幹部 不明

SD-21 3層 哺乳綱

哺乳綱

フマ

ウマ

ウマ

不明

上腕骨

肋骨
42

胸権

四肢骨

Ｒ

と

Ｍ

？

螂
蹴
位

骨

近

後

切痕(ナ タ状の刃零?)、 SP

なし

不明

IV SD-2] 3層 哺乳綱

ウマ

ウマ

骨

骨

椎

踵

寛

胸

Ｒ

Ｌ

Ｍ

元 形

完形 (腸・坐・恥骨)

完形

明

し

し

不

な

な

残在長 :3900
最大長 :319 若獣 (化骨化未了 )

2

IV 3層 哺乳綱 ウ マ 胸 椎 M 完形 不明 最大長 :343 若獣 (化骨化未

SD-2〕 3層 哺乳網 ウ マ 胸 権 M 完形 切痕 最大長 :374 若獣 (化骨化未 3

SD-21 3層 哺孝L綱 ウマ

ウマ

ウマ

椎
牌
骨

腰

手

肋

Ｍ

Ｒ

Ｒ

部

　

器

幹

形

狩

骨

完

析

し

明

明

な

不

不

長

幅

大

大

最

最

137 0

42 2
若獣 (化骨化未了 ) 3

Ⅳ SD-21 3層 哺乳綱

ウマ

ウマ

ウマ

中手・足骨 2 or 4

胸椎
乾

肋骨

大腿骨

Ｒ

Ｍ

Ｒ

Ｒ

形
形

　

杉

一九
番
狂
　

う
す

明

明

明

明

不

不

不

不 残存長 :3425
若獣 (化骨化未了 ) 2

89 IV SD-21 3層 哺乳綱 ウマ

ウマ

ウマ

胸椎
(2

距骨

肋骨・
2

Ｍ

Ｒ

Ｒ

形

形

形

ウ万
一万
完

なし

なし

なし

長

幅

大

大

最

最

31 2

61 9

若獣 (化骨化未了 ) I

IXl SD-21 3層 哺乳綱 ウマ

ウマ

ウマ 滑

骨

椎

手

肋

胸

中

Ｌ

Ｍ

Ｒ
完形

完形

な

な 最大長 :1992
獣

獣

若

成
(化骨化未了 )

(化骨化了 ) 3

SD-21 3層 哺乳綱 ウマ

ウマ

フマ

ウマ

骨

骨

骨

骨

仙

肋

携

椎

Ｍ

Ｌ

Ｌ

Ｍ

遠位端

破片

明

明

不

不
関節最大幅 :604

哺乳綱 ウ マ 臼歯 (下顎.P4M123) R 完形 な し 小形

哺乳綱 中～大型哺乳綱 四肢看

SD-2ι 哺乳綱 ウマ 大臼歯 (下顎 . M2) R 完形 な し 最大幅 :262

哺乳綱 ウ マ 基節骨 R 完形 近位端 に穿孔あ り、

切痕

最大長 :699 ]

哺乳綱 とラメ 腹椎突起 M 完形 5

硬骨魚網 尾椎 M 骨幹部 5

硬骨魚網 ヒラメ 腹 椎 M 完形 5

硬骨魚網 ニホンジカ 腰 椎 M 完形 切痕、穿孔 最大長 :527

V 2層 哺乳綱 不 明 不 明

V 2層 哺乳綱 不 明 不 明

2層下 9 Hig乳綱 ウ マ 第 2大臼歯 (上顎 ) R 完形 な し 最大幅 :347

V 2層下 11 哺乳細 不 明 不 明

V 2層下 12 哺乳綱 不 明 不明

3層 13 哺乳綱 不 明 臼歯破片

SD-23 哺乳綱 ウ マ 睡 骨

V SD-23 1層 14 哺乳綱 大臼歯 (上顎,M123i C) R な し Ml咬耗面最大長 :244 M3の I交耗 は a

V SD 」3 4層 17 哺乳綱 ウ マ 肩甲骨 R

V SD-34 3層 哺乳綱 ウ マ 小・ 大臼歯破片 (上顎 ) R 破 片

V SD-3営 3層 哺▼L綱 ウ マ 四肢骨



写真 4

写真 5(裏 )

桃

３
，
１

写真 5(表 )

写真図版
写真 6(員類 )



第 6節 北目城跡出土漆器資料の製作技法

北野 信彦

1.は じめに

北目城跡からは、近世初頭期 (Ю側年頃)の伊達氏の居城北目城関連、および城館廃絶後の江戸時代各期の遺構

や遺物が多数検 出されてお り、その内には漆器資料も多 く含まれている。今回、仙台市教育委員会の御厚意 により

これらの製作技法 について 自然科学的手法を用いた調査を行なう機会 を得たので、その結果を報告す る。

2.調 査方 法

一般に漆器の製作は、原木か ら木地をつくり挽 き物・板物 の形態にする木胎製作の工程 と、その木胎に下地およ

び漆を塗布 し、装飾・研磨作業 を行なう漆工の工程から成 り立っている。 この様な漆器資料の製作技 法を調査する

ことは、個々の資料の性格を正確に把握する上で有効 な方法であ り、それらが出土 した遺構 。遺跡の性格 を考える

上でも意味があろう。本稿では、漆器資料の製作技法に関す る調査として、まず形態、漆塗 り表面の状 況を表面観

察した後、 (1)用材選択 (2)木取 り方法 (3)漆膜面の漆塗 り構造 (4)色漆 の使用顔科 (5)漆の性質 (成分

分析 )、 等の項 目別に自然科学的な手法を用いた分析を行 なった。以下、項 目別に調査方法 を記す。

(1)用 材選択 (樹種鑑定 )

樹種の同定作業は、出土木材の内部形態の特徴を顕微鏡で観察 し、その結果を新材と比較す ることで なされる。

試料は、遺物本体をできるだけ損傷 しないように破切面などオリジナルでない面から木口、柾 日、板 目の三方向の

切片をカミソリの刃を用いて作成 した。切片は常法に従い脱水 し、検鏡プ レパラー トに仕上げた。

(2)木取り方法

挽 き物類である漆器資料の木取 り方法の調査は、樹種鑑定の切片作成時に同時に行なった。

(3)漆膜面の塗り構造

まず肉眼で漆器資料の漆塗 り表面の状態を観察 した後、簡易顕微鏡を用 いて細部の観察を行 なった。次に漆器資

料の表面洗浄作業の際 に出た lmm× 3mm程 度の漆膜劉落片 を採取 し合成樹脂 (エ ポキシ系樹脂/ア ラルダイ ト

GY 1251」P.ハ ー ドナー HY837)に 包埋 した後、断面 を研磨 し、漆膜の厚 さ、塗 り重ね構造、顔料粒子 の大きさ、

下地の状態等について顕微鏡観察を行 なった。

(4)色漆の使用顔料の定性分析

色漆 に用い られた顔料の無機物に関する定性分析 は、先の漆膜劇 落片 をカーボン台に取 り付 け、 日立製作所S―

415型の走査電子顕微鏡に堀場製作所EMAX-20CXlエネルギー分散型電子線分析装置 (電子線マイ クロアナライ

ザー)を 連動 させて行なった。分析設定時間は5∞SEC.分析ポイントは30倍照射。なお、分析チ ャー トの補正には、

Geot・h tti∽ l Journal V018 Plる 1弦 (lγ4)[lγ 4 cornpilation Of data on The GS」 geottelmical referen∝

sample JG-l grandiorite alld JB l basdt」 AtusiÅldo and othersの JG-1,JB lサ ンプルを用いた。

(5)漆の性質 (成分分析 )

一部の漆膜面試料については、 日本電子 」IR-6000フ ーリェ変換型赤外分光光度計 (FT― IR)を 使用 して有機成分

の分析 を行 った。測定方法は、KBr錠 剤法および顕微赤外反射法。測定条件は分解能4c� l、 波長領域は400～ 4000

mコ。検出器 には、KBr錠剤法 はTGS、 顕微赤外反射法はMCTを使用 した。



3.調査結 果

今回、調査を行った漆器資料は合計別点である。これらについて、前項で項目房Uに 記した方法を用いた調査を行

なった。その結果を (表 1)に示す。

まず、挽き物類である本漆器資料の形態をみてみると、椀・皿型を中心 にしており、当時の基本的な飲食器類で

ある飯椀・汁椀・莱椀等に対応するものと考えられる。また板物類は、膳の部材破片等 を中心としており、いずれ

も日常生活什器である各種調度品に対応するものであろう。その他、城跡との関連性 も想定されるような朱鞘 の刀

等も出土している。

個々の資料の材の利用 (用 材選択)の状況をみてみると、挽き物類は広葉樹のブナ、 トチノキ、板物類は針葉樹

のスギ、マツ、その他はカバノキ、ホオノキの、少なくとも合計 6種類が確認された。

末沢 (lγOの研究によると、近世以降のろくろ挽き物である漆器類の用材には、早晩材の組織の差が少ない広

葉樹の散孔材、 もしくは環孔材ではあるが靭性がある材を適材であるとしている�い
(表 2)。 また、板物である漆器

類の用材には、アテ(ア スナロ)、 ヒノキを最良材 とし、ネズヨ、サワラ、ヒバ、スギ、モミ、マツ等の針葉樹 を適

材であるとしている。この点 を考慮に入れて、本漆器資料の用材選択の傾向をみてみると、挽き物類・板物類とも

に加工や入手の容易さという大量生産の点からみて、廉価で一般性は高いが道材とされるトチノキ、ブナ、スギ、

マツ材がその中心であり、 とりわけブナ材を利用する頻度が高い (写真 1)① 挽き物類である漆器椀資料にブナ材

を多用する傾向は、東北各地の中・近世遺跡一括出土資料に強く認められる一環した特徴であるが、本資料の場合

も各年代を通じて同様の傾向が確認されたは2)。

次に、挽き物類である本漆器資料の木取り方法をみてみる。その結果、いずれの資料も横木地であ り、板目取 り

と柾目取りの 2種類が見出だされた。中 。近世の挽き物類である漆器枕の木取り方法の多くは、材の割れや狂いを

考慮にいれて、木芯を外した横木地を用いる例が大半である。さらに、須藤 (1鋸21の調査によると、近世以降奥

会津地方の近江系 (小椋谷)木地師による挽 き物類の木取 り方法の場合、横木地板目取りはトチノキ地帯に、同柾

目取 りはブナ地帯に定着し、その細かい技術は個々の集団に受け継がれてきたとされている (図 1)に
と9'。 一般に、

トチノキ材は木芯を中心に して割れ狂いの多い「赤味」が広が り、表皮に近い部分に「シラタ」 と呼ばれる部分が

ある。この「シラタ」は、多く取れても四寸 (約1%m)程度 しか利用できないのでおのずと椀を伏せたような形で

木地を取る板目取 りの方法が椀木地には適している。一方、ブナ材は、木芯に近いところまで利用が可能なので、

木の狂いが少な く木地が多 く取れる柾目取 りの方法が適 している。 このことは材の性質からみても理にかなってい

るといえよう。この事例を考慮 に入れて本漆器資料の樹種と木取り方法 との関係 をみてみると、ブナ材には柾目取

り、板目取 り双方がそれぞれ見出だされた。このことからも本漆器資料の木胎製作の工程は、材の性質を考慮 に入

れたものであった可能性が理解された碇歩。

次に、個々の挽き物・板物である漆器表面の漆塗り技法をみてみる。塗りは地と文様からなり、本漆器資料の場

合、地塗りのみの資料と伊達家 との関連性が強く想定される「三ッ引両紋Jを はじめとする家紋・漆絵等の文様 を

地外面に描く資料に分かれた。

漆塗り面の構造、特に、各漆器資料の堅牢性を知る目安となる木胎と漆塗り層との間の下地層を定性分析 してみ

ると、いずれの資料も無機物を含んでいないためピークがほとんど見出だされず、さらにこれらを顕微鏡観察する

ことで、炭粉を柿渋やにかわなどに混ぜて用いる炭粉下地 (代用下地)であろうと理解 した。また、地の漆塗り層

は、いずれも1層 もしくは 2層塗りであり、加飾文様はいずれも地の上塗り層の上に描かれていた (写真 2, 3,

4,5,6,7)。

このような近世漆器の製作技法のあ り方を示す民俗事例 の 1つ に、新潟県糸魚川市大所のナカジマ家小椋文助氏

による実用に即 した近世木地師の漆器椀の製作技法に関す る日承資料があるは
')。 それに よると、[上品]布着せ補強



表 1 北 目城跡出上漆器資料観察表 (1)

※ :三ツ引両紋

L― a― 器型 樹種 木取
表面塗 り技法 使用顔料 漆塗構造

備  考
内 外 文 様 内 外 文  様 内 外

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

１２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

０

１

２

３

４

５

６

４７

４８

４９

５．

５２

５３

５４

５６

５７

５９

６０

６．

皿

椀
?

椀

椀

椀

碗被膜

椀

椀

椀

椀
?

椀

椀

椀

?

?

?

碗被膜

椀

椀

椀

椀

椀

椀 ?

皿

椀

？
椀

椀
椀

椀

椀

？
椀

椀
椀

椀

椀

椀

孵

？

？
椀

椀

椀

椀
椀

椀

？

皿
椀

擁

？

皿
孵
椀
艤

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

トチノキ

ブナ

ブナ

ブナ

ナ

ナ

ナ

ブ

ブ

ブ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

トチノキ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ブナ

ホオノキ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

一

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

一
Ｂ

Ｂ

Ｂ

一

一

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

B

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

一
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

一

赤茶
里

赤

赤

赤茶

黒

赤茶

赤

赤茶

赤

赤

赤
里

赤

赤

赤茶

赤茶

黒

赤茶

黒

黒

赤茶

赤茶

赤

黒

赤茶

赤茶

赤茶

赤

赤

赤

赤

赤

赤茶

赤

赤

赤

赤

赤

赤茶
里

赤茶

赤

赤茶

赤茶

赤

黒

黒

赤茶

赤
里

里

赤

赤

赫

里
筆

分
里
〔
里
小
里
〔
里
革

分
里
〔
里
〔
里
革

分
里
〔
里
筆

分
里
裳

【
里
〔
里
〔
里
〔
里
〔
　

里
＾
里
笠

外
里
〔
里
＾
里
〔
里
〔
塁
＾

雄

赤

赤

赤

里
＾
里
＾
里
〔
塁
〔
里
〔
里
〔
里
＾

里

里

里

里

赤 茶

里

里

里

里

赤

外―絵―赤

外―絵―赤

外―紋―赤※

外―絵―赤

勺外―紋―赤※

外―絵―赤

外―紋―赤※

外―絵―赤

外―絵―赤

外―紋―赤※

外―絵―赤

外―絵一赤

外―紋―赤※

外一絵―赤

外一絵―赤

外―絵一赤

外―絵―赤

外―絵―赤

外―絵―赤

外―紋―赤

外―絵―赤

内・外―絵―赤

内一絵―赤

ベ ンガラ

ベ ンガラ

朱

朱

ベ ンガラ

ベ ンガラ

朱
ベ ンガラ

ベ ンガラ

朱
ベ ンガラ

朱
ベ ンガラ

ベ ンガラ

朱十ベンガラ

朱

朱十ベンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

朱
ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

朱

朱

朱

朱
ガ
朱

べ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベンガラ

朱

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱
ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベンガラ

朱

朱

朱

朱
ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベンガラ

ベンガラ

朱

朱

朱
ベンガラ

朱

朱

朱

朱
朱
ガ
朱

べ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

ベ ンガラ

csま宰ζラ)

朱

ベンガラ

ベ ンガラ

朱十ベンガラ

朱

I

I

I

I

I

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ш

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

一

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

I

一

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅷ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ⅱ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ⅱ

Ｈ

Ｉ

Ⅳ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

一

Ｈ

Ｉ

ｍ

Π

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

Ｉ

Ｈ

一

Ⅲ

Ｉ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ⅷ

高台内黒

高台内黒

高台内・赤文字

高台内黒

高台内黒・赤文字

高台内黒

高台内黒

高台内黒

高台内。赤文字

高台内黒

高台内黒・赤絵

高台内黒・赤文字

高台内黒

高台内・責文字

高台内黒

高台内黒

朱輪



器型 樹種 木取
表面塗 り技法 使用顔料 漆塗構造

備  考
内 外 文 様 内 外 文 様 内 外

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

不明

不明

不明

被膜

被膜

被膜

搬

搬

籐

搬

被膜

不明

不明

不明

不明

不明

被膜

被膜

不明

被膜

被膜

下駄

膳

膳

木地椀

木地椀

木地椀

ブナ

ブナ

ブナ

広葉樹

一芳
井
井
芳
井
舟
一升
一

カバノキ

スギ
マツ科
ブナ

ブナ

ブナ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

一

一

一
Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

一
Ａ

一

一

一

Ｂ

Ｂ

Ｂ

赤

赤

赤

黒
赤

赤

赤

赤

赤

　

赤

赤
赤

赤

赤

赤

黒
赤

赤

赤

赤

赤

赤
赤

赤

添
赤

赤

赤

黒

黒
赤

黒

赤

赤

外―絵―赤

外―絵―赤
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表 1 北 目城跡出土漆器資料観察表 は)

表 2 ろくろ挽 き物の用材分類一覧表

Ａ
環
孔
材

a。 ケヤキ系

ニン、ケヤキ、シオジ、ハリギリ、

クリ、ヤマグワなど

木目が明瞭に表れる。

る。

堅硬であるが靭性 もあり、木皿など薄手の物 に適す

Ｂ

散

孔

材

b.サクラ、カエデ系

イヤタカエデその他のカエデ類、

ヤマザクラ、ウワミズザクラ、 ミズ

メなど

白木で美 しい光沢があり、白木地物にも適 している。割れ狂いが少な くて、

やや堅さはあるが加工は容易。下地が少量で足 りるので、塗 り物にもっとも

適する。

C。 ブナ、 トチノキ系

トチノキ、ブナ、ミズキ、カツラ、

ホオノキなど

軟 らか くて加工は容易であるが、乾燥が難 しく狂いも多い。しかし、大量

に入手できるので使用量は大である。

d.エ ゴノキ系

エゴノキ、アオハダなど

白い軽軟で加工が容易である。仕上げは見た目によく、彩色 もし易いので、

玩具、小物等に向いている。 とくにエゴノキは大材を得 られないが、入手が

容易であり、割れにくいので使用に適する。

橋本鉄男「ろくろ、ものと人間の文化史31」 1979な どを参考にして作成



(椀の欠け易い縁や糸 じりに麻布を巻 く)～ サビ下地 (砥の粉 を生漆に混ぜたサ ビを二回塗布)～下塗 り (生漆)～上

塗 り (生漆に赤色系顔料 もしくは黒色系顔科を混ぜ た赤色系漆 もしくは黒漆)の工程 をふみ、人一代 は持つ堅牢な

もの。[下 品]炭粉下地 (柳や松煙を柿渋 に混ぜて用 いるサビ下地の代用下地)～上塗 り (生漆の使用量を節約する

ために偽漆である不純物を多 く混入 して用いる粗悪な漆 )。 [中 品]下品とほぼ同様の工程をふむが上塗 りの漆を濃

く塗布 したり、 ミガキを丁寧に したりする。下品よりかなり持ちが良い。 などとしてお り、各漆器 ランク別の工程

をよく示 している。この事例を参考 にして本漆器資料の塗 り構造 をみてみると、挽 き物類・板物類ともにいずれも

基本的には極めて簡素で一般的な日用漆器の塗 り構造を持つ資料が中心 となっている。その一方で刀の朱鞘は、や

や堅年で複雑な多層塗 り構造を有 している。すなわち本漆器資料は、い くつかのランク別資料に分類されることが

わかった (図 2)。

次に、色漆の性質についてみてみる。赤色系漆の使用顔料の定性分析結果では、Fe(鉄 )の ピークが強 く認め ら

れる資料 (図 3)、 Hg(水銀)お よびS(硫黄)の ピー クが強 く認められ る資料 (図 4)、 その両者のピー クが強 く

認められる資料 (図 5)、 の三種類に分け られた。これらをさらに顕微鏡観察することで、それぞれ、ベンガラ (酸

化第二鉄 Fe203)、 朱 (辰砂 もしくは水銀朱 HgS)、 ベンガラ+朱 の三種類の異 なる赤色系顔料 を用いた赤色系漆で

あると理解 した。ベンガラ、朱ともに赤色系顔料としての歴史は古いが、近世以降の漆器資料の顔料 としては、江

戸中期以降、幕府の統制物資 となる朱に比較 して、人造ベ ンガラの工業生産化 により量産体制が確立するベ ンガラ

の方が廉価で一般的であったようである碇4'。 本漆器資料の場合も、近世初頭一前期段階 (正世紀段階前後が割期 )

の資料には朱を使用する実例が、それ以降の資料にはベンガラを使用する実例が多 く、その様相は大きく異なる。

このことは、先の江戸時代における赤色系顔料の調達の状況が色濃 く反映されたためともいえよう。

なお、資料 Nα 2ス 48は、木胎 に下地を施 し漆 を塗布す るいわゆる漆器資料ではなく、陶磁器碗内部 に「漆」が

付着残存した漆液資料である。これ らは、共伴遺物の年代観からそれぞれ憂世紀以前・明治時代以降と異なる。FT

IRに よる有機質分析の結果、いずれ も漆単体が陶磁器碗 内面に残存付着 した ものではな く、漆に何等かの増量剤

(お そらく澱粉質)を混合 した漆溶液であることが確認された (図 7)。 漆に澱粉質を混入 し使用す る実例としては、

漆継 ぎ等の接着剤として用 いる「麦漆」が一般的にはよ く知られる。 しかしそれ以外 でも、廉価で量産型の近世 日

常漆器 に使用する粗悪な漆 の場合、漆の増量剤として「山芋」「蓮根」「紅藻」等の澱粉質を大量 に混入す る方法が、

各種文献史料・口承資料から知 られる叫5)。

本資料の場合いずれの使用 目的のものであったかについては、さらに詳

細な分析調査を行 う必要性があり、今後の課題といえる。

以上、項目別 に北目城跡出土漆器資料の製作技法を見てみた。 この結果を個々の資料毎に纏め、さらに各層位別

に一括資料の組成の傾向を レーダーチャー ト方式で集計 してみると、年代観の違いによりその様相には幾つかの違

いや共通性が認められた (図 8-1)。 本漆器資料の場合、いずれの時期の資料も簡便 で一般的な塗 り技法を有する

日常生活什器類 である飲食器類がその中心である。 しかし個々の製作技法の在 り方からみてみると、いずれの時期

においても東北地方の用材選択の特徴であるブナ材の使用頻度が高いこと、その一方では赤色系顔料の使用状況 は

18世紀段階を割期 として朱か らベンガラに中心が移行すること等、幾つかの特徴が認められた。とりわけ伊達家 と

の関連性が強く想定される「三ッ引両紋」を有す る資料のなかにも、赤色系漆の使用顔料や用材選択の在 り方には

幾つか異なる資料がある。このことは、同じ「三ッ引両紋」資料で も個体により若干の ランク差が存在 していたよ

うである。以上のような本漆器資料の特徴は、本遺跡と同様の性格を有する仙台城三 ノ丸遺跡、ほぼ並行時期 (lω0

年前後)の遺跡である清洲城下町遺跡 。大坂城三の九遺跡 。久米城関連跡一括出土のそれらと比較 して も、組成傾

向の違いが認識されたもの と理解 している (図 8-2)Ⅲ 16,。
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図 3 赤色系漆 (ベ ンガラ Fe203)

図 5 赤色系漆 (ベ ンガラ+朱 )

図 4 赤色系漆 (朱 HgS)

図 6 黄色系漆 (硫化ヒ素As+S)
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第 7節 仙台市北目城跡の中近世石造物

石黒 仲一朗

(1)は じめに

北目宅地変番地の菅野昭一氏宅の前、市道に面 したところに石造物が数基 みられた。この地 は、戦国時代に栗野

大膳が居城 していた北目城 の南端に位置している。今回、それらの石造物が都市計画道路の建設工事に よって移設

されるのに伴い事前に調査 を行った。調査 したものは中世の板碑が 5基、宝医印塔の塔身部が 1基、近世の念仏供

養塔が 3基である。調査方法は板碑 と宝饉印塔 は 2分の 1で実測図を作成 し、採拓と写真撮影 をした。念仏供養塔

については採拓 と写真撮影 を行った。石造物 は調査終了後に、菅野昭一氏宅の母屋西側に移され、新たに屋根がか

けられて保存されている。北目地区では菅野昭一氏宅の板碑群のほかに、安斎徳光氏宅の西側に嘉暦年 間の雙 固性

海塔 (種子工輪塔)板碑が、穴田の毘沙門堂の境内に正和三年のア種子板碑 と嘉暦二年のバン種子板碑がある。

北目宅地の板碑群を最初に紹介 したのは松本源吉氏で、昭和H年に発表 した『名取郡の古碑』の中において 1号

～ 4号板碑の銘文や大きさを簡単に紹介 している (文献 1)① さらに、次の年 に発表された F陸前名取郡の古碑』の

中では略図入 りで全国に紹介 した (文献 2)。 断碑である 5号板碑は、念仏供養塔の前に供物台として使われていた

のを、今回新たに板碑 として確認 したものである。宝麓印塔の塔身部は板碑群下部の発掘調査によって出土 したも

のである。昭和硬牢 、仙台市教育委員会では民俗学的な観点から、北 目宅地を含む郡山地区の中近世石 造物の分布

調査を行ってお り調査報告が出されている (文献 3)。

(2)石造物 の 概要

【1骨 板碑】高さは7託 m、 最大幅は5覧 m、 最大厚は15cmである。石材は安山岩の割り取ったものを使用 している。

碑面は平らな節理面で調整はみられない。頂部は破損している。両側面は大きく割って整形 しており、裏面は剖離

面をそのまま残している。基部は不整形なW字形を呈 している。

碑面の上部に種子「ア」 を薬研彫りしている。彫り幅は4.5(m、 彫り深さは0.5(� である。底線ははっきりして

いる。整痕は点状に凹凸が観察されるので、九送を使ったもの と思われる。種子は薬研彫りの蓮台に乗 っている。

蓮台の下に「正安三年六月六日」 と紀年号がある。月日は二行に彫っている。願文などはみられない。

【2号板碑】大型の板碑で、高さが1箭 cmあ り、郡山地区では最大のものである。最大幅は98cm、 最大厚は14cmで

ある。石材は安山岩で、大きく割ったものを使っている。碑面は 3回の大 きな剖離により形成されているが、研磨

などの調整はされていない。頂部は逆台形を呈している。両側面の上部には自然面が一部残っている。裏面は大き

な剖離面がそのまま残っている。基部は平らになっているが、厚さは非常に薄くなっている。

碑面の上部に大きく種子「ア」を薬研彫りしている。彫 り幅は9.8clnと 広 く、彫り深さは0.8clnと 浅 い。底線は

はつきりしている。整痕は点状に凹凸が観察されるので、丸盤を使ったものと思われる。種子は薬研彫 りの蓮台に

乗っている。蓮台の下に「嘉元四丙午年十月十七日」 と紀年号があり、その月日の左右に「敬白」と彫 っている。

碑面の向かって右側に「有志者為六八日」とあ り、左側に「結衆三十人也」と願文がある。文字は大 きく力強い。

願文か らこの板碑が30人の信者で構成されていた念仏講による結衆板碑であることがわかる。

(3号板碑】高さはlycnah最 大幅7髭 m、 最大厚は3∝mである。石材は安山岩の角ばった石を加工せずに使ってい

るので、すべての面は自然面である。頂部は向かって右側に寄った三角を呈 している。基部は平らで安定感がある。

碑面の上部に大 きく種子「キリーク」を薬研彫 りしている。彫り幅は7.6(mと 広 く、彫り深さは0.6(mと 浅い。



底線ははっきりしてお り、軽痕は点状に凹凸が観察されるので、丸選を使ったものと思われる。種子の下に「應長

元年幸亥十月日」 と紀年号がある。干支の「辛亥」の二字 は異体字である。願文な どはみられない。

【4号板碑】高さは83c臥 最大幅5錠 m、 最大厚 1∝ mである。石材は安山岩の割ったものを使っている。碑面は 3回

の大きな剥離によって形成 されているが、研磨などの調整はみられない。頂部は三角形を呈している。両側面 と裏

面は景!離面である。基部は平らに加工 されている。

碑面の上部に種子「キリーク」を薬研彫りしている。彫り幅は3.lcrllで、彫り深さは0.6clnである。底線ははっ

きりしている。選痕は点状に凹凸が観察されるので、丸軽を使ったもの と思われる。種子の下は空白になってお り、

紀年号や願文などはみられない。

【5号板碑】断碑で種子や蓮台の一部しか残っていない。高さは6&m、 最大幅は5髭 l■ah最大厚は28cmである。種子

の大 きさから推定すると全体の大きさはセ眩m以上はあったと思われる。石材は丸い安山岩を使っている。碑面は

丸く、自然面のままである。

種子は「キリーク」で、下の方しか残っていない。彫り方は鋭い薬研彫 りで、彫り幅は4cln、 彫り深さはlcmと 深

い。底線ははっきりしている。盤痕は点状に凹凸が観察されるので、丸基を使ったものと思われる。種子は薬研彫

りの連台に乗っており、蓮弁は小 さく表現されている。蓮台の右下に願文の最初の一字が半分だけ残っている。

【宝麓印塔】塔身部のみである。石材は黒灰色の安山岩を使っている。保存状況は悪く、角の部分は丸くなっており、

種子の彫られている面も子↓落しているところが多い。高さは17.6(� 、幅は15,4(� 、奥行は132(mで ある。通常、

宝医印塔の塔身部は幅と奥行が同じであるが、この宝盤印塔は幅の方がやや大きく作られている。上下の面は平ら

に調整 されている。

種子は a～ c面 の中央にみ られ、それぞれ長方形の枠線の中に薬研彫 りしている。種子を彫っている面は、枠線

の外側の面よりもわずかに彫 り込んで平らに調整 している。a面 は「タラーク」(虚空蔵菩薩)である。彫り幅は1.3

硼 、彫り深さは0.3(れ と浅い。底線は明瞭である。曇痕は観察できなかった。b面 と c面には、種子が部分的に残

っているが読めなかった。 d面 は長方形の枠線がわずかに残っているが、種子があったと思われる部分は深く削り

取られたように窪んでおり、種子の痕跡はまったくみられない。しかし、宝盤印塔は四面に種子を彫る例が多いの

で、この宝饉印塔も当初は四面に種子があったものと思われる。

【1号念仏供養塔】高さは4徒 m、 最大幅は3往 m、 最大厚は1発 mである。石材は硬い安山岩の丸い石を使っている。

碑面の調整などはまったくなく、すべて自然面である。基部は破損している。碑面の中央に薬研彫りで「南無阿弥

……」 とある力ヽ 本来はその下に「陀佛」と続き、六字名号があったものと思われる。「弥」の字は異体字である。

向かって右側に「元文元辰……」と、左側に「人月朔……」 と紀年号がみられる。

【2号念仏供養塔】地上高は68cm、 最大幅は4∝ m、 最大厚は35cmである。石材は硬い安山岩の丸い石 を使っている。

碑面の調整などはまったくなく、すべて自然面である。

碑面の中央に薬研彫 りで「念佛供養」 と大 きく彫り、向かって右側に「賓暦四甲成天」、左側に「八月二十七日」

と紀年号がある。左下に「講中」とあり、その下に岡人の名前がみられる。

【3号念仏供養塔】地上高70cm、 最大幅6徒rnh最大厚は4雛mである。大きな重量感のある安山岩の角ばった石を使

っている。碑面の調整などはまったくなく、すべて自然面である。

碑面の中央に大 きく「南無阿爾陀佛」と薬研彫りしており、六字名号は蓮台の上に乗っている。その向かって右

側に「念佛供養塔」、左側に「明和元年人月五 日」と紀年号がある。右下には「念佛講中」とある。碑面の下部から

左側面にかけて16人の名前が彫られており、最後に「右人敷十六人」「師匠Jと みられる。



(3)ま と め

【板碑】板碑は発掘調査の結果、原位置 を動いており、他の場所から移 されてきた ものと思われる。また、北目城の

中に位置しているが、戦国時代に築造された城と鎌倉時代の板碑とは直接的な関係はないようである。

石材はすべて安山岩である。仙台市内の板碑は基本的に安山岩を使ったものが多く、北目地区も例外ではない。

素材としては大 きく割り取ったものと、角ばった石を加工せずにそのまま使 ったものがある。頂部は 3・ 4号板碑

のようにやや三角形のものと、 2号板碑のように逆台形を呈するものとがある。頂部か ら側面の加工整形は大きく

割った程度で、細かな剥離調整はない。碑面には研磨などの調整はまったくみ られない。

種子は「キリーク」(阿弥陀如来)が 3基、「ア」(胎蔵界大日如来)が 2基 で、どちらも仙台市内の板碑で多くみ

られる普遍的な種子である。

紀年号がみられる板碑は3基あり、それぞれ正安三年 (1鉤 1)、 嘉元四年 (1鉤 6)、 應長元年 (1311)で ある。そ

れらはすべて鎌倉時代後期の造立で、その期間は側年間と短い。 4・ 5号板碑には紀年号がみられないが、種子の

書体は南北朝時代の板碑と比べると力強いので、それらも鎌倉時代後期の板碑と思われる。

願文のあるものは 2号板碑のみで、その 1行 日の中に「六八 日」とみ られる。仏教用語では三十五日のことを「五

七日」や、四十九日を「七七日」などと書くことが多くあるので、「六八日」とは六 日の 8倍 の期間、つまり四十八

日のことを表現 したものと思われ、四十八 日とは別時念仏で阿弥陀如来の四十八願の思想に基づき、四十八 日間に

わたって念仏を唱えたことと考えられる。このように、念仏講で四十八 日間の別時念仏を行ったことにより結衆 し

て板碑 を造立した例は、郡山2丁 目10-5の佐々木功氏宅にある嘉暦三年 (13281の 制除人によるア種子板碑、多

賀城市南宮の慈雲寺にある永仁二年 (1効41の35人によるアク種子板碑 (文献 4)、 同市新田にある正和元年 (131の

の68人によるア種子板碑などがある(文献 4)。 これらはすべて鎌倉時代後期の造立で、この時期に郡山と多賀城西

部の二地域において、別時念仏を行う念仏講が盛んに活動していたことを示すものである。

【宝麓印塔】宮城県内の宝医印塔の造立教は、板碑と比べると極端に少ないので、その研究はほとんど行われていな

い。北目城跡からの宝盤印塔の出土は貴重な資料の追加である。この宝医印塔の年代は、種子の書体から鎌倉時代

後期か ら南北朝時代初め頃のものと考えられ、宮城県内では古い段階の宝麓印塔と思われる。

仙台市内で宝医印塔の塔身部が確認 されているのは、太自区西中日の安久東遺跡 (文献 5)、 太白区坪沼字北ノ下

の山田義信氏宅の 2カ 所である。その内、種子がみられるのは安久東遺跡から出土した ものであるが、種子の書体

は弱く室町時代か ら江戸初期頃のものと思われるので、北目城跡の宝盤印塔よりは新しいと思われる。

【念仏供養塔】石材は 3基 とも安山岩で、整形や碑面の調整などはまったくなく、自然のままである。

年代は元支元年 (1終 6)、 宝暦四年 (1あつ、明和元年 (1764)で 、造立期間は28年間である。すべて江戸時代後

期に属 している。月は3基 とも8月 なので、秋の彼岸の時期に念仏講に信者が集 まり、念仏を唱えていたのであろ

う。 2・ 3号念仏供養塔の名前は、どちらも岡人なので、北目地区において江戸時代後期の念仏講を構成している

人数は16人が基本になっていたものと思われる。

引 用 文 献

① 松本源吉「名取郡の古碑 (1)～ G)」 『仙台郷土研究』 6-2・ 4・ 5 仙台郷土研究会 昭和11年

② 松本源吉「陸前名取郡の古F判『考古学』8-2 東京考古学会 昭和12年

③ 山口 宏「仙台市郡山の民俗」『仙台市文化財調査報告書』第49集 仙台市教育委員会 昭和58年

④ 石黒伸一朗「七北田川下流減の板石判『仙台市文化財調査報告書』第121集 仙台市教育委員会 昭和63年

⑤ 岩測康治・田中則和「安久東遺跡発掘調査概報」『仙台市文化財調査報告書』第10集 仙台市教育委員会 日舒D51年
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中近世石造物群の全景

写真 3 1号板碑の種子部分写真 2 1号板碑の金形



写真4 2号板碑の全形 写真 5 2号板碑の種子部分

写真 6 2号板碑の銘文部分



写真 7 3号板碑の全景 写興8 3号板碑の種子部分

写真 9 3号板碑の紀年号部分 写真10 4号板碑の全形



4号板碑の種子部分 写真12 5号板碑の金形

写真13 宝藍F層 塔の塔身部 写真14 1号念仏供養塔
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写真16 3号念仏供養塔



名  称 石 材 高 さ 最大幅 最大厚 種  子 荘厳 銘 文 備 考

1号板碑 安山岩 73cm 55cm 15cm ア 蓮台 正安三年六月六日 7耳雁蚕1301

2号板碑 安山岩 185cm 98cm 14cm ア 蓮 台

右志者為六八日
丙  敬

嘉元四年革七日
午  自

結衆二十人也

結衆板碑
7目擢琴1306

3号板碑 安山岩 157cm 73cm 30cm キリーク な し 應長元年
妻

十月日 西暦1311

4号板碑 安山岩 83cm 59cm 10cm キリーク な し な し

5号板碑 安山岩 (68)cm (53)cm 28cm キリーク 蓮台 □…… 断碑

表 1 板碑一覧表

表 2 念仏供養塔一覧表

名  称 石 材 高 さ 最大幅 最大厚 銘 文 備  考

1号念仏供養塔 安山岩 (46)cm 36cm 17cコn
元文元辰…

南無阿弥……

八月朔……

基部破損
Z耳庭蚕1736

2号念仏供養塔 安山岩 地上高飾 40cm 35cm

賓暦四甲成天
念佛供養

八月二十七日
講中

名前16人
Zg擢蚕1754

3号念仏供養塔 安山岩 舶 卜高71Lm 66cm 48cm

念佛講中
念佛供養塔

南無阿輛陀佛 (蓮台)

明和元年八月五日
師匠

右人敷十六人

名前16人
Z耳雁罫1764
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第 8節 北目城跡出土人骨

東 北大 学 医学 部解 剖 学第 一 講座

百 々幸 雄 。埴 原恒 彦 ・奈 良 貴史

人骨 は第Ⅲ区から下顎、第Ⅳ区から顔面頭蓋が発見された。それぞれの発見地点は直線距離 にして約60al離れお

り、後で述べるように、顔面頭蓋と下顎は解剖学的にみても別個客と考え られる。

保 存状 態 、年 齢 、性 別

顔面頭蓋は前頭骨、頼骨、上顎骨、鼻骨がほぼ完全 な状態で保存され、後方では口蓋骨、蝶形骨 も部分的に残存

する (写真 1)。 歯は上顎左第二小臼歯と第一人臼歯が歯槽に植立 した状態で保存 されている。その他 の歯は上顎左

第二切歯の歯根が歯槽に残 るほかはすべて死後脱落 している。

下顎は両下顎枝 を欠き、右下顎底も欠損 している (写真 2)。 歯は左右 とも、大歯か ら第三大臼歯までが歯樽に植

立した状態で保存 されるほか、左右側切歯が遊離 して残存する。

顔面頭蓋と下顎の個体識別に関しては、上顎右第一大臼歯の歯冠近遠心径が 11.5mmあ るのに対 して、下顎右第

一人臼歯のそれは9,4mmしかな く、通常の同一個体 における上下の歯の大 きさ関係と逆の関係を示すほか、度耗 も

上顎歯はエナメル質が咬合面全体 に残るのに対 して、下顎歯では咬合面 に象牙質がかな り広 く露出しているので、

両者はほぼ間違いなく別個体であると考えられる。

顔面頭蓋は全体 の大きさと形態的特徴から判断して明らかに男性 のものであ り、年齢は第三大臼歯歯槽が完成 し

ているので成人であることに間違いはないが、歯の咬耗がほとんど進んで ないことなどから判断すると壮年程度の

段階にあったもの と思われる。

下顎は全体に小型であること、おとがい隆起が強く突出す ること、歯の大 きさが現代 日本人女性平均値 を下回る

ことか ら考えて女性のものである可能性が高い。年齢は歯の咬耗がかなり進 んでいるので、顔面頭蓋よりは高齢で、

おそらく熟年の段階に達 していたもの と思われる。

形 態的特 徴

顔面頭蓋の計測値を表 1に 示 し、解剖学的小変異の出現状況 は表 2に 示 した。現代関東日本人 と比較する と、北

目城頭蓋は眼寓の高さが低 いのを除けば、上顔高、鼻高な どの高径 に大差はないが、最小前頭幅、最大前頭幅、頻

骨弓幅、中顔幅、鼻幅はいづれも現代入の平均値をかなり大きく上回っており、現代人 よりも槻 して顔幅が広いと

言って よい。

下顎には特記すべき形態的特徴は見受けられないが、左右とも第三大 臼歯には歯根にまで達する鰈蝕が認められ

る。

統 計学 的分析

頭蓋の計測値 lC項 目 (最小前頭幅、最大前頭幅、前頭弧長、中顔輻、上顔高、眼禽高、眼禽幅、鼻幅、鼻高、上

顎歯槽幅)を用いベンローズの距離とQモード相関係数によって、関東地方の中世、近世および現代人頭蓋との類

似度を求めてみた (図 1お よび図 2)。

比較資料は中世人骨として鎌倉材木座頭蓋、江戸時代庶民を代表する人骨として上車坂頭蓋、江戸時代武家家族
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写真 1 北目城跡出土顔面頭蓋

写真 2 北目城跡出土下顎



を代表する人骨として天徳寺頭蓋、現代人資料として明治時代から昭和初期にかけての東京在住者の頭蓋を用いた。

図 1の ペンローズの距離の結果および図 2の Qモード相関係数の結果とも、北目城頭蓋は現代化が進んでいる天徳

寺の武士階級の頭蓋や現代人頭蓋とは遠く、比較的古い形質を残していると考えられる上車坂の江戸時代庶民の頭

蓋と類似していることを示 している。

また図 2の Qモ ード相関係数の結果をみると、北目城頭蓋が上車坂のみならず中世の鎌倉材木座頭蓋とも類似し

ている様子が窺える。

このような結果から判断すると、北目城頭蓋は江戸時代人のなかでも、庶民家族のようにまだ現代化が進む以前

の比較的古い形質を残している人骨であると結論 してさしつかえないように思われる。

ま と め

北目城跡から発見された人骨の顔面頭蓋と下顎は別個外で、前者は壮年男性、後者は熟年女性 のものと推定され

る。

顔面頭蓋は全体 として幅広 く、眼寓は低 く、鼻幅も広いなど、江戸時代人の中でも庶民階層にみられるような比

較的古い形質を備 えていた と考えられる。

参 考 文 献

加藤  征、江戸時代入骨の形質に関する人類学的研究。平成 2年度科学研究費補助金一般研究 B研究成果報告書。1991年

森H  茂、関東地方人頭蓋骨の人類的研究。東京慈恵会医科大学解剖学教室業績集 3。 1950年

権田 和良、歯の大きさの性差について。人類学雑誌67巻 3号。1959年

表 1.北 目城頭蓋計測値 表 2.北 目城頭蓋形態小変異出現状態

項 目 計測値 (mm) 前頭縫合      なし

9,最小前頭幅           99
10.最大前頭幅           125
26.前頭弧長            125

眼寓上神経済    右 :な し 左

眼寓上孔      右 :な し 左

頼骨横縫合痕跡   右 :な し 左

29。 前頭弦長

45.類骨弓幅

46。 中顔幅

48。 上顔高

51.眼奮幅 (右 )

内側回蓋管     右 :な し 左

口蓋隆起      なし
111

(140)

100

70

43

卵円孔・棘孔連続  右 :な し 左

翼棘孔      右 :な し 左

ヴェサリウス孔   右 :な し 左

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

52.眼冑高 (右)          31
54.鼻幅              27
55。 鼻高              51
57.鼻骨最小幅            8
61.上顎歯槽幅           66



第 9節 北 目城跡出土鉄滓の金属学的解析

新 日鉄釜石文化財保存処理セ ンター

佐 々木 稔

1:い きさつ

最近、近世初頭に構築された城の跡から、鉄津の出土する例が増えつつある。実際の出土位置については、もち

ろん遺跡の考古学的判断にもとづ く必要があるが、おそらくそれ以前の室町末～戦国期に造られた城館の外側にあ

ったものではないかと考えられる。

仙台市北日城跡の発掘調査においても、戦国時代から江戸時代に及ぶ堀の中から数10個の鉄津が出土したが、遺

跡の調査区域内では鉄関連の遺構が検出されなかった。したがつて鉄津を金属学的に解析し、生産のどの工程で発

生したものなのかが判れば、遺跡の性格を解明する上で重要な基礎的資料になることは確かである。

同市教育委員会からの依頼で、鉄滓の分折を新日鉄釜石文化財保存処理センターが受注し、分折は日鉄テクノリ

サーチにおいて実施された。さらに、筆者の佐々木が教育委員会担当者から分析データの提示を受けて金属学的解

析を行い、報告書として作成したのが本稿である。

2.調査試料 お よび方法

送付された鉄津は教委側担当者の選別による 6個で、表 1には各資料番号の順に鉄津の寸法と肉眼観察結果を記

述した。輸送の途中で小さく割れたもの (N24)も あった。これらから調査試料として N-25'27・ 28の 3個 を選

び出し、実験番号No.1～ 3を付 した。

試料の中で重要なのはNo.3(N28)で、直径が60～ 80mm、 最大厚さ約40mmの いわゆる椀型淳である。「4/L型

津」は製鉄史研究分野の慣用的術語であって、完形品はお供え餅を逆さにしたような形状を有し、大きいものでは

直径が200mm近 く、厚みも70～ 80mmに 達する。No.1、  2(N25、 27)の 2点は、いずれも椀型滓の特徴を部分

的に残した破片である。なお、他の 3点 (N24、 26、 30)は鉄津と反応 。変化 した炉壁の破片と見 られる。

一般に椀型津は、大鍛冶津ないしは小鍛冶津のいずれかであるとされている。大鍛冶津は銅精錬淳ともいわれ、

銑鉄 (炭素量 4%前後で鋳物にするような鉄)を溶融し、その中の炭素分を低減する処理を行って鋼 (炭素量0.9%

以下)に変える工程で生成する鉄淳のことである。後者の小鍛冶津は銅素材を加熱 。鍛打して製品を作る過程で発

生し、前者に比べて小さく、化学組成と鉱物組成に大きな相違がある。したがつて両者を区別することは可能であ

る。

各試料はほぼ真ん中で切断 し、一方は断面を研磨 して組織の観察に、他方は粉砕 して化学分析に供 した。分析方

表 I 送付された鉄滓の外観 と分析項 目

資  料 返 構 遣物 試料 鉄滓の外観的 鉄滓の概略寸法 目項析分

No l記 号 層 位 # No 徴特 (mm) 組織観察 1化学成分 1元素分布

I

H
IH

IV

V
VI

N-24
N-25
N-26
N-27
N-28
N-30

SD-1, d-4
〃  d-4
〃  d-5
〃  d-6
〃  d-7

Cト レ 12

1

2

3

炉壁片か

椀型滓の破片か

炉壁片か

椀型滓の破片か

椀型滓

炉壁片か

10～25, 8個

70× 40× 30(厚 さ)

45× 30× 30

65× 65× 25

80× 60× 40

40× 30× 25

×

○

×

○

○

×

×

○

×

○

○

×

×

×

×

×

○

×

注)資料記号は依頼元による。



法はいずれも鉄鉱石類に対して定められている日本工業規格に準拠 し、T.Fe(全鉄)、 M.Fe(金属鉄)と FcOは

滴定法、他はICP AES法 によった。

なお、試料 No.3の ミクロ組織は、EPMA(エ レク トロン・プローブ・マイクロ・アナライザー)で升紙 した。

3.鉄滓 の組成 な らびに組織 の特徴

3.1 化学組成

試料鉄岸の化学分析値は一括 して表 2に示 した。No.1(N-25)の T Feは 60%を越 し、FeOが62.20%と 高い

ので、部分的には津化が進んだ鋼精錬津と推測される。M.Feは 0.33%に過きず、金属鉄はほとんど残っていない。

Ti02の 含有量が少なく、砂鉄を使用した跡は認められない。またチタン化合物はほとんど存在 しないから、Fe203の

19.63%は 二次的に生成した鉄錆に由来するとみてよい。CaOの 099%は鉄津中の含有量レベルとして低いものの、

CaO/A1203比 は0.52と かなりの高値を示す。Cao/MgOは 0.24で ある。

No 2(N27)についても同様のことが言える。CaOは 1.65%でやや高いが、CaO/Al?03は 0.53、 CaO/MgOは

0.24で、No.1と ほとんど同じ値である。

No.3(N28)は T Feが50%を達しておらず、また FeOは No.1試料に比べて半減している。 しかしFe208は

倍に近いので、鉄錆の増えていることが分かる。もともと金属鉄が多 く、また部分的には滓化が進んだ鋼精錬津で

あると推測される。T102は 少ない。

近世以前の鉄津は、溶融酸化鉄が炉壁材と反応して生成すると一般に考えられている。通常の火窪型炉の内面は

粘土と粗砂を混合 したもので内張 りがされるので、その炉壁材のCaO/A1208、 CaO/MgOは いずれも0.1以 下にな

る。したがって 3個の試料鉄津は、たんに酸化鉄成分に炉壁材の成分が付け加わったもの、とみなすことはできな

い。CaO分 とMgO分が富化 しており、石灰質、マグネシア質造津材の人為的な添加を想定する必要がある。これ

までの研究にもとづけば、これらの成分の富化が認められるのは鋼精錬の比較的初期段階の鉄津、認められないの

は後期のものと考えられているhの 。

比較例として、表 2の No.4に 名古屋城三の九遺跡♪、No.5に は神戸市大開遺跡。
(鎌倉～室町時代)の出土鉄淳

と炉壁材の分析値を抜粋して示した。No.4aは北目城跡鉄滓に比べて T.Feが低 く、スラグ成分が多い鉄津である。

No.4bは全体として組成が類似している。No.4cはガラス化した炉壁材である。大開遺跡の 2例 もそれぞれ北目城跡

のものと同様である。ただしNo.5bは FeOが20%近 くまで下が り、反対に Fe203は 45%を越 している。これは鉄錆

表 2 北目城跡出上鉄滓の組成と比較例

No 名

号跡
糊

遺

資

年  代 化 学 成 分 (%)

TFe A/1 Fe  FeO Fe203 Si02 A1203 CaO h/1gO Ti02

CaO MgO
A1203A1209

ミクロ組織

(鉱物組成)

。N-25

イヒロ羽昨N-27
。N-28

戦国時代

～江戸時代

62.41  0 33  62 20  19.63  10.59   1.92  0 99  0,46  0,10

52.22  0 33  56 99  10 85  23.77   3 12  1 65  0,73  0.14

48 03  0.28  29.70  35 27  16.15   2 97  1.73  0.55  0,13

0.52  0.24

0.53  0.24

0.58  0.19

ウスタイト,フ ァヤライト

〃

〃

４ａ

４ｂ

４ｃ

名古屋城

三の丸遺跡ω 室町後期

43 44  1.13  40.00  16 16  26.30   7 45  3 14  0.87  0.38

62.95  1.51  68.26  12 20  11.73   2 17  1 05  0 40  0.40

4.57  1.13   0.48   4 39  73.63  14 78  0 90  0 35  0.46

0.43  0.12

0.48  0 18

0,06  0 02

ウスタイト,フ ァヤライト,鉄鉱雅

ウスタイト,フ ァヤライト釧林

ガラス化した炉壁片

ａ

　

ｂ

神戸市大開遺

膨ふ
4)

鎌倉～室町

時代

61 22  0.01  61 43  19 16   9.68   2.45  1.46 0 456 0 244

49 86  0.11  22.67  45 94  20.63   4_94  2.71 0 568 0.242

0 60  0 19

0 55  0 11

ウスタイト,フ アヤライト

マグネタイト,フ ァヤライト

ａ

　

ｂ

岩手県山形村

川合館跡0
室町後期 891  -   ―   -  3.52 1.10 2.27 (Ti:11.22)

55 91    -     ―     ―-  20,8    4.51  1 10  0,78  0.38
2 06

0 24

Ti(C,N)|

ウスタイト,フ ァヤライト,鋼片
1

*鉱石粉がスラグ融液中でウスタイトに変化したあと、大きな結晶に成長したものと推定される。

**チ タン炭窒化物。脱炭の初期段階にある鉄塊系遺物で、元の銑鉄粒の周りのスラグ中に生成したもの。

**鉄滓中に残留する炭素量約0,8%の鋼片。鉄滓が脱炭処理工程の最終段階にあることを示す。
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□

☆ ,★ 仙台市北目城跡

○ ,0名古屋城三の九遺跡

△ ,▲ 神戸市大開遺跡

□ ,■ 岐阜県紳村鋭鋸平勘

白抜Fp cao/A1203

黒 F「  MgO/A1203

珍  磁鉄鉱の成分範囲

△
―
―
―
―
―
ム

O
磁
鉄
鉱

炉
壁
材
／

，
Ｑ
〕

A1203(%)

図 1 鉄滓中の CaO、 MgOと A1202の関係

のほかにマグネタイト(Fe304)が 存在するためで、鋼精錬過程での磁鉄鉱の添加を想定すると矛盾なく説期できる。

原報では小鍛冶津と断定しているが、その金属学的根拠は説明されていない。組成と組織をみるかぎり鋼精錬津

の特徴を示している。

ここで、Ti02含有量が少なく鉄鉱石を脱炭材として使用したと思われる上記の 2遺跡と岐阜県春日村鍛冶屋平遺

跡)を取 り上げ、出土鉄津の分析データからCaOな らびにMgOの封A1208比 を求めて縦軸に、A1203含有量を横軸

にとって図示すると、図 1の ようになる。遺跡内で鉄鉱石は検出されていないが、名古屋城三の九遺跡の鉄滓では

反応途中の磁鉄鉱粒子が確認され、磁鉄鉱の使用が推定されるので、通常の磁鉄鉱の成分範囲を画中に斜線で示し

た。鉄津のCaO/A1203は磁鉄鉱よりもかなり高い値になっている。上述のように、鉄津は鉄浴の再酸化物と炉壁材

が反応し、生成したものと考えられている。これに磁鉄鉱の成分が付け加わったとしても、鉄津のCaO/A1203比 は

図 1の磁鉄鉱と炉壁材試料の中間にこなければならない。それをはるかに上廻ってっている事実は、何 らかの石灰

質材料が添加されたことを示唆している。石灰質材料と鉄鉱石の入手の可能性については、次節で改めて考察した

Vヽ 。

それでは、銑鉄を溶融もしくは半溶融状態で精錬する過程において、脱炭材として鉄鉱石ではなく砂鉄が使用さ

れた場合は、鋼精錬の各段階で鉱滓の組成がどのように変わるだろうか。これまでに公表された報告をもとに考察

してみよう。

表2の No.6に は、赤沼英男氏による岩手県山形村川合館跡 (室町後期)出土の鉄津の分析値を引用した。。鉄津

No.6aは 銑鉄の周りにチタン炭化物の結晶が多数析出しており (Ti分析値は11.22%と 非常に高い値を示す)、 この

鉄津が砂鉄による脱炭の初期段階にあることが明白である。一方、同じ遺構から出土した鉄津No.6bに はチタン化

合物が認められず、ウスタイトが主体である。ところがこの鉄津中に残留する鉄錆の小粒の組織から、錆びる前の

健全な金属鉄の炭素量を推定してみると、0.8%に なる。こうしてこの鉄津は、鋼精錬の“最終段階にある"こ とが

分かる。なおここに引用した二つの鉄滓の組成からは、やはり石灰質造津材の使用が考えられる。

市〇
ゴ
く
＼
〇
¨
〓

へ
φ
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3. 2 マクロ 。ミクロ組織

鉄津試料の外観 (平面・側面)と 断面のマクロ・ ミクロ組織ならびにEPMAに よる分析結果を、写真 1～ 4に示

した。以下では試料の番号順に説明する。

(1)No.1試料 (写真 1)

写真laで鉄津の外観から判るように、外表面は粗髪で大小の凹凸がある。これは銅精錬津の一つの特徴といえる。

断面のマクロ組織 (写真lb)で は大小の九みを帯びた空孔が観察されるが、精錬過程で発生したガスがそのまま固

化した鉄津の中に閉じ込められてしまったものである。「木炭」の符号をつけた個所には燃焼が進んで空隙が多 く

なった木炭が観察される。

酸化鉄の微粒子が多数集まって凝集体を形成している個所を観察したのが、右側の写真lcである。スラグ融波の

中で、おそらく鉄鉱石粒子がウスタイト (理論化学組成は FeO、 符号Wを付す)に まで還元され、さらに分解が通

んで小結晶粒子に分断され、粒子群を形成したと考えられる。こうした粒子群は試料断面の数個所で見出された。

高倍率で見た代表的ミクロ組織が、写真lc'で ある。樹枝状に配列したウスタイ トの結晶群とファヤライト(2FcO・

Si02、 符号F)の大結晶が観察される。前者はスラグ融波中で懸濁した状態にあり、後者は冷却過程で融波から析

出したことが判る。結晶の間隙を埋めているのは、ガラス質珪酸塩 (符号 S)で ある。

(2)No.2試料 (写真 2)

写真2aの外観写真で見られるように、付着粘土を除去して現れた表面はかなり滑らかで、操業時には比較的流動

性のよい鉄滓ではなかったかと思われる。断面のマクロ組織 (写真2b参照)では大きな空孔が観察されるが、全体

としては緻密な鉄滓といえる。

代表的なミクロ組織が下段右の写真である。粒状のウスタイトはNo.1試料に比べて量的に少ない。ファヤライト

は粒成長した大結晶として観察される。前者はやはリスラグ融液中での懸濁物、後者は融渡からの析出物、地は最

後に回化 したガラス質珪酸塩である。

(3)No.3試料 (写真 3、 4)

外観 (写真3a)か ら椀型津の二つ割 り破片と判断できる。中心部は大きく凹んでいるのが判る。マクロ・ミクロ

組織からもそれは明瞭で、多 くの気孔が観察される。

この鉄津の主要構成化合物はウスタイトとファヤライトである (写真3c,c'。 ウスタイトは凝集体を形成してお

り、鉄鉱石粒子がスラグ融液中で還元・細粒化の過程にあるのは、No。 1試料と同様である。

代表的なミクロ組織における含有元素の濃度分布をEPMAで講べた結果が、写真 4である。反射電子線像 (SE)

の符号Wは ウスタイトで、元は磁鉄鉱粒子である。Tieが弱 く検出されているので、磁鉄鉱は蛇紋岩由来と考えら

れる。 *印は鉄・カルシウムオリピン (FeO・ CaO o Si02)であり、形状が不整なことから、添加された石灰質材

料がスラグ融波と反応して結晶生成の途中にあると推定される。Fは ファヤライトで、主成分のFe、 Si(酸素の表

示は省略)の ほか、少量の Caを含有している。結晶が自形を示すため、スラグ融旗からの晶出物とみられる。地の

ガラス質珪酸塩はCa、 Al、 Siの濃度が高く (Mgは省略)、 組成はCao― FeO― MgO― A1203~Si02系 である。

以上、ミクロ組織の特徴と石灰質材料添加の可能性を勘案すれば、石灰分が炉壁材ならびに再酸化鉄との反応に

加わり、流動性のよい鉄津を生成したものと思われる。また鉄鉱石粒子が添加された形跡が認められるので、銑鉄

の脱炭材として意図的に使用されたことを考えなければならない。これについては次節で改めて検討したい。

4.本遺跡で利用 した可能性のある石灰質材料と磁鉄鉱資源について

化学組成とマクロ・ミクロ組織を検討した結果、鉄津は鋼精錬津の基本的な特徴を示すことが明確になった。お



そらくは銑鉄を素材 とし、それを脱炭するのに鉄鉱石粉あるいは砂鉄を使用 し、石灰質材料を人為的に添加 した鋼

精錬法が、遺跡の近 くで行われていたものと思われる。

そこでまず、石灰質材料の種類と入手の経路について検討 してみたい。当時北目城は広瀬川に近い丘陵台地の上

にあったので、河口域から貝殻を運んできて焼き、貝灰 として利用した可能性がある。仙台市教育委員会の金森安

孝氏から提供 していただいた資料によれば、伊達政宗が江戸藩邸で死亡したときに遺骸を収めた枢には牡蠣灰等を

詰め合わせたことが記されており、また実際に瑞鳳殿の墓室を調査した結果では遺骨は石灰化し、石灰の中には貝

殻の細片が混 じっていたことが報告されているの。さらに忠宗、綱宗公が葬られた感仙殿、善応殿の墓室調査におい

ても、棺桶には牡蠣灰が充填されていたと述べられている。。江戸時代に入って牡蠣殻が利用できる地域では、それ

を石灰原料として利用したと考えてよいのではあるまいか。これまでの鋼精錬遺構と鉄津の調査では、貝灰添加の

具体的証拠は見つかっていない。したがって今回の文献資料にもとづ く考察が、初めてのものといえる。

それでは看灰石の利用はどうであろうか。地質調査所発行の日本地質図91こ よれば、牡鹿半島ならびに石巻市の東

側の山地には「中世代ジュラ紀の “砂岩。泥岩及び礫岩、ところにより石灰岩を挟む"地層 (記号 J)」 のあること

が示されている。ここで採掘された石灰石を、数10kmの海路を経て広瀬川河口域まで運んだのかも知れない。すで

に城壁などに漆喰が使用されている時代である。その可能性 も一応考慮しておく必要があると思われる。

次に鉄鉱石の問題である。一般には石灰岩層に花尚岩質のマグマが貫入して接触交代型の磁鉄鉱床が生成すると

いわれている。上述の地質図では石巻市の東側ならびに金華山で花蘭岩の層 (中生代白亜紀前期)が存在 しその周

辺に小規模な磁鉄鉱床が胚拾しているかも知れない。

しかし蛇紋岩中に析出した磁鉄鉱粒子は、母岩が風化する過程で分離。濃縮し、“砂状磁鉄鉱"と して河川の流域

で採取することができる。前述のウスタイトからTiが検出された事実は、それを支持している。これはごく最近、

分かってきたことである。

なお、鉄津の分析値を引用した神戸市大開遺跡と岐阜県春日村鍛冶屋平遺跡の近くには、いずれも石灰岩の鉱林

が賦存するので、それを利用 したことは容易に推測されるところである。

5.鋼精錬の操業規模 と素材の銑鉄について

それでは操業の規模はどの程度と推定してよいのであろうか。

従来の古代・中世の鉄関連遺跡の調査結果によれば、鍛冶工房の床面に火窪型炉を設けて行う鋼精錬の操業規模

は決して大きくない。それは工房内外の上媛や近くの傾斜面に捨てられた鉄津が、比較的少量しか検出されないか

らである。それに対して規模の大きい鋼精錬遺跡では、丘陵の傾斜地を削平して平坦面を造り出し、炉 (場合によ

っては複数基の)を構築している。特に覆屋を設けたような跡は見られない。発生した鉄津は下方の傾斜面に廃棄

されているが、ときには何10ト ンにも及ぶ大量の鉄津が発掘されることがある。北目城遺跡では、やや月ヽさい椀型

津、その破片と思われる鉄津、ならびに炉壁片が合わせて数10個検出されているだけである。ここではおそらく、

鍛冶工房による小規模な鋼精錬が、しかも比較的短かい期間行われていたのではあるまいか。

次に問題になるのは素材の銑鉄である。はたしてこの近くで生産したものだろうか。問題の検討のためには、イ)

素材の銑鉄もしくは精錬途中の銑鉄が検出されているならばそれを金属学的に調べる、口)遺跡内の鍛冶工房の操

業年代が判ればその時代の銑鉄素材の流通状況を考慮する、ことが必要である。近傍での鉄生産は否定できないが、

その可能性は非常に低い。やはり古代末から日本列島全体に流通していた銑鉄素材が、ここでも利用されたとみる

のが妥当であろう。

中世の遺跡から出土した銑鉄素材あるいは鋼精錬の途中にある鉄塊系遺物の例を、表 3の No。 1、 2に示した。前

者は13世紀代の新潟県豊浦町北沢遺跡の鉄塊系遺物で、表面の鈴層を取り除いて分析されたものであるI。。燐 (P)



表 3 中世の遺跡出土銑鉄塊のイし学組成例

配 代

状

年

形

名

の

跡

鉄

】退
銑

析

料

分

試

化 学 成 分 (%)* 材 質 ミクロ組織
半*

T.Fe l Cu I  P  l Ti

1 新潟県豊浦町北沢遺跡、13C代 1の
、塊状 メタル 95.55 0.006 0.127 黒鋳鉄 片状黒鉛組織

2 福井県一乗谷遺跡、16C代 11)、
半月形 〃 94.01 0.023 0.220 nJ 白鋳鉄 レーデブライ ト組織

*Pについては、0.1%以上の分析値を太線枠で囲んで、始発原料鉱石が磁鉄鉱と推定されることを示した。

**急冷された白鋳鉄はレーデブライト組織、徐冷された黒鋳鉄は片状黒鉛組織になる。

が0.127%含 まれているので、始発の原料鉱石は砂鉄ではなく、磁鉄鉱 と考えなければならない (注 を参照 )。 後者

は16世紀代の福井県一乗谷朝倉遺跡から出土 した半月形の銑鉄素材で、 Pは0.22%と 高いn。 同様に磁鉄鉱である。

なお欄の右側に記載したように、ミクロ組織は前者が片状黒鉛、後者はレーデブライ トを示し、それぞれ黒鋳鉄、

白鋳鉄である。

注)筆者は現在、銅 (Cu)、 燐 (P)に加えてニッケル (Nl)、 コバル ト(CO)の 4元素を磁鉄鉱の標識成分と

考え、前二者については含有量0.1%、 後二者は00数%を判定の目安にしている。

古代末 。中世には磁鉄鉱を始発原料とする銑鉄の素材が広 く流通してお り、列島内各地で鋼に変える精錬が行わ

れていたことが明らかになりつつある。中世の城館が構築される前後の時期の層から鉄津が出土したときには、金

属学的に調査して遺跡の性格の解明に取 り組むことが必要である。そして鋼生産が確認されるならば、市村高男氏

が述べるところの「・・鋳物師たちの集団は、各地に成立した戦国期地域権力によって再編成され、城下町・・・

など都市部に居住するようになったり」ことを裏付ける、基礎的な資料になるものと考えられる。

6.ま と め

これまでに述べた結果と考察をまとめると、次のようになる。

①北目城跡の発掘調査で出上した数10個の鉄津から選別・送付された資料の肉眼観察を行い、その中から選んだ

試料 3点の分析結果を金属学的に解析 し、鉄津が飼精錬に関係する遣物であることを明らかにした。城内で鋼精錬

の操業が行われたとは考え難いので、恐らく城に隣接した場所に鍛冶工房があったのではないかと思われる。しか

し銅精錬の特徴を示す “椀型津"は比較的小型であり、遺跡内で検出された鉄津の量も多 くはないので、生産の規

模は小さく、操業期間も短かったことが推測される。

②鋼精錬技術上の問題としては、脱炭を目的にした鉄鉱石粉 (磁鉄鉱粒子)の添加、流動性の良い鉱津を生成さ

せるための石灰質造津材の使用などが推定される。後者については、当時遺骸の保存処理に牡蠣灰を用いたことを

記述している文献資料と実際に墓室を調査 した報告書を引用 し、それが造津材として使用された可能性のあること

を↓旨摘 した。

引 用 文 献
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2)赤沼英男「古代から中世における北の鉄の変化」『北の鉄文化』岩手県立博物館、1990.10、 p,74。

3)佐々木稔「名古屋城三の丸遺跡出土鉄津の金属学的解析」『名古屋城三の丸遺跡第 6・ 7次発掘調査報告書』名古屋市

見晴台考古資料館、1995.3、 p154。

4)大沢正己「大開遺跡出土遺物の中世鉄津の金属学的調査」神戸市教育委員会『大開遺跡』1993、 p.296。
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a)外観kb)断面のマクロ鰍

c、 c')同 ミクロ組織。
M :マグネタイト(Fe304)

F :フ ァヤライト(2FeO Si02)

写真 1 鉄滓No lの 外観と組織



a)外観 (平面)、 が)外観 (側面)。

b)断面マクロ組織、

c、 c')同 ミクロ組織

「取ＷＦ
:ウスタイト(FeO)

:フ ァヤライト (2FeO Si02)

写真 2 鉄滓No 2の外観 と組織
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a)外観 (平面)、 a′)外観 (側面)。

b)断面マクロ組織、

c、 ct)同 ミクロ組織

Ｗ

Ｆ

:ウスタイト(FeO)

:フ ァヤライト (2FeO Si02)

写真 3 鉄滓No 3の外観 と組織



へ と生

BSE)反射電子線像、R)

鉄 。オリビン (CaO'FeO

BSE

ウスタイ ト、F)フ ァヤライ ト (2Fe、 Ca)0,Si02)、 *カ ルシウム
°Si02)0地のスラグ部分はCao―A1203~Si02系。

写真4 鉄滓No 2ミ クロ組織のEPMA像



a)炉壁と反応した鉄滓 (3個に崩壊)、

b、 c)炉壁片。反応して変化している。

写真 5 反応変化 した炉壁片の外観 (参考)
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めとまⅣ

昭和 634Fに 都市計画道路建設に伴って行 われた発掘調査の結果によれば、北 目城跡は、複雑 な構造 を有す る堀、

溝を中心とする遺構群で構成される近世初期の城館で、最大で幅18m、 深さ32mに及ぶ、複雑に屈曲する大規模な

水堀 を全長 160m分検 出している。この堀は、底面 に土塁状の障壁を縦横に配置する障子堀 である。障子堀は、戦

国期か ら江戸時代前期、元和年 間ころまでの城郭に特有の堀底構造であ り、かつては粟野氏の居城であった中世城

郭を、伊達政宗が上杉氏への牽市1の拠点として、拡張、再整備 した際に構築された遺構 と考 えられる。粟野氏北 目

城の位置を特定す る手掛 りは、今回の調査では得 ることができなかった。

また、北目城跡は、近世の城館跡であるのみな らず、縄文時代後期後葉の竪穴住居跡や、晩期末葉までの遺物包

含層を有し、弥生時代中期中葉と後期の遺物や水 田遺構が形成されている。また、古代の溝跡を主たる遺構 とする

複合遺跡であることも明らかになり、多賀城 に先行す る陸奥国の国府 と推 定されている郡山官衛遺跡との関わ りも

含め、さらに遺跡範囲が周辺に拡大することも十分想定できる。

城郭機能段階の遺構 として、堀の内側にあたる曲輪内の土塁や建物殊などは耕作などの削平によって明確 には検

出されなかった ものの、堀跡の堆積土か ら検出した植物の種子や花粉 などの分析 の結果か ら水堀であったことが確

認されている。 また、江戸時代前期から幕末 。近代に至るまで、堀に埋 没 した遺物が各種大量に出土している。

その中でも、虹梁や朱塗鞘の脇差、曲尺、漆器碗、各種の木製品な どは、同時に出土 した肥前磁器な どの陶磁器

の年代観と整合 しながら、編年作業を行う課題ができた。

今回の調査で検 出した堀跡 は、近世初期に開削 された後、弱世紀後半までは部分的には用水路な どとして開回し

てお り、これ までに知られていた文献の記載とは異なる実態を確認で きた。この堀は、一旦 は埋め立てられるが、

堀 としての最終段階に明治期の遺物がまとまって廃棄されている箇所 も確認 されている。粟野氏の城郭であった北

目城が天正年間以降、伊達氏 によって修築され、一時は「破却」 されて堀の一部が埋め立て られたものの、堀 とし

ての機能と形状を維持 してお り、再整備可能な状況 を維持 しつつ、江戸時代の大規模 な地震の痕跡をとどめなが ら、

19世紀まで水堀 として機能していたようである。

堀跡の堆積土断面と底面や調査区の北半部な どでは、地震による液状化現象の痕跡を確認 しており、長町利府構

造線に沿った地震 の被害痕跡が甚大であったことを確認している。

仙台城下町形成期前後に盛行 した北 目城跡の調査研究は、今後の市内遺跡調査にとっても貴重 な歴史的景観の復

元材料 となり得る。
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図版 1

追跡周辺航空写真 (1956年 、国土地理院撮影 )



遺跡全景 (北から)

Itt Cト レンチ 帥■堀跡検出】対兄
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Ⅱ AttSD l全 景

I区 罰‐1堀跡断面

ⅡAtt SDl堀跡全景

I区 帥 1堀跡全景

Itt Ы汎堀跡出土漆器椀 骸 )

図版3



Itt SD‐1堀跡短刀 (57)出 土状況

ⅡB区全景 (南から)

IAtt SD7溝 跡西端部柱穴掘 り方
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乱 6

Itt SD‐1堀跡曲尺 (60)出 土状況
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Ⅱ区全景
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IC・ ⅡDtt SDl堀跡断面
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Ⅲ区 SD 16滞 跡堰検出状況
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Ⅲ区 SK‐ 12・ 13土城全景
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SE 6井 戸跡釣瓶 (329)底 面出土状況
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図版31 出土遺物 (12)
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図版35 出土遺物 (16)
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図版36 出土遺物 (17)



図版37 出土遺物 (18)
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図版40 出土遺物 (21)
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図版41 出土遺物 (22)
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図版44 出土遺物 (25)
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図版45 出土遺物 (26)
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